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平成２８年 

第４回宿毛市議会定例会会議録第１号 

 

１ 議事日程 

     第１日（平成２８年２月２９日 月曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 会議録署名議員の指名 

   第２ 会期の決定 

    ○ 諸般の報告 

    ○ 行政方針の表明 

   第３ 議案第１号から議案第５１号まで 

      議案第 １号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ 

             いて 

      議案第 ２号 固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意を求めることにつ 

             いて 

      議案第 ３号 平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について 

      議案第 ４号 平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算について 

      議案第 ５号 平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

      議案第 ６号 平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

      議案第 ７号 平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につい 

             て 

      議案第 ８号 平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

      議案第 ９号 平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

      議案第１０号 平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算について 

      議案第１１号 平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正予算について 

      議案第１２号 平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

      議案第１３号 平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算について 

      議案第１４号 平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

      議案第１５号 平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計補正予算について 

      議案第１６号 平成２７年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

      議案第１７号 平成２８年度宿毛市一般会計予算について 

      議案第１８号 平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

      議案第１９号 平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

      議案第２０号 平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

      議案第２１号 平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

      議案第２２号 平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

      議案第２３号 平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 
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      議案第２４号 平成２８年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

      議案第２５号 平成２８年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

      議案第２６号 平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

      議案第２７号 平成２８年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

      議案第２８号 平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

      議案第２９号 平成２８年度宿毛市水道事業会計予算について 

      議案第３０号 宿毛市地域公共交通会議条例の制定について 

      議案第３１号 行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制定 

             について 

      議案第３２号 宿毛市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する 

             条例の一部を改正する条例について 

      議案第３３号 宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につい 

             て 

      議案第３４号 宿毛市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改正 

             する条例について 

      議案第３５号 宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条 

             例について 

      議案第３６号 宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関する 

             条例の一部を改正する条例について 

      議案第３７号 宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例につ 

             いて 

      議案第３８号 宿毛市立沖の島へき地診療所に勤務する医師の給与並びに旅費支 

             給に関する条例の一部を改正する条例について 

      議案第３９号 宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第４０号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について 

      議案第４１号 宿毛市ふるさと寄附金条例の一部を改正する条例について 

      議案第４２号 宿毛市奨学金貸与条例の一部を改正する条例について 

      議案第４３号 宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第４４号 宿毛市立教育集会所の設置及び管理に関する条例の一部を改正す 

             る条例について 

      議案第４５号 宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

      議案第４６号 宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関 

             する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

      議案第４７号 宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び 

             運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防のた 

             めの効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部を改正 

             する条例について 
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      議案第４８号 宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定め 

             る条例の一部を改正する条例について 

      議案第４９号 高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及 

             び高知県市町村総合事務組合規約の変更について 

      議案第５０号 高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少及 

             び高知県市町村総合事務組合規約の変更に伴う財産処分について 

      議案第５１号 幡多西部介護認定審査会共同設置規約の変更について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

   日程第２ 会期の決定 

   日程第３ 議案第１号から議案第５１号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
沢 田 美 保 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 



 

－ 4 － 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  長 山 敏 昭 君 

   会計課長補佐  松 本 政 代 君 

   保健介護課長  和 田 克 哉 君 

   環 境 課 長  児 島 厚 臣 君 

   人権推進課長  滝 本   節 君 

   産業振興課長  黒 田   厚 君 

   商工観光課長  山 戸 達 朗 君 

   土 木 課 長  川 島 義 之 君 

   都市建設課長  中 町 真 二 君 

   福祉事務所長  佐 藤 恵 介 君 

   水道課長補佐  平 井 建 一 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

桑 原   一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
杉 本 裕二郎 君 

   千 寿 園 長  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
河 原 志加子 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０１分 開会 

○議長（岡﨑利久君） これより平成２８年第

１回宿毛市議会定例会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

 日程第１「会議録署名議員の指名」を行いま

す。 

 会議録署名議員は、会議規則第８８条の規定

により、議長において宮本有二君及び濵田陸紀

君を指名いたします。 

 日程第２「会期の決定」を議題といたします。 

 この際、議会運営委員長の報告を求めます。 

 議会運営委員長。 

○議会運営委員長（宮本有二君） 議会運営委

員長。 

 御報告をいたします。 

 ただいま議題となっております今期定例会の

会期につきましては、議長の要請によりまして、

去る２月２５日、議会運営委員会を開きまして、

今期定例会に提案予定の案件等を勘案の上、慎

重に審査した結果、本日から３月２２日までの

２３日間とすることに、全会一致をもって決定

いたしました。 

 以上、御報告を申し上げます。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 今期定例会の会期は、委員長報告のとおり、

本日から３月２２日までの２３日間といたした

いと思います。 

 これに御異議はありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、今期定例会の会期は、本日から３月

２２日までの２３日間と決定いたしました。 

 この際「諸般の報告」をいたします。 

 会議規則第６２条第２項の規定により、一般

質問の通告の期限を、本日午後５時と定めます

ので、質問者は期間内にその要旨を文書で通告

してください。 

 なお、閉会中の議員派遣及び事務的な報告に

つきましては、お手元に配付いたしました文書

のとおりでありますので、これにより御了承願

います。 

 地方自治法第１８０条第２項の規定による市

長の専決処分事項の報告につきましては、お手

元に配付しているとおりであります。 

 以上で諸般の報告を終わります。 

 続いて、市長の行政方針の表明を行います。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 本日は、平成２８年第１回宿毛市議会定例会

を招集いたしましたところ、議員の皆様におか

れましては、何かとお忙しい中、御参集いただ

きまして、まことにありがとうございます。 

 議案の説明に先立ち、平成２８年度の市政運

営に対する基本方針並びに主要な施策について、

所信の一端を申し上げ、市民並びに議員の皆様

方の御理解と御協力を賜りたいと思います。 

 まず、初めに地方創生について申し上げます。 

 我が国における急速な少子高齢化の進展と、

人口減少に歯どめをかけるため、まち・ひと・

しごと創生法が制定され、各地方公共団体にお

きましては、地方人口ビジョン及び地方版ま

ち・ひと・しごと創生総合戦略の策定が義務化

されました。 

 本市では、宿毛市まち・ひと・しごと創生総

合戦略推進本部を立ち上げ、行政だけではなく、

外部組織の実務担当者などを含めた専門部会に

おきまして、素案を作成し、さらに産・官・

学・労・言、この方々から、市民委員や学識経

験者ら１５名で構成される宿毛市政策審議会で

議論を重ね、昨年１０月に宿毛市人口ビジョン

及び宿毛市まち・ひと・しごと創生総合戦略を

策定しました。 
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 本戦略で掲げた地産外商により、安定した雇

用を創出する、新しい人の流れをつくる、若い

世代の結婚・妊娠・出産・子育ての希望をかな

える、女性の活躍の場を拡大する、コンパクト

な中心部と小さな拠点との連携により人々のく

らしを守る、の四つの基本目標のもと、ＰＤＣ

Ａサイクルで実効性のある戦略となるよう見直

しながら、具体的な施策を実行してまいります。 

 人口減少対策は喫緊の課題であり、早急な対

策が必要となりますので、特に雇用の創出や、

移住定住対策、及び子育て支援などの重点課題

につきましては、積極的に推進してまいります。 

 平成２８年度は、移住定住推進室を創設し、

積極的に本市の魅力を発信するとともに、移住

促進のための取り組みを強化し、人口減少克服

と、地域活性化を図ってまいります。 

 財政状況及び予算編成の概要について、申し

上げます。 

 本市の平成２６年度決算では、財政健全化比

率は、実質公債費比率、将来負担比率などの全

ての項目について、早期健全化基準を下回る結

果となっています。 

 しかしながら、扶助費などの社会保障費が

年々増加し続けており、財政運営の硬直化が進

行しています。 

 このため、平成２８年度の予算編成におきま

しても、限られた財源の中で、既存事業の見直

し、事業の優先順位などを考慮し、効率的、効

果的な予算編成に努めました。 

 その結果、平成２８年度一般会計予算といた

しましては、対前年度比約６．６％増の１１２

億２，４０４万８，０００円となっています。 

 南海地震対策関連事業費や、扶助費が増額し

たことに伴う財源不足を補うため、財政調整基

金から１億９，０６９万９，０００円の繰り入

れを行います。 

 今後も非常に厳しい財政運営が想定されます

が、議会を初め、市民の皆様の御理解、御協力

をいただく中で、宿毛創生を目指し、必要な事

業においては積極的な予算編成に取り組んでま

いりたいと考えています。 

 防災対策について申し上げます。 

 南海トラフ巨大地震対策につきましては、こ

れまで津波避難道や津波避難場所を初め、津波

避難ビルへの屋外階段の整備などのハード整備

を進めるとともに、地域防災計画などの見直し

など、ソフト対策にも取り組んでまいりました。 

 平成２７年度は、老朽化した防災行政無線を、

ＮＴＴデータの防災情報伝達システムに更新し、

これまでの沿岸部に加え、山間部についても、

屋外子局を整備いたしました。 

 本システムの整備により、スピーカーからの

音声による災害情報の伝達に加え、平成２８年

度からスマートフォンや携帯電話への文字によ

る情報の配信も可能になりますので、災害時の

迅速な避難行動につながるものと考えています。 

 また、住宅の耐震化につきましては、平成２

７年度に耐震診断が無料で受けられる制度を創

設するとともに、旧耐震基準の木造住宅を戸別

訪問し、耐震化などのＰＲを行っています。 

 平成２８年度につきましても、引き続き、こ

れらの事業を実施し、住宅の耐震化を促進して

まいります。 

 さらに、南海トラフ巨大地震の発生に伴う地

盤沈降対策につきましては、堤防のかさ上げに

つきまして、高知県が地元説明を行うなど、既

に積極的な取り組みを展開していますので、宿

毛市長期浸水対策連絡会において、毎年度、進

捗状況などの確認を行ってまいります。 

 平成２８年度に新たに実施する対策としまし

ては、総合運動公園の敷地内に、飲料水・食料

などの備蓄品を集約して備えておくための大型

備蓄倉庫を整備します。 

 また、荒天時でも、衛星携帯電話が屋内で使
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用できるよう、災害対策本部が設置される本庁

舎、防災センター及び総合運動公園への屋外ア

ンテナの整備や、津波避難ビルへの標示看板の

設置も行います。 

 一方、ソフト対策につきましては、大災害発

災後に開設される避難所の円滑な運営に向け、

より具体的な避難所ごとのマニュアルの作成に

取りかかることとしており、平成２８年度は、

平田小学校の避難所運営マニュアルを策定し、

必要な資機材についても、あわせて整備してま

いります。 

 また、大災害発災後、復旧活動などが円滑に

進むよう、あらかじめ遺体安置所や瓦れきの一

時保管場所を設定しておくための応急期機能配

置計画も策定いたします。 

 さらに、避難所が不足する現状を踏まえ、愛

媛県南予や、幡多地域の市町村との広域避難の

協議につきましても、引き続き、取り組みを進

めてまいります。 

 教育環境の整備について、申し上げます。 

 宿毛小学校の改築につきましては、これまで

調査や協議を重ねる中で、現在地を中心に、校

舎を改築することが望ましいと判断いたしまし

た。今後も、教育委員会と協議を重ね、早期に

学校施設を改築できるように努めてまいります。 

 また、平成２８年度は、沖の島小学校、橋上

小学校、松田川小学校の屋内運動場の耐震補強

工事を実施いたします。 

 今後も、保護者や地域の皆様の御理解と御協

力をいただく中で、子供たちにとって、よりよ

い教育環境づくりに努めてまいります。 

 企業誘致について、申し上げます。 

 高知西南中核工業団地では、現在、製造業２

１社、物流センター協同組合２２社が操業し、

約８００名が就労しています。 

 近年は、工場の増設など、規模拡大を行う企

業が出てきており、工業団地の就業者数も、若

干ではありますが、増加傾向にあります。 

 一方、宿毛湾港工業流通団地では、新たな企

業進出はありませんが、高知県とともに、企業

立地に向け、訪問活動を継続して実施していま

す。 

 今後も、新たな設備投資を検討している企業

などに対して、関係機関と連携を図る中で、積

極的に誘致活動を展開し、さらなる雇用の場の

確保に向け、取り組んでまいります。 

 交通運輸体系の維持確保について、申し上げ

ます。 

 土佐くろしお鉄道は、地域の公共交通の基幹

路線として、市民の通勤、通学などの日常生活

はもとより、観光振興などにおきましても、重

要な役割を果たしています。 

 しかしながら、少子高齢化に伴う人口減少や、

モータリゼーションの進展に伴い、利用者が減

少し、非常に厳しい経営状況が続いています。 

 昨年は、利用促進のため、中村宿毛線の愛称、

ロゴの募集や、駅にぎりの販売など、さまざま

な取り組みを行いました。今後も、高知県や沿

線市町村と連携して、利用促進に向けた取り組

みを推進してまいります。 

 バス路線についても、利用者の減少に歯どめ

がかからず、路線維持が困難な状況になってい

ます。平成２８年度は、ＩＣカード「ですか」

の導入により、利用者の利便性の向上を図り、

利用促進に取り組んでまいります。 

 公共交通の空白地域における交通手段の確保

につきましては、過疎高齢化が急激に進展する

中、喫緊の課題となっています。 

 このため、平成２７年度は、地域の移動手段

の実情、課題などの状況を把握するため、橋上

地域並びに小筑紫地域の一部を対象に、地域に

入り、調査を行いました。 

 平成２８年度は、この調査を踏まえ、公共交

通空白地域における持続可能な生活交通の確保
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について、実証運行を行い、検証をしてまいり

ます。 

 宿毛佐伯航路につきましては、これまで景気

の低迷や、口蹄疫問題、東日本大震災、さらに

は燃油価格の高騰も相まって、非常に厳しい経

営状況にあったため、高知県や幡多地域の市町

村が中心となって、さまざまな支援を行い、航

路維持に取り組んでまいりました。 

 平成２７年度は、台風などによる欠航が少な

かったことから、旅客数及び貨物量が前年実績

を上回る状況となっており、加えて燃油価格の

下落により、経営的には前年度と比較して、改

善されています。しかしながら、老朽化が進行

する船の更新問題や、同業他社との競争など、

依然として厳しい状況にあります。 

 本航路は、四国西南地域と九州を結ぶ、海の

国道として重要な航路でありますので、今後も、

安定した経営がなされるよう、高知県や大分県、

関係市町村とともに、利用促進などの支援を継

続してまいります。 

 ふるさと寄附金制度について、申し上げます。 

 地方創生の一つの施策として、注目されてい

ますふるさと寄附金につきましては、平成２７

年度からポータルサイトを利用し、返礼品や支

払方法を選べるように、寄附者の利便性を向上

させたところ、前年度と比べ、約１４倍の御寄

附をいただくなど、一定の成果を得ました。 

 今後、法人を対象としたふるさと寄附金制度

も創出されることから、さらに取り組みを強化

し、地域活性化のため、財源の確保とあわせて、

産業振興にもつなげてまいりたいと考えていま

す。 

 具体的には、一般社団法人宿毛市観光協会へ

一部事業を委託し、返礼品の充実や、ＰＲの強

化を、官民協働で取り組んでまいります。 

 この施策を通じて、これまで以上に多くの

方々に本市を知っていただき、地域経済の活性

化を図ってまいります。 

 産業振興について、申し上げます。 

 本市の基幹産業である農林水産業を取り巻く

環境は、依然として厳しい状況にありますが、

地方創生、地域活性化のためには、一次産業の

振興が不可欠であり、農林水産業に従事する

方々が、安心して生活できる環境をつくり上げ

ていくことが必要と考えています。 

 農業につきましては、国におきまして、農業

構造改革を進めるためのさまざまな、新たな施

策が進められており、それらの制度を有効に活

用しながら、本市の農業を維持、向上する取り

組みを進めてまいります。 

 平成２８年度も引き続き、持続可能な農業の

確立を図るために、農地中間管理機構と連携を

図りながら、農地の集積や、集落営農組織の組

織化の推進を図るとともに、新規就農研修支援

事業や、青年就農給付金の実施により、重要な

課題である後継者の育成、支援に取り組んでま

いります。 

 畜産業につきましては、ＴＰＰによる関税の

段階的な削減により、畜産経営は非常に厳しい

状況となることが予想されます。 

 今後は、強い畜産業づくりを展開するため、

国の動向も見据えながら、各経営体の生産効率

の向上や、ブランド化を推進してまいりたいと

考えます。 

 林業につきましては、厳しい状況が続く中で、

株式会社グリーンエネルギー研究所の木質ペレ

ットの製造施設及び、木質バイオマス発電施設

の操業開始により、大きな木材の需要が生まれ

ています。 

 本市といたしましては、発電事業などの原材

料となる木材の安定的な供給のため、県を初め、

関係機関と連携を図る中で、支援をしてまいり

たいと考えています。 

 また、個人の森林所有者などが、森林の経営
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や管理、施業をみずからが行う自伐型林業につ

きましては、持続的、安定的に収入を確保でき

る林業形態として、地域雇用の創出と農林業の

振興や、鳥獣害対策など、期待のできる効果は

大きく、全国的にも専業型・副業型など、さま

ざまな形態で実践されています。 

 本市といたしましても、市内の豊富な森林資

源を地域の活性化につなげるため、平成２７年

度に引き続き、間伐施業や作業道開設技術の習

得などの実践研修を通して、副業型、休日型な

どの多様な形による林業従事者の育成を図りな

がら、専業による自伐型林業経営への展開に対

する支援、また、仕組みづくりについても、検

討してまいりたいと考えています。 

 水産業につきましては、漁業者の所得向上や

経営の安定化を図るため、地産外商の推進と、

販路拡大に向け、関係機関と連携を図りながら、

取り組んでまいります。 

 平成２８年度の具体的な取り組みとしまして

は、県、市、漁協及び漁業関係者により設立し

た宿毛湾養殖業外商推進協議会を中心として、

国内外における養殖魚の外商推進に向けて、引

き続き取り組んでまいります。 

 また、宿毛湾の豊かな水産資源を維持するた

めの放流事業や、藻場の造成などの環境保全活

動に対して、継続して支援をしてまいります。 

 水産業全体の課題である漁業後継者の育成に

つきましても、新たな漁業者を志す研修生が自

立するまでの支援を継続して行います。 

 本市の地域資源を活用した６次産業化の取り

組みにつきましては、これまでも、高知県産業

振興計画地域アクションプランに位置づけ、施

設整備や販路拡大に向けて、事業者と連携を図

りながら、取り組みを進めてまいりました。 

 その結果として、直七果汁が、昨年大手飲料

メーカーの季節限定シリーズの製品に採用され、

今年も全国で販売されるなど、着実に成果が上

がってきています。 

 水産加工製品につきましても、事業者による

県外のイベントへの出展や、商談会への参加な

どの販促活動により、取引先も増加しており、

着実な事業の進捗が見られ、また、昨年は、県

補助金を活用して、新たな水産加工場も操業を

開始しています。 

 今後におきましても、引き続き、関係事業者

と連携を図りながら、宿毛発の商品の販路拡大

などに、行政としても支援を行ってまいります。 

 商工業について申し上げます。 

 本市におきましては、人口減少や、少子高齢

化といった課題が深刻化しており、消費の低迷

や、設備投資の減退など、商工業を取り巻く環

境は厳しい状況にあります。特に、中心市街地

商店街の空洞化は、深刻な問題となっており、

商店数の減少や、空き店舗の増加が課題となっ

ています。 

 このため、引き続き、宿毛商工会議所と連携

を図るとともに、宿毛市まち・ひと・しごと創

生総合戦略に基づいた地産外商、販路拡大や創

業支援、雇用創出などを推進し、商工業の振興

に努めてまいります。 

 観光について申し上げます。 

 観光振興につきましては、一般社団法人宿毛

市観光協会との連携を強化し、本市の豊かな資

源である、海を活用したチヌ釣りやグレ釣り、

スキューバダイビングなどのマリンレジャー事

業を推進してまいります。 

 また、観光客のニーズに合った、新たな観光

資源を掘り起こし、本市の観光資源を生かした

新しい観光メニューの開発に取り組むとともに、

一般社団法人幡多広域観光協議会と連携を図る

中で、広域的な観光振興にも取り組み、国内は

もとより、国外観光客も獲得できるような取り

組みにつなげてまいりたいと考えます。 

 さらに、総合運動公園を初めとするスポーツ
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施設を利用する入込客は、本市にとりましては、

経済波及効果が高いものとなっており、引き続

き、キャンプ誘致やマラソンを初めとしたスポ

ーツ大会の開催について、支援を行ってまいり

ます。 

 宿毛湾港について、申し上げます。 

 湾港施設の整備につきましては、平成２１年

度より、第２防波堤の整備が進められており、

平成３０年度の完成を目指して工事が進められ

ています。 

 港の利活用につきましては、クルーズ客船の

誘致に取り組んでおり、本年９月２５日には、

ぱしふぃっくびいなすの入港が予定されていま

す。 

 近年は、全国各地で外国船の寄港が多くなっ

ており、本市としても、小型・中型クラスの外

国船寄港誘致についても進めてまいります。 

 客船の寄港は、本市の観光資源や特産品など

の地元産品をＰＲする絶好の機会であり、今後

も客船の寄港促進に積極的に取り組み、地域の

活性化につなげてまいりたいと考えています。 

 また、海上自衛艦の寄港につきましても、地

域経済の活性化に寄与していただけるものと考

えていますので、関係機関への働きかけを積極

的に行ってまいります。 

 道路整備について、申し上げます。 

 高規格道路、中村宿毛道路につきましては、

平成３１年度供用開始を目指し、宿毛インター

チェンジ予定地の和田地区を中心とした工事が

進められています。 

 宿毛・内海間につきましても、平成２７年度

より計画段階評価を進めるための調査に着手と

なっており、引き続き、愛南町を初めとした関

係機関と連携し、早期事業化に向けて取り組ん

でまいります。 

 さらに、地域の主要幹線である国道、県道の

整備促進につきましては、地域の要望が早期に

実現できるよう、引き続き、関係機関へ強く要

請してまいります。 

 市道につきましては、施設の長寿命化を図る

ための調査、点検を実施し、緊急性、優先度を

十分勘案する中で、計画的に整備してまいりま

す。 

 浸水対策について、申し上げます。 

 台風などにより、与市明川に並行する県道宿

毛城辺線沿いの家屋に、浸水被害がたびたび発

生していました。そのため、家屋浸水対策とし

て、平成２８年度につきましては、錦川と与市

明川との合流点のゲートに、ポンプを設置する

ための測量設計を実施し、県と連携しながら、

対策を講じてまいります。 

 横瀬川ダムについて、申し上げます。 

 横瀬川ダムの建設事業につきましては、現在、

つけかえ市道工事を実施しており、平成２８年

度には本体工事に着手する計画となっており、

平成３１年度完成に向け、事業主体である国土

交通省と連携して、取り組んでまいります。 

 国土調査について、申し上げます。 

 平成２７年度に高規格道路の延伸をにらみ、

貝塚地区の北側山林部分を中心に、現地調査を

円滑に進めるための予備調査を実施しました。 

 平成２８年度につきましては、予備調査実施

区域の本調査を実施し、市民の財産の保全、土

地の利活用の促進に努めてまいります。 

 市営住宅について、申し上げます。 

 老朽化の進む公営住宅につきましては、平成

２５年度に宿毛市公営住宅等再編計画を策定し、

平成２６年度には、手代岡地区改良住宅の基本

計画及び基本設計を策定しました。 

 平成２８年度は、基本設計をもとに実施設計

を行い、整備に向けて取り組んでまいります。 

 また、既存の市営住宅についても、適切な改

修・維持保全に努めてまいります。 

 水道事業について、申し上げます。 
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 安心安全な水道水の提供を行うために、配水

管などの布設がえを計画的に行うなど、施設整

備に努めています。 

 平成２８年度は、市道宿毛団地２３号線や、

国道５６号の配水管布設がえ工事などを行って

まいります。 

 また、効率的に水道事業を行うために、小筑

紫簡易水道、北部簡易水道を上水道に統合する

ための簡易水道再編事業を、引き続き推進して

まいります。 

 下水道事業について、申し上げます。 

 平成２８年度は、処理場施設や計画区域など

の適正化を図るために、公共下水道基本計画の

見直しを行ってまいります。 

 また、水洗便所等改造資金利子補給制度や、

加入後１年間、下水道使用料を免除するキャン

ペーンを引き続き実施し、下水道への加入促進

を図ってまいります。 

 雨水対策につきましては、国の補助事業を活

用し、宿毛ポンプ場の長寿命化対策工事を行い、

市街地の浸水防除に努めてまいります。 

 生活環境について、申し上げます。 

 二酸化炭素などの温室効果ガスによる地球温

暖化や、生活排水による水質汚濁、さらには廃

棄物処理の問題など、解決しなければならない

多くの課題があります。 

 幡多クリーンセンターへの、本市からのごみ

の持ち込み量は微増傾向にあり、処理費用とし

て、年間約１億３，０００万円の負担をしてお

り、ごみの減量化が課題となっています。 

 このため、平成２８年度におきましても、ご

みの発生抑制、再資源化、再利用の積極的な啓

発や、家庭用電気式生ごみ処理機などの購入者

に対する補助など、ごみ縮減に向けた取り組み

を、引き続き実施してまいります。 

 また、環境保全への取り組みにつきましても、

市民の皆様に御協力をいただく中、宿毛市クリ

ーンデーを年２回実施するとともに、不法投棄

や野焼きの防止についても、パトロールを行っ

てまいります。 

 空き家対策について、申し上げます。 

 市内においても、増加し続ける老朽空き家に

つきましては、相談窓口を一本化し、撤去に対

する補助金制度を創設するなど、個別に対応し

ていますが、空き家に関する特別措置法も施行

され、平成２８年度以降は、国の支援も本格化

しますので、本市におきましても、宿毛市全域

における空き家の実態調査やデータベース化に

着手し、危険老朽空き家の解消に努めてまいり

ます。 

 福祉について、申し上げます。 

 障害者福祉につきましては、障害のある方が、

住みなれた地域で、安心して生活を送ることが

できるよう、各種障害者福祉サービスの提供や、

手当などの給付を行います。 

 また、相談支援の取り組みをするとともに、

地域支援者の活動を支援するなど、地域の関係

機関との連携を図りながら、障害者が安心して

生活できる環境づくりを進めてまいります。 

 高齢者福祉につきましては、第６期高齢者保

健福祉計画に基づき、高齢者が社会参加を通じ

て、元気で生きがいや希望を持った生活が送れ

るよう、生きがい大学の開催や、元気クラブな

どの活動を支援してまいります。 

 児童福祉につきましては、中学校卒業までの

医療費の無料化を継続して実施するとともに、

児童手当や児童扶養手当の給付によって、子育

て世帯を支援し、次の世代を担う子供たちが、

心身ともに健やかに育まれるよう、子育て環境

の充実に努めてまいります。 

 また、児童虐待など、あらゆる児童問題の解

消に向け、関係機関との連携を強化し、要保護

児童の早期発見と、その家庭への継続した支援

に努めてまいります。 
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 保育につきましては、平成２７年度から始ま

った子ども・子育て支援新制度の関連施策とし

て、保育所の開園時間を一部延長するなど、保

護者のニーズに応えられるよう、保育環境の改

善に努めてまいりました。 

 平成２８年度からは、子育て世帯の経済的負

担を軽減するため、同時入所の第２子から保育

料を全額無料とし、子どもを生み、育てやすい

環境づくりに努めてまいります。 

 生活困窮者への対策としましては、生活困窮

者自立支援法に基づく相談窓口と、支援相談員

を、引き続き、宿毛市社会福祉協議会に配置し、

支援メニューを提供してまいります。 

 また、生活保護制度が、最後のセーフティネ

ットとして、非常に重要な役割を果たしている

ことから、担当職員の資質向上を図り、より一

層、充実した支援と、適正な実施に努めてまい

ります。 

 人権について、申し上げます。 

 全ての人々の人権が大切にされ、尊重される

社会をつくることは、私たちみんなの願いです。 

 平成２８年度におきましても、引き続き、人

権啓発講演会の実施や、保育園、小中学校保護

者を対象とした学習会などを通して、人権意識

の高揚を図り、市民一人一人の人権が尊重され、

差別のない社会の実現を目指した取り組みを進

めてまいります。 

 保健事業について、申し上げます。 

 成人保健事業につきましては、宿毛市保健事

業実施計画に基づき、各種健康事業を初め、健

康イベントや健康教室などを通じて、健康づく

りの啓発・意識の向上に努めてまいります。 

 母子保健事業につきましては、親子が孤立せ

ず、安心して妊娠・出産・子育てに向き合える

ように、妊婦及び乳幼児健診による母子の健康

管理に努める中で、子育て不安や、悩みの解消

に向けて、新たに平成２８年度より助産師が家

庭訪問を行うなど、より一層の子育て支援に努

めてまいります。 

 精神保健事業につきましては、こころの相談

業務を継続する中で、相談窓口の充実を図ると

ともに、気づき、つなぎ、見守りに重点を置き、

意識啓発や支援者の人材育成を進めるなど、自

殺予防活動へとつなげてまいります。 

 介護保険事業につきましては、第６期宿毛市

介護保険事業計画に基づき、団塊の世代が７５

歳以上となる平成３７年に向けて、高齢者が住

みなれた地域で、安心して暮らすことのできる、

地域包括ケアシステム構築を推進し、安定的な

介護保険事業の運営に努めてまいります。 

 また、新たに実施します介護予防・日常生活

支援総合事業や、一般介護予防事業を通じて、

地域で自主的に介護予防体操をしていただくグ

ループを支援し、地域ぐるみで介護予防を推進

してまいります。 

 さらに、地域包括支援センター機能の強化を

図り、生活支援サービスや、認知症施策の充実、

在宅医療介護の連携などを推進し、一体的にサ

ービス提供できる地域づくりを目指してまいり

ます。 

 国民健康保険事業について、申し上げます。 

 本市の国民健康保険事業の財政状況は、税収

入の減少や、高齢化及び高度先進医療の普及に

伴う医療費の増加により、大変厳しい運営が続

いています。 

 平成１９年度から、国民健康保険事業財政調

整基金を取り崩して、収支を保っていましたが、

平成２６年度決算におきまして、基金も残りわ

ずかとなりました。 

 このため、子育て支援の一環として行ってい

ます医療費助成事業に対する国庫補助金の減額

による影響額を、一般会計から繰り入れる財源

措置を講じるとともに、医療費適正化への取り

組みや、徴収率の向上に努めてまいります。 
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 また、平成３０年度から都道府県が国民健康

保険事業の財政運営について、中心的な役割を

果たし、市町村は資格管理や保険料の賦課・徴

収、保険給付や保健事業を実施することとなり

ます。本市としましても、新しい国民健康保険

制度の円滑な実施・運営に向けて、準備をして

まいります。 

 以上、平成２８年度を迎えるに当たり、市政

運営の基本的な考え方を申し上げました。 

 国勢調査において、５年間で約１，７００名

が減少するなど、本市を取り巻く環境は、ます

ます厳しい状況にあります。しかしながら、こ

のようなときこそ、職員とともに知恵を出し、

汗をかいて、宿毛創生に向けた事業を、積極果

敢に推進してまいりたいと考えています。 

 市民並びに議員の皆様方におかれましては、

より一層の御理解と御協力をいただきますよう

お願い申し上げまして、所信の一端といたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、市長の行政方

針の表明を終わります。 

 この際、１０分間休憩いたします。 

午前１０時４３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５５分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 日程第３、「議案第１号から議案第５１号ま

で」の５１議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 御提案申し上げました

議案につきまして、提案理由の説明をいたしま

す。 

 議案第１号及び議案第２号は、「固定資産評

価審査委員会委員の選任につき同意を求めるこ

とについて」でございます。 

 固定資産評価審査委員会委員３名のうち２名

の委員が任期満了となりますので、引き続き、

現委員の、山下博文氏、並びに佐田忠孝氏を選

任することについて、地方税法第４２３条第３

項の規定により、議会の同意を求めるものです。 

 議案第３号は、「平成２７年度一般会計補正

予算について」でございます。 

 総額で２億５，３６０万４，０００円を増額

するものです。 

 歳入で増額する主なものは、市税、４，４７

８万２，０００円、地方交付税、２億７，９８

２万１，０００円、使用料及び手数料、９４６

万２，０００円、国庫支出金、１億８，４３７

万３，０００円などです。 

 また、歳入で減額する主なものは、県支出金、

８，９１０万３，０００円、繰入金、１億６，

１５０万円、市債、１，５３０万円などです。 

 一方、歳出で増額する主なものは、総務費で

は、職員退職手当、１億１，４７４万２，００

０円、地方公共団体情報セキュリティ強化対策

費補助金事業、１，４１３万５，０００円、津

波避難道整備工事費、２，０１０万円。 

 民生費では、国民健康保険事業特別会計への

繰出金及び地方単独事業波及増分の繰出金、７，

１６６万５，０００円、障害介護給付費等扶助、

１，６００万円、特別養護老人ホーム特別会計

繰出金、１，２１５万４，０００円、年金生活

者等支援臨時福祉給付金、１億１，６１９万円、

生活保護扶助費、１，２４３万８，０００円。 

 商工費では、地方創生加速化交付金対象事業

として、幡多広域観光協議会運営事業費負担金、

９４８万５，０００円、すくもまるごと商社プ

ロジェクト事業費補助金、７，０５１万５，０

００円。 

 土木費では、港湾国直轄事業負担金、１，４

７９万円、土地区画整理事業特別会計繰出金、

４，１５９万８，０００円。 
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 教育費では、松田川小学校体育館耐震補強工

事費、５，０１８万９，０００円などを計上し

ています。 

 また、歳出で減額する主なものは、民生費で

は、介護保険事業特別会計繰出金、２，２４７

万５，０００円、大島保育園運営補助金、２，

３１９万５，０００円、宿毛市社会福祉施設整

備費補助金、２，２０１万６，０００円、児童

扶養手当扶助、１，４００万円。 

 衛生費では、幡多広域市町村圏事務組合負担

金、８７６万１，０００円。 

 農林水産業費では、農業基盤整備促進事業費、

１，１８０万円。 

 土木費では、県営道路事業負担金、２，００

４万２，０００円、地方道整備事業測量設計委

託料及び用地購入費、２，４０６万７，０００

円、県営急傾斜地崩壊対策事業負担金、１，０

０３万３，０００円。 

 教育費では、橋上小学校体育館耐震補強工事

費、１，４８８万１，０００円。 

 災害復旧費では、現年度農業施設災害工事費、

１，２００万円などを減額しています。 

 議案第４号から議案第１６号までの１３議案

は、平成２７年度各特別会計及び水道事業会計

の補正予算です。 

 いずれも、決算見込額として、必要最小限の

経費を補正しています。 

 議案第１７号は、「平成２８年度一般会計予

算について」でございます。 

 総額で１１２億２，４０４万８，０００円を

計上しています。 

 財政状況につきましては、行政方針の中で申

し上げましたので、省略させていただきますが、

前年度より６億９，６８８万９，０００円の増

額となっています。 

 歳入の主なものを申し上げます。 

 市税、２０億９，７２６万５，０００円、地

方交付税、４１億５，０００万円、国庫支出金、

１４億３，７２９万３，０００円、県支出金、

９億８，６１０万７，０００円、繰入金、２億

８，６４６万８，０００円、市債、８億５，４

１７万４，０００円などを計上しています。 

 一方、歳出の中で主なものを申し上げます。 

 総務費では、職員の定年退職に伴う退職金、

１億２，５４０万９，０００円、公共施設等総

合管理計画策定業務委託料、６４８万円、地域

おこし協力隊事業、８４５万５，０００円、空

き家活用移住促進住宅改修工事費、９００万円、

地域公共交通再編計画の策定及び実証運行業務

委託料並びに車両購入費、１，８３２万１，０

００円、応急期機能配置計画策定委託料、１，

０７１万４，０００円、宿毛市総合運動公園に

防災備蓄倉庫を整備する事業、１億２，２２２

万７，０００円、住宅耐震改修促進費補助金、

１，２３２万５，０００円、ふるさと納税の取

り組みを強化するためのふるさと寄附金事業、

７，０５２万８，０００円、参議院議員選挙費、

１，９１１万５，０００円。 

 民生費では、社会福祉センターの外壁塗装工

事に係る社会福祉施設整備費補助金、２，７１

８万円、年金生活者等支援臨時福祉給付金及び

臨時福祉給付金、３，３８１万円、同時入所し

た第２子以降の保育料を無料化するための子育

て世代応援事業、１，８３９万２，０００円、

子どものための教育・保育給付費負担金として、

私立、公立保育所あわせまして３億５，４７４

万２，０００円、正和・貝礎・手代岡隣保館及

び児童館の耐震補強設計業務委託料、８５０万

円。 

 衛生費では、災害時にも対応できるよう、火

葬用燃料予備タンク設備の設置工事費、２２８

万７，０００円。 

 農林水産業費では、集落が農業経営を行う、

集落営農を支援するための、集落営農・拠点ビ
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ジネス支援事業費補助金、５７４万４，０００

円、農地の保全等を目的とする宿毛市多面的機

能支払交付金、５，２２２万９，０００円、畜

産業者の施設整備を支援するための、宿毛市レ

ンタル畜産施設等整備事業費補助金、４，６８

５万７，０００円、漁船への安定した燃料供給

を維持するため、田ノ浦漁港に地下タンクを整

備する事業として、漁船用補給施設設置事業補

助金、６９３万円、漁港の岸壁保全工事等を行

う水産物供給基盤機能保全工事費、４，３００

万円。 

 商工費では、宿毛市観光ガイドブックの英文

作製委託料、幡多観光のＰＲ事業等を行うため

の幡多広域観光協議会運営事業費負担金、５３

８万９，０００円。 

 土木費では、市道改良工事などを行う、道路

新設工事事業費並びに橋梁の点検・補修設計及

び工事費、２億２，８００万円、国が行う宿毛

湾港の第２防波堤整備事業負担金、９，４６８

万８，０００円、中央線無電柱化整備工事費、

９，００１万円、錦川下流域の内水対策として、

排水ポンプ等の設置を行うための測量設計業務

委託料、７００万円、県が行う長期浸水対策と

して、海岸堤防のかさ上げ及び耐震化工事の負

担金、７，７３７万３，０００円。 

 消防費では、田ノ浦部詰所建設工事費、２，

０００万円。 

 教育費では、平田小学校及び山奈小学校の飛

散防止フィルム設置工事費、６５７万２，００

０円、宿毛小学校用地購入費、１，５００万円、

山奈小学校の放課後児童クラブ施設整備事業、

２，５００万円などを計上しています。 

 議案第１８号から議案第２９号までの１２議

案は、平成２８年度各特別会計及び水道事業会

計予算についてでございます。 

 １１特別会計の総額は、７９億２，１８９万

６，０００円で、企業会計である水道事業会計

は、１２億３，９４４万９，０００円を計上し

ています。 

 議案第３０号は、「宿毛市地域公共交通会議

条例の制定について」でございます。 

 内容につきましては、住民の生活に必要な輸

送の確保や、公共交通の利便性の増進を図るた

め、宿毛市地域公共交通会議を、要綱に基づき

設置していますが、平成２８年度より、地域公

共交通網形成計画等を作成し、公共交通空白地

域における交通対策事業を実施するため、条例

で規定するものです。 

 議案第３１号は、「行政不服審査法の施行に

伴う関係条例の整備に関する条例の制定につい

て」でございます。 

 内容につきましては、行政庁の処分その他公

権力の行使にあたる行為に関する不服申立制度

について、公平性や利便性の向上のため、行政

不服審査法及び行政不服審査法の施行に伴う関

係法律の整備等に関する法律が、平成２８年４

月１日から施行されることに伴い、宿毛市行政

手続条例、宿毛市情報公開条例、宿毛市個人情

報保護条例、宿毛市情報公開・個人情報保護審

査会条例、宿毛市職員の退職手当に関する条例、

宿毛市手数料徴収条例の６条例について、必要

な改正を行うものです。 

 議案第３２号は、「宿毛市議会の議員その他

非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、被用者年金制度の一元

化等を図るために、厚生年金保険法等の一部を

改正する法律が施行され、共済年金が厚生年金

に一元化されたことに伴い、公務上の災害等に

対する補償の規定について、必要な改正を行う

ものです。 

 議案第３３号は、「宿毛市固定資産評価審査

委員会条例の一部を改正する条例について」で

ございます。 
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 内容につきましては、行政不服審査法及び行

政不服審査法の施行に伴う関係法律の整備等に

関する法律が、平成２８年４月１日から施行さ

れることに伴い、字句の改正及び手数料の取り

扱いについて、必要な改正を行うものです。 

 議案第３４号は、「宿毛市人事行政の運営等

の状況の公表に関する条例の一部を改正する条

例について」でございます。 

 内容につきましては、地方公務員法の改正に

伴い、人事行政の運営等の状況に係る報告事項

に、人事評価の状況等新たな項目の追加等の改

正を行うものです。 

 議案第３５号は、「宿毛市職員の勤務時間、

休暇等に関する条例の一部を改正する条例につ

いて」でございます。 

 内容につきましては、地方公務員法及び学校

教育法の改正に伴い、必要な改正を行うもので

す。 

 議案第３６号は、「宿毛市特別職の職員で非

常勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、いじめ防止対策推進法

の規定に基づき、宿毛市いじめ問題対策連絡協

議会、及びいじめ問題対策専門委員会、並びに

いじめ問題調査委員会を設置し、新たに非常勤

の特別職として委員を置くものです。 

 また、議案第３０号の条例制定に伴い、宿毛

市地域公共交通会議に、非常勤の特別職として

委員を置くものです。 

 あわせて、これまで報償費で支給していた就

労支援員や、嘱託医等を、災害補償等の対象に

するため、非常勤の特別職として規定するもの

です。 

 議案第３７号は、「宿毛市一般職員の給与に

関する条例等の一部を改正する条例について」

でございます。 

 内容につきましては、平成２７年度人事院勧

告に準じて、地方における官民格差を解消する

ため、平均で０．４％程度引き上げる給料表の

適用及び勤勉手当を０．１月分ふやす等の改正

を行うものです。 

 議案第３８号は、「宿毛市立沖の島へき地診

療所に勤務する医師の給与並びに旅費支給に関

する条例の一部を改正する条例について」でご

ざいます。 

 内容につきましては、議案第３６号で、沖の

島へき地診療所の嘱託医を非常勤の特別職に規

定することにより生じる改正を行うものです。 

 議案第３９号は、「宿毛市特別会計設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、職員等の給与の支払い

事務の効率化のために、給与等集中処理特別会

計を設置しておりますが、平成２７年度に導入

した、新たな人事・給与システムと財務会計シ

ステムとの連携において、特別会計を設けなく

ても事務処理が可能となりますので、給与等集

中処理特別会計を廃止するものです。 

 議案第４０号は、「宿毛市税条例の一部を改

正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、特定非営利活動法人を

初めとする、収益事業を行わない特定の法人に

ついて、法人市民税の課税免除に関する規定を

設けるものです。 

 議案第４１号は、「宿毛市ふるさと寄附金条

例の一部を改正する条例について」でございま

す。 

 内容につきましては、ふるさと寄附金を募る

事業区分を、本条例及び施行規則に規定してお

りましたが、寄附金の増加に合わせて事業区分

の見直しを行うものです。 

 議案第４２号は、「宿毛市奨学金貸与条例の

一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、奨学金の延滞利息につ

いて、宿毛市税外収入の督促手数料、延滞金及
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び滞納処分に関する条例との整合性を図るため

に、必要な改正を行うものです。 

 議案第４３号は、「宿毛市立公民館設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、沖の島開発総合センタ

ーを沖の島公民館分館として使用しているため、

本条例に規定している住所の改正を行うもので

す。 

 議案第４４号は、「宿毛市立教育集会所の設

置及び管理に関する条例の一部を改正する条例

について」でございます。 

 内容につきましては、旧小筑紫保育園を、平

成２８年４月より、小筑紫小学校放課後子ども

教室等の地域住民の社会教育活動の充実及び発

展を図るための施設として活用するため、条例

の改正を行うものです。 

 議案第４５号は、「宿毛市立保育所設置条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、新小筑紫保育園の完成

に伴い、平成２８年４月より、宿毛市立みなみ

保育園を廃止するものです。 

 議案第４６号「宿毛市指定地域密着型サービ

スの事業の人員、設備及び運営に関する基準を

定める条例の一部を改正する条例について」及

び、議案第４７号「宿毛市指定地域密着型介護

予防サービスの事業の人員、設備及び運営並び

に指定地域密着型介護予防サービスに係る介護

予防のための効果的な支援の方法に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について」

の２議案は、介護保険において、指定居宅サー

ビス等の事業の人員、設備及び運営に関する基

準等が改正されることに伴い、必要な改正を行

うものです。 

 議案第４８号は、「宿毛市地域包括支援セン

ターの職員及び運営に関する基準を定める条例

の一部を改正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、地域における医療及び

介護の総合的な確保を推進するための関係法律

の整備等に関する法律、及び宿毛市介護保険条

例で実施を猶予していた、介護予防・日常生活

支援総合事業、及び認知症施策を実施すること

に伴い、条例の改正を行うものです。 

 議案第４９号「高知県市町村総合事務組合を

組織する地方公共団体の数の減少及び高知県市

町村総合事務組合規約の変更について」及び、

議案第５０号「高知県市町村総合事務組合を組

織する地方公共団体の数の減少及び高知県市町

村総合事務組合規約の変更に伴う財産処分につ

いて」の２議案は、高知県市町村総合事務組合

の構成団体である仁淀川中央清掃事務組合が解

散し、４月１日から脱退することに伴い、団体

数及び規約の変更並びに財産処分について、地

方自治法第２９０条の規定に基づき、議会の議

決を求めるものです。 

 議案第５１号は、「幡多西部介護認定審査会

共同設置規約の変更について」でございます。 

 内容につきましては、介護保険法施行令の改

正により、介護認定審査会の委員の任期を２年

から３年に改めるため、幡多西部介護認定審査

会共同設置規約の変更を行うものです。 

 以上が、提案申し上げました議案の内容です。 

よろしく御審議の上、適切な御決定を賜ります

ようお願い申し上げまして、提案理由の説明と

いたします。 

 一部、訂正をさせていただきます。 

 先ほどの説明のうち、宿毛市観光ガイドブッ

クの英文作成委託料の額が抜けておりましたの

で、改めて御説明をさせていただきます。 

 宿毛市観光ガイドブックの英文作成委託料、

９７万２，０００円でございます。 

 大変失礼をいたしました。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 



 

－ 18 － 

 お諮りいたします。 

 議事の都合により、３月１日から３月４日ま

で休会いたしたいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１日から３月４日まで休会する

ことに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１日から３月６日までの６日間休会し、

３月７日午前１０時より再開いたします。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午前１１時２３分 散会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 皆様、おはようござい

ます。テレビをごらんの皆様もおはようござい

ます。 

 ３番、原田秀明でございます。きょうは中平

市長の政治姿勢について、一般質問をさせてい

ただきますが、その前に、皆様に一つだけお話

をさせていただきます。 

 皆様も御存じと思いますが、宿毛市と友好協

定を結んでおります岐阜県北方町の室戸英夫町

長が、先月２月６日に、突然お亡くなりになり

ました。 

 交流関係を強くリードしていただけた方でご

ざいまして、北方町のみならず、宿毛市にとっ

ても、とても残念なことでございます。 

 ここに室戸町長の御冥福をお祈りするととも

に、中平市長におかれましては、宿毛市と北方

町の関係がさらに発展していくように、リーダ

ーシップを発揮していただきますよう、ここに

お願い申し上げます。 

 それでは、質問に入らさせていただきます。 

 地震・津波被害に対する防災・減災対策につ

いてでございます。南海トラフ地震と、その津

波による被害に対する防災・減災の対策は、既

に策定されている防災計画や避難計画などに沿

って、ハード、ソフト面ともに多くの事業が進

められてきたと思いますが、改めて市長の姿勢

をお伺いいたします。 

 初めに、地震や津波被害による帰宅困難者に

必要となる中長期の避難場所と、避難施設につ

いてでございます。 

 平成２７年２月の宿毛市津波避難計画では、

浸水域に含まれる避難施設が利用不可能になっ

た場合には、西ブロック、街・和田ブロック、

小筑紫ブロック、鵜来島ブロックにおいて、利

用可能な避難所が激減し、市全体では、避難者

数約１万３，０００ほどに対し、収容可能人数

は約８，２００人ほどとなり、約５，０００人

ほどが収容できない状況になっております。 

 その不足する避難所を確保するため、宿毛地

区の萩原及び、宿毛地区西部小深浦の２カ所の

高台整備を推進していきます、と書かれており

ますが、この２カ所の高台整備について、新市

長はどのように進めていくおつもりなのか、お

答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 市長になって初めての一般質問ということで、

少し緊張しております。議員の皆さんの質問に

対して、当然、真摯に答えていくつもりでござ

いますが、もし御納得いただけないような答弁

がありましたときには、初めてということで、

御容赦願いたいな、そのように思っております。

どうかよろしくお願いをいたします。 

 ３番、原田議員の一般質問にお答えをいたし

ます。 

 宿毛地区、これ萩原ですか、及び宿毛地区西

部、こちらは小深浦の高台になります。この両

高台については、大規模災害発生時に不足する

避難所を確保する上で、重要な施設であると認

識をしております。 

 宿毛地区の高台については、前市長がこれま

で答弁しているとおり、造成計画等に御理解を

得られず、一部の土地と隣接地の境界が確定で

きていないことから、早期整備が困難な状況と

なっております。 

 宿毛地区西部の高台整備については、将来に
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おいて、さまざまな公共施設の建設も視野に入

れながら、避難広場を整備しているところであ

りますが、現在は、決まっておりませんので、

どんな公共施設を移転していくのか、また避難

機能をどれだけ確保できるのか、今後、検討し

てまいりたい、そのように思っております。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 市長、実は私もきょう、

すごく緊張しております。でも、市長の一言で、

ちょっと気が楽になりました。 

 この件につきましては、改めて新市長の方向

性が、早く示されることを期待しております。

どうかよろしくお願いします。 

 そして、再質問させていただきます。 

 小筑紫ブロックの中長期の避難場所について、

再質問をさせていただきます。 

 これはあくまでも大きな、最大の地震が来た

ときの話になりますが、国道３２１号線沿いの

小筑紫ブロックでは、長期の孤立や道路の寸断

の可能性があるとされ、避難施設の多くが浸水

域にあり、利用不可能になるとされております

が、このエリアの中長期の避難場所や、施設は

どうなっているのでしょうか。 

 現在においては、あるような、ないような。

この地域では、はっきりしたものがないのでは

ないかと考えておりますが、市長はどのように

お考えなのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 南海トラフ地震発生後

において、道路の寸断等による孤立が想定され

る小筑紫地域の中、長期的避難所はどうなって

いるのか、そういった御質問であったというふ

うに思います。 

 浸水エリアとなる小筑紫地域のうち、田ノ浦、

小浦、内外ノ浦、呼崎及び湊地区については、

新小筑紫保育園に加えまして、本議会に提案し

ております、旧みなみ保育園の消防屯所への改

築によりまして、避難所として機能を持たすこ

とで、両施設が地域の防災拠点として機能する

のではないかというふうに考えております。 

  また、栄喜地区については、地域内に避難

所となる施設がないことから、広域避難という

形で、隣接する大月町の避難所を利用させてい

ただくよう、調整してまいりたいと考えており

ます。 

 しかしながら、伊与野川と福良川に挟まれる

大海、小筑紫、伊与野及び福良地区は、両河川

にかかる橋梁が落橋した場合、近隣の避難所へ

の避難が困難になることが想定されますが、寸

断された道路の啓開計画では、７０日程度の啓

開日数を要することになっております。 

 現状で、避難所への避難に陸路を利用するこ

とは見込めません。このため、空路や航路でど

までの対応ができるのか、また、そのためには

何が必要なのか、さまざまな想定を見据える中

で、命をつなぐ対策の最重要課題として、取り

組んでまいりたいと、そのように考えておりま

す。 

 なお、避難所の不足につきましては、議員御

指摘のとおり、約５，０００人の避難者の方が

収容できない状況でございますが、ハード整備

だけでは追いつかず、一朝一夕に解決できる問

題ではありません。 

 このため、現在、幡多広域や、四国西南サミ

ットの構成市町村で、広域避難についての協議

を進めているところでございまして、各市町村

の被害想定を踏まえる中で、どの市町村へ、ど

うやって避難者を搬送するのかなどの、そうい

った課題もあり、さらに議論を深めていく必要

はありますが、今後、関係機関の御協力もいた

だく中、対策を進めてまいりたいと、このよう

に考えています。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 国道３２１号線が利用
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できるようになるまで約７０日、避難所への移

動は、陸路を利用することは見込めないという

御答弁がございましたが、となると、何をして

おくべきか、と考えますと、市長の答弁にもあ

りましたが、近隣市町村への広域避難の対策を

していくことが重要であるとも考えます。 

 そこで、次は、近隣市町村との協定などにつ

いて、お伺いします。 

 避難場所や施設をつくるには、それなりに時

間もかかるものでございますし、物理的に無理

な場合も、否定はできません。 

 例えば、小深浦の高台が整備されたとしても、

小筑紫ブロックの市民がそこにたどりつけると

は、到底考えられません。 

 宿毛市避難計画の中に、他市町村との協定の

締結等により、津波被害発生時における避難者

の相互受け入れに関する体制を構築していく必

要があります、と書かれてありますが、松田川

橋や３２１号線の利用が不可能となった場合に、

大月町や三原村に援助を求めることも想定して

おかなければならないと思います。 

 それらの地域も、同じく被害を受けて、大変

な状況になっていると思われる中、平時に近隣

市町村の相互受け入れなど、具体的な協定など

はなされているものなのでしょうか。愛南町な

ども含めて、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 近隣市町村との相互協

定の締結状況についての御質問でございます。 

 まず、平成２０年に高知県内の市町村全てと、

高知県市町村災害時相互応援協定を締結し、そ

の後、平成２３年には、愛媛県の南予地域と、

愛南町も入っていますが、高知県の幡多地域の

計１３市町村で、四国西南サミット災害時相互

応援協定を締結し、発災後の物資の提供や職員

派遣、加えまして、被災者を一時的に収容する

ための施設の提供等について、相互に協力し合

うことを定めております。 

 さらに、平成２４年には、幡多地域の６市町

村で、幡多広域南海地震対策連絡協議会を設立

し、本協議会の規約の中に、災害時の広域対応

等についての規定がなされております。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 災害時相互応援協定が

複数締結されているようですから、災害時には

できる限り共助が実現されるように、今後とも

協議を重ねていただければと思っております。 

 続きまして、一時避難のための避難道と避難

場所の整備についてでございます。 

 これまで、市内各所に避難道や避難場所、避

難ビル等が整備または指定されてきましたが、

各地域とも、その数においては、一定の整備が

なされてきたのではないかと感じております。 

 私も、大半の避難道を登ってみましたが、登

り切ることができれば、助かるという感触は十

分にございました。が、しかし、それは天気の

いい日に、何の障害もないところを、元気な私

が登ってみた感想でございまして、果たしてこ

の急傾斜を、高齢者の方々などが、限られた時

間内にのぼり切ることができるのであろうかと

も、強く感じた次第であります。 

 いざ有事のときが、夜間なのか雨なのか、障

害物があるのか、ネガティブなことを想定した

ら、到底切りがございませんが、昼夜問わず、

高齢者などでも、安全な高さまで登り切ること

ができるような、緩やかな避難道を、各町内に

何本かは整備をし直すこと。 

 避難道を寸断するおそれがある空き家の撤去

や、削っただけののり面などの整備なども、被

災時に避難道として、確実に使えるように、そ

の精度を高めていくべきだと考えております。 

 偶然ですが、全国的に弱者避難の個別計画が

進んでいないという記事が、２月２９日の高知

新聞の１面トップに掲載もされました。そのあ
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たりも踏まえた避難道の実効性の確保について、

市長のお考えをお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 整備した避難道につい

て、さらに実効性が確保できるような、追加整

備を行ってはどうかといった質問だったと思い

ます。 

 現在、累計で８７路線の避難道整備を行って

きております。今議会に提案しております予算

分の２路線を加えて、累計で８９路線が整備さ

れることになります。 

 整備に当たっては、地元とも十分協議を行い

ながら進めているところではありますが、東日

本大震災後における南海トラフ地震の被害想定

が、大変大きく変わったことで、早急に高台へ

の避難経路を確保する必要が生じた、そういっ

たこともございまして、議員御指摘のとおり、

場所によっては、急勾配のスロープや階段、さ

らに避難道までの経路において、倒壊の危険性

のある、そういった空き家が隣接している箇所

があります。 

 これらの対策といたしまして、本年度から３

年をかけまして、県の関係機関、市、そして自

主防災組織が、避難場所に至る避難経路の現地

点検を行い、危険箇所等の課題の洗い出しなど

を行うことで、今後の対策につながるような取

り組みを進めることにしております。 

 その中で、共助による避難行動要支援者の避

難対策なども、地域とともに考えていきたい、

そのように思っております。 

 また、来年度からは、自主防災組織が独自で、

簡易な避難道整備を行った場合の材料費等への

補助としまして、１カ所１０万円で、５カ所分

の５０万円を予算計上をしております。 

 このように、今後は従来の行政主体の避難道

整備だけではなく、各地区の皆様の御協力もい

ただきながら、より地域の実情に応じた、きめ

細やかな、そういった避難道整備にも努めてま

いりたいと考えているところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 避難道の見直しにつき

ましては、各方面から細かい意見がたくさんご

ざいますが、究極は、お年寄りの方々などが、

自分でもこれだったら登れるのではないかと、

ふだんから思えることだと思っております。 

 私は足が悪いから、もう逃げない、なんてい

う声を、本当によくおばあちゃんたちから聞い

たりしますので、ぜひそこのところ、お考えく

ださい。よろしくお願いします。 

 続きまして、住宅耐震化の推進について、お

伺いします。 

 地震や津波による死亡原因の中で、家屋の倒

壊が原因で亡くなるケースが多いことは、市民

の皆様も十分理解されていることと思います。 

 が、しかし、いざ我が家のことになると、少

し意識が低下してしまうのも、現状ではないで

しょうか。平成２７年度からの事業で、自主防

災組織に対し、個人住宅の耐震化、戸別訪問事

業が進められていると思いますが、宿毛市にお

いては、住宅耐震化に向けての動きは進んでい

るのでしょうか。 

 同じく、家具転倒防止器具取付作業費の支援

事業は、有効に活用されているのでしょうか。

それらの事業の進捗状況をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 住宅耐震化及び家具転

倒防止対策の進捗状況についての御質問でござ

います。 

 まず、住宅耐震化促進支援につきましては、

現在、診断、設計、改修の三つの補助メニュー

を設けまして、事業実施しているところでござ

いますが、進捗状況は、低い状況で推移をして

おります。 

 このため、住宅耐震化促進に向けまして、今
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年度から診断費用を無料化するとともに、住宅

耐震化などのＰＲを行うための戸別訪問を、宿

毛市自主防災会連絡協議会へ委託をいたしまし

て、３年をかけて啓発を行っているところでご

ざいまして、市内で想定される旧耐震基準の住

宅約３，３００戸のうち、本年度は約１，００

０戸を対象といたしまして、戸別訪問を行って

おりますが、３月１日の時点で、戸別訪問実績

戸数は７２５戸となっており、また診断を希望

する世帯も８０軒ほどであります。 

 今年度の住宅耐震化の実績につきましては、

耐震が１９戸、設計が８戸、改修が５戸となっ

ており、いずれも前年度の４倍程度に伸びてお

りますが、まだまだ低い状況であり、戸別訪問

等を通じて、一層の啓発を行う必要があると考

えております。 

 また、家具転倒防止対策の支援につきまして

は、金具等の取りつけ作業に対し、平成２５年

度から１件当たり１万円の補助制度を設けてお

りますが、平成２６年度に１件活用されたのみ

で、実績が伸びておりません。 

 その理由といたしまして、取付作業費が高額

で、個人負担が生じることも一つの要因であろ

うと推測しているところであります。 

 このため、来年度より、市からシルバー人材

センターへ取付作業を委託することに変更をい

たしまして、取付作業費を無料にしたいと考え

ておりますので、ぜひ市民の皆様には、御活用

いただきますよう、お願いいたしておきたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） ただいまの件で、再質

問させていただきます。 

 市長の答弁で、住宅耐震化の進捗状況がかん

ばしくないとのことでしたが、今後、宿毛市に

おいては、住宅耐震化に向けての取り組みを、

どう加速化させていくのか。補助事業について

も、実例や金額などを、わかりやすく紹介して

いくべきと考えますが、市長のお考えを、再度

お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） まず、１点、訂正をさ

せていただきたいと思います。 

 先ほど、今年度の住宅耐震化の実績につきま

しては、耐震が１５戸と答弁をしたようでござ

いますが、これ耐震ではなくて、診断の間違い

ですので、訂正をお願いいたしたいと思います。

失礼をいたしました。 

 それでは、答弁に移ります。 

 住宅耐震化の取り組みを、どう加速化させて

いくのかという再質問でございました。 

 今後の住宅耐震化に向けた取り組みといたし

ましては、まず先ほど申しましたように、今年

度から宿毛市自主防災連絡協議会を通じまして、

住宅耐震化のＰＲを実施しております。 

 その中で、耐震診断を希望する方も、一定、

把握ができておりますので、今後、耐震改修へ

とつなげてまいりたいと、そのように考えてお

ります。 

 また、本年度、県の主催で工務店や個人大工

等を対象といたしました、耐震改修にかかわる

低コスト工法の講習会を実施していただいたと

ころ、４６人の方に参加をいただき、好評を得

ましたので、今後も、随時行っていきたいと考

えております。 

 本講習会を重ねて実施をすることで、低コス

ト工法が、工務店等に浸透をいたしまして、耐

震改修を行う際の個人負担の軽減につながるも

のと考えております。 

 さらに、新たな取り組みといたしまして、こ

れまで耐震設計改修を行った住宅所有者等は、

市からの補助金が支給される前に、一旦、工務

店等へ費用の全額を支払う必要がありましたが、

個人負担軽減のため、平成２８年度から工務店
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等が、住宅所有者等のかわりに、直接、市から

補助金を受領することができる代理受領制度を

導入する予定にしております。 

 これによりまして、住宅所有者等は、補助金

相当分の資金を準備する必要がなくなるだけで

はなく、補助金請求にかかわる、そういった手

続を工務店等に委任することができまして、手

続が簡素化されることになります。 

 以上、るる申しましたが、これらの取り組み

を中心に、着実に事業を進めることによりまし

て、住宅耐震の加速化を図ってまいりたいと考

えております。 

 また、住宅耐震化支援のＰＲにつきましては、

現在、広報やホームページ、チラシ、ＳＷＡＮ

テレビ等を通じて行っているところでございま

すが、平成２８年度から、新たに代理受領制度

も創設いたしますので、できるだけわかりやす

い形で、市役所職員にも協力をいただく中、市

民の皆様に啓発してまいりたいと考えておりま

す。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 代理受領制度と低コス

ト工法ですか、これらを耐震化を加速させるき

っかけにするのであれば、情報発信の中身が重

要だと思っております。 

 わかりやすく工夫した広報をしていただいて、

ぜひ数をふやしていただければと思っておりま

す。 

 続きまして、自主防災組織に対する支援につ

いてでございます。 

 市内各地域に自主防災組織が結成され、地域

ごとにさまざまな取り組みがなされていること

と思います。防災倉庫も複数設置され、発電機

なども準備されているようですが、地域をめぐ

り、備蓄品などをお伺いしますと、思うように

整備が進んでいないことなどもあるとのことで

ございました。 

 住民の意識や、金銭的な問題で、準備が進ま

ないことも原因の一つと考えられますので、今

後も継続性のある自主防災組織への指導や、金

銭面での支援などを行い、共助の精神が長く高

まり続けるような、宿毛市独自の施策も必要で

はないでしょうか。 

 自主防災組織に対する支援について、これか

らの市長のお考えをお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 自主防災組織への支援

に関する質問でございます。 

 現在、宿毛市における自主防災組織は９４組

織ございまして、組織率にしまして９８．２％

となっておりますが、中には御指摘のとおり、

さまざまな課題を抱えている自主防災組織もあ

ろうかと思います。 

 私が、ちなみに市議会議員になって初めて、

平成１５年のときだと思いますが、一般質問で、

この自主防災組織の必要性について、当時の執

行部に質問をしたことがございます。 

 そのときの自主防災組織は、たしか８組織。

まだ８組織ということで、あれから急速に自主

防災組織を立ち上げてきたということがござい

まして、早いところでは、もう十数年がたって

いるということで、先ほど議員も申しましたよ

うに、共助の精神が長く続く、そういったこと

が本当に必要になってくる、そのように私自身

も感じているところでございます。 

 本市の自主防災組織に対する取り組みといた

しましては、これまで宿毛市自主防災会連絡協

議会の活動を通じて、防災講演会の開催や、家

具転倒防止講習会等を実施するなど、防災意識

の啓発を行っているところでございます。 

 また、補助制度につきましても、設立時の資

機材等の整備に対する支援、これ上限５０万円

でございますが、それと資機材等の再整備に対

する支援、こちらは上限５万円となっておりま
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す。 

 この両方を設けており、毎年度１０件程度の

活用実績があります。 

 さらに、来年度からは、簡易な避難道整備に

対する支援、先ほども申しましたが、上限１０

万円も行うことにしておりますので、引き続き、

支援体制の向上を図ってまいりたいと、そのよ

うに考えております。 

 いずれにいたしましても、災害発生時は、ま

ず命を守る対策。そういった対策となる住宅耐

震対策などの自助が大切でありますが、次の命

をつなぐ対策となる避難所運営等の共助につき

ましては、自主防災組織の役割が大変重要にな

ってまいりますので、今後におきましても、宿

毛市自主防災会連絡協議会と本市が連携をとる

中で、お互いが防災に対する意識を、継続的に

高めあっていけますように、努めてまいりたい

と思っております。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 私も、昨年、３回ほど

防災や減災に関する講演や、会議に参加しまし

たが、やはりそのようなものに参加しますと、

薄れかけていく防災意識も、再び再認識されて

きたものです。 

 これからも、自主防災組織との協議や、講演

会など、引き続き継続的に行っていただければ

と思っております。 

 続きまして、危機管理課の体制についてでご

ざいます。 

 危機管理課の皆様におかれましては、地域事

情や予算制限のある中で、ゴールの見えない業

務に、大変苦労されてきたのではないかと思っ

ております。 

 今まで、私がここで質問させていただいたこ

とは、すごく大きなくくりでございまして、実

際の業務には、防災から復興まで、細部にわた

り存在しまして、弱者避難計画などについては、

全国でも職員の不足などにより、着手がおくれ

ているとのことでもございます。 

 危機管理課については、今後、一定の事業成

果、事業結果を積み上げるまでの間、非・正規

を問わず、職員の増員が必要ではないのか。現

在の体制で十分なのでしょうか、市長はどのよ

うにお考えなのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） さまざまな防災対策を

講じる必要性がある中で、現在の危機管理課の

職員の増員が必要ではないか、そういった御質

問だったと思います。 

 私は、防災対策、特に南海トラフ地震対策は

喫緊の課題という位置づけをしております。そ

のための予算配分をしたものを、今議会にも提

案をしているところであります。 

 危機管理課の業務内容には、交通安全対策業

務も含まれておりまして、本来の防災対策業務

にも従事する中で、職員数は十分であるとはい

えないと感じています。 

 しかしながら、公約でも掲げた、子育て支援

や、そして移住促進と、そういった業務への職

員配置も踏まえる中で、危機管理課への急激な

増員を見込むことは困難な状況でございます。 

 こうした中、喫緊の課題として、取り組む必

要がある南海トラフ地震対策というのは、市民

の全ての暮らしにかかわる事項でありますので、

私としては、市の全ての部局で取り組むべき課

題であると、そのように考えております。 

 そして、実際にそうしなければ、必要な対策

がおくれてしまうことになります。 

 このようなことから、危機管理課は、各部局

が行う防災対策の取りまとめ等を行う中で、喫

緊の課題にも対応できるような体制を、今後、

構築してまいりたいと考えております。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 私は、危機管理課につ
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いては、増員するべきだと思っております。 

 しかし、この件については、次の質問ととも

に、新市長に対して、一石を投じさせていただ

きますので、これからも、意識の中にとどめ置

いていただければと思います。 

 最後に、宿毛市役所の移転や建てかえについ

てでございます。 

 以前、同僚議員の質問の中で、災害対策本部

は、庁舎の中にあるべきだ、というお話もあり

ました。宿毛消防署や、宿毛市総合運動公園な

どに対策本部を設置し、各課の業務システムや

情報は、クラウドで対応するなどして、復興に

取り組むということですが、本来であれば、先

に庁舎の移転や建てかえも検討するべきではな

いかと、私は考えております。 

 予算がないということは、私もそうは認識し

ております。しかし、何も身の丈以上の庁舎を

建てる必要もないのですから、例えば、これか

ら始まるふるさと納税などで予算を確保するな

ど、さまざまな可能性を模索しながら、計画し

てみてはいかがでしょうか。 

 何事においても、時間はあっという間に過ぎ

てしまいます。市長は、この件に関して、どの

ようにお考えなのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 御質問にお答えをいた

します。 

 市役所本庁舎は、昭和３８年に建設をしてお

り、既に５０年以上が経過をしております。 

 見てのとおりでございます。 

 平成２５年には、耐震工事を実施しています

が、老朽化はかなり進んでおります。防災面か

ら考えても、議員の御指摘のように、市役所の

移転や建てかえは重要な課題であると考えてお

りますが、さまざまな行政課題が同時進行をし

ておりますので、予算がないといったお話もあ

りましたが、予算執行に当たりましては、まず

保育園や学校等の防災対策を優先して、実施し

てまいりたいと、そのように私は考えておりま

す。 

 平成２８年度には、長期的視点を持って、公

共施設等の更新、統廃合、長寿命化などを計画

的に実施するため、公共施設等総合管理計画を

策定することとしておりますので、市役所につ

いても、その計画を策定する中で、検討をして

まいりたいと考えております。 

 長期ビジョンを市民の皆様に示す中で、しっ

かりと、市役所のことについても示していきた

い、そのように思っておりますので、どうか御

理解していただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 長期的視点を持って、

管理計画を策定するということですが、これは

真面目な話ですが、先のことを考え過ぎて、計

画自体が長期化しないように、ぜひお願いいた

します。 

 庁舎に限ったことではございませんが、後に

なって振り返ると、あのとき決断しておいたら、

もう相当進んでいたなということも、本当によ

くありますので、庁舎の件に関しては、ぜひ検

討してみていただいたらと思います。 

 以上で、防災・減災についての質問は終了さ

せていただきます。 

 続きまして、漁業振興についての質問でござ

います。 

 宿毛市といえば漁業のまちでございますが、

漁師町に生まれ育った中平市長でございますか

ら、この宿毛湾の漁業振興にどうチャレンジし

ていくのか、漁業関係者を初め、市民の皆様も

期待を寄せておるところでございます。 

 市長の、漁業振興に対する政治姿勢をお伺い

します。 

 まずは、養殖漁業を中心とした産業の推進と、

販路の拡大について、お伺いします。 
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 近年、宿毛市では、養殖魚の販路拡大のため

に、水産加工施設の新規事業展開や、商品のブ

ランド化などへの取り組みが、盛んに進められ

ていると感じております。 

 すくも湾漁協の方に話をお伺いしてみたとこ

ろ、湾漁協では、タイ５００万匹、ブリ、カン

パチ類２００万匹、マグロ３０万匹ほどを養殖

しており、養殖魚については、国内市場は飽和

状態でありまして、需要は低迷しておりますが、

世界的な水産物需要は拡大しているとのことで

あります。 

 世界でも、魚種によっては、資源保護への動

きが強まる中、持続可能な漁業である養殖魚が、

重要性を増しているとのことです。 

 そこでお伺いしますが、宿毛湾の中心的な産

業であります養殖漁業を取り巻く産業の推進や

支援、国内外に対する売り込みなどを、さらに

前進させていくために、市長はどのようにお考

えなのか、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 養殖漁業を中心とした

産業の推進と、販路の拡大についての質問に、

お答えをさせていただきたいと思います。 

 近年は、全国的な養殖魚の供給過剰や、他の

産地との競合によりまして、魚価の低迷等によ

って、魚類養殖業の経営は、厳しい状況にあり

ます。 

 また、従来は、卸売市場を経由する、そうい

った流通が主体でありましたが、外食産業等の

ニーズに伴いまして、産地加工による流通出荷

も求められるように、そういった形になってき

ております。 

 宿毛湾の養殖魚、生産量は、県内生産量の約

８割を占めるなど、養殖業が地域の重要な漁業

にもなっていることからも、宿毛湾の魚類、養

殖業の外商推進にかかわる課題を抽出いたしま

して、その解決に向けて取り組み、養殖業の振

興を図ることを目的に、養殖業者、漁協、仲買

人組合、行政などで、宿毛湾養殖魚外商推進協

議会を、平成２６年２月に設立をいたしまして、

これまでも国内外に向けて、養殖魚の外商推進

に取り組んでまいりました。 

 平成２６年からは、養殖業者と漁協等の連携

によりまして、養殖ブリの産地加工も始まり、

平成２６年度は約４万尾、平成２７年度は約８

万尾をフィレ加工いたしまして、宿毛から出荷

もいたしており、また、質問議員も言われます

ように、養殖事業者みずからが加工を行い、付

加価値をつけていく、新たな水産加工業も、昨

年から操業を開始している状況であります。 

 このように、生産者、加工事業者、漁協等が

連携をし、養殖魚を産地で加工して、県外へ出

荷する体制が構築されている中、全国的には、

国内需要が減少傾向な反面、海外需要の高まり

を受けまして、国産水産物の輸出が急増してい

る状況であります。 

 そのため、平成２８年度におきましては、産

地で加工した県産の養殖魚の海外販路を開拓し、

輸出を促進するために、高知県全体で、新たに

協議会を設立いたしまして、輸出に向けた取り

組みが開始されることとなっておりますので、

本市といたしましても、今後も高知県や関係団

体と連携を図りながら、取り組みを進めてまい

りたいと考えております。 

 現在も、市内事業者の県外の商談会、展示会

等の出店に対する支援や、事業者とも連携を図

りながら、販路開拓の推進を行っておりますが、

私自身も、先ほどお話にもありましたが、宿毛

の営業マンとして、本市の基幹産業である水産

業の振興に取り組んでまいりたいと考えており

ます。 

 当然、海外への輸出、これが大きなポイント

になってくる、そのように考えておりますので、

しっかり頑張っていきたい、そのように思って
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おります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） ２８年度から海外販路

を開拓し、輸出を促進するために、高知県全体

で新たな協議会を設立して、輸出に向けた取り

組みが開始されると、答弁がございましたが、

起業や雇用の面からも、特にその部分に力を注

いでいただければと思っております。頑張って

ください。 

 これ、再質問なんですが、市長答えられれば

結構なんですけれども。 

 市長は、以前から宿毛の営業マンに、みずか

らなるとおっしゃっておりましたが、何か御自

身で特別な方法とかキャラとかあったりします

か。 

 尾﨑知事さんにも、顔だったら負けてないと

思うんですけれども、もしあれば、プロモーシ

ョンビデオなどをつくったりして、何か独自の

方法を考えていることなどありますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） ありがとうございます。

顔は負けてないという、大変おほめのお言葉を

いただきましたが、そしたらどこが負けている

んでしょう、大変悲しい答えが返ってくるんじ

ゃないかなというふうに思っておりますが。 

 いろいろと取り組みをしていきたいと思いま

すが、特に先ほど申しました海外への売り込み、

これはもう既に、養殖関係の、そういった全国

の組織、こういったのがかなり早くから、もう

動いています。 

 それから、各業者単位でも、かなり、もう既

に売り込みをかけているところもありますので、

まずそちらの情報を収集いたしまして、それを

しっかりと、先ほど言った協議会のほうに落と

し込みをしながら、今の宿毛市の現状も十分把

握する中で、どこに、どの商品を持っていけば

ヒットするのか、そういったことをしっかりと

練り上げた上で、海外へ自分自身も行きたい。

行って直接営業をかけたい、そういった思いで

取り組みをさせていただきたい、そういうふう

に思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 市長の熱意、感じまし

た。ぜひ、市長みずから、日本中また海外に飛

んでいって、営業活動をしていただければと思

います。 

 僕も行けるところがあったら、一緒に応援で

御同行いたします。 

 続きまして、漁業の後継者の育成についてで

ございます。 

 宿毛湾の漁業には、養殖を初め、中型まき網、

小型まき網、サンゴ漁、一本釣りなど、複数の

漁法がございますが、それらに従事する方々の

高齢化も進み、技術の継承なども含めた後継者

の育成に力を入れなければ、宿毛湾漁業の根幹

を揺るがしかねないこととなるのではないでし

ょうか。 

 例を挙げますと、私自身も、１年ほどですが、

経験させていただきました小型まき網漁業でご

ざいます。関係者のお話によりますと、現在、

３６件のうち２０件ほどが操業しているようで、

平均年齢が６０代後半から７０代の熟練の漁師

さんが中心となっていまして、これによって供

給される原材料が、いわゆる宿毛市の特産品の

おじゃこであります。 

 この小型まき網漁業が衰退することになれば、

宿毛湾のイメージや、おじゃこにかかわる加工

業者などにも、直接、影響が及ぶこととなりま

す。 

 高知県では、宿毛市に唯一の許可があるまき

網漁業の歴史や、その他の漁法の継続性の確保

のためにも、後継者育成は重要かつ近々な課題



 

－ 31 － 

であると考えます。 

 漁業を希望する求職者に対して、具体的に行

政がどのような支援や告知をしていくのか、宿

毛市新規漁業就業者支援事業については、移住

促進事業とも関連させているようですが、移住

者であります私の視点からも感じておりますが、

もう少し募集告知方法などを、夢のあるものに

していただいて、求職者の興味を、まず引くよ

うに努めてみたらいかがではないでしょうか。 

 外をよく知っている市長でございますから、

同じように感じているのではないかと思います

が、漁業の後継者育成については、どのように

進めていくつもりなのか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 漁業の後継者の育成に

ついての質問に、お答えをいたします。 

 私が小さかったころ、うちの家はじゃこ屋、

水産加工業を営んでおりましたので、当時は市

場から、船で直接、工場というか、荷揚げをし

てましたので、車で運んでませんでしたので、

いつもそういった小型のまき網の方々が、家の

前の岸壁に船を着けて、毎日、本当ににぎやか

に魚をおろしてと、そういったことを思い浮か

べながら、質問を聞かさせていただいておりま

した。 

 漁業の後継者の確保育成は、大変重要な課題

であると認識をしており、本市におきましても、

こちらは県の補助事業ですが、これを活用いた

しまして、最長２年間の研修を通じて、技術の

習得を行う、新規漁業就業者支援事業を実施し

ております。 

 これまでに、本事業を活用している５名の

方々が、新たな漁業者として自立をしており、

現在も１名の方が、この研修を受けている状況

であります。 

 また、新しい方が、先ほど小型まき網の話が

ありましたが、こちらのほうも始めている方が

おられるようでありますので、またこの支援事

業にも合致するのではないか、そのように思っ

ているところでございます。 

 また、研修終了後には、リースによりまして、

中古船を取得、整備する費用に対し、県３分の

１、市６分の１の補助を合わせ、最大２分の１、

こちら中古船を購入する場合は、上限額７５０

万円となっておりますが、こちらを助成する、

新規漁業就業者漁船リース事業も実施をしてい

るところでございます。 

 漁業従事者が年々減少をする中、また人口減

少や、あらゆる分野での人材確保、担い手の確

保が課題となっている本市にとりまして、外部

からの人材の誘致が重要な課題であると、私自

身も強い思いを持ち、平成２８年度、新たに移

住・定住推進室を創設することとしております。 

 新規漁業就業者支援事業につきましては、受

入先である関係漁協にも御協力をいただくこと

が前提にはなりますが、Ｕ・Ｉターン者による

新規漁業者を初めとする人材の確保につきまし

ては、関係各課が連携を図りながら、取り組み

を加速化させてまいりたいと、そのように考え

ているところであります。 

 また、募集告知方法につきましては、これま

でも移住促進イベントや、市のホームページな

どを通じまして、周知を行ってまいりましたが、

質問議員の御提案も受けまして、ホームページ

につきましては、現在の情報に写真なども加え、

より漁業に対して興味を持っていただける情報

を発信していきたいと考えておりますので、今

後におきましても、さまざまな面で、移住者の

視点で、ぜひ御意見、御提案を賜りますよう、

お願いを申し上げます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 御答弁ありがとうござ

いました。 

 漁業の後継者育成については、人口減少の歯
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どめや、定住促進を重視する市長の政策におい

ても、特に力を入れていくべき課題だと思って

おります。 

 幸い、すくも湾漁協には、すばらしくポジテ

ィブな組合長さんもいらっしゃいますので、ぜ

ひ一緒に、全力でこの事業を進めていっていた

だければと考えております。 

 以上で、市長の政治姿勢に対する一般質問の

全てを終了させていただきます。 

 どうもありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時５５分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） １０番、野々下昌

文でございます。 

 毎年、この３月議会を迎えると、５年前の３．

１１、あの忌まわしい地震の映像を、皆さんと

テレビを見ながら、驚いたことを思い出します。 

 けさ、調べてみますと、いまだに１７万４，

０００人の方が避難生活を余儀なくされている

ということで、ここをおかりしまして、不自由

な生活をされている皆様に、心からお見舞いを

申し上げたいと思います。 

 それでは、通告に従いまして、一般質問をし

たいと思います。市長、よろしくお願いをいた

します。 

 私の質問内容は、大枠で３点、市長の政治姿

勢について、子供の虐待対策について、消防行

政についての３点を質問させていただきます。 

 それでは、政治姿勢について、質問させてい

ただきます。 

 地方創生についてでございますが、一昨年の

１２月、日本の人口の現状と、将来の姿を示し、

今後、目指すべき将来の方向を提示するまち・

ひと・しごと創生長期ビジョン、及びこれを実

現するための、今後５年間の目標や、施策の基

本的な方向性を提示する、まち・ひと・しごと

創生総合戦略がとりまとめられ、閣議決定がさ

れました。 

 現在、地方から若年層を中心にして、多くの

人たちが東京圏へと流出をしており、人口の流

出は、地方経済の停滞ばかりでなく、さらなる

人口減を招いております。 

 国は、今こそ、この負のスパイラルを断ち切

る、最後のチャンスととらえて、強力に対策を

推し進めることとしておりまして、本市におい

ても、急速な少子高齢化の進展と、人口減少に

歯どめをかけるために、昨年１０月、宿毛市人

口ビジョン及び宿毛市まち・ひと・しごと総合

戦略が策定をされ、いよいよ本年は、その総合

戦略の実行元年と言われてまいりました。 

 本議会見てみますと、この当初予算の中には、

総合戦略で組み込まれた３３議案も、事業の中

で本当、一部分しか予算計上されておりません。 

 総合戦略の各事業の予算措置というのは、ど

のようになっておるのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 野々下議員の一般質問

にお答えをさせていただきます。よろしくお願

いをいたします。 

 昨年１０月に策定しました宿毛市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略に位置づけた事業が、

平成２８年度当初予算に計上されていない理由

についての御質問をいただきました。 

 まち・ひと・しごと創生法に基づき、地方公

共団体は、平成２７年度中に総合戦略を策定す

る義務が課せられ、宿毛市では、昨年１０月２

８日に策定いたしたところでございます。 

 総合戦略に盛り込んだ３３個の事業は、本市
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の実情に応じた、特色ある事業を盛り込んでお

ります。 

 新規事業はもとより、これまで実施してきた

既存事業についても、地方創生、人口減少対策

につながる事業を盛り込んだ、総合的な計画と

なっております。 

 まち・ひと・しごと創生法によれば、地方創

生に関する施策を実施するために、必要な財政

措置を行うと規定されており、地方財政計画に

位置づけられた、１兆円の普通交付税とは別に、

平成２８年度については、新型交付金を財源措

置するということでありました。 

 新型交付金につきましては、平成２６年度の

補正予算措置されました、地方創生先行型交付

金のような、自由度の高い交付金を想定してい

ましたが、平成２７年１２月２４日の閣議決定

された、平成２８年度の新型交付金は、名称が

地方創生推進交付金と決定をいたしまして、先

駆性のある取り組みや、既存事業の隘路を発見

し、打開する取り組み等のみを対象とするなど

の条件がつけられ、さらに別途、地域再生計画

を策定し、その中に位置づけるとともに、その

計画を、国に認めてもらう必要が生じました。 

 さらに、地域再生計画として提出できるのは、

２事業までとなっており、当初、想定していた

制度とは異なり、自由度が低い制度となってし

まいました。 

 このような経緯から、当初予算で計上した地

方創生関連事業につきましては、平成２７年度

に実施した既存事業と新規事業のうち、優先度

の高い事業のみを計上し、原則、新規事業につ

いては、予算化を見送ることといたしておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） この総合戦略につ

いては、各地方自治体、本当に楽しみにしてい

たところだと思いますが、今のお話ですと、ま

ず名称が変わって、地方創生推進交付金になっ

たと。 

 国が先駆性のある取り組みや、国が認める、

国やまた既存事業の問題点を取り除くような取

り組みと認めたもの、またそれを２事業まで、

そしてさらには別途、地域再生計画を出さなく

てはいけない。それも国に認めてもらわなくち

ゃいけないという内容だったと思いますが、宿

毛市も、各市職員の皆様が、必死になって取り

組んで、また市の代表も取り組みながら、やっ

と１０月２８日ですか、策定された、本当にこ

の３３事業、宿毛にとってはすばらしい内容と

なっておりますが、これから先、２事業しか取

り入れられないということになるわけですが、

この３３事業について、今後５年間の事業計画

というのは、どのように考えているのか、お伺

いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 総合戦略の実施計画は

どうなっているのか、その３３事業ですね、そ

のことについての質問ですが。 

 先ほども御答弁いたしましたように、平成２

８年度に新設される地方創生推進交付金につき

ましては、改めて先駆的な事業を、地域再生計

画に位置づけ、国の承認を得なければなりませ

んので、昨年制定しました宿毛市まち・ひと・

しごと創生総合戦略に位置づけた事業のうち、

どの事業を整理、統合して、申請をしていくの

か、今後、検討をしなければならない状況にな

っています。 

 先ほど、野々下議員が言われたとおりでござ

います。 

 その結果、地域再生計画に位置づけ、交付金

対象となった事業は実施いたしますが、交付金

の対象とならなかった事業については、優先順

位を見きわめ、実行すべきものは実行し、見直
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しを行うべものは、思い切って見直しを行わな

ければならないと考えております。 

 地方創生総合戦略は、人口減少や地域経済の

衰退に歯どめをかけるのが目的であり、結果が

全てであります。 

 平成３１年度までの５年間は、第１期の戦略

であり、第２期、第３期と、今後も続いていき

ます。限られた財源の中で、優先順位をしっか

りと見きわめて、事業を実施いたしまして、Ｐ

ＤＣＡサイクルによって事業を磨き上げ、より

実効性のある戦略にしてまいりたいと、そのよ

うに考えております。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） ３３事業について

は、統合し、また知恵を絞りながら、採択され

るような取り組みをしていくということでござ

いますので、どうか知恵を絞って、できるだけ

多く盛り込んだような施策にしていただいて、

少しでも宿毛市、潤っていくような形で取り組

んでいただきたいと思います。知恵を絞ってい

ただきたいと思いますので、よろしくお願いを

いたします。 

 続いて、人口減少対策についてでございます。 

 その中の移住・定住促進室についてお伺いを

いたします。 

 市長は、選挙公約の大きな柱の一つとして、

人口増加施策の強化を挙げられ、その中で、移

住・定住促進室の創設を訴えられてきました。 

 今までは、企画課の中で取り組んできた移

住・定住促進事業でありますが、担当課の御努

力もあり、昨年は約３３人の移住者があったと

いうことで、前年度の何倍もの成果をあげてき

ております。 

 市長はあえて、移住・定住促進室として格上

げをし、取り組みの強化を図るということです

が、まず、その移住・定住促進室はどのような

形で、どこに置くのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 名称のほうを少し変更

をいたしまして、移住・定住推進室とさせてい

ただきたいと考えております。 

 この移住・定住推進室は、企画課内に置きた

い、そのように考えております。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問をさせてい

ただきます。 

 定住推進室ということは、今まで、企画課の

中で取り組んでいた移住・定住の推進事業に対

し、移住・定住推進室として格上げをした、そ

の具体的な強化策、どのような施策を考えてい

るのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 移住・定住事業の強化

策についての御質問であります。 

 これまで、移住・定住施策については、担当

職員１名が、他の業務をかけ持ちしながら、業

務を行う状況であったために、望まれる成果を

十分にあげることができない状況でありました。 

 平成２７年度より、新たな取り組みとして、

移住相談員を配置し、空き家バンクの充実や、

移住者交流、そういった交流会等の開催により

まして、平成２８年２月末現在で、先ほど議員

もおっしゃられたとおり、３３名の移住者があ

り、一定の成果をあげることができた状況であ

ります。 

 しかしながら、この結果で満足していてば、

深刻化する人口減少や、地域経済の衰退をとめ

ることはできない状況であります。 

 選挙公約でもありました移住・定住推進室を

創設し、必要な人員を配置することで、既存事

業で一定効果があったＵ・Ｉターン希望者の住

宅改修補助や、空き家バンク、お試し住宅等の

事業を拡充して実施するとともに、移住希望者
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のニーズに応じた、新たな事業にも取り組んで

まいります。 

 平成２８年度から行う新規事業といたしまし

ては、移住体験ツアーを実施いたします。 

 まずは、その地域を体験したという移住者の

ニーズに応えるには、交通の便が悪い本市では、

宿泊を伴う体験ツアーの実施が必要不可欠です。 

 移住体験ツアーについては、近隣市町村でも

実施していますが、本市の移住体験ツアーは、

全国でも類を見ない、ゲストハウスを利用した、

官民協働で行う事業にしたいと考えております。 

 通常の移住体験ツアーは、日を指定した上で

実施することから、移住者の都合に合わせるこ

とは難しく、参加者を集めることも困難です。 

 ゲストハウスは、宿泊者同士が交流できる簡

易宿泊施設であり、ゲストハウス運営を行うＮ

ＰＯ法人が実施主体となる本市の移住体験ツア

ーは、移住希望者のニーズに、フレキシブルな

対応が可能であり、話題性もある事業でありま

す。 

 そのほかの新規事業といたしましては、空き

家を、所有者から市が１０年間借り上げ、リフ

ォームを行った上で、移住者へ貸し出すという

事業も行う予定にしております。 

 さらに、専門的スキルを持つ地域おこし協力

隊を、メディア担当として配置をいたしまして、

移住の希望者、そういった人たちの目に触れる

機会が多いホームページの充実等を行いつつ、

新たな体制の中で、ニーズに応じた、効果的な

施策を考え、実施していきたいと考えておりま

す。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問させていた

だきます。 

 今、御答弁にあった移住体験ツアーのゲスト

ハウス、これは新規事業の中である、田舎暮ら

し体験ツアーと重なるものじゃないかと思うん

ですが、場所について、載っていなかったんで

すが、４月１日から実施するという内容だった

んですが、場所はどこになるのか、お伺いをい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 偶然にも、私の生まれ

育った宿毛市宇須々木で行う予定にしておりま

す。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 宇須々木に、そう

いうゲストハウスを構えるということですね。

わかりました。 

 再質問ですが、この移住・定住を推進して、

その人たちが地域に来て、地域を構成していく

には、人が中心であり、また人が暮らしをする

ためには、まず仕事がなくてはならないわけで

ありまして、そのためには、まず仕事を創出し、

人が暮らすことができる状況にすることが必要

だと考えますが、市長、雇用の創出について、

どのような具体策を講じるお考えなのか、お伺

いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 移住・定住を促進する

ための雇用の場の確保について、御質問をいた

だきました。 

 宿毛市は、豊かな自然と、人情豊かな住民性、

大変おいしい農水産物にも恵まれておりまして、

他地域から移住して、生活する環境としては、

望ましい地域であると考えております。 

 しかしながら、実際に移住するためには、現

実問題として、仕事と住まいを確保しなければ、

永続的な移住は困難であると、そのように考え

ております。 

 議員のおっしゃるとおりだと、そのように思

っております。 

 議員の御指摘のとおり、雇用の創出は、移

住・定住を促進する上で、最重要課題であると
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考えます。本市の特色である農林水産業の振興

策、及び起業支援対策等を講じまして、新たな

雇用の場を創出していかなければならないと、

そのように考えております。 

 一方、最近は、市内業者、市内の事業者から、

求人を出しても、人がなかなか集まらない、そ

ういったお話もお聞きいたしますので、移住希

望者とのマッチング、そういったものも合わせ

て行っていきたい、そのように考えているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 今の答弁ですと、

農林水産業の振興策や、移住希望者から希望も

募りながら、取り組んでいくということです。

相手があってのことですので、非常に難しいこ

とかと思いますが、移住・定住の根幹となると

ころでございますので、知恵を絞って、努力を

していただきたいと思います。 

 続いて、移住・定住促進についての最後の質

問ですが、総合戦略の中では、５年間で累計１

００名の移住者を目標に取り組むということが

載っておりましたが、移住・定住推進室と格上

げをしての目標は、どのよう考えているのか、

お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 移住者数の目標は、ど

のように考えているのかという御質問ですが、

総合戦略に掲げた数値目標では、平成２７年度

からの５カ年で、今年度からなんですが、５カ

年で、累計１００名の移住者を達成するという

ことにしておりますが、私といたしましては、

平成２８年度には、この目標を達成していきた

い、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） ２８年度に、この

目標を達成していきたいと、市長の意気込みが

伝わってきますが、ぜひ頑張っていただきたい

と思います。 

 続いて、子育て支援について、お伺いをいた

します。 

 今回、市長の公約の一つとして、教育の充実

と子育て支援を挙げてきておりました。 

 今回、同時入所、第２子以降の保育料の無償

化により、就学前の子育て世帯の経済負担の軽

減策に取り組まれるということが載せられてお

ります。 

 私は、この総合戦略の中で、３章の中に書か

れております具体的な施策の展開の中で、子育

て環境の充実を図っていくということで、英語

塾、日新館事業に取り組むということが載って

おりました。次世代を担う子供たちから、グロ

ーバルな偉人を輩出していくべく、未就学児童

に英語を体験させる機会を提供していくとして

おりますが、具体的に、どのような形で取り組

んでいかれるのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 子育て支援についての

御質問をいただきました。 

 やはり、当市、宿毛市において、子育てをす

る環境の整備、そういったものが本当に、非常

に大切だというふうに考えておりますので、し

っかりと取り組んでいきたい、そのように思っ

ております。 

 議員御説明のとおり、英語塾、日新館事業は、

小野 梓を初め、岩村通俊、竹内 綱など、

数々の偉人を輩出した私塾、日新館になぞられ、

次世代を担う子供たちに、早い段階から英語に

触れさせる機会をつくり、グローバルな人材を

輩出するという目的で、実施する事業でありま

す。 

 対象者は、未就学児童とし、実施場所は既存

の公共施設等で行う予定ですが、実施回数や規
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模等の詳細については、今後、関係者と協議の

上、決定をいたしたいと思っております。 

 なお、本事業につきましては、冒頭、御説明

いたしましたとおり、当初予算化はしておらず、

地方創生推進交付金を充当する予定となってお

りますので、国の動向を見きわめながら、実施

に向けて取り組んでまいりたい、そのように思

っております。 

 どうか御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 国の動向を見きわ

めながらということでございますが、ぜひ検討

していただいて、国の事業にかかるように、採

択していただくように。 

 というのも、私、この日新館事業、議員にな

った当時、１度これに関連したような質問をし

たことがありまして、非常に興味がありますの

で、ぜひ取り組んでいただきたいと思います。 

 また、国の施策に乗るようなことを考えてい

っていただきたいと思いますので、よろしくお

願いをしたいと思います。 

 続いて、学校再編についてということですが、

市長、行政方針の中で、宿毛小学校の改築につ

いては、現在地を中心に、校舎を改築すること

は望ましいと判断をしたと言われており、今議

会にも、宿毛小学校用地購入費１，５００万が

計上をされておるところでございます。 

 宿毛小学校用地購入調査の内容では、隣接地

２億円ほどかかるということでしたので、一部

の購入費だと思いますが、新規事業調査表では、

２９年、３０年度と、宿毛小学校の購入用地の

計上がなされておりません。 

 残りの隣接地の購入は、どのような計画にな

っているのか、まずお伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 宿毛小学校用地購入に

かかわる予算について、御質問がございました。 

 本議会には、宿毛小学校の用地購入費を、平

成２８年度当初予算として計上させていただい

ておりますが、議員御指摘のとおり、この予算

は購入予定地の一部の用地にかかわる取得費を

計上させていただいたものであります。 

 この一部分については、現在、駐車場として

使用されている用地でありまして、他の住宅地

等と比べて、代替地や引っ越し準備等の必要が

ありません。 

 そういったことで、購入見込みの高い用地と

なっておりまして、その取得予算を先行して、

計上させていただいております。 

 ほかの用地については、地権者の方に、具体

的な取得予定時期等もお示しができておりませ

んので、現状では、予定をしておりません。 

 残りの購入予定地につきましては、こういっ

た事情に加えて、財政状況を加味する中で、今

後、協議を重ね、具体的な購入時期を定めてま

いりたいと、そのように考えております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問をさせてい

ただきます。 

 子供たちのことを第一に考えるならば、子供

たちの幸福を考えるならば、隣接地の購入とい

うのは、全て購入をして、ベストな状況で建つ

べきだと考えます。 

 しかし、どうしても隣接地の購入ができない

ということも考えられます。そのときはどのよ

うに考えておられるのか、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 私といたしましては、

理想的な教育環境の実現に向けて、全力を尽く

さなければならないと考えております。 

 万一、一部の用地の取得が困難となることも

想定をいたしまして、教育委員会や関係者と協
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議する中で、最善の施設配置を検討していかな

ければならないものと考えております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 教育委員会と話し

合って、最善の策を講じていくということでご

ざいますが、私としては、何が何でも譲ってい

ただく、そういう思いで、市長、当たっていた

だいて、できるだけベストな状況で、子供たち

第一で考えて、取り組んでいただきたいと、そ

のように思っている次第でございます。 

 次に、当初の再編計画から１０年近くになる

わけでございますが、本来なら、宿毛小学校の

改築は終わっている年になっております。不幸

にも３．１１の大震災があり、高台移転の条件

にも恵まれず、時間が過ぎ、辛うじて耐震補強

は行って、一時的に子供たちの命の担保ができ

ているという状況ですが、１０年というのは、

本当にあっという間であります。 

 隣接する小中学校の生徒数のことを考えると、

１度立ちどまって、中平市長のもとで、早急に

宿毛市全体の小中学校の再編計画を立て直す時

期ではないかと考えます。 

 市長は、今後の再編計画について、どのよう

に考えているのか、市長の所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 野々下議員の再々質問

にお答えをいたします。 

 宿毛小学校の改築について、１度立ちどまっ

て、市内全体の再編計画を見直した上で、改築

してはどうかという趣旨の質問であったでしょ

うか。 

 そういった趣旨の質問でありました。 

 宿毛小学校の校舎については、議員も御承知

のとおり、平成２６年度に一部改修と合わせて、

耐震工事を実施しており、議員が指摘されるよ

うに、時間的な余裕が、以前と比べまして、生

まれた状態であると、私としても認識をしてお

ります。 

 しかしながら、１２月議会で報告されたよう

に、体育館については、耐震化をすることに相

当な費用がかかることから、耐震化ではなく、

建てかえで耐震性を確保することが望ましいと

考えております。 

 体育館の改築については、建て位置の検討も

含めまして、早急に取りかかる必要があると判

断をしているところであります。 

 また、再編計画につきましては、今後、教育

委員会と総合教育会議等で、しっかりと協議を

してまいりたい、そのように考えているところ

であります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 子供たちのことを

第一に考えて、市長の思いを込めて、いろいろ

な意見に翻弄されずに、話し合いを進めていっ

ていただきたいと考えます。 

 続いて、大きな第２枠の子供の虐待について、

質問に移ります。 

 次に、本市の子供の虐待について、お伺いを

したいと思います。 

 本年に入って、本当に耳をふさぎたくなるよ

うな悲惨な幼児虐待の事件が続いております。

埼玉県狭山市では、親に熱湯をかけられ、その

後、死亡したのは、藤本羽月ちゃん。女の子の

遺体には、虐待の跡がたくさん見られた。保護

責任者遺棄容疑で逮捕された母親と、内縁の夫

の激しい虐待の状況が浮かんできますが、地域

では、それ以前から、虐待のサインは出ていた

といいます。 

 児童虐待防止全国ネットワークの理事長の吉

田恒雄氏の話ですが、市民の通報に、警察がま

ず応えられずに、市の虐待のリスク判断も不十

分だったと。 
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 警察と市と児童相談所、この三つの連携が、

その谷間に落ちたケースだと話しております。 

 この三つともが、どっちもが無責任な対応を

してしまった。その上に、この子供が亡くなっ

てしまったという話だと思います。 

 また、１月２７日の深夜、東京大田区のマン

ションの１室で、３歳の男の子が、母親と同居

している暴力団の男に暴行を受け、死亡し、男

は、にらんだから頭にきてやったと。何度も顔

を殴ったり、投げ飛ばしたりしたと、容疑を認

めております。 

 日本では、このような悲惨な虐待による死亡

事例は、年間５０件を超えておりまして、１週

間に１人の子供が、虐待によって命を落とすと。 

 また、死亡した子供の主な加害者は、実母、

母親によるものが７５％、大変に驚く数字であ

ります。 

 このような虐待は、母親の妊娠期から、産前

産後、家庭や地域での不安や、孤立が一つの虐

待への深刻化の要因と言われております。 

 そこで、本市の妊娠期の不安や孤立を防ぐた

めの相談支援体制、産前産後サポート、産後ケ

アの取り組みについて、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 家庭や地域における妊産婦の孤立は深刻化す

ると、虐待へつながりやすいと言われており、

国が示すまち・ひと・しごと創生基本方針では、

各地域の特性に応じた妊娠期、産後、そして子

育て期における切れ目のない支援を行うための

事業を実施することが推進されております。 

 本市では、まず、妊娠期には、母子健康手帳

の交付を機に、保健師が全ての妊婦の方に、妊

娠中や産後の育児に対する心配事の有無につい

てアンケートをとり、必要に応じて相談対応を

行っております。 

 その際には、市が委嘱した母子保健推進員を

紹介いたしまして、身近な地域で相談できる人

材の周知も行っています。 

 また、パパママスクールを開催し、子育て世

代の仲間づくりを進めるなど、妊娠中の不安や

孤立を防ぐ相談支援に努めています。 

 産後から子育て期においては、乳児、家庭、

全戸訪問事業、養育支援訪問事業、乳幼児健康

診断、赤ちゃん広場等の各事業の中で、育児に

関する悩みの相談対応を行っております。 

 平成２８年度は、不安を抱える妊婦や、母乳

育児の希望がある母親等に対し、新たに助産師

による訪問相談事業を予定しており、今後も妊

娠出産、子育ての各時期において、保健師、助

産師、母子健康推進員等による相談支援体制を

充実させ、不安や孤立の解消へつながる事業の

実施に努めてまいります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 再質問を行います。 

 宿毛市においても、それぞれの分野で連携を

とりながら、支援をしていますよということで、

御答弁でしたが、今、妊娠期から子供の就学前

までをワンストップで、総合的に一つの窓口で

支援をしていく、包括支援をしていく、フィン

ランドのネウボラという取り組みが、日本で注

目をされております。 

 このネウボラは、妊娠期から出産、子供の就

学前までの間、子育て家族が相談やアドバイス

を受けることができます。 

 そして、その家族を支援する目的の拠点とし

て、各地方自治体に設置が義務づけられている

ということであります。できるところが、各自

治体に義務づけられている。 

 日本政府も、このネウボラを参考にした子育

て世代包括支援センターを、日本版ネウボラと

して、本年度、１６年度は全国で２５１市町村、

４３２カ所に整備をし、１６年から２０年度ま
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でに、日本中の全ての地域で、この制度が利用

できるようにするとしています。 

 この制度に向けて、本市の今後の取り組みに

ついて、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 議員もおっしゃられるとおり、国において保

健師等を配置して、きめ細やかな支援を行う、

子育て世代包括支援センターを、おおむね平成

３２年度末までに、全国展開を目指すとされて

おります。 

 本市においては、先ほどの答弁のとおり、現

在、妊娠期から産後ケアにわたる期間につきま

して、各時期における支援を、切れ目なく提供

することに努めております。 

 包括支援センターについては、妊娠期から子

育て期に至るまでを、総合的窓口として、ワン

ストップで対応することとなっていることから、

組織の編成や、人員の配置等、子育て支援室と

の関係を含め、本市において、どのような形が

望ましいのか、今後、検討をしてまいりたいと

考えております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 組織の編成と、絶

対的なマンパワーが不足しているというのは、

よくわかっております。 

 その中で、大変な取り組みだと思いますが、

虐待リスクを減少していくためには、御努力を

お願いをしたいと思います。 

 次に、虐待への認識と対応について、お伺い

をいたします。 

 全国で、児童虐待に対する相談が急増をして

おりまして、平成２５年度の数字でありますが、

相談対応件数は７万３，８０２件で、過去最悪

となったと報告をされております。 

 児童虐待防止法施行前の平成１１年に比べて、

６．３倍に増加し、高知県内においても、３８

３件、幡多地域では３６件の相談を受理して、

いずれも統計を取り始めて、最多となったと報

告をされております。 

 また、県内でも、乳幼児の死亡事故も発生を

しておりますし、記憶に新しいところだと思い

ます。その虐待に対する本市の認識と対応につ

いて、お伺いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 議員がおっしゃるとお

りに、児童虐待は新聞等で報道されない日はな

いというほどの、深刻な状況が続いております。 

 １０月に厚生労働省が発表した、全国の児童

相談所が対応した児童虐待の相談件数が、平成

２６年度の速報値では、前年度比２０．４％増

の８万８，９３１件となっております。 

 そういった数字で、過去最多を更新していま

す。 

 件数の増加につきましては、平成２５年８月

に、子供虐待対応の手引が改正され、心理的虐

待に、兄弟に対する虐待行為が追加されたこと

と、児童が同居する家庭におけるＤＶ事案につ

いての、警察からの通告が増加したものと分析

されておりますが、一方では、平成２６年１２

月と、平成２７年１０月には、相次いで県内で

も乳幼児２人の死亡事例が発生しており、最悪

の事態を防ぐ、そういった取り組みの強化が課

題となっていると認識をしております。 

 また、児童虐待は、子供の心身の成長及び人

格の形成に重大な影響を与えるとともに、次の

世代に引き継がれるおそれもあるもので、子供

に対する最も重大な権利侵害であると認識して

おり、虐待の発生予防から、虐待を受けた子供

の自立に至るまでの、切れ目のない支援ができ

るよう、関係機関が連携した取り組みが重要で

あると認識をしております。 

 本市の児童虐待対応につきましては、児童福
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祉法第２５条の２第１項に基づき、設置してい

る要保護児童対策地域協議会宿毛市子ども支援

ネットワーク委員会において、要保護児童及び

その保護者に関する情報の交換や、支援内容の

協議を行い、関係機関の連携のもとで、対応を

しています。 

 この組織は、児童相談所、警察署、社会福祉

協議会、民生児童委員協議会、小中高等学校や、

行政各部署を含む２２の機関で構成されており、

それぞれの機関が持つ、さまざまな視点で虐待

の早期発見及び支援体制の強化につなげている

ものです。 

 具体的な対応につきましては、乳幼児健診や、

新生児訪問等の母子保健事業の中で、虐待が危

惧される家庭等、教育支援を必要とする家庭を、

早急に発見して、適切な支援活動を行うよう、

保健介護課と連携した取り組みを行い、特に平

成２５年度からは、収入基盤が安定しないこと

や、望まない妊娠、保護者の知的・精神的、そ

ういった障害などについて、妊娠中から家庭環

境におけるハイリスク要因が特定でき、出産後

の養育について、支援が特に必要と認められる

妊婦を、宿毛市子ども支援ネットワーク委員会

の支援対象に、認定妊婦として追加をして、出

産後の養育について、特に支援が必要と認めら

れる妊婦を把握して、出産前から支援活動を行

っております。 

 少し長くなりましたが、わかったでしょうか。

済みません。 

 また、保育所や学校現場から、虐待が疑われ

るような子供の身体状況等の変化に対する通報

を初め、民生児童委員や、児童相談所など、さ

まざまな関係機関からの発信、さらには休日夜

間における住民からの通報にも、宿直室を通じ

て、２４時間体制で対応できるよう、整備する

など、情報の収集を行っております。 

 宿毛市の宿直室で、２４時間の対応をしてお

ります。 

 虐待が判明した後の対策につきましては、宿

毛市子ども支援ネットワーク委員会において、

ケースの進行を管理しており、必要に応じて、

個別のケース検討会議を開催し、要保護児童等

に直接かかわりを持っている関係者の方々で、

状況の把握や問題点の確認を行い、援助方針と

関係者の役割分担の決定及び、その認識の共有

等を図っております。 

 なお、宿毛市子ども支援ネットワーク委員会

の取り組みを含む虐待対応につきましては、厚

生労働省が作成した子ども虐待対応の手引、及

び高知県が作成した市町村児童家庭相談対応マ

ニュアルに示された内容に基づき、虐待の発生

予防から、相談支援体制の強化に努め、特に市

町村の後方支援を位置づけられている児童相談

所とは、日ごろから情報及び認識の共有を行う

ことで連携を深め、緊急対応や、専門的判断を

必要とする場合の対応に努めているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） どうか、宿毛市か

らこのような、かわいそうな虐待事例が起こら

ないように、連携を取り合って、努力していた

だきたいと思います。 

 次に、この問題の最後であります、あらゆる

条件や背景のもとで発生する、孤立や悩みの相

談に対するハイレベルな日本版ネウボラ実現の

ために、保健師や専門職の育成について、どの

ように取り組んでいくのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 初めに、ネウボラとは、

フィンランド語でアドバイス、相談を受ける場

所という意味となりまして、フィンランドでは、

保健師や助産師等の専門職が、妊娠期から就学
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まで、継続的に母子とその家庭にかかわり、相

談支援を行う場の意味として、使われているよ

うであります。間違いないでしょうか。 

 まさに、ワンストップで切れ目のない、そう

いった切れ目のなく支援を受けられる仕組みに

なっており、先ほどの質問にもありました、子

育て世代包括支援センターの整備にもつながっ

ていく考えであるというふうに考えております。 

 本市でも、その実現に向けた取り組みに関連

し、本年度、県が主催した母子保健コーディネ

ーター養成研修へ、市保健師１名と、在宅助産

師１名が参加しているほか、昨年１２月には、

ネウボラの取り組みの先進地である、三重県名

張市の主任児童委員をお招きをいたしまして、

母子健康推進員や、保健福祉事務所関係職員を

対象に、名張版ネウボラから学ぶ研修会を開催

をしているところでございます。 

 今後も、子育て世代に係る保健師や、母子保

健推進員の計画的な研修等の人材育成に取り組

み、コーディネート機能を持った、質の高いネ

ウボラの展開が、本市でも実現できるように努

めてまいります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 質の高いネウボラ

に向けて、研修等も行っているということです

ので、大変うれしく思います。 

 次に、大枠の３問目であります、消防行政の

強化についてでございますが、近年、局地的な

豪雨や台風などの自然災害が頻繁に発生し、地

域防災力の強化が課題となる中、消防団の重要

性が改めて注目を集めております。 

 消防団は、消防署とともに、火災はもとより、

地震などの自然災害への対応などを行う消防組

織法に基づいて、条例で定めた組織で、全ての

自治体に設置をされております。 

 消防団員は、火災や災害の発生時には、いち

早く自宅や職場から現場に駆けつけて、対応に

あたり、地域防災のかなめであります。しかし、

その実態は非常に厳しいものがあります。 

 全国的に、団員数の減少が顕著になってきて

おり、１９６５年には、１３０万人以上いた団

員は、２０１５年には、約８５万９，０００人

に落ち込んでおります。 

 その背景には、高齢化に加えて、サラリーマ

ンが多くなり、緊急時や訓練の際に、駆けつけ

にくい事情も、団員減少の要因とされておりま

す。 

 本市においても、後継者の確保ができず、欠

員を防ぐために、高齢になっても続けなくては

いけない状況や、地域を超えたところで人員の

確保をしなくてはいけない状況にもなりつつあ

ります。 

 平成２８年度の消防庁の予算概算要求の中で

は、地域防災力の中核である消防団の充実強化

を図ることは喫緊の課題であることから、消防

団への女性、若者等の加入促進、また地方公共

団体による先進的な加入促進方策を、積極的に

支援するなど、各種事業を実施することになっ

ております。 

 本市として、今後、消防団員の確保にどのよ

うに取り組まれているのか、お伺いをいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 宿毛市の消防団では、

いずれの分団においても、退団希望者がいると

きには、退団者自身が後任者を探してから退団

する方法をとっておりまして、現在まで、充足

率１００％を維持をいたしておりますが、議員

の御指摘のとおり、人口の減少により、新規加

入者が少ないことや、消防団は地域の自衛組織

である等の、そういった強い認識から、分団の

各部が管轄する地域に居住する人を団員として

いますので、人口が少ない地域の分団において
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は、団員の確保が難しい、そういった状況とな

っております。 

 今後は、自主防災組織の訓練等に、防災指導

者として団員が積極的に参加をするなど、各関

係機関と連携を図り、消防団活動について、市

民に周知される取り組みを行いまして、女性や

若者などの団員確保につなげていきたい、その

ように考えております。 

 また、団員の加入要件及び消防団再編計画に

つきましても、消防団と協議をしてまいりたい

と考えております。 

 さらに、消防団の活動について、ケーブルテ

レビや市の広報紙で、市民に周知を行ってまい

ります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 地域においての消

防団員の認識を改めてもらうために、自主防災

組織等へ、積極的に消防団への参加を促してい

くというお話でありましたけれども、私は、現

役の消防団でありますので、気がつくのは、女

性消防団員や、若者向けの活動内容やマニュア

ルなどを載せたパンフレット等、そういう制作

もして、環境づくりから必要じゃないかと思う

んですね。 

 女性は女性としての消防団活動があると思う

ので、女性がペアで地域の高齢者宅を、定期的

に安否確認に回るとか、火災報知機の確認だと

か、消火器の確認だとか、いろいろ女性消防団

員としての任務もあると思うので、積極的に、

そういう部分で、チラシというか、パンフレッ

ト等マニュアルを載せた、そういうものも発行

するなり、広報に載せるなりして、女性消防団

員、また若い消防団員の確保というのを考えて

いったらというふうに思います。 

 次に、スマートフォン、今、皆さん持ってお

られると思いますけれども、このスマートフォ

ンを活用した災害応急活動システムについての

提案をしたいと思います。 

 このアプリケーションは「多助」というんで

すが、一般財団法人消防科学総合センターと、

株式会社日立製作所が共同開発したスマホアプ

リケーションの一つで、消防団のパソコンから

団員の参集要請を発信すると、スマホに一斉に

通知される仕組みで、パソコン上では、団員の

確認状況や参集可能確認人数を、リアルタイム

で掌握できる。また、現場の状況を、文字と写

真で、双方で報告することができる、そういう

ことが可能である。 

 また、位置情報も、ＧＰＳがついております

ので、これも自動的に送信されるために、正確

な情報をもとにした、適切な指示が消防本部か

らできるというふうなアプリでございますが、

それを災害とか、山で人を探すとか、そういう

場面において、非常に消防団員がどこにおるの

か、また、危険な場所におるのではないかとい

うことは、即時に消防本部でわかる、的確な指

示が出せるという、そういうシステムですが、

これは、新たな機器を購入するものではなく、

それぞれが持っているスマホ、非常に進んでお

ります。普及が進んでおりますけれども、それ

を利用しての、その中でアプリケーションを活

用するものでありまして、非常に安価な経費で

導入はできて、また、消防無線等も補完すると

いう意味でも、大規模災害のときは、情報伝達

手段として、非常に有効なものと考えますが、

本市でも導入の検討をしてみてと思いますが、

所見を伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 議員からは、スマホ、皆さん持っておられる

のじゃないかなというお話もしましたが、結構、

スマホじゃない方もおられますので、それぞれ

じゃないかなというふうに感じております。 
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 議員御提案の多助については、担当課も把握

のほうはしておりました。今のところ、しかし、

スマートフォンしか使用できない、そういった

状況であるために、宿毛市が整備している防災

情報伝達システムを利用して、消防団もサイレ

ン吹鳴、及びメール配信を行うことが、現在も

う既に決まっております。 

 平成２８年度からは、本格運用となっていま

すので、今のことはなっておりますので、現在

のところは、多助については、導入は考えてい

ない、そういった状況でございます。 

 しかし、御提案のアプリについての利便性等

については、導入している消防本部などから情

報収集を行っていきたい、そのように考えてお

りますので、今後も情報収集を行う中で検討を

していきたい、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １０番野々下昌文君。 

○１０番（野々下昌文君） 大変詳しい御説明

をいただきまして、ありがとうございました。 

 以上で私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時１０

分まで休憩いたします。 

午後 ０時０７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時１０分 再開 

○副議長（山戸 寛君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） １１番、松浦でござ

います。通告に従いまして、市長に対して一般

質問を行います。 

 まず、昨年の１２月に行われました市長選挙

で、見事当選をされまして、まことにおめでと

うございます。 

 市長と私では、政治的スタンスは違いますが、

お互いに市民の負託を受け、宿毛市政の発展と

市民の幸せを追い求めるとの観点では、同じ思

いであろうかと思います。 

 私としては、是々非々の立場で臨んでまいり

たいと思いますので、よろしくお願いをいたし

ます。 

 さて、今回の議会は、中平市長にとりまして

は、当選後初めての議会ということであります

ので、これからの市政運営に臨む基本的な考え

方について、何点かお伺いをいたします。 

 まず、政治姿勢についてであります。 

 昨年の１２月４日の高知新聞「土佐あちこ

ち」の欄に、選挙と少数派との記事を拝見いた

しました。宿毛市で最も人口の少ない沖の島の

生活実態を踏まえた内容であります。 

 記事では、「どうせ選挙じゃ何も変わらない

んだよ」の出だしで始まっています。沖の島は、

医療や福祉を初め、島が余りにも置いてけぼり

になっている。交通の便は悪く、産業は衰退し

ている。そして、人口は宿毛市全体の１％にも

満たない状況であります。けれど、宿毛市にと

っての沖の島は、高知県にとっての宿毛市、日

本にとっての高知県ではないんだろうか。宿毛

市に住んでいる時点では、実は、少数派といえ

るのであります。 

 新市長に求められるのは、身近にいる、いろ

んな少数派に対しても優しく、温かい市政を望

む。「どうせ」と言われぬように、との内容で

あります。 

 そこで、市長として、今後の市政運営に当た

っては、真摯に少数意見にも耳を傾け、市民の

目線に立ち、市民に優しい行政をする、推進す

ることを、私は期待をいたしますが、これから

の市政運営を行う上で、中平市長の基本的な政

治姿勢について、お伺いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 松浦議員の一般質問に
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お答えをさせていただきます。 

 まず、沖の島、本当に少数ということで、島

民は本当に少なくはなってきているんですが、

島民の方々、熱い思いもありますし、ある意味、

選挙に関しましては、大変熱意を持って、そう

いったこと、投票されている地域だなというふ

うに、私自身は感じております。 

 そういった少数派の意見も真摯に受けとめて、

当然、市政運営していきたい、そのように思っ

ております。市政運営を行う上での基本的な政

治姿勢についての御質問をいただきました。 

 私は、市議会議員として１２年間にわたりま

して、政治活動を行ってまいりましたが、その

根底にあったものは、生まれ育った、この宿毛

市への愛着にほかなりません。このままでは、

宿毛市がなくなってしまうという強い危機感と

使命感から、ふるさと宿毛の豊かな自然や歴史、

そして産業などを大切に、守り、育て、子や孫

の、次の世代に引き継いでいかなければならな

い、そういう思いを持ち続けてまいりました。 

 そして、その思いは、市長に就任して以降、

ますます強くなってきているところでございま

す。 

 先月、これまでの実績や課題等を踏まえまし

て、平成２８年度から始まる新たな５カ年の総

合計画といたしまして、宿毛市振興計画基本計

画を策定いたしました。議員の皆様にもお示し

をしたところでございます。 

 今後、この基本計画や、昨年１０月に策定い

たしました宿毛市まち・ひと・しごと創生総合

戦略に基づき、地方創生を目指す国や県とも連

携をしながら、宿毛創生を合い言葉に、若者が

夢を持ち、高齢者が生きがいを持ち続けれる、

そんなまちづくりを基本に、１０年後、２０年

後も住み続けたいと思える宿毛市づくりを、宿

毛市の市民の皆様とともに、先頭に立って進め

てまいりたい、そのように考えております。 

 もとよりその実現のためには、市民の皆様を

初め、議員の皆様の御理解と御協力が不可欠で

ございますので、オール宿毛で取り組んでいけ

るよう、全力を傾注してまいりたい、そのよう

に思っているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 そういう面で、基本的なそういう思いの中で、

今後の市政運営をしていただくということを、

改めて申し上げておきたいと思います。 

 それでは、執行権についてという部分で、質

問させていただきます。 

 中平市長が、議員には執行権がない。執行権

を持つ市長にならなければならないということ

で、昨年の市長選挙に立候補し、当選されたの

でありますが、立候補された真意は何かについ

て、お伺いいたします。 

 あわせて、この部分については、先ほど答弁

の中であったかと、そういう思いの中での、今

後やっていきたいという部分でありますので、

重複する部分は結構です。 

 あわせて、議員活動を行う中で、何もなしに

執行権はないというもどかしさを感じることは、

通常、考えられないと思います。具体的に、執

行権が必要と感じた事例は何であったのか、お

示しをいただきたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答えさせていただきま

す。 

 市長選に立候補した真意は何か、また執行権

を必要とした具体的な事例は何かとの御質問を

いただきました。 

 先ほどもお答えしましたように、人口は減り

続け、周辺部だけではなく、まちの中心市街地

においても、空洞化が加速的に進行している宿
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毛市の現状を目の当たりにして見たときに、こ

のままでは、宿毛がなくなってしまう、そうい

った危機感を強く持ちました。 

 過疎化に歯どめをかける対策を講じなければ

ならない、そういった思いから、市長選への立

候補を決意いたしたところでございます。 

 そのために、個別具体な事業に対しての執行

権の必要性というものを感じたということでは

なくて、どうすれば宿毛市の活性化が図られ、

豊かで活力に満ちた、そういった宿毛市を創生

することができるのか、そういったことを真摯

に考える中で、みずからの経験や、培った人脈

を最大限に生かして、宿毛市の発展のために貢

献していくためには、市長として、みずからの

政策を積極的に提案をして、市民の皆様や、そ

して議員の皆様とともに、皆様の御理解をいた

だく中で、協力をしながら事業を推進すること

以外にはない、そのように考えたところでござ

います。 

 ただ、しいて、どういったときに執行権とい

うものを感じたかというところについては、松

浦議員も同じだと思いますが、一般質問でいろ

いろな提言をさせていただきました。ただ、そ

の中で、実現するものもありますが、なかなか

実現しない、改善しない、そういったことに関

しましては、幾分かのもどかしさ、そういった

ものを感じていたのも事実だと思います。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） さて、市民の審判を

受ける中で、先ほど申し上げましたように、執

行権を、市長の専権行為ではございますけれど

も、執行権を得た今日、中平市長として、今後

どのように、具体的に、どのような取り組みを

しようと考えているのか、あればお示しをいた

だきたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 市長として、取り組も

うとしてる具体的な事例とはの質問ですが、平

成２８年度の市政運営に対する考え方につきま

しては、過日の行政方針の表明の中で、申し述

べたところでございます。 

 大きな課題であります人口減少対策として、

新たに移住・定住促進室を創設し、さらに本市

への移住促進を図ってまいりたい、そのように

考えているところでございます。 

 また、同じく、平成２８年度から、保育園に

おける同時入所の第２子以降の児童の保育料を、

全額無料化することで、子育て世代の経済的な

負担を軽減する一時的なことにはなりますが、

軽減できるものだというふうに考えております。 

 そして、子供を産み育てやすい環境づくりに

も努めていきたい、そのように考えております。 

 そのほか、観光拠点の整備等、取り組んでい

きたい事業は多くありますが、限られた予算の

中で、事業の優先順位を考慮し、効率的、効果

的な施策を実施してまいりたい、そのように考

えているところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 市長が重点的に取り

組む課題として、やはり子育てと定住・移住促

進。やはり人口が少なければ、何ともなりませ

んので、そういう面も、ぜひ全力で取り組んで

いただきたいということを申し上げておきます。 

 まさに中平市長の今回の市長選挙におけるキ

ーワードが、私は執行権であったと思います。

まさしく、先ほども言いましたが、執行権は市

長の専権事項であります。しかし、市長が取り

組みたい政策等については、議会議決が必要で

あり、議会の議決がなければ、前に進めないこ

とは、これは事実でございます。 

 元中西市政や、前沖本市政においても、政策

を推進しようとしても、議会からの修正決議や、

附帯決議が可決されるなど、思うように事が進
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まなかった事案が見られました。 

 また、政策を進める上で、先ほども答弁あり

ました、財政上の裏づけが伴わなければ、事業

展開、政策の遂行ができないのであります。 

 財政状況が非常に厳しい本市にあっても、や

らなければならない課題は多くあると思います。

市長がるる答弁をされております。思いますが、

新たな事業展開が大変厳しい状況であると思い

ます。 

 そこで、２８年度の予算編成を行ってきまし

たが、宿毛市の財政状況について、どのように

把握をしているのか、お伺いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 質問にお答えをいたし

ます。 

 宿毛市の財政状況につきましては、平成２６

年度決算において、実質公債費比率は１７．

０％となっておりまして、前年度比で０．２ポ

イント改善いたしました。 

 また、平成２８年２月時点での財政調整基金

残高は、１８億３，３７８万円となっておりま

す。平成２７年度は、交付税等の増額により、

結果的に財政調整基金の取り崩しは発生しない

見込みとなっておりますが、平成２８年度当初

予算では、１億９，０６９万円の取り崩しを予

算計上している状況でございます。 

 自主財源の市税は、前年度比２．０％増、金

額して４，１７８万９，０００円の増額予算と

なったことから、景気が一定回復基調に転じて

いるものと思われますが、今後、大幅な増収が

見込める状況にはなく、扶助費など、そういっ

た社会保障費が年々増加し続けていることから、

財政運営の硬直化が進行をしております。 

 今後は、自主財源の確保のためにも、これま

で以上に、ふるさと納税制度を積極的に活用し

ていく必要があると考えております。 

 また、事業実施に向けた財源の確保として、

国、県支出金を最大限利用しまして、一般財源

の持ち出しを最小限にとどめていきたいと考え

ております。 

 地方債につきましては、今後の実質公債費比

率に影響することも予想されますので、必要な

事業を効果的に実施をいたしまして、有効な起

債発行に努めてまいりたいと考えているところ

でございます。 

 扶助費や公債費などの義務的経費が増加傾向

にあることから、厳しい財政運営が想定されま

すが、財源を確保いたしまして、宿毛創生に向

けた事業に取り組んでまいりたい、そのように

考えているところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） もう１点、執行権に

かかわる問題で、質問をさせていただきますが。 

 先ほど申し上げたように、議会には執行権が

ないと言われておりますけれども、私、このこ

とは、裏を返せば、議員でいては何もできない

といっているように思えてなりません。そうい

う面に関して、明らかに議員活動を軽視するこ

とにつながるのではないかと思います。 

 議員は議員として、その果たす役割は大変重

要な任務があります。市長も３期１２年にわた

って市議会議員を務めてこられましたが、この

間、どのような思いで活動してきたのか、お伺

いをいたします。そして、市長としては、議会

の果たすべき役割について、どのように思って

いるのか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 先ほど、私の答弁でも少し申しましたが、一

般質問を通じまして、実際に自分が改善すべき

点を市長に一般質問という形で提言をさせてい

ただき、それが実現した例もございます。 

 また、先ほど、質問の中にもございましたよ

うに、修正議案や附帯議決といった形を、先頭
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になって行ったのも、私自身でございます。 

 今さら申し上げるまでもありませんが、私や

議員の皆様は、選挙で市民の皆様に、直接選ん

でいただいております。また、市長を執行機関、

議会を議決機関として、よく言われますように、

両方が車の車輪のように、市政発展のために活

動しているのが現状だというふうに思っており

ます。 

 先ほども申し上げましたが、私自身、市議会

議員として、１２年間にわたって、市政発展の

ため、住民福祉の向上や、教育の振興等のため

に、一生懸命取り組んでまいったつもりでござ

います。 

 議会には、その機能と責任を遂行できるよう

に、地方自治法や地方財政法などにより、議決

権を初めとする、さまざまな権限があります。

決して議員活動を軽視するはずもございません

し、自分が行ってきた議員、そういった立場を

軽視、当然するはずもないし、自分として、ほ

めてやりたいと言うと怒られるかもしれません

が、しっかりと活動してきたと思っております。 

 執行部並びに議会の思いは同じく、市政の発

展であると考えております。私も、活力ある宿

毛を取り戻すため、不退転の覚悟で臨む決意で

ありますので、ぜひ、ともに手を携え、取り組

んでまいりたいと考えておりますので、議員の

皆様には、より一層の御協力をお願いを申し上

げたい、そのように思っております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、市長の政治姿勢

等について、質問させていただきました。本当

に、私自身も、冒頭に申し上げたように、市民

から負託された一議員として、市政の発展に向

けて、取り組むという決意もいたしております。 

 そういう面で、けんけんがくがくと議論をす

る場もあろうかと思いますけれども、思いは市

民の幸せという、山に登ることであります。ぜ

ひ、基本的なそういう姿勢のもとで、取り組ん

でいただきたいというふうに思います。 

 それでは、次は、福祉行政について。福祉と

いうと、幅は広いわけですけれども、福祉事務

所の所管の部分を中心にしながら、答弁をして

もらったらいいわけですけれども。 

 昨年１２月３日の高知新聞において、宿毛市

長選挙に臨む私の訴えの中で、実行する三つの

公約が掲載されておりますが、その中に、高齢

者福祉と年金制度の拡充を、国や県に強力に訴

えていきます、とあります。 

 国や県に制度の改善を訴えるのは、どなたで

もできるのであります。私たちも、署名活動や

大衆行動をするなどして、年金制度の拡充の取

り組みをいたしております。 

 今日の高齢者の置かれた状況をつくり出し、

年金制度を改悪してきたのは、まさに歴代の政

権ではないでしょうか。そのために、厳しい高

齢者福祉の状況に至っており、年金だけでは生

活ができないと嘆いているのが、高齢者の置か

れた今日の実態ではないでしょうか。 

 まさに、国として、社会保障政策の大転換を

図らなければならないのであります。 

 先日には、高知県退職者連合の代表者が、中

平市長に対し、医療や介護等、社会福祉、社会

保障制度の確立を求める要望書が提出されまし

た。 

 そこで、まず市長として、宿毛市の福祉の現

状について、どのように認識をしているのか、

お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 松浦議員言われたように、国や県に訴えるこ

とは、誰でもできることです。だからこそ、み

んなと一緒になって、市長だけが言うんじゃな



 

－ 49 － 

くて、市民も住民も一緒になって、国や県に声

を届けていきたい、そのような思いであります

ので、ぜひ協力のほど、よろしくお願いをした

いと、そのように思っております。 

 まず、最初に申し上げますのは、高知新聞の

折り込みでいっている、高齢者福祉という点で

ございますが、これは、先ほど、松浦議員も言

われてました、市民の幸せ、市民の福祉という

お言葉を使われたのと同じ意味で使わせていた

だいております。 

 お年寄りが幸せに生活ができるように、そう

いった思いを込めて、高齢者福祉に取り組んで

いきたい、そういうことで使わせていただいて

おります。 

 松浦さんもおっしゃられたように、福祉の範

囲というのは、大変広いわけでございますが、

福祉の現状ということで、福祉事務所関連の業

務に関し、説明をさせていただきたいと思いま

す。 

 まず、高齢者福祉についてですが、平成２８

年２月１日時点で、本市の人口２万１，５７０

人のうち、６５歳以上の方が７，３４０人とな

っており、高齢化率は約３４％となっています。 

 平成２５年２月１日には、６５歳以上の人口

が６，８１４人であったことから、高齢化社会

が進んでいるといえます。 

 また、単身生活を送る高齢者も増加傾向にあ

りまして、交通や買い物等の日常生活に、支障

を来している方がふえていると考えております

し、実際、そういったお話をよく聞きました。 

 次に、障害者福祉の現状についてですが、平

成２７年３月末時点における、身体障害者手帳

を持っている方の数は、１，４００人、療育手

帳を持っておられる方の数が、２３２人、精神

障害者保健福祉手帳を持っている方の数は、１

３３人となっています。 

 生活介護や福祉医療など、障害者総合支援法

に基づく障害福祉サービス費の給付額は、毎年

増加しています。 

 生活保護については、平成２８年２月１日現

在で、被保護者の数は３３１人、世帯数は２６

９世帯となっており、保護率は１５．３‰とな

っています。これは、前年同月との比較では、

人数で１０人、世帯数で２世帯の増加となって

おり、生活保護費についても、平成２２年度の

３億８，９００万円が、平成２６年度には５億

１１万円に達しています。 

 保育園に関しましては、平成２８年３月１日

現在で、公立保育所９園に４５０名、私立２園

に２０１名、認定こども園に１３２名で、合計

７８３名の児童数となっておりまして、平成２

６年度と比較すると、減少しています。 

 一方、宿毛市全体の利用者定員は９１５名で

ありまして、教育、保育を提供する体制は確保

できており、待機児童も発生はしておりません。 

 しかし、施設の高台移転や、園の統合など、

教育、保育環境の整備は急務と考えております。

福祉事務所関連の業務については、福祉施策や

業務の大部分が、国の方針に基づき実施されて

おり、宿毛市の実情や、市民ニーズに１００％

沿ったサービスや、業務にはなっていないかも

しれませんが、限られた予算の中で、効果的に

福祉行政は実施できているものと考えておりま

す。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 生活実態、特に高齢者等も含めての生活実態

についての認識については、同じでございます。

そういう面で、大変厳しい状況に置かれるとい

う現状認識があるわけでございます。 

 今、るる保育園の問題とか、療育手帳の分は

お話を聞きましたけれども、保育園については、
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一定、充当しておるというような部分でありま

すが、そうした高齢者の生活実態等を受けて、

宿毛市として、独自に福祉政策を進め、どのよ

うな福祉政策を進めていこうと考えているのか、

もしあればお示しをいただきたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 具体的な政策というこ

とで、少しお話をさせていただきたいと思いま

す。 

 高齢者福祉については、平成２７年３月に策

定した第６期宿毛市高齢者保健福祉計画及び宿

毛市介護保険事業計画に基づく介護予防や、生

きがいづくり活動を支援、実施をしていきます。 

 具体的には、毎年、２，０００人程度の参加

者のある生きがい大学や、年々、利用者が増加

をしておりますあったかふれあいセンター事業

等を実施してまいります。 

 さらには、高齢者の就労支援について、昨年

４月に法人化したシルバー人材センターの運営

体制を強化するとともに、年金以外の収入を確

保するための施策を実施していきたい、そのよ

うに思っております。 

 高齢者の、何とか収入をふやしていきたい、

そのように思っております。 

 障害者福祉については、障害者総合支援法に

基づく生活、介護等の給付事業が主な事業とな

ってきますが、障害者が住みなれた地域で、自

立した生活を継続していくためには、日ごろの

困り事等を気軽に相談できる、相談支援事業の

充実も不可欠となってきますので、事業所とも

連携をいたしまして、事業を推進してまいりた

いと考えております。 

 生活保護につきましては、ケースワーカー１

人当たりが担当する被保護の世帯が、数が８０

世帯を超える状況となっていることから、ケー

スワーカーの増員を検討するとともに、事例研

修会等への参加を通じまして、ケースワーカー

のより一層の資質向上を図り、被保護者に対す

る支援の充実を図ってまいりたい、このように

思っているところでございます。 

 保育については、津波浸水域にある保育園の

高台移転や、将来の園児数を見据えた保育所の

適正配置を検討いたしまして、保育園の統合に

取り組んでいかなければならない、そのように

思っております。 

 宿毛市独自の施策として、平成２８年度から、

同時入所の第２子以降の保育料無料化、全額無

料化にしたことは、先ほどもお伝えをしたとこ

ろでございます。教育、保育に係る費用を軽減

することで、幅広く子育て世代を応援いたしま

して、安心して子育てのできる、そういった宿

毛市に環境づくりをしてまいりたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 今年度から始まった子ども・子育て支援新制

度の関連施策として、保育所の開園時間の一部

延長、一時預かりの事業等にも取り組んでいる

ところでございますが、今後は、さらに子育て

を取り巻く環境を見据えた中で、多様化する保

護者のニーズに沿った形で、質の高いサービス

の提供に努めていきたいというふうに思ってお

りますので、引き続き、保護者の方々のニーズ

をお聞きしていきたい、そのように思っている

ところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 先ほどの答弁の中で

触れられましたけれども、保育行政について、

お伺いをいたします。 

 津波の発生時における、幼い園児や職員の命

を守るとの観点から、保育園の高台移転を含む

防災対策について、この議会において、何回と

なく質問をいたしてまいりました。 

 幸いにして、小筑紫保育園の高台移転につい

ては、一定、火災事故等もあって、１０カ月ほ
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どおくれましたが、この２月に開園をいたしま

した。本当におめでとうございます。 

 私がここでいう、命を守るための高台移転が

急がれる市立保育園の中で、早急に対策を求め

られるのが、咸陽保育園ではないかと思います。 

 この問題についても、議場の中に何回となく

提案も申し上げながら、質問をしていたところ

でございます。庁内においては、プロジェクト

会議も設置をされ、進めてきました。 

 その中で、沖本前市長は、津波浸水域にある

保育所について、現状を認識する中、子供たち

の安全確保に向け、将来の再編計画も念頭にし

ながら、高台移転を目指し、取り組んでいく方

向性を確認するとともに、具体的な取り組みと

しては、まず咸陽保育園の高台移転については、

幼い園児の命を守るとの観点から、喫緊の課題

であるとの認識のもと、早急に取り組んでいく

という答弁もあったわけでございます。 

 中平市長として、このような状況をかんがみ、

咸陽保育園の高台移転問題について、どのよう

に考えているのか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 松浦議員の質問にお答

えする前に、２カ所、訂正をさせていただきた

いと思います。 

 大変失礼をいたしました。少しさかのぼりま

すが、福祉行政について、現状認識ということ

で質問をいただいたときに、生活保護費につい

て、平成２６年度には５億１１万円とお話をさ

せていただきましたが、５億１，１００万円に

訂正をしていただきたい、そのように思います。 

 それから、もう１点は、先ほどの、前の質問

のときの答弁で、生きがい大学を、２，０００

人程度の参加者というお話をさせていただきま

したが、大変失礼をいたしました。２００人程

度の間違いですので、訂正をお願いをいたした

いと思います。 

 それでは、お答えさせていただきます。 

 咸陽保育園の高台移転につきましては、以前

より早急に取り組むべき課題として、庁内プロ

ジェクト会議も立ち上げ、検討してきたところ

であります。御質問の中にもあったと思います。

そういう状況でありました。 

 しかしながら、平成２６年１０月２日に行わ

れましたプロジェクト会議で、財政シミュレー

ションをもとに、協議をされた結果、高台移転

は延期との結論に達しまして、適地確保も含め、

現時点においては、大きな進展が見られない状

況になっております。 

 今後は、人口動態予測や、公立保育所はもと

より、私立保育所、認定こども園の受入児童数

等を踏まえた中で、適正配置を検討いたしまし

て、具体的な方向性を早急に計画したいと考え

ております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、初めて聞いたの

ですけれども、２６年１０月２日のプロジェク

トで、高台については延期という決定がなされ

たというお話は、初めて聞いたわけですけれど

も。 

 それはそれとして、市長も、御案内のとおり、

２６年第１回定例会において、咸陽保育園の高

台移転について、その重要性にかんがみ、質問

をされております。 

 この問題については、市長の地元の問題とい

うことで、住民の皆さんからの要望なり、実態

が十分把握はされておることと思います。まさ

しく、私たち議員には執行権がありません。今、

執行権を得た市長として、早急にこうした状況

を考え、取り組むべき課題ではないかと考えま

すけれども、市長の所見をお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 
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 松浦議員御指摘のとおり、子供たちの安全確

保は、早急に取り組むべき重要な課題であると、

認識を、強く持っております。 

 先ほど言いました、平成２６年１０月２日の

プロジェクト会議ということですが、その後の

１２月議会の中で、そういったようなお話を少

し、私は聞くことがあったというふうに認識を

しております。 

 そのときに、本当にじくじたる思いをしたと

ころでございますので、１日も早く高台移転の

実現に向けまして、取り組んでまいりたいと、

そのように思っているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ぜひ、この問題が前

に進むよう、最大限の取り組みをお願いをいた

したいというふうに思います。 

 次は、障害者差別解消法について、時間の関

係で何点か質問させていただきます。 

 障害を理由とする差別の解消の推進に関する

法律、いわゆる障害者差別解消法が、本年４月

１日から施行されることについては、御案内の

とおりであります。 

 この法律の目的については、第１条でうたわ

れておるわけでございます。障害者基本法の基

本的な理念にのって、全ての障害者が、障害者

でないものと等しく、基本的人権を享有する個

人として、その尊厳が重んぜられ、その尊厳に

ふさわしい生活を保障される権利を有すること

を踏まえ、障害を理由とする差別の解消をする

ための基本的な事項、行政機関、及び事業者に

おける障害を理由とする差別を解消するための

措置等を定めることにより、障害を理由とする

差別の解消を推進し、もって全ての国民は、障

害の有無によって、分け隔てられることなく、

相互に人格と個性を尊重し合いながら、共生す

る社会の実現に資することを目的といたしてお

るわけでございます。いわゆるノーマライゼー

ションの理念に基づくものであると考えます。 

 障害者基本法でも、障害を理由とする差別や、

権利侵害は禁じられておりますが、この障害者

差別解消法で、より具体的に、国を初め地方公

共団体の役割が定められており、一歩前進をし

たものと、私自身考えております。 

 私は、障害のある方々だけではなく、部落差

別を初めとする、あらゆる差別は許さないとの

強い思いの中で、今日まで運動を続けておりま

す。 

 障害者差別解消法は、平成２５年６月１９日

に成立しております。約３年が経過した本年４

月から、先ほど申しましたように、施行される

ことになりました。この法律の趣旨が生かせる

かどうかは、国や地方自治体が果たす役割は大

きいものがあります。 

 しかし、この法律の内容を見ると、ほとんど

が努めなければならないとあり、義務規定がな

いわけであります。 

 しかし、法案の成立から施行まで３年近くあ

りましたので、宿毛市においても、十分な取り

組み方や、対応策について検討されておること

と存じますので、市町村の責務を初めとする条

文の内容について、確認の意味で何点かお伺い

をいたします。 

 まず、第１点目は、第３条、国及び地方公共

団体の責務についてであります。 

 法律では、差別の解消の推進に関し、必要な

施策を策定し、これを実施しなければならない

とうたわれていますが、どのような施策を考え

ているのか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 法第３条に規定されている地方公共団体の責

務についての御質問ですが、国として、具体的
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な内容については、示されておりませんが、本

市においては、先ほど、質問の中にもございま

した、障害者基本法に基づきまして、大月町及

び三原村と共同で、幡多西部障害者計画を策定

しておりまして、庁舎等の公共施設のバリアフ

リー化や、障害特性に応じた対応を行うといっ

た、行政における環境や体制の整備等が、地方

公共団体の責務として実施しなければならない

施策でありまして、限られた予算の中ではあり

ますが、これまでも実施してまいってきたとこ

ろでございます。 

 以上でございます。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 次は、第５条の問題

です。 

 ここの中で言われておる合理的な配慮を的確

に行うという条文があるわけですけれども、合

理的な配慮というのは、どのようなことを意味

するのか、お示しをいただきたいと思いますし、

関係職員に対する研修その他必要な環境の整備

に努めなければならないとありますが、宿毛市

での研修や環境の整備について、どのように考

え、取り組もうとしているのか、お伺いいたし

ます。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 合理的な配慮については、内閣府が示してお

られるＱ＆Ａ集によれば、典型的な例として、

乗り物への乗車に当たっての職員等による手助

けや、筆談、読み上げ等の障害の特性に応じた

コミュニケーション手段による対応、そして段

差解消のための渡し板の提供等が考えられると

しております。 

 障害特性に応じた職員等の取り組みや、施設

改修等が、合理的な配慮と考えられると思いま

す。 

 研修については、これまでも新採研修や採用

５年目、１０年目、新任係長、課長補佐、課長

研修等を対象として実施する研修の中に、人権

研修も位置づけておりまして、今後においても、

さまざまな人権問題に関する研修を実施してい

くこととしております。 

 環境の整備につきましては、これまでに庁舎

前の駐車スペースの一部を障害者用とし、段差

がある施設について、臨時のスロープを設置す

るなどの対応を行っております。 

 今年度は、議会傍聴席へあがる階段に手すり

を設置し、傍聴時の利便性を図りました。 

 今後も、障害者の方々の社会参加に向けまし

て、環境の整備に努めてまいりたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 申しわけありません

が、４月から施行されるということで、危惧す

る部分について、心配等について質問をさせて

もらっておりますので。 

 第１０条に移らせていただきます。 

 第１０条では、地方公共団体等職員対応要綱

を定めるよう努めるものとする、とありますが、

宿毛市としては、この要綱は既に策定をされて

いるのかどうか、お伺いします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 職員対応要領については、現時点では制定で

きておりません。 

 高知県については、平成２８年４月の制定に

向けまして、準備中とのことですので、県の要

領や、近隣市町村の動向を参考にしながら、制

定をしていく予定になっております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 通告しておりました

けれども、この１４条については、省かせてい
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ただきます。 

 第１７条、障害を理由とする差別の解消をす

るための取り組みを円滑に行うため、障害者差

別解消支援地域協議会を組織することができる

とあるわけでございます。 

 宿毛市として、この協議会を組織することを

考えておるのかどうか、お伺いをいたします。 

 あるとすれば、協議会の構成組織について、

どのように考えているのか、お示しをいただき

たいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 現在、設立に向け、県等へ情報収集している

段階ではありますが、障害者計画等の策定や、

地域の障害福祉に関するシステムづくりを推進

している、幡多西部地域自立支援協議会の中で、

取り組みを進めることができないかと、検討を

しております。 

 地域協議会につきましては、法第１７条に、

地方公共団体の機関で、医療、介護、教育、そ

のほか障害者の自立と社会参加に関連する分野

の事務に従事するものと規定されておりますの

で、宿毛市における想定といたしましては、人

権推進課、市民課、保健介護課、学校教育課、

生涯学習課、福祉事務所、県の出先機関である

幡多福祉保健所、そちらが関係機関としての、

主な構成員となると考えております。 

 そのほか、特定非営利活動法人や、学識経験

者なども、構成員として加えることができると

想定しておりますので、障害福祉にかかわるＮ

ＰＯ法人、そして社会福祉法人などや、当事者

といたしまして、身体障害者連盟などの任意団

体も、構成員として加わっていただく必要があ

るのではないか、そのように考えているところ

でございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、県等とも調整を

しながらという部分でありますけれども、早急

な取り組みを、重ねてお願いをいたしておきま

す。 

 それでは、障害者への差別解消に関連をして、

１点、質問をさせていただきます。 

 障害者への差別を解消する取り組みとして、

合理的な配慮をしないことが差別であるとうた

われておるわけでございます。私は、これまで

２回にわたって、視覚に不自由がある方への差

別格差の解消問題について、質問をしてまいり

した。 

 具体的には、ＳＷＡＮテレビでの行政チャン

ネルの放送のあり方であります。 

 現在は、字幕放送のみであり、視覚に障害を

持たれる方は、せっかく宿毛市が市民向けに配

信をしております行政チャンネルを、全く利用

できないのであります。 

 これまでの議会では、２０１１年１０月のデ

ジタル化に合わせて機器の変更を検討し、音声

放送も運用できるように準備をしたいと言われ

てきましたが、今なお音声放送は実現に至って

おりません。 

 このことについて、市長はどのように考え、

取り組もうとしておるのか。普通の健常者、市

民でも、テロップだけではなく、音声放送があ

れば、行政放送がより身近になると思いますの

で、市長の所見をお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 行政チャンネルの文字放送を音声化すること

についての御質問をいただきました。 

 平成２３年度のデジタル化に合わせて、機器

の更新を行った際に、行政チャンネルの文字放

送を音声化するサービスを導入するためのシス

テム構築について、検討をいたしましたが、文
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字放送を更新する際、音声の吹き込みや、編集

作業を別途行う必要があり、新たな人員配置や、

専用機器購入など、多額な費用が発生すること

から、音声サービスの導入については、見送っ

たという経緯がございます。 

 その経緯につきましては、平成２３年９月定

例議会におきまして、松浦議員へ御説明をさせ

ていただいたところだというふうに、認識をし

ているところでございます。 

 議員御指摘のように、行政チャンネルに限ら

ず、広報紙すくもを初め、メールマガジンや宿

毛市ホームページ等の情報発信ツールのバリア

フリー化の必要性は、十分認識をしております。 

 障害者差別解消法においても、情報発信に限

ったことではないですが、その実施に伴う負担

が過重でないときは、障害を持っている方に対

して、必要かつ合理的な配慮を行わなければな

らないと規定しております。 

 現在、宿毛市で視覚障害を持たれている方が

利用できる情報発信ツールにつきましては、行

事予定や、休日当番医などの行政情報を配信し

ているメールマガジンを、携帯電話の音声読み

上げ機能に対応させております。 

 また、宿毛市社会福祉協議会におきまして、

ボランティアの方々の御協力により、広報すく

もの内容を録音したもの、いわゆる声の広報を

希望者へお届けをしております。 

 これらの情報発信ツールを御利用いただけれ

ば、行政チャンネルの文字放送と同様の情報を

得ることができます。こうしたことから、既存

の利用可能な情報発信ツールについて、周知を

図ってまいりたい、そのように思っているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） なかなか厳しい、難

しい。 

 それでは、スポーツ振興についてお伺いをい

たします。 

 これまでも、宿毛市として、スポーツを通じ

てまちづくりの推進や、まちを活性化するため

に、スポーツの振興が果たす役割は、非常に大

きいものがあるとの考えから、この議会におい

ても、幾度となく質問をしてまいりました。 

 幸いにして、平成２６年度から、スポーツ振

興室の設置が実現いたしました。現在、宿毛市

総合運動公園の拡充、整備の取り組みが進めら

れております。 

 また、３月３日には、平成２７年度宿毛市ス

ポーツ賞の表彰式が行われます。ことしは団体

では７団体、個人では３４人の方、そして長年

にわたり、宿毛市のスポーツ振興に尽くされ、

功績のあった２名の方が、功労者表彰を受賞い

たします。 

 種目別にしても、レスリングや陸上、空手等、

多くのスポーツ種目が、市内で取り組まれてお

り、年々、盛んになっていることがわかり、大

変うれしい限りであります。 

 受賞されました皆さんに、心からお祝いを申

し上げます。 

 スポーツの振興は、スポーツを通じて、まち

づくりの推進やまちの活性化につながることの

みならず、産業振興や地域経済への貢献、青少

年の健全育成はもとより、生涯学習として、あ

るいは生きがいや健康保全のために、重要な社

会的役割を果たしていると考えます。 

 市長も、空手やサイクリング等、スポーツに

も強い関心があるようであります。そこで、市

長として、スポーツの振興の重要性、並びにス

ポーツの振興に取り組む基本的な所見をお伺い

いたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） スポーツの振興につい

て、お答えをさせていただきます。 
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 松浦議員からも御紹介いただきましたように、

私自身も、スポーツは大好きであり、日常的に

サイクリングとかを楽しんでいるところでござ

います。 

 ぜひ、市民の皆さんにも、リフレッシュであ

ったり、健康増進も含めまして、スポーツに親

しんでいただけるように、環境づくりや施設整

備に努めていきたい、そのように思っておりま

す。 

 休日、祭日に子供がスポーツの大会があると、

お父さん、お母さん、おじいちゃん、おばあち

ゃん、家族みんなが集まって、本当に日ごろは

あんな光景ないんだろうなと思うような笑顔で、

孫の応援、子供の応援をしている姿を見ると、

こちらまでうれしくなりますし、本当に元気を

もらう、そういった状況でありますので、ぜひ

力を入れていきたい、そのように思っておりま

す。 

 また、交流人口の拡大を図る手段の一つとし

て、スポーツを活用することは、大変効果的な

手段であると考えておりますので、これまでも

取り組みを進めていますように、スポーツ合宿

や、スポーツ大会等の誘致活動にも、積極的に

取り組んでいかなければならない、そのように

考えております。 

 ぜひ御協力のほど、皆さんにもよろしくお願

いをしたいところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 そういう面で、全力でこの問題についても、

取り組んでもらいたいと思います。 

 そういう面で、スポーツ振興室の役割が、非

常に大きいものがあると、私は思っております。

最近の新聞記事によりますと、大学等の野球部

のキャンプが、宿毛市野球場を中心に、盛んに

行われているとのことであります。大変うれし

いことであります。 

 平成２６年度に創設されましたスポーツ振興

室は、宿毛市における生涯学習の推進、スポー

ツの振興や、スポーツを通じてのまちづくり、

そして年間を通じて、スポーツ交流に取り組む

ための計画づくり、スポーツ団体との調整、観

光業界を初めとする事業者との連携も考えると、

欠かすことのできない部署であると考えます。 

 そこで、市長はこのスポーツ振興室の果たす

べき役割や任務について、どうあるべきである

と考えているのか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 スポーツ振興室につきましては、大きく分類

して、二つの大きな事業に取り組むように考え

ております。 

 まず、一つ目は、市民の皆さんが健康の維持、

増進を図る方法の一つとして、運動を習慣づけ

ていただくことと、各種競技団体とも連携し、

競技力を向上させることを含めた、市民の方々

のスポーツの振興を図ることだというふうに考

えております。 

 二つ目といたしましては、スポーツを活用し、

市外からの交流人口の拡大を図るため、スポー

ツ合宿等の誘致活動を行い、本市に来られた団

体や、来場者に、再度来てもらえるような取り

組みを進めていくことだと考えております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） まさしく、競技団体

との連携、交流人口の拡大に向けての、一つの

ポジションという意味で、捉えておるわけでご

ざいますが、ぜひそういう方向で、これからも

取り組んでいただきたいと思います。 

 きのう、おとついと、パラダイスカップいう

か、サッカーの、少年の大会がございまして、

県下から、これは高知県大会でしたけれども、
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多くの方々が参加をする中で、宿泊等について

も、人数は把握はいたしておりませんけれども、

おじいちゃん、おばあちゃんも来ながら、孫の

応援をしておる姿を見ると、スポーツの振興が

外貨を稼ぐ一つの位置づけになるというふうに

思いますので、スポーツの振興について、ぜひ

取り組んでいただきたいというふうに思います。 

 次は、離島振興についてお伺いをいたします。 

 高知県唯一の有人の離島であります沖の島、

宿毛市で最も少子高齢化が進んでおります。鵜

来島に至っては、島で生活をされている方は２

０数名となっており、まさに大変な状況であり

ます。 

 沖の島や鵜来島で生活されている方々は、将

来に不安を抱いており、このままでは、島民は

いなくなるのではと危惧するのは、私一人では

ないと思います。 

 宿毛市にとって、沖の島は大変重要な観光資

源として、また漁業資源として、なくてはなら

ない島であると考えます。高知新聞において、

選挙を控えた１１月２７日も、宿毛市の課題で

も、その実情について詳しく報道されておりま

したが、新しく船出した市長として、沖の島の

実情をどのように把握をしておるのか。また、

宿毛市にとって、沖の島をどのような位置づけ

をしておるのか、お伺いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 沖の島の実情をどのように把握し、市として、

どのように位置づけているのかとの御質問をい

ただきました。 

 まさに、先ほどからお話に出ている地方創生、

これはこの地域の特色を生かして、独自性、そ

この独特なものを使って、それを持続させてい

こう、こういった取り組みというふうに思って

おります。 

 まさにそういった意味で、この沖の島、本当

に特色もあるし、独自性、どこにもまねができ

ない、そういった、ある意味では、本当に宿毛

市の宝、そのように思っているところでござい

ます。 

 沖の島につきましては、議員御指摘のように、

島に住む人が、どんどん少なくなってきており

まして、若い方が入ってこないことで、高齢化

率も非常に高くなってきております。 

 また、地方における医師不足が年々深刻化す

る中、沖の島へき地診療所への医師の確保が困

難な状況になってきておりまして、医師の常駐

ができない状況となっております。 

 鵜来島では、最近、出身者が帰ってきたり、

市外から移住者が来たりしておりますが、島民

は２０数名で、そのほとんどが高齢者でありま

す。沖の島以上に、大変厳しい状況であると、

認識をしているところでございます。 

 一方、沖の島と鵜来島は、高知県唯一の有人

離島であり、宿毛市にとって、先ほども言いま

したが、観光や水産業の振興を図っていく上に

おいて、大変重要な資源であると考えておりま

す。 

 これらの資源を積極的に活用することによっ

て、沖の島、鵜来島の振興を図り、ひいては宿

毛市の発展へとつなげていきたい、そのように

思っているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 現状については、市

長も一定、理解をしておるかなという思いがす

るわけですけれども、そうした観光面とか漁業

面含めて、大変重要な、ウエートのある島であ

るという認識をするならば、具体的に、この沖

の島の現状を踏まえて、どのような離島振興策

を考えているのか、お伺いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 
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 沖の島、鵜来島の現状を踏まえまして、具体

的に、どのような振興策を考えているのかとい

った御質問ですが、宿毛市まち・ひと・しごと

創生総合戦略において、沖の島、鵜来島のＰＲ

活動を展開する沖の島・鵜来島地域資源活用観

光振興事業を、メニューに盛り込んでおります。 

 平成２７年度は、地方創生先行型の交付金を

活用いたしまして、都市部で開催されましたイ

ベントでのＰＲ活動の実施を初め、沖の島、鵜

来島の歴史や、伝説などに特化したパンフレッ

トも作成しているところでございます。 

 今後におきましても、現在、実施しておりま

す観光振興事業を継続していくとともに、平成

２８年度は、同じく地方創生総合戦略の事業に

位置づけております、地域ぐるみで、地域の課

題やニーズに取り組む集落活動センター事業に

ついて、沖の島と鵜来島での設立と活動を支援

してまいりたい、そのように考えております。 

 この集落活動センター事業の支援のため、沖

の島と鵜来島に１名ずつ、地域おこし協力隊を

配置する経費につきまして、平成２８年度当初

予算に計上しているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 具体的な取り組みの

一つとしての、集落活動センターの設置の問題

が、今、市長のほうから答弁があったわけです

けれども、宿毛市でも、これまでも橋上地区で

の開設を目指し、取り組んできております。し

かし、現在まで、地区内での合意形成が得られ

ない、そういう状況の中で、行き詰っておる状

況であるわけでございます。 

 橋上地区と沖の島地区では、開設に向けての

進め方は違うところもありますが、沖の島地区

での今後の取り組みに当たっては、今日までの

反省を生かし、取り組んでいただきたいと思い

ます。 

 そこで、沖の島地区における取り組みの現状

と、その内容について、お示しをいただきたい

と思いますし、集落活動センターの開設は、雇

用の場の確保という部分でも、大いに期待をい

たしております。 

 ぜひ、成功さすためにも、この反省を受けて、

取り組んでもらいたいと思いますが、その現状

について、お示しをいただきたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 沖の島と鵜来島での集落活動センター事業の

取り組みの状況についての御質問をいただきま

した。 

 まず、集落活動センターを開所するためには、

地域住民の合意を得る必要がございます。沖の

島につきましては、昨年より、地域での説明会

を重ね、本年１月に、母島地区、弘瀬地区の総

会において、開所することの合意を得ることが

できたと聞いております。 

 鵜来島につきましても、２月に地区の住民の

合意を得ることができました。今後につきまし

ては、両地域ともに、集落活動センターの開所

に向けて組織体制を整え、具体的な活動内容を

詰めていく予定となっておりますので、行政と

しても、地域おこし協力隊の配置も含めまして、

しっかりとフォローをしてまいりたい、そのよ

うに考えておるところでございます。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ぜひ、よろしくお願

いをいたします。 

 この問題についてのしめくくりになるわけで

ございますけれども、市長も移住・定住を重要

課題というふうな決意であります。ぜひ、沖の

島の魅力も、十分インターネット等でアピール

する中で、別荘や長期滞在の地というような位

置づけも、ぜひしていただければ、私としては、

大変うれしく感じるところでございます。 
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 いずれにしても、離島である、不便なところ

である、このことを逆手にとることも重要なこ

とではないかと考えます。そのことによって、

島への交流人口をふやし、島の活性化につなが

るものであると思いますので、今後の取り組み

を、期待をいたしておきます。 

 最後に、水産振興の問題について、お伺いを

いたしますけれども、この問題については、午

前中、原田議員の質問もありました。全く内容

が同じということであります。 

 いずれにしても、宿毛市における水産振興、

約１５０億円ともいわれるこの宿毛湾の価値、

そして漁場の重要性、そして漁民の経営の安定、

所得向上、大変重要な課題ばかりであろうかと

思いますけれども、重ねてこの水産振興に取り

組む市長の決意をお伺いをして、私の質問の一

部を割愛させていただきたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 水産振興に関しまして、市長の決意というこ

とでございます。 

 朝の原田議員の質問にもお答えをさせていた

だきましたが、先ほど、１５０億円というお話

もありましたが、今、宿毛湾には、マグロ養殖

が入っていますので、もっともっと金額は上が

っている、そのように私は思っているところで

ございます。 

 そういった中で、ぜひ国外のほうへ、海外の

ほうに売り込みをかけていかなければならない、

そのように感じている状況でありまして、けさ

もお話をさせていただきましたが、平成２８年

度に、新たに設立をされます協議会とともに、

高知県や関係団体と連携を図りながら、宿毛市

のトップセールスマンとして、必ずやこの事業

を成功さす、そういった強い決意で臨んでいき

たい、そのように思っております。 

 そして、昔のような、にぎわいある、そうい

った港を、また取り戻したい、そのように思っ

ているところでございますので、よろしくお願

いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 漁師気質といいます

か、やはり漁業が栄えるとまちも栄える、飲食

街も栄えるというような部分を、私自身も見て

きております。 

 ぜひ、この水産振興、本気で取り組んでいた

だきますよう、要請をしておきます。 

 そういう水産振興との絡みの中で、１点、具

体的な問題について、質問をさせていただきま

すが、藻津漁協の整備についてということで、

通告をいたしております。 

 先ほど、市長から、漁業振興についての考え

方をお伺いすることができました。決意もお聞

きしました。漁業の振興を図る上で、漁港のイ

ンフラの整備をしていくことは、大変、私は重

要なことではないかと考えるわけでございます。 

 先日、藻津漁協の組合長や、養殖業を営む

方々と、宿毛湾の実態や漁業振興について、懇

談をしてまいりました。養殖業を中心に、漁業

を営まれております。 

 その中で、先ほども申し上げましたように、

先ほど、市長の答弁もありました、韓国等への

養殖魚の輸出も盛んになってきておると言われ

ております。そのために、漁港への活魚車や保

冷車等、養殖魚の搬出や、養殖のえさを運搬す

る大型の車の乗り入れも多くなってきたとのこ

とであります。 

 しかし、県道宿毛城辺線から、藻津漁港への

アクセス道路が大変狭く、現在の道では、１１

トン車しか入ることができない状況であります。

皆さんが話されるには、何とか２０トン車が自

由に往来できる道路の整備が大きな課題である

と話されております。 
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 地元では、県道宿毛城辺線から漁港へのアク

セス道路についても、３カ所ぐらいの案がある

ようであります。何回となく宿毛市へも要望活

動を行っているようであります。現時点では実

現に至っておりません。 

 市長は、水産業については、漁業者の所得の

向上や、経営の安定化を図るため、地産外商の

推進と、販路拡大に向けて取り組んでいくと、

今までも言われておりますが、そのためにも、

ぜひアクセス道の整備が必要ではないかと考え

ますが、市長の所見をお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 県道宿毛城辺線から藻

津漁港へのアクセス、この道路についての、お

答えをいたしたいと思います。 

 この１１トン車しか入ることができない、２

０トン車が入ってほしいんだけどというお話は、

なかなか一般の方には理解できないとは思いま

すが、１１トン車はかなり大きいですからね。 

 ただ、これ水槽車とかが、現在、もう既にト

レーラー化をしておりまして、どうしても、た

くさんの魚を一度に、遠くまで運んでいかない

といけない。 

 例えば、水槽車でしたら、魚をいろんな港と

か、店舗におろしながら、関西、できれば関東

のほうまで行きたい。 

 そういったときに、なかなか勝負ができない。

そういったときに、藻津の港で水揚げをしない

で、例えばほかの港だったら水揚げができるの

で、そちらに車を回して水揚げをするとか、そ

ういう現実があるというふうに、私は認識をし

ているところでございます。 

 現在、バイパスとして整備された県道から、

漁港へ大型車がアクセスできる道路は、市道貝

ヶ崎１号線から、旧の県道の市道藻津海岸線な

どを通行するルートしかなく、いずれの市道も

道路幅員が狭いために、２０トン車は通行でき

ない状況でありまして、１１トン車も車がよう

やく通行できる状況であります。 

 東から脇本のほうに行ってまして、宇須々木

と藻津とのちょうど間のところから海岸に出る

道を通って、それから海岸をずっと走っていっ

て、漁協の前を通ってと。４ルートしかないと

いうことのように聞いているところでございま

す。 

 平成２３年度から、アクセス道路の整備要望

を受けている状況でありますが、市道の道路整

備は、市内全域の多くの地域から要望がありま

して、限られた予算の中、緊急性や必要性を勘

案し、優先順位をつけて、整備を進めておりま

す。 

 また、平成２６年度は、道路法の改正により

まして、市道橋等の、５年に１回の施設点検が

義務化されました。３００を超える市道橋の点

検と、それに伴う補修工事が必要で、将来にわ

たって、多くの費用を要する見込みとなってお

ります。 

 アクセス道路の整備に着手することは、いま

だできていないのが現状であります。 

 しかしながら、宿毛市の水産業にとって、藻

津漁港は、近年、後継者となる組合員が増加す

るなど、大変重要な役割を果たしております。

漁業者の経営の安定化と、さらなる後継者の育

成に向けまして、現ルート以外に、ほかの市道

からも、通行可能となるような道路の改良を早

期に検討いたしまして、藻津漁港の利便性の向

上に努めていきたい、このように考えていると

ころでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ぜひ、そういった面

で、アクセス道の整備、インフラの整備、財政

的な裏づけもございます。私も冒頭に申しまし

たように、財政的な裏づけ等もあろうかと思い
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ますけれども、水産振興を図る、そういう強い

思いの中で、取り組んでいただきたいというふ

うに思います。 

 それでは、最後になりますけれども、水産振

興と自衛隊誘致問題について、お伺いをいたし

ます。 

 市長は、地域防災拠点としての機能強化する

中で、住民や漁民の意見を尊重しながら、自衛

隊誘致も検討したいと言われておりますが、住

民や漁民の意見は別として、市長自身として、

自衛隊の基地の誘致に向けて、積極的に取り組

もうとしているのではないかと思いますが、市

長の所見をお伺いいたします。 

 あわせて、自衛隊の誘致が、これからの水産

振興に与える影響をどのように考えているかと

いうことであります。 

 私としては、自衛隊を誘致することは、日本

でも有数な宿毛湾の漁場や、漁民の生活に多大

な影響があり、宿毛市の水産業を図るとの思い

と相反するものと考えます。 

 市長として、自衛隊を誘致する場合、宿毛湾

のどの場所を考えておるのか、自衛隊基地誘致

によるメリット、デメリットをどのように考え

ておるのか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自衛隊基地誘致についての御質問をいただき

ました。 

 私は、自衛隊の誘致につきましては、宿毛市

の活性化に資するものと考えております。 

 しかしながら、基地については、現時点にお

いては、どこに、どのような内容で、どの程度

の規模のものを誘致できるのかなど、具体的な

内容は全くの白紙であり、今後、可能性も含め

まして、調査研究をしてまいらなければならな

い、そのように思っている状況でございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 市長、今、全く白紙

であるという答弁でありましたけれども、この

新聞の中で、先ほど私が申し上げましたように、

住民や漁民の意見を尊重しながらという部分が

ございます。 

 市民や、住民や漁民の意見を尊重するという

言葉ではございますけれども、市民や漁民の中

にも、多くの反対をされる方がおります。そし

て、市長として、皆さんに説明をする場合に、

一定の案がなければ、説明も何もない。市長と

しては、中止をしたいが、皆さんどうですかと、

問いかけをする中で、皆さんからの意見が出て

くる。その意見を尊重するということであろう

と思いますが、そういう面で考えると、市長と

して、私は推進をしておると、推進をしたいと

いう思いであろうと思いますが、再度、答弁を

求めます。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 この高知新聞の記事を見られて、質問をして

おられるのかと思います。 

 先ほども申しましたが、自衛隊の誘致に関し

ましては、私自身も、宿毛市の活性化に資する

ものというふうに考えておりますので、引き続

き行っていきたいと思っておりますし、平成２

５年４月１日に、当時の沖本市長、そして当時

の市議会議長として、私も行きました。 

 海上自衛隊の、海上幕僚長の海将、河野様の

ほうに、宿毛湾港への自衛隊誘致についてとい

うことで、お願いに参ったときの資料を、少し

読まさせていただきたいと思います。 

 宿毛市といたしましても、地域経済の活性化

はもとより、近い将来、発生が予測されていま

す、東南海、南海地震等の大規模災害時におけ
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る市民の安全対策の上からも、自衛隊員が常駐

することは心強く、大変、意義あることである

と考えております。 

 つきましては、今後、防衛大綱の見直しに当

たって、ぜひとも宿毛湾港の利活用について、

御検討をいただきますよう、御要望申し上げま

す、と。 

 この時点から、考え方は変わっておりません。

また、それが宿毛市の今までスタンスだという

ふうに、私自身も認識をしておりますので、引

き続き、自衛隊の誘致のほうは行っていきたい、

そのように思っているところでございます。 

 ただ、どういったものが来るか、本当にわか

らない状況であります。企業誘致であるとか、

クルーズ船の誘致も、今、行おうとしておりま

す。強いて言えば、海底の掘削船ですか、「地

球」、これもぜひ来てもらいたい。 

 そういった思いで、いろんなところに、いろ

んなアプローチをかけている状況であります。 

 その一つとして、自衛隊の誘致も行っていき

たいと思いますし、その一つの手がかりとして、

寄港も誘致している、そういう状況であります

ので、例えば、松浦議員が今、言われたように、

何か施設のようなものであるとか、何か構造物

のようなものができるということが具体化した

ときには、当然、関係者、そして地域、そして

関係する漁民の皆さん方には、当然、お話をす

る中で、どのように進めていくのか。また、そ

れを受け入れしていいものなのか、そういった

お話をさせていただく時期が来ようとは思って

いますが、現時点では、全く白紙でございます

ので、申しわけございませんが、答弁すること

はできない状況でございます。御理解願いたい

と思います。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 基本的に、理解でき

るのは、地域の活性化に資すると。そのために、

自衛隊を誘致をしたいという市長の考え方のよ

うでございます。 

 私は、そうは思っておりませんので、そうい

う面では、この問題については、理解をしかね

るということで、質問をしますが。 

 自衛隊、どういう部隊が、何人来るのか、ど

んなものかわからん。雲をつかむような、中身

のわからないものを誘致をしようとするように

思えてなりません。 

 そして、この自衛隊の誘致を、この大変重要

な問題を、中平市長一人だけの判断で、到底、

私はできないものであると考えます。 

 宿毛湾は、宿毛市だけのものではないわけで

ございます。沿岸漁民、いわゆる大月町、土佐

清水市、そして県は違いますけれども、お隣、

愛南町等々も含めて、大変重要な位置づけのあ

る宿毛湾でございます。 

 そして、この誘致が、私は漁業、水産業に与

える影響、かなり大きいというふうに思います。

自衛隊基地の誘致と、水産業に与える影響につ

いて、市長はどのように判断をいたしておりま

すか、お答えを願います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 当然、自衛隊誘致に関しましては、市長とい

えども、私一人が決めることではない、そのよ

うなことは思っておりませんので、当然、私一

人で決めるようなことはございません。 

 ただ、先ほども言いましたように、何が来る

とかいう前に、来るか来ないかも全く、現実、

何も決まっていないというか、来るという話は

ないわけですよ。 

 その状況で、どこかに説明しに行けと言われ

ても、説明を、何をしに行けばいいのか。そう

いった状況でございますので、メリット、デメ



 

－ 63 － 

リットも含めまして、現状ではお答えすること

ができないというのが、本当の現状でございま

す。御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 雲をつかんでくださ

い。 

 最後になりますけれども、昨年の９月議会に

おいて、私、当時の沖本市長に質問をした経緯

があるわけですけれども、この自衛隊の要望活

動について、宿毛市が市長、議長、商工会議所、

三者で要望活動を２回行っておりますけれども、

この要望活動についての認識が、当時の沖本市

長と尾﨑知事との間では、認識のずれがあるよ

うでございまして、当時の市長は、宿毛湾に寄

港していただきたいという思い。そして、片や

県知事は、地元の活動は要望活動であるとの認

識を、県議会の中で示されたわけですけれども、

そのことについて問うと、沖本前市長は、誤解

があるならば、きちっと県のほうへ伝えていく

という答弁があったわけですけれども、９月議

会以降、どのような対応をされたのか、お伺い

いたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 昨年９月議会以降、防衛省等への要望活動に

関して、前市長と高知県知事との認識の違いに

ついて、県との調整協議などは行っていないと

いう報告を、私は受けておりますが、詳しくは

前沖本市長に聞かないとわからないという現状

でありますので、御理解願いたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） いろいろと政治姿勢

含め、今後の宿毛市でのかじ取りの話もさせて

いただきました。 

 一部、前向きな、一部、後退の答弁でありま

すけれども、改めて私自身、この自衛隊の基地

の誘致については、反対であるということを申

し述べておきたいと思います。 

 最後に、結びという、ちょっと時間がありま

すので、私なりの考えを申し述べて、質問を終

わりますが。 

 言うまでもなく、地方議会は二元代表制にお

いて、議会と首長は、よりよい地域をつくるた

め、両者がそれぞれの特性を生かし、住民の声

をくみ上げながら、切磋琢磨することでありま

す。 

 議員は、首長との仕事が違います。首長が提

案する議案について、積極的に討論を仕掛け、

是正を含めて、上にあげていくことが議員の使

命であります。 

 この議案が、宿毛市のおかれた状況の中で、

本当に市民にとって重要であるのか、必要なこ

とであるのかどうか、市民生活を向上させる上

で必要かどうかを、市民の声をくみ取った上で、

議案をチェックし、提言をしているのでありま

す。 

 議会の存在意義は、まさにそこにあるといえ

ましょう。 

 中平市長におかれましては、市民も注目いた

しておりますので、財政状況等を把握する中で、

しっかりとしたかじ取りをしていただきますよ

う申し上げて、私の一般質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○副議長（山戸 寛君） この際、１０分間休

憩いたします。 

午後 ２時４１分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時５３分 再開 

○副議長（山戸 寛君） 休憩前に引き続き、

会議を開きます。 

 ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、髙倉でございま



 

－ 64 － 

す。 

 先に質問された方と、ちょっと重なった分が

ありますので、１０分で終わらすということで

したら、せっかくお時間いただいておりますの

で、１０分では終わらないように頑張りたいと

思います。よろしくお願いします。 

 まず、中平市長におきましては、おめでとう

ございます。強く、熱い情熱をもってのスター

トで、多くの市民も、また熱く心を寄せている

ことと拝見いたします。 

 お若いとはいえ、重責の立場でありますので、

御自愛いただきながら、お努めいただきますよ

う、お願いいたします。 

 一般質問いたします。 

 今回は、２項目について、関連することをお

伺いいたします。 

 １項目め、人口問題について、お伺いいたし

ます。 

 去る２月２６日、総務省が公表した国勢調査

の速報値について、既に皆様は御承知のことと

存じます。 

 高知県での減少率は、西日本最大、改めて深

刻さが浮き彫りになったと、高知新聞一面での

報道でありました。 

 それ以前、１月１８日、同じく国勢調査の速

報値について、高知県幹部より、予想通りとは

いえ、実際に数字が出ると、胸にずしんとくる。

あの馬路村でさえ、こんなに減るとは、の記事

は１月２１日の紙面でありました。 

 地産外商のあの元気な馬路村さえ、人口減を

とめられないのかという熱いというか、強い思

いが伝わってまいりました。 

 そのような中、２８年度予算を発表された尾

﨑知事は、人口減少の中にあっても、経済を縮

ませないことが第一。雇用を確保し、若者が地

域に残れば、結果として人口減を押しとどめる

ことができる、と言われています。 

 前段を踏まえ、国、県、宿毛市において、緊

急の課題である人口問題について、市長にお伺

いをいたします。 

 まず、１番目に、めぐり会い、出会いについ

てお尋ねいたします。 

 昨今の状況の中で、さまざまな事情はありま

すが、少子化の原因は、未婚、晩婚にも原因の

一端があると思われます。個人の自由意思によ

ることは、十分尊重いたしております。その反

面、結婚を望む方の出会いの機会がないことも、

問題に挙げられております。 

 今回は、私が婚活サポートとして活動してい

ます高知県のデータにより、結婚を希望してい

らっしゃる７０％の方のうち、５％は１年以内

に、１０％の方は５年以内を希望されておいで

ます。 

 県は、ことし１月より、こうち出会いサポー

トセンターを開設、早い段階で県東部、県西部

地区にも窓口を開設の予定であります。 

 既に動いています私どもの婚活サポーターと

ともに、活動の範囲を広め、出会いの機会をつ

くる場を模索しております。 

 宿毛市においての現状はいかがかを、お伺い

いたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 髙倉議員の一般質問に

お答えをいたします。 

 その前に、若いということでほめていただき

まして、ありがとうございます。 

 それでは、お答えをさせていただきたいと思

います。 

 まず、人口の減少、本当に、先ほど来、私も

答弁で何度も言わさせていただいておりますが、

何としてもとめていかなければならない、そう

いうふうに思っておりますので、いろいろな施

策を講じていきたいと思っております。議員の

皆様にも、ぜひ、いろいろと御提案いただけれ
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ばというふうに思っておりますので、これから

もよろしくお願いをいたします。 

 まず、結婚を望む方々の、出会いの場づくり

についての御質問をいただきました。 

 若い世代の未婚、晩婚化による少子高齢化問

題は、人口減少に直結する問題であると考えて

おります。 

 未婚の男女の７割が結婚したいという意思が

あるにもかかわらず、未婚、晩婚化が進んでい

る背景には、経済的な理由や、独身の自由さや

気楽さを失いたくないという理由もありますが、

理想的な異性にめぐり会えないということも理

由の一つとされております。 

 髙倉議員から御説明のありましたこうち出会

いサポートセンターが、本年１月１２日に高知

市に開設され、近く、幡多地区でも窓口開設が

予定されていることとのことでありまして、本

市としても、大きな期待を寄せております。 

 こうち出会いサポートセンターの主な事業と

して、会員制のマッチングシステムによる１対

１の引き合わせがあります。趣味や職業などの

プロフィールや、相手に対して希望する条件な

どを登録し、会員登録した者同士が、パソコン

等で情報を閲覧し合うことで、会ってみたい人

を見つける仕組みであります。 

 会員登録は２年間有効で、登録料は１万円、

引き合わせ１回につき、１人２，０００円負担

することにはなりますが、氏名と生年月日は非

公開で登録できるので、結婚を希望し、出会い

の場を求めておられる方に、強くお勧めしたい

事業であります。 

 現在、宿毛市として、独自の婚活イベントは

行っておりませんが、青年会議所が主催する婚

活イベント等の紹介やＰＲを、宿毛市の広報で

行っており、さらに昨年策定いたしました宿毛

市まち・ひと・しごと創生総合戦略にも位置づ

け、積極的に支援していくこととしております。 

 人口減少対策として、出会いの場の創出は大

変重要であると考えます。結婚から子育てまで

を、一体的に行う相談窓口の整備も視野に入れ、

婚活イベントに対する補助事業や、先ほど御説

明いたしましたマッチングシステム等の、高知

県が行う事業について、婚活サポーターの方々

と連携して、取り組みを行うことで、より多く

の出会いの場の創出を図ってまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、現状は本当に難

しいんですが、すごく前向きなお答えをいただ

きまして、ありがとうございます。 

 高知県は、支援策として４，３８８万を盛り

込み、対策を講じております。幡多地域におい

て、婚活サポーターは、私も含め、現在、１２

名おります。県全体では、１００名以上おりま

す。それぞれ、県の研修を毎年受けまして、個

人情報はもとより、細心の注意を払った上、活

動をしております。 

 ただ、ボランティアですので、できるところ

から御提案を申し上げていきたい。先ほどの市

長のお言葉どおり、ぜひまたよろしくお願いし

たいと思います。 

 また、市長から、大変詳しく御説明いただき

ましたサポートセンターは、費用もきちんと言

っていただきまして、ありがとうございます。

すごくネット環境があれば、利便性があります

ので、ぜひ幸せは御自分の手でつかみにいって

いただきたいと思いますので、皆様の検索とい

いますか、御利用をお待ちしているところです。 

 ２番目として、午前の野々下議員の御質問に

重なる部分もありますが、お許しください。 

 子育て支援策についてをお伺いいたします。 

 市長は、子育て支援室をも視野に入れたお考

えがあるそうですが、今回、どのような体制を
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お考えかをお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 子育て支援室の設置は、私の選挙公約の一つ

でもあります。市長の職について、子育てに関

する多くの施策が、複数の部署で実施されてい

るのを、そういった現実を目の当たりにいたし

まして、市民の皆様の利便性、行政の効率化等

を考えるに、ただ室の設置でいいのか。あるい

は、もっと大規模な、そういった機構改革によ

りまして、課を設置するほうがいいのか、そう

いったことを時間をいただいて、検討してまい

りたい、そのように考えておりますので、よろ

しくお願いをいたしたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 その課、あるいは室の設置は、いつごろにな

りますか。今、言える範囲で結構ですので、お

示しください。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 １年をかけて検討をしてまいりたいと考えて

おりますので、平成２９年度には、設置したい

と考えております。 

 よろしくお願いをいたします。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、再質問をいたし

ます。 

 その子育て支援の具体的な施策は、どのよう

な事業をお考えか、お伺いしたいと思います。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 これまでも実施してまいりましたが、母子保

健事業や、各種手当の支給、そして医療費の助

成については、継続して実施してまいります。 

 先ほどの松浦議員への答弁と重複するところ

はありますが、平成２８年度から、新たな独自

事業といたしまして、教育、保育にかかわる費

用を軽減することで、幅広く子育て世代を応援

するために、保育所に同時入所をしている第２

子からの保育料の無料化、また子育ての不安や

悩みの解消のため、助産師による家庭訪問を実

施することとしております。 

 今年度から始まった子ども・子育て支援新制

度の関連施策として、保育所の開園時間の一部

延長、一時預かり事業等にも取り組んでおりま

すが、今後さらに子育てを取り巻く環境を見据

えた中で、多様化する保護者のニーズに沿った、

質の高いサービスの提供に努めてまいりたいと

いうふうに考えておりますので、御理解願いた

いと思います。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） うれしいことですね。

我が家は年子だったこともあって、正直大変で

した。また、子育て中には、何でもない、何で

もないということはおかしいんですが、赤ちゃ

んが泣きやまなかったりすることでも、そのと

きは本当にどうしようかなとかいうふうに、非

常に不安になったりします。 

 また、宿毛には、外国からいらっしゃって、

子育てしている方もいらっしゃいます。言葉や

環境の違いが大変だと思いますので、助産師さ

んが家庭訪問したことは、本当にありがたくて、

助かることと思います。ぜひよろしくお願いし

たいことです。 

 ３番目に、定住につなげる奨学金制度につい

て、お伺いいたします。 

 中学校、高校の進学率について、いただきま

したデータによりますと、宿毛市の中学生の進

学率は、平成２６年度のもので９８．８６％と、

大変うれしいものであります。これは、ひとえ
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に生徒一人一人の向学心はもとより、現場の先

生方、側面から御支援いただいた教育関係の皆

様の結晶であろうかと思います。 

 高校に転じまして、進学率、同じく平成２６

年度、これは県のデータですが、４５．３４％

であります。現状から判断すれば、まだ進学希

望者の率は上がるかもしれませんが、その上が

らない状況は、生徒の前にあります、６人に１

人が貧困であるといわれることが原因の一つと

考えられます。 

 貧困の連鎖を教育で断ち切る取り組みが、一

層求められる、尾﨑知事の御発言でございます。 

 優秀な人材を育てる上において、専門的な知

識、各種学校、大学への進学は大いなるものが

あると思いますが、経済的理由で断念をせざる

を得ない人がいるとすれば、残念です。 

 各種奨学金が用意されていることは承知して

おります。宿毛市においての奨学金制度は、ど

のようになっているかをお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 髙倉議員の宿毛市の奨学金制度についての御

質問に、お答えをいたします。 

 宿毛市の奨学金制度は、教育の機会均等を図

るため、能力があるにもかかわらず、経済的理

由により、就学困難なものに対し、奨学金を貸

与して、これを就学させることを目的に定めた

ものですが、平成２７年度において、宿毛市奨

学金の借り入れを行っている学生については、

現在ございません。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 再質問いたします。 

 なぜ制度を利用しないのか、どこかに問題が

あるのでしょうか、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 宿毛市奨学金の利用者がないことの要因とい

たしましては、宿毛市奨学金が高知県高等学校

の奨学金や、日本学生支援機構の奨学金と比べ

て、貸与額が低いことが考えられます。 

 宿毛市奨学金の貸与額は、高校生で月額５，

０００円です。ただし、沖の島町に居住する生

徒で、県内の高等学校に在学する場合について

は、高校生に限り、月額が３万円となっており

ます。 

 また、大学生については、月額１万円が、そ

れぞれ貸与される上限額となっています。 

 また、宿毛市奨学金は、他の奨学金との併用

が可能となっており、宿毛市としましては、プ

ラスアルファの部分での利用が、最も効果的で

あると考えております。 

 次に、宿毛市奨学金のどこに問題があると考

えているのか、という御質問でございますが、

教育委員会事務局に尋ねたところ、学校や保護

者から、奨学金制度について、金額や申請方法

など、内容に関する問い合わせはございますが、

制度自体に対する御意見や御要望を受けたこと

はないということですので、市といたしまして、

特に問題があるとは考えていない状況でござい

ます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 再質問いたします。 

 市長は、過日、宿毛工業高校の卒業式に御出

席されたと存じます。 

 ですから、既に御承知ではあろうと思います

が、宿毛工業高校の本年度の進学率は３７％で

あります。就職は６３％、すごいのは、成績優

秀で、もう就職はすごく早い段階に決まってい

るとのお話がありました。 

 就職６３％のうち、県外に就職する方は、全

体の７０％であります。県内は３０％ですね。

その中で、幡多地域は３３．３％で、約３分の
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１の方が、幡多地域に残っております。 

 四万十町１名、四万十市１名、宿毛市４名で

あります。 

 宿毛高校さんや他の高校には伺っておりませ

んが、先ほどの２６年度の県のデータの進学率

からしましても、まだまだ伸びるんではないか

と考えます。 

 現に、試験に受かりながら、経済的理由から

断念した、実際の例があったとお伺いしており

ます。 

 そこで、市長に提案を申し上げます。 

 詳細なことは、今後検討すべきですが、奨学

金を給付型、貸与型の２種類に変更して、金額

も上げ、卒業後、宿毛市にて５年以上在住、仕

事につけば返還を求めない。 

 ５年というのは、私が今、勝手に決めた数字

ですので、これは考慮の余地はあると思います

が、当然、市中の企業、農林水産業、多くの仕

事場の開拓が必要になります。仕事を創生して、

宿毛に住んでいただく。転出を抑える、この方

法ですね。転出を抑える、ここ数年の間に、市

長在職中に成果が見えてくると思います。 

 市長のお考えはいかがでしょうか。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、宿毛工業高校卒業式に出席をさせてい

ただきました、参列させていただきました。本

当にすばらしい卒業式でしたので、どれだけ、

日ごろからあそこで勉学に営まれているのかな

というのが、伺いとれるような卒業式でござい

ました。 

 ただ、その進学率につきましては、やはり工

業高校を中学校から既に選択する時点で、経済

的な理由もあるかもしれませんが、高校卒業と

同時に、やはり就職しようという思いの方が多

いようなことは、少し感じている状況でありま

す。 

 奨学金の金額を上げること、また貸与から給

付にすることにつきましては、現在の宿毛市の

財政状況から見ましても、困難だというふうに

考えております。 

 また、尾﨑知事の発言の中でも、貧困の連鎖

を教育で断ち切る取り組みが一層求められると

いうふうなお話があったということも聞いてお

りますが、宿毛市教育委員会でも、貧困の連鎖

を断ち切れるように、キャリア教育を教育の柱

として、進めているところでございます。 

 子供たちが自分の将来をきちんと見据えまし

て、教育によって、そういった見据える教育に

よって、子供たちが成人した際の自立を促すこ

とが、貧困の連鎖を断ち切ることにつながると

考えておりますので、どうぞ御理解のほど、よ

ろしくお願いをいたしたいと思っております。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 再質問いたします。 

 キャリア教育の件は、これは後で言うつもり

だったんですが、工業の先生から、本当にきち

んと、それを形となって上がってきているって、

うれしいおほめの言葉をいただきましたので、

教育長いらっしゃいので、その点、お伝え申し

ておきます。 

 本当にしっかりと、子供さんたちが育ってき

ているということは、お話伺いましたので、本

当にいいことだなと思います。 

 奨学金の件ですが、返済例といたしまして、

埼玉県４０代の男性の例であります。 

 東京の私立大学を在学中、４年間奨学金を受

けました。社会人になり、毎月２万円を９年間

かけて２００万円、完済したとあります。 

 ９年間というその間には、年齢的には３０歳

前後になりますね。その間には、結婚や子育て

の資金もためなければなりません。都会でこの
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状況ですので、所得の低いこの地方になれば、

いかに大変かということはおわかりいただける

と思います。 

 人口減少対策にこのことを考えました。どう

したら一人でも残っていただけるかなって。だ

から、給付型ということを考えました。返済を

求めないとか、そういうの、いろんなこと。ば

かなことかなとか、いろいろ思案もしました。

でも、何とか残ってもらう方法というのを考え

ました。 

 そうしましたら、その後、高知県が一つに、

産業人材定着支援基金、もう一つ、夢・志チャ

レンジ基金の、二つの基金を創設。県議会２月

の定例会に、基金の設置条例を提案する。基金

の積み立ては、いずれも２０１５年度一般会計

補正予算に計上する、とありました。 

 県内で就職した方に、奨学金返済の補助、貸

与されました奨学金の半額が上限です。 

 また、国立大大学進学の学費の支援、大学在

学中４年間、毎月６万円。入学時には、一時金

３０万円です。 

 いずれも条件はありますが、夢を持てる情報

です。 

 原資は、本県出身の方の寄附による１億円、

基金規模は１億６，０００万円です。 

 宿毛での原資の考え方は、ふるさと納税に人

材育成基金の項目を設けて、その点ではいかが

でしょうか。御賛同してくれる方がいらっしゃ

るのではないかと思います。 

 再度、奨学金の件、市長にお答えを求めるの

は無理でしょうか。もし無理なら、だめでもお

考えのどこかにはとめていただきたいと思いま

す。 

 大丈夫ですか。じゃあ、市長のお考えをお願

いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 先ほども少し申しましたが、現在の財政状況

から見ると、給付というのは、かなり難しいの

かなというふうに考えております。 

 その考え方のバックボーンといいますか、根

底になるのは、やはり先ほどの高い進学率、中

学校から高校への９８．８６％、進学されよる

ということですので、給付型にする場合は、き

っとその多くの、ほとんどの方が給付を求めて

くるんではないか、そのようにも考えますし、

そういった中で、財源の確保につきましては、

先ほどの髙倉議員からの御提案も含めまして、

またさらにそういった部局と調整、検討、研究

をしてまいりたい、そのように思っております

ので、どうかよろしくお願いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ありがとうございます。 

 ぜひ、考えていただきたいと思います。 

 ちょっときつい言い方ですが、自分にできな

いと考えている間は、本当はそれをやりたくな

いのだと心に決めているのだと、オランダの哲

学者、スピノザは言っています。 

 ぜひ、お考えのどこかに持っていただきたい

と思います。 

 ４番目の転入の方法といたしまして、移住・

定住があります。 

 野々下議員のお答えの中に、移住された方が

３３人いらっしゃると聞きまして、正直、本当、

いやよかったなとか、びっくりした思いでお聞

きしました。 

 改めて、今回、市長が移住・定住促進室の創

設があると伺いました。どのような体制で行う

のかをお伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 平成２８年度から、新たに企画課内に創設す
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る予定としております、移住・定住推進室につ

きましては、私の選挙公約でもあります、相談

窓口の一本化を図りまして、積極的に移住・定

住を進めていくという、そういった思いを、意

思を対外的に示すものです。 

 どのような体制で行うかにつきましては、現

在、人事部局との調整を行っておりますので、

お示しすることはできませんが、新たな人員を

数名配置し、取り組みを強化していきたい、そ

のように考えております。 

 昨年、実施した国勢調査の結果では、初めて

日本全体で人口が減少に転じ、人口減少社会が

始まったと報道されましたが、宿毛市では、既

に平成１２年度を境に、人口が減り続け、近年

では、毎年、約３００人、人口が減少している

現状です。 

 このまま、何もせずに手をこまねいていれば、

加速度的に人口減少は進んでいきまして、地域

経済も衰退していくと考えます。 

 現在、全国の自治体間で、移住者の争奪戦と

なりつつあるのが現状でございますが、宿毛市

は、海、山、川、離島と、豊かな自然がありま

す。人情豊かな住民性など、子育て世代や定年

後第二の人生を送る方には、魅力的な場所であ

ると考えております。 

 子育て支援の充実とあわせまして、移住・定

住施策を行うことにより、人口減少問題に立ち

向かっていきたいと考えています。 

 具体的な施策といたしましては、野々下議員

の御質問でもお答えしましたが、昨年度から配

置した移住相談員や、Ｕ・Ｉターン希望者の住

宅改修補助、空き家バンク、お試し住宅等、こ

れまで実施してきた、そういった事業を継続、

または拡充して実施するとともに、移住体験ツ

アーや、空き家を活用した事業など、新たな体

制の中で、ニーズに応じた、効果的な施策を実

施いたしまして、地方創生総合戦略で掲げた目

標、５年で１００名の移住者を、平成２８年度

には達成したいと考えております。 

 そういった活動をもとに、社会増減ゼロを目

指して、数値目標を上方修正していきたいと考

えているところでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 再質問するつもりでし

たが、市長が全部お答えいただきましたので、

先ほどの相談員からサポーター、空き家のこと

なんかも期待いたします。よろしくお願いいた

します。 

 では、５番目に、交流人口についてをお伺い

いたします。 

 随分前ですが、高知にＵターンした方に、選

んだ理由を尋ねました。その方のふるさとであ

ったことは、大きな要因の一つでありますが、

体が弱ってきて、温かいところに住みたかった

というのも、御意見の中にありました。 

 また、新聞記事においては、県外の方の御意

見は、高知大学に合格したからとか、高知の女

性と結婚したからが理由でありましたが、その

定住してもらうにはという項目の中に、幸せを

実感してもらうこととありました。 

 宿毛市を売り出す、わかっていただく方法に

交流があります。交流人口の拡大のため、今、

どのような取り組みをしているのかをお伺いい

たします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 本市におかける交流人口の拡大に向けた取り

組みといたしましては、産業祭や宿毛マラソン、

市民祭宿毛まつりといった、さまざまな事業を、

各種団体等と連携をし、実施しております。 

 特に、地域資源を生かした、そういった誘致

活動として、チヌ釣りの全国大会や、グレ釣り

大会なども開催され、全国的にも注目を浴びて
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きております。 

 また、スポーツキャンプの誘致につきまして

は、議員も御承知のとおり、例年１月から３月

には、プロ野球選手の自主トレや、大学等の野

球部の春季キャンプを、宿毛で行っていただい

ております。 

 本日も、東北学院大学の硬式野球部の皆さん

が、キャンプをしていただいているところでご

ざいます。 

 また、野球にとどまらず、新たに大阪教育大

学陸上競技部の皆さんが、陸上競技場を利用し

てキャンプを行うなど、これまでのさまざまな

スポーツキャンプの誘致活動が、実を結びつつ

あるのではないかと考えております。 

 そのほかにも、さまざまな観光関連施策等を

実施するため、一般社団法人宿毛市観光協会や、

一般社団法人幡多広域観光協議会などの関係団

体と連携し、観光資源の磨き上げや、観光メニ

ューの造成、県内外への情報発信を行うなど、

交流人口の拡大に取り組んでまいります。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ６番、再質問いたしま

す。 

 力強いお言葉をいただきました。顔が見える

おもてなし、交流は、必ずどこかで芽吹いてく

ると思います。高知県が歴史博を計画している

よし、宿毛には絶好の機会と思いますが、歴史

博覧会の取り組みについて、お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 歴史博覧会の取り組みについて、お答えをさ

せていただきます。 

 この事業につきましては、高知県が大政奉還

１５０年に当たる平成２９年と、明治維新１５

０年に当たる平成３０年の２カ年を、大きなチ

ャンスと捉えまして、歴史を中心とした博覧会

を開催しようとするものでございまして、去る

２月２６日に、副知事を会長とする、歴史を中

心とした博覧会準備委員会が開催されたところ

でございます。 

 宿毛歴史館を含め、高知県内の歴史関連施設

が会場となっており、歴史資源の掘り起こしや、

磨き上げ、地域の食や自然といった観光資源と

の連携によりまして、交流人口の拡大及び、博

覧会終了後の持続的な観光振興につなげようと

するものでございます。 

 特に、本市におきましては、皆さんも御存じ

と思いますが、明治維新の動乱期以降に、先見

性と行動力を駆使して、当時の日本の政治、産

業、文化など、各方面に活躍いたしました２１

人の人材を世に輩出しており、このような歴史

の強みを大いに生かした取り組みが、期待でき

るところだと思っております。 

 詳細につきましては、今後、立ち上げられる

推進協議会の中で、協議検討していくことにな

ると思いますが、本市としましても、歴史資源

等を最大限活用し、関係機関とも連携しながら、

交流人口の拡大につながるよう、積極的に取り

組んでまいりたい、そのように思っているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 宿毛工業高校の校長先

生がおっしゃっておいでました。キャリア教育

の成果がしっかりあらわれている、先ほども言

いましたが、保・幼・小・中・高が連携して、

宿毛の魅力を再認識し、特に親が、大人が自信

を持って、ふるさとの誇りを、子供たちに伝え

ていくことが大切です。 

 ぜひとも、よい計画をおつくりいただいて、

宿毛のことを、皆さんにわかっていただき、人

口対策につなげていただきますよう、期待いた

します。 

 ２項目め、松浦議員と少し重なる部分がある
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と思いますが、福祉行政についてを、お伺いい

たします。 

 １番目に、さまざまな障害をお持ちの方の御

不自由をお見舞い申し上げます。私も同じよう

な状況ですので、よくわかります。 

 市長の福祉に対するお考えをお伺いいたしま

す。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 通告のほうで、福祉行政についてということ

ですが、その中で、障害者福祉についてという

ふうにお聞きをいたしておりましたが、障害者

福祉でよろしいでしょうか。 

 障害者福祉の具体的な事業についての質問で

すが、障害者総合支援法に基づく生活介護や、

施設入所支援、就労継続支援といった自立支援

給付や、人工透析等を行う更生医療といった自

立支援医療も、給付しております。 

 平成２７年度の実績見込みを紹介させていた

だきますと、自立支援給付については、５億５，

０００万円を超える見込みで、自立支援医療は、

５，０００万円を超える見込みとなっておりま

す。 

 そういった状況で、障害者福祉の扶助費は、

毎年、２，５００万円程度の増額傾向がある、

そういった現状になっております。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 再質問いたします。 

 障害は、病気や事故などによって、誰にでも、

後からも発生することは否定できません。 

 私のように、加齢になって、またいつの間に

か痛くなったとか、ということもあります。 

 また、最近は、精神的ストレスにより、つら

い思いをされている方も、症状が理解されにく

い病名、事例も多く耳にいたします。 

 それぞれに行き届いた支援ができるように、

御配慮いただきたいと存じます。 

 その関連で、ここ宿毛市議会は、平成２６年

６月の定例会において、全員賛成のもと、手話

言語法制定を求める意見書を、関係大臣に提出

いたしております。 

 高知市では、２月定例会において、条例を定

めるとの報道がありました。宿毛市での現状を

お伺いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 ボランティアの育成等についての御質問です

が、議員がおっしゃられますように、高知市に

おいては、四国で初となる手話を言語と明記す

る条例を制定する動きがあるようでございます。 

 障害者の権利に関する条約や、障害者基本法

におきまして、手話が音声言語と同様に、言語

であることが明記されていることから、宿毛市

においても、手話の意義や、基本理念に対する

理解の促進など、手話の普及に努める必要があ

ると考えています。 

 手話奉仕員の養成につきましては、平成２２

年度に入門編、平成２３年度に基礎編として、

宿毛市社会福祉協議会へ委託することで、実施

しております。 

 受講者の実績は、一般の方が１５名、市の職

員が１３名の計２８名となっています。 

 ２４年度以降も実施を計画しておりましたが、

国が定めるカリキュラムでは、入門編で計３５

時間、基礎編として計４５時間を受講する必要

があり、１日２時間程度で実施したとしても、

計４１回受講することになります。 

 時間的な問題もあったのではないかと思いま

すが、受講者が伸び悩んだ経緯があります。 

 しかしながら、手話は言語であると認識して

いますし、手話を必要としている方もいらっし

ゃいますので、養成講座については、近隣市町
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村との合同開催ができないかも含めまして、検

討してまいりたいと考えております。 

 また、現在、手話通訳等で利用できる制度と

いたしましては、意思疎通支援事業があり、聴

覚や言語機能等の障害がある人の意志疎通を支

援するために、手話通訳者の派遣を行っていま

す。 

 具体的には、学校や病院などで、説明を受け

る際に、派遣をしております。 

 本年度の２月末時点での利用件数等は、実人

数３名で、延べ件数は３８件となっておりまし

て、そのうち３２件が、病院受診時となってい

るのが現状でございます。 

 以上です。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） 御丁寧にありがとうご

ざいます。よくわかりました。 

 昨年１１月、盲ろう者の大会が高知市であり

まして、それに参加をいたしました。ヘレンケ

ラー女史と同じ境遇の方々が、中国、四国の各

地から集まってきました。 

 体験発表や情報交換をいたしました。 

 先ほどの市長の御答弁の中にも、声の広報と

か、いろいろありましたし、今のお答えの中に

も、行き届いたことがたくさんあることがわか

りましたが、それでもなお、伝達方法が少なく、

情報が不足しているのが一番の問題であると聞

いております。 

 触手話といいまして、手のひらに書いて状況

を伝えますので、限りある時間の中の通訳、そ

れから目覚めてから就寝までの間の、長い時間

の付き添いは、本当に大変なことなんです。 

 そういう関連からいたしまして、ボランティ

アの育成啓発について、もし市のほうで、先ほ

どのこととは違って、育成啓発についてのお考

えがあれば、もう一度お願いいたします。 

○副議長（山戸 寛君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 先ほどの状況が今の現状でございますので、

そういった状況になっております。 

 それ以外には、お聞きをいたしてないところ

でございます。 

○副議長（山戸 寛君） ６番髙倉真弓君。 

○６番（髙倉真弓君） ぜひ、もっともっと困

っている方もいらっしゃると思いますので、今

のレベルから、できるだけたくさんのこと、例

えば先ほどのテレビの音声の分ですね。松浦議

員が言いましたこと、ああいうことなんかも、

ぜひ、よろしくお願いしたいと思います。 

 過日より、認知症の方の補償問題などが報道

されておりました。宿毛市社会福祉協議会の活

動の一端として、地域の方々と元気クラブを開

いています。高齢者のひきこもり対策です。市

内のそれぞれのところで、趣向を凝らして、地

域のつながりを形成しております。 

 御利用される方、支援者には、活動中は保険

の適用が配慮されています。ボランティアをし

ていて、訴えられても困ります。そういうこと

もあります。 

 でも、このような仕組みがありますと、安心

してボランティアとか、行事とか、御支援がで

きますので、今後とも「人が輝き 自然がほほ

えむ宿毛」、健康で誰もが幸せを実感できるよ

う、中平市長に期待を申し上げて、質問を終わ

ります。 

 どうもありがとうございます。 

○副議長（山戸 寛君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会いたし

たいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○副議長（山戸 寛君） 御異議なしと認めま

す。 
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 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時４０分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） おはようございます。

５番、山本 英でございます。 

 四万六千日にはまだほど遠いんですが、暖か

い日が続いております。 

 きのうの市長の御答弁ぶりを拝見いたしまし

て、若さと活力、誠実さに柔軟性がにじみ出て

おりまして、感銘いたしました。重畳の船出と

お喜び申し上げます。 

 さて、米国の大統領選を見ますと、トランプ

さんという方が頑張っておられますけれども、

私と同い年の６９歳でございまして、民主党の

２人も６７に７３ということで、私も６９です

ので、非常に勇気をもらっておりますので、頑

張って宿毛のためにやらないかんということで、

ますます英気を養いたいと思っております。 

 まずは、１２月議会の懸案事項から、一般質

問を始めさせていただきます。 

 前市長に、１２月議会で申し継ぎをお願いし

ておりました、海底資源関連の誘致活動でござ

いますが、行政方針にも出てきていませんが、

市長はどのような御認識でしょうか。お尋ねし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 皆さん、おはようござ

います。 

 山本議員の一般質問にお答えいたします。 

 まず、初めに、海底鉱物資源についての御質

問をいただきました。 

 海底鉱物探査船、掘削船の母港化と精製プラ

ントの誘致につきましては、宿毛湾港の立地条

件を最大限に活用することができる事業であり

ます。 

 宿毛湾港工業流通団地などへの関連企業の進

出による雇用の創出など、宿毛市の活性化に、

大きなインパクトを与えるものと考えておりま

す。 

 この事業に関しては、昨年１２月に高知市で

開催された日本経済団体連合会と、四国経済連

合会による、四国地域経済懇談会において、経

済連側から、高知の港を拠点に、オール四国で、

海洋資源開発を進める提案がなされております。 

 高知県には、宿毛湾港を初め、高知新港、須

崎港など、国の重要港湾に位置づけられた港湾

がありますが、私といたしましては、ぜひとも

宿毛湾港を活用していただくよう、関係の機関

のほうへ協力を得る中で、働きかけを行ってま

いりたい、そのように考えているところでござ

います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） オール四国で取り組む

ということで、宿毛も先陣を切って、この課題

に取り組んでいっていただきたいと思います。 

 私、１２月前に東京で調査した結果では、ジ

ョグメックといいます、金属鉱物資源機構、こ

れ何兆円の規模の会社というか、機構なんです

けれども、そこが今、唯一、事業的に展開して

いるようでございますので、恥じることなく、

怖じることなく、こういうところにも、どんど

ん宿毛という名前を売り込んでいくという、ア

ピールが必要なんではなかろうかと思います。 

 日本は、２００９年から調査を開始しており、

ＪＡＰＩＣ、その上の機構ですが、ＪＡＰＩＣ

によれば、２０１８年から採掘の実施の作業に

入り、２０２０年から産業化に入ると計画提言

しております。もう目の前の話なんですね。 

 したがいまして、須崎と競合するかもしれま
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せんが、これは競争ですので、宿毛が早く旗を

揚げて、名乗りをあげるということが肝心であ

ると思います。 

 次の懸案事項に移りますが、言い方が悪くて、

質問として捉えられなかったと思いますけれど

も、１２月議会で、沖の島のヘリポートに夜間

設備をとの質問をしたつもりでございました。

これの回答がなかったものですので、今回、改

めてそのお返事を聞きたいと思います。お願い

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 質問にお答えをいたし

ます。 

 １２月議会での御質問内容は、沖の島のヘリ

ポートに夜間設備を、整備をすれば、平時にお

いて、夜間急患搬送や物資輸送が可能になるの

ではないかといった御質問だったと思います。 

 沖の島ヘリポートを利用し、救急搬送を行う

場合は、ドクターヘリによる搬送を想定してお

りまして、高知県のドクターヘリは夜間飛行を

行っていないために、急患移送を考えた場合も、

現状の設備で問題ないと考えております。 

 また、物資輸送についても、日中の物資輸送

で対応可能でありますので、夜間照明は必要な

いと、現在のところ、考えているところでござ

います。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 離島からの患者輸送と

いうことは、地方自治体で全てを賄うことは、

限界があります。 

 私は、ここの宿毛に帰ってくる前に、勤務し

ていた某ヘリコプターの製造会社のときに、調

査をしたことがあります。 

 平成１７年から２１年の５年間の、東京都、

北海道、鹿児島、長崎、島根、新潟の各県の、

そのデータを調べました。平均値で申しますと、

自治体、すなわちドクターヘリ、県警ヘリ、防

災ヘリが実施したのは、５年間での１年間の平

均ですけれども、３４２件です。これをバック

アップしていますのが、自衛隊と海上保安庁で

すけれども、自衛隊が４８５件、海保が８９件

であります。 

 この５年間の実績は、そういうふうになって

います。多分、その傾向は変わってないと思う

んです。 

 なぜならば、ドクターヘリは、今、説明がご

ざいましたように、昼間しかやらない。なぜや

らないのか。人手が足りないんです。 

 搭乗員、整備員を３倍、４倍にしなければ、

夜間まで対応はできないんです。自衛隊は２４

時間、我が国の防衛の体制をとってますので、

夜間にも対応できるということで、これがバッ

クアップしております。 

 有人離島に対する対策は、人数の多寡で決め

るものではないと、私は思っております。 

 例えば、沖の島は、宿毛の重要な観光地とも

なっているわけですね。ということは、住民以

外に観光客も入島する。その人たちが、マリン

スポーツ等でけがをする場合もあるわけです。

重篤なけがをした場合には、急患輸送しなけれ

ばなりません。そのような対策も、万全の対策

をとることによって、沖の島の観光地としての

アピールもできるんだろうと私は思うんです。 

 単に防災急患輸送ということだけではなくて、

総合的に、離島に対する万全の体制をとるとい

うことは、各県に学ぶべきです。私はそう思い

ます。 

 夜間設備を整えれば、自衛隊に要請すること

が可能になりますので、要請権者であります県

知事に、県知事のルートを通じて、海上自衛隊

の徳島基地のヘリを使うのか、あるいは新田原

に展開している航空自衛隊の救難部隊を使うの

か、そのルートを開設することによって、さら

に安心安全を高めることができると、私は思っ
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ております。 

 そういうことも視野に入れて、県と御協議い

ただきたい。 

 ちょっと蛇足ですけれども、私は館山の１０

１航空隊といいまして、千葉県の最南端にある

部隊で、東京都の災害派遣を担当する部隊にお

りました。 

 年間７０から８０件の要請です。天気の悪い

とき、そして夜間、これは確実に東京都知事か

ら、要請されます。 

 館山からわざわざ羽田に行って、東京都の医

者を積んで、それで八丈島とか離島に向かって

いくわけです。 

 そのようなバックアップ体制は、自衛隊はと

っておりますので、要請があり、必要不可欠で

あるという認識があるならば、そういうルート

は開設できるものと、私は確信しておりますし、

私が司令ならそうします。 

 そういうことで、ぜひ県とともに、御検討い

ただければと思っております。 

 次に、１２月議会等の提案事項はこれで終わ

りまして、行政方針のことから、ちょっとそん

たくする質問で恐縮ですけれども、勉強を兼ね

て質問します。 

 行政方針の比較の中で、２７年度は財政調整

基金から約２億６，０００万の繰り入れで、約

１０５億３，０００万の予算。２８年度は、１

億９，０００万の繰り入れで、約１１２億２，

０００万の予算案となっていますが、その差、

約７億は、御説明のあった歳入の増額の２億５，

０００万では、理解が出てこないというところ

になります。 

 わずかに市税が伸びているものの、市長の裁

量で左右できる収入は、ほとんど増加していな

いと判断しておりますが、増加分は、いわゆる

ひもつきの交付金の増額ですか、質問します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 まず、２点にわたって質問が行われたのでは

ないかと思いますので、２点にわたっての答弁

をさせていただきたいと、そのように思ってお

ります。 

 沖の島における救急患者につきましては、昨

年度が年間１２件、今年度は、現在までに７件、

救急搬送を行っております。 

 そのうち、ドクターヘリによる搬送が、今年

度１件あったほかは、全て渡船による搬送であ

ります。地元の渡船組合の協力により、速やか

に搬送が行われている状況でございます。 

 自衛隊による患者の搬送につきましては、市

長から高知県知事に要請をし、県知事から自衛

隊に派遣要請が必要となり、通常の救急搬送に

おいては、時間の面からも、渡船による搬送が

よいのではないかと考えています。 

 なお、大規模災害発生時においては、自衛隊

の支援も必要となることから、連携方法等を模

索する必要はあると考えていますが、自衛隊ヘ

リ着陸においても、必ずしも夜間照明が必要で

はないとも聞いております。車のヘッドライト

や投光器で照らす方法などの対応も、可能では

ないかとも思いますので、現在のところ、夜間

設備を整備することは考えていない状況でござ

います。 

 続きまして、平成２８年２月末時点での財政

調整基金の残高、こちらは、１８億３，３７８

万円となり、平成２８年度当初予算にて、１億

９，０６９万円を取り崩す見込みとなっており

ます。 

 平成２７年度当初予算額よりも、平成２８年

度は、予算額が６．６％増加しているにもかか

わらず、財政調整基金の取り崩しの見込み額が、

７，２３３万３，０００円減少した理由といた

しましては、国、県支出金などを利用し、財源

を確保した事業を予算化したことや、平成２７
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年度に比べ、退職予定者数が減少したことによ

りまして、人件費総額で１億５，９５４万円の

一般財源を抑制することができたため、財政調

整基金の取り崩し見込み額を減少させることが

できた状況になっております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 質問を打ち切ったつも

りだったんですけれども、お答えいただきまし

たので、再質問をさせていただきたいんですけ

れども。 

 自動車で、ヘッドライトで照明するというの

は、緊急の措置なんですね。何もないから、や

むを得ずそうするというので、それは自動車を

配置するというのは、そこに障害物を置くとい

うことなんですよ。 

 ヘリコプターを運用する側の者から見れば、

夜間設備で４点に表示ランプを置き、ウインド

ソックスを照らすライトをつけてもらえれば、

これだけ安心してアプローチできるヘリポート

はないんです。これは広いしですね。 

 そこを、自分たちの予算の手前、勝手な話を

すると、そのパイロットに対して失礼ですよ、

それは。 

 自衛隊は、夜間は大丈夫だというのは、誰が

言ったんですか。障害物があったら、飛べませ

んよ。 

 やっぱり、相手の立場に立ったら、何がベス

トかなということを考えて、それに近づく努力

をしてもらわないといかんと思います。これは、

再質問でお答えをいただくつもりはないので、

よろしいでしょうか。 

 次の質問に移ります。 

 財政運営の硬直化が進行しているとの説明で

したけれども、経常収支比率、これでちょっと

あらわしてもらいたいなと思うんです。一般的

に、ネット等で財政が健全か、健全でないかと

いうふうな比較を、この経常収支比率であらわ

しているのが多うございますので、これでやっ

てもらえれば、素人もわかりやすいと思ってい

ます。 

 義務的経費を、自主財源と、ひもつきでない

交付金で割ったものが経常収支ではないか。そ

れが８０％までが適正との、ネットのお話があ

ります。 

 宿毛は今、経常収支を見ると、何％になって

いるのか、教えていただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 御質問にお答えをさせ

ていただきます。 

 まず、経常収支比率について、説明をいたし

たいと思います。 

 当然、経常収支比率、公開、うちもしており

ますが、経常収支比率とは、地方税、普通交付

税のように、使途が特定されておらず、毎年度、

経常的に収入される財源のうち、人件費や維持

補修費、公債費のように、毎年度、経常的に支

出される経費に充当されるものが占める割合を

示しております。 

 平成２２年度から平成２６年度までの、宿毛

市における経常収支比率は、平成２２年度が８

６．５％、平成２３年度が８８．１％、平成２

４年度が９１．２％、平成２５年度が９１．

８％、そして平成２６年度が９２．８％と推移

しており、過去１０年間の経常収支比率の平均

は、９１．３％となっております。 

 また、平成２６年度決算における高知県内の

市レベルでの経常収支比率は、平均９２．４％

となっており、宿毛市とほぼ同率となっており

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 極めて、私も９１％程

度だろうと、試みに計算したんですけれども。
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一例言われている８０％をはるかに超えている

ということで、相当、危機感を持って、今後対

処しなければいけないんではないかという認識

に至っております。 

 市長も市議のときには、この財政に危機感を

持っておられたようですし、今、市長として、

市の懐に飛び込んで、改めて夕張の現状につい

て、市長の御所見を、どう感じておられるか、

お伺いしたいと思います。 

 国会でも取り上げられ、同市のホームページ

にも載っていましたけれども、人口は最盛期で

約１２万から、今は１万弱、市長の給料は約２

０％、職員は１００名程度に削減され、俸給は

４０％カット。ごみも有料、宿毛もごみ袋は高

いのを買っていますので、これは有料化になっ

ているんだろうと思うんですけれどもね。 

 市民は、借金の返済を２０４０年まで、返済

のために働いているような状態とのコメントが

載っておりました。 

 いかが、現在お考えでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 質問にお答えをいたし

ます。 

 先日、２月２８日の朝日新聞にも掲載されて

おりましたが、夕張市が破綻したのは、炭鉱の

閉山によって、観光開発へとかじを切り、借金

を重ねていった結果だというふうに、私は認識

をしております。 

 ２００６年に１万３，１８９人いた人口が、

先ほど、議員のほうからもありましたが、２０

１６年には、９，０３１人になっております。 

 そのうち、行政で働く職員数につきましても、

２００６年度に２５３人であった職員数が、２

０１５年度末には１００名を切る、そういった

見込みとなっております。 

 そして、夕張市が抱える借入残高は、２００

６年度に３４９億円あったものが、２０１５年

度末で２５９億円となる見込みとなっています。 

 １年間の予算の、１０２億円ですが、このう

ちの３６％に当たる３７億円が、公債費として

支出されており、非常に厳しい財政状況にある

と思われます。 

 しかしながら、宿毛市は、夕張市とは状況が

違いますので、同列に論じることはできないと

考えており、厳しい財政状況の中でも、必要な

事業を着実に実施をしていくために、計画性を

持って、財源を確保しながら、取り組んでまい

りたいと思っております。 

 ただ、議員おっしゃるように、これからどん

どん人口が減っていって、宿毛市も、私の場合

は、消滅という言葉を使いますが、そういった

状況になったときには、同列には考えられませ

んが、破綻といった意味で、同じような状況に

なることは、十分に考えられる、そういった危

機感を持って取り組んでいきたい、そのように

思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 単に執行部だけではな

くて、議会のほうも、議員のほうも、そのよう

な危機感を持って、取り組んでまいりたいと思

いますので、ここはみんなで力を、心を一つに

して乗り切っていきましょう。 

 さて、次の質問です。 

 旧耐震基準家屋の耐震化についてであります。 

 昨日、原田議員の回答で、現段階の施策は説

明いただきました。私は、これからの懸案事項

への質問でございます。 

 昭和５６年以降の建築家屋でも、市街地以外

の家屋は、建築基準法６条１項４号で、構造計

算の審査を、行政はしていないのが実情でござ

います。したがって、現実的には金融機関から

借り入れをしてない多くの家屋は、耐震審査を

受けていないのが現状であり、大丈夫か心配し
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ている向きもあります。 

 国からの線引きで、当面は５６年の耐震基準

に従って、前、後でその判断をし、対処する必

要があろうかとは思いますけれども、今後の取

り組みとして、県や国にこれらの地域の人々の

救済策を働きかける必要があるのではないかと

思っておりますが、いかがでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 山本議員御質問のとおり、建築をする際の耐

震審査は、都市計画区域内や、特殊建築物の場

合、県の建築主事の確認を受けることになって

おりますが、都市計画区域外は、確認を受けず

に建築できるようになっており、現制度におい

て、都市計画区域外の一般住宅に対する公的審

査はありません。 

 建築物は、公的審査がなくても、耐震基準を

満たした、そういった建築を行わなければなり

ませんが、宿毛市でも、住民の方から、大丈夫

なのかという不安な意見を受けており、県にも

実情を報告しております。 

 現状では、建築される全棟において、建築確

認同様の書類を作成するとなると、設計事務所

の業務量がふえ、対応し切れない、設計コスト

が高くなるなど、そういった課題もあり、すぐ

に制度化というのは難しい状況にあるようであ

ります。 

 しかしながら、県には他の市町村からも同様

の意見があがっていると聞いておりますので、

宿毛市からも、市民の声として、引き続き伝え

ていきたい、そのように思っているところでご

ざいます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 私はもっと単純なこと

を考えてたんですけれども。 

 耐震審査の無料化、これを５６年度以降に建

てた家屋で、そういう不安の向きにも適用でき

るようなシステムに、方向転換してもらえれば

なと思って質問してたわけです。 

 これは、再質問ではなくて所見です。そうい

うことで御了解ください。 

 次に、空き家対策について、申し述べます。 

 平成２６年１１月に公布された空き家対策の

推進に関する特別措置法では、市町村が空き家

等対策計画、これを策定するようになっており

ます。 

 また、策定順に、国から補助金がおりるとの

話も聞き及んでおりますが、現在、宿毛市での

進捗状況はどうなっていますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 空き家対策につきましては、昨年５月に施行

された空き家対策の推進に関する特別措置法で、

空き家等に関する対策を、総合的かつ計画的に

実施するため、市町村は国の基本方針に即した、

空き家等対策計画を定め、これに基づき、対策

を実施することとなりました。 

 行政方針でも述べましたが、当市においても、

当市の空き家の現状を把握する必要があります

ので、来年度より、国の補助制度等を活用し、

宿毛市全域における空き家等の実態調査を実施

するとともに、空き家等対策計画の策定に着手

する予定となっております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 既に、１年ほど前から、

国が法律でそれを示しているわけですので、積

極的に、早く計画を立てることによって、早く

そういう資金の投入が得られるということであ

れば、可及的速やかに、計画をつくっていただ

きたいと思います。 

 ちょっとさかのぼることになりますけれども、

特定空き家というのが、その法律の中にござい

まして、資金に余裕のある人ならいいんですけ
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れども、資金に余裕のない人が、放置せざるを

得ない状況下にある家屋も、存在するというふ

うに思っております。 

 公平性を欠かない範囲で、幅のある、柔軟性

のある対応が望まれると思われるんですけれど

も、そこら辺の考え方をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、特定空き家といいます

か、いろいろな事情の空き家があると思います

ので、そこら辺の実情も十分に考慮する中で、

対応していきたい、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） ちょっと、質問がそれ

たみたいだったんで、失礼しました。 

 自衛隊誘致に取り組む姿勢について、これか

らお伺いいたします。 

 御案内のとおり、誘致と寄港とは違います。 

 ちょっと、きのう、寄港を誘致しますという

ふうな発言がございましたので、ちょっと日本

語としてはなじまないと思うんですけれども。 

 年に一、二回の客船の寄港というのと、年に

１隻、２隻の自衛艦の寄港では、宿毛は抜本的

に潤うとは思いません。 

 ２５年４月の要望書は、誘致すなわち住民票、

家族を伴っての提携港化、すなわち母港化です

ね。これが誘致の、２５年の要望書の根本であ

ります。 

 単なる寄港実績で、クルーズ船を含め、どの

程度の経済効果がありましたか、定評的効果に

しかとどまらないのではないでしょうか。 

 １２月もお答えいただきましたけれども、再

度質問しますので、お答えください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 クルーズ船の寄港ぐらいでは、なかなかとい

うようなお話もありましたが、クルーズ船の寄

港も十分、地域経済に波及効果あると考えてお

りますので、これからもしっかりとクルーズ船

の寄港、そして自衛艦の寄港、そういったもの

を進めていきたいというふうに思っていますし、

本当に来ていただけることに対して、感謝の気

持ちを持って対応していきたい、そのように思

っております。 

 また、寄港の誘致のお話ですが、今までも寄

港誘致という形で、ずっと使わせていただいて

おります。誘致とは、招き寄せることという意

味で使わせていただいておりますので、寄港し

ていただけることを招いているという形で、使

わせていただいている表現となっております。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 難しい日本語になりま

したので、以後、そういうふうに承っておきま

す。 

 自衛隊の誘致について、困難と感じるんであ

れば、一歩一歩でも、これに対処していかなけ

れば、いつまでたってもらちがあきません。上

からのシグナルを待つのは、棚ぼたを待つのと

一緒です。宿毛は、旧軍時代から、地政学的に

有利な場所です。 

 豊後水道の対面には佐伯がありまして、海上

自衛隊の分遣隊がありますが、狭くて使い勝手

が悪いとの評判です。 

 海上自衛隊は、昭和２７年に警備隊として発

足しましたけれども、吉田総理の肝いりで、米

海軍の１，０００トン程度のフリゲート艦１８

隻と上陸用舟艇で立ち上がりました。 

 が、今は、１万、２万トン級と大型化してお

ります。したがって、呉も手狭な状態。佐伯に

は入れない状態。ということは、宿毛が非常に

適地として浮かび上がってきておるわけです。 
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 今年は、私は正念場になると考えております｡

公算は大いにあります。 

 北海道では、陸上自衛隊が、九州等、南に部

隊を移動させるときに、自衛隊反対と訴えてい

た人たちが、出て行かないでくれと陳情したと

か聞いております。 

 香南市に倣い、宿毛の右肩下がりを右肩上が

りにすべく、石原裕次郎の歌でありませんけれ

ども、右も左もなく、宿毛人が心を一つにして

訴えていくべきと思いますけれども、市長は先

頭に立って旗を振られる、強いお気持ちをお持

ちでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 大変、専門的な観点から、またそういった方

向からの御意見だったというふうに受けとめを

させていただきたいと思います。 

 先頭に立って旗を振っていくというお言葉が

ありましたが、先ほど来、先日からも述べてお

りますように、自衛隊誘致に関しましては、前

向きに取り組んでいきたい、そのように思って

おります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 大いに期待しておりま

す。よろしくお願いします。 

 次は、過去の自衛隊や米軍に関する質問に対

する答え方が、執行部の答え方が、一部、私と

しては、市民の誤解をぬぐいえないような回答

ぶりであろうというふうに思っております。 

 もう一度出しますけれども、船艇塗料の件で

す。 

 １件訂正しますけれども、１２月では、空母

と潜水艦と申しましたが、空母とイージス艦が、

議会では出ておりましたですね。 

 潜水艦の塗料については、なぜか一部市民皆

さんに広がっていた懸念でございました。間違

っていました。 

 さて、議会のデマゴーグは議会で対応してく

れといった回答でしたけれども、私はこれは極

めて無責任な回答だと思います。 

 市長も、かつて議員としてＴＢＴ条約はだめ

で、防波堤としてけい船するかもしれない。空

母の船艇塗料について質問されておりますけれ

ども、今はどのような御認識でしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 自衛隊の艦船の船艇塗料が有害であるとのデ

マについて、そのまま放置するのではなく、正

しい情報を市民に知らせるべきではないか、そ

ういったような内容も含まれているというふう

に思いました。 

 我が国におきましては、有機すず系船舶用塗

料の製造、使用が、諸外国に比べて早い時期に

停止されるとともに、船舶についての有害な防

汚方法の管理に関する国際条約、いわゆる、先

ほどお話しになりましたＴＢＴ条約の採択につ

いて、日本などが提案をし、条約採択のための

国際会議が開催されることになったという経緯

があることからも、当然、自衛隊艦船において

も、有害物質である塗料等は使用されていない

ものと認識をしているところでございます。 

 今後、自衛隊誘致活動を進めていく上で、船

が入ってくる、そういったことに市民の皆様が

心配するようでありましたら、納得していただ

けるように、説明していく、そういったことも

必要ではないかと、そのようの認識をしている

ところでございます。 

 先ほど、１２年ほど前の話にはなるんですが、

防波堤に空母を設置しようとしたときに、この

ＴＢＴ条約の話を、私自身が取り上げて、船艇

塗料大丈夫なのかという質問をさせていただい
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た経緯がございます。 

 そのときには、１２年前の話でもありますが、

当時、既に廃船となって、使わなくなった、必

要のない空母、それもアメリカではなくて、場

合によってはほかのところ、ソ連が使っていた

ものとか、そういったものも視野に入れて、ロ

シアでありますけれども、今は。当時、ソ連が

使っていたものということで、そういったもの

も視野に入れて、検討していくような話がござ

いましたので、大変、過去の話になります。 

 そのころには、きっと、こういった条約はな

かったので、使っていたのではないか、そうい

ったことも含めまして、質問した経緯がござい

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 蛇足的になるかもしれ

ませんけれども、今の話だけでは、十分、市民

の皆さん、理解できないと思いますので、私が

調べたところを、ちょっと開陳してみたいと思

うんですけれども。 

 日本は１９９２年、今、市長が言われたとお

りに、この有機すずについては、自粛するとい

う方針を出しました。１９９６年から条約をつ

くり、世界で規制するよう、働きかけをしてお

ります。 

 ２００１年に、このＴＢＴ条約が締結された

わけですけれども、２５カ国の批准を待って、

２００６年でしたか、これが発行になったとい

う経緯がございます。 

 この条約は、軍艦に適用除外なんです。日本

の海上自衛隊は、残念ながら軍艦とは呼びませ

んので、これ完全に適用されています。海上自

衛隊の艦船は、我が国の方針の、国内法にもの

っとって、これを使用しておりません。 

 じゃあ、米軍はどうなんだということで、横

須賀市は、平成４年に外務省の安全保障課に問

い合わせて、これを確認とっています。私が確

認をとるべき正しいところはどこかということ

を言っているのは、こういうことを言っている

わけです。 

 米艦船について、疑問ができたときには、外

務省の安全保障課が窓口になって質問を受け付

けて、答えは大使館、あるいは連絡調整室とい

うのが米軍との調整窓口で、その答えをとって

きてくれますので、そこに確認する必要がある

というふうに思うんですけれども。 

 そのときの回答では、平成４年ですよ、回答

では、外務省に問い合わせた結果では、１９９

２年、平成４年以前から、それのかなり以前か

ら、米海軍は使用していないという回答が届い

ています。横浜市に。 

 市長、あるいはその後の方が、この議論を出

されたのは、平成１６年、２２年なんです。し

たがって、既に日本の中には、十分な回答があ

るんですので、それを確認しながら答えていか

ないと、海上保安庁は、そうだと思いますよと

いうような見解しか出せませんからね。 

 そういうことを頼りに、回答するんじゃなく

て、聞くべきところを正して、回答をつくって

もらいたい、というふうに思います。 

 ちょっと個人の名前を出して失礼に当たるか

もわかりませんけれども、この誘致関係で最後

の話ですけれども、昨日、松浦議員は、海上自

衛隊が来ると漁業に大きな影響が出るとして、

誘致には反対の意見を述べられました。 

 海上自衛隊の艦艇が出現したのは、先にも述

べましたとおり、きのうきょうの話ではないん

です。北海道から沖縄まで、定けい港として、

その港にとどめおいているのは、１０の定けい

港があります。北は余市から、沖縄の勝運まで

です。呉、横須賀、大きなところも含めて１０

カ所あります。そこで、そういう問題が起こっ

ていますか。皆さん、聞き及んでおりますか。
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私は全く、そういうことは側聞だにしておりま

せん。 

 根拠のないことで、扇動する、これをデマゴ

ーグといいます。先の安保法案は、戦争法案だ

とか、そういう扇動政治をすることを、デマゴ

ーグというんですけれども、そういうことは、

議会で対処してくれという前市長と話でしたの

で、やむなくきょうは、それを対処するつもり

で、今、述べました。 

 漁業には全く影響ないということを、ここで

打ち消して、次の質問にいきたいと思います。 

 道徳について、教育長にお伺いいたします。 

 立派な教育行政方針が示されておりまして、

これを開陳される場がないのは、いかがなもの

かと思います。来年は、ぜひその場を、ここで

行政方針と同時に、教育方針も開陳していただ

いて、市民の皆様に御説明していだければと思

っている次第ですけれども。 

 これは来年以降の課題といたしまして、道徳

の徳目について、お聞きしたいと思っているん

ですけれども。 

 立派な教育方針の中でも、私的には、やや道

徳にかかわる記載が、定性的過ぎるんかなとい

う感じで読ませていただきました。 

 例えば、道徳は、二面性が、私はあると考え

てまして、自立的なもの、例えば誠実であるこ

と、あるいは言行に恥じないこと、気力を充実

させること、努力をすること、無情にならない

こと、というふうな、自立的な徳目と、それか

ら社会の規範との相克関係を克服していく徳目

と、この二面性があるように私は感じているん

です。 

 貸していただいた道徳の教本を読ませていた

だきますと、県の教育委員会で出している読本

では、論語を挙げておられますね。儒教ですね、

論語の仁、思いやりの心を中心に据えられた道

徳を取り上げられているような気がしておりま

す。 

 小学校、中学校、宿毛で取り扱っておられま

すのは、文部科学省作成の道徳の教本であった

ように思っているんですけれども。 

 その中で、中学校のものを見ますと、１０項

目の徳目が書いてますけれども、ここで私が要

約すればなんですけれども、正義・愛・奉仕の

三つが、主要な徳目として捉えられているのか

なと思っているんですが。これは文部科学省の

話ですので、宿毛教育委員会として、中心に据

える徳目は、何を据えられているか、教えてく

ださい。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） おはようございます。

山本議員の、道徳についての御質問にお答えを

させていただきます。 

 宿毛市教育委員会が中心にとなえる徳目は何

かという御質問でございますが、宿毛市教育委

員会といたしましても、児童生徒が生命を大切

にする心や、他人を思いやる心、善悪の判断な

どの規範意識の道徳性を身につけることは、と

ても重要なことだと考えております。 

 議員御指摘のように、学習指導要領では、週

１時間、年間３５時間の授業時間を確保されて

おりまして、御承知のような、私たちの道徳や、

心のノート、あるいは高知県教育委員会から配

布されております高知の道徳などの教材も、活

用した授業を行っております。 

 また、宿毛市の教育行政方針もありますけれ

ども、子供たちには、知・徳・体・命、この四

つの、調和のとれた生きる力の基本となる、確

かな学力の保障と、豊かな人間性の向上に向け

た取り組みも行う中で、ふだんから学校教育活

動の全般を通じて、道徳教育や人権教育の充実

を図っておりまして、人間として、身につけて

おかなければならない規範意識であるとか、道

徳心、人権を尊重する心の育成に努めてまいり
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ます。 

 また、御承知のように、学習指導要領の中に

は、細かく規制をされておりますし、四つの大

きな項目がございます。 

 例えば、主として、ほかの人とのかかわりに

関すること。あるいは、自分自身に関すること、

というような項目が四つございます。その中に

は、人を愛する心であるとか、父母を敬愛する

心であるとか、地域愛であるとか、そういう細

かいことも規定されておりますので、議員、お

時間がございますときに、もう一度、学習指導

要領をごらんになっていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 勉強させていただきま

す。 

 何でこれ、徳目を私、取り上げたかといいま

すと、ちょっと余談になって恐縮なんですけれ

ども、我が国に三つの大きな天皇制回帰のタイ

ミングがあったんですね。 

 一つは、十七条憲法、聖徳太子のころです。

この初めての成文法なんですけれども、この中

の条文の中にも、この道徳、徳目を国民に強調

した項目がございまして、システム的な、形而

下学的なものも当然ありますけれども、第１条

のように、和をもってとうとしとなすという、

その辺の教えもありますが、そこは形而上学的

な徳目の話なんですね。 

 この両方相まって、大化の改新に結実してい

って、天皇国家ができていったんではないかと、

私は思っています。 

 建武の中興は、余り徳目を出してないんです。

昔に回帰しようとする、天皇政治に回帰しよう

ということばっかりしか、システム的なことし

か書いてないので、当時の武家、既得権を取っ

た武家からの反感を買って、あれは頓挫したと

思うんです。 

 明治維新はどうだったかというと、土佐の代

表する坂本龍馬が、根本を書いたといわれる五

箇条の御誓文、これはヨーロッパに追いつけ追

い越せの、要するに形而下学的な側面でしたね。 

 船中八策もそうですし、これもそこから流れ

が来た。それではやっぱりいかんということで、

教育勅語が出たんです。これが１２の徳目なん

です。 

 その天皇政治云々ということは別にして、や

っぱり形而下学的なものと、形而上学的なもの

をフィットさせて、総合的に教育と言いますか、

示していかないと、なかなか優秀な、２１人は

生まれてこないんじゃないかと思われますので、

引き続き、人間力向上のかなめであります道徳

の教育にも、お力をいただきたいというふうに

思っております。 

 最後になります。 

 教育の教という字の語源についてであります。 

 これは、私ちょっと習ったところを見ると、

むちを打って習わせるという意味もあるようで

すね。 

 私、小学校のころには、むちを、先生が持っ

ておられました。竹の根っこで、むちを持って

教えられる先生がおられまして、ときに黒板を

それでびしっと叩かれて、私どもはピリッとし

ながら、教えを受けた記憶があるんです。 

 その歌もありまして、「すずめの学校の先生

は むちをふりふりちいぱっぱ」って、覚えて

おられますか。 

 むちというのは、非常にそういう教育の現場

に必要不可欠だったんだろうと思うんですよね。

その歌があったということは。 

 今、そのような熱血な先生はおられるでしょ

うかということで、最後に質問させてもらいま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 
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 現在、宿毛市内の小中学校の先生方は、非常

に実践力のある、教育熱心な方々がそろってお

りますので、そのことについては、私も自負し

ているところでございます。 

 議員御指摘のように、現在、小中学校でむち

を持った先生がおいでるかということですが、

かつてはおいでたようではございますけれども、

現在の先生方は、むちのかわりに情熱を持って、

教育を行ってくれているものと拝察しておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ５番山本 英君。 

○５番（山本 英君） 先般の梓立祭でもお教

えいただいたんですけれども、２１人の１人の

小野 梓先生も、熱血指導に努められたという

ふうに聞き及びました。 

 引き続き、心のむちを持っておられる熱血先

生を期待しております。 

 今、すばらしい教育が行われていると、髙倉

議員も昨日おっしゃられて、評価しておられま

した。 

 身内が言うと、そのほこりはちりあくたのほ

こりになりますので、髙倉議員に引き続き、私

が紹介させていただきまして、質問を終わりま

す。 

 よろしく、今後ともお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１０時５４分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時０７分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） ２番、川村三千代で

す。先ほど、山本議員が、大変、質実剛健な質

問をいたしました後ですので、私のような軟弱

な者が質問をいたしますと、それこそ後ろから

むちが飛んでくるのではないかと思いながらも、

この場に立たせていただきました。 

 中平新市長となりましてから、初めての一般

質問でございます。どうかよろしくお願いをい

たします。 

 私が宿毛市議会を初めて傍聴をいたしました

のは、おととし、一昨年の１２月議会でした。 

 その際に、一番初めに、この質問の場に立た

れたのが、現中平市長でした。その際に、中平

市長が質問をなさった内容は、児童生徒の自転

車通行に関する安全対策、またはその安全教育

指導を、どのように取り組んでいるのか、行っ

ているのかというような内容であったと、記憶

をしております。 

 私も、議員になりまして１０カ月ほどになり

ますけれども、通学路ですとか、また通学路に

準じるような、児童生徒が、非常に利活用の多

い道路に対しての、安全性の不安、ここはちょ

っと問題があるのではないかと、そういった声

を幾つか耳にいたしました。 

 そこで、今回、まず初めに、通学路並びに児

童生徒の利活用の多い道路の安全点検、対策に

ついて、質問をさせていただきます。 

 御記憶の方もたくさんいらっしゃると思いま

すが、平成２４年の４月に、京都府亀岡市で、

集団登校の列に車が突っ込み、多くの児童生徒

を初めとする死傷者が出たという、大変痛まし

い、悲惨な事故が発生いたしました。 

 それを契機といたしまして、文部科学省、国

土交通省、警察庁、それらが連携をとりまして、

緊急に、全国一斉の通学路に対する安全点検対

策が図られました。 

 もちろん、本市におきましても、その点検、

対策が行われましたが、改めまして、教育長か

ら、そのときの模様、取り組み、そしてまた約

３年以上の月日がたちました。その後、どのよ
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うに取り組んでこられたのか、そのあたりを御

説明お願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをさせていた

だきます。 

 通学路の安全についての御質問でございまし

た。 

 事例を含めまして、少し長くなりますけれど

も、報告を兼ねて御質問、お答えしたいと思い

ます。 

 平成２４年の緊急合同点検では、宿毛市教育

委員会を中心に、国、県、警察など、関係機関

と連携をした取り組みにより、道路、特に通学

路の危険箇所の点検整備が行われました。 

 宿毛市教育委員会といたしましても、この関

係機関との連携を密にし、より一層の交通安全

対策に資するよう、平成２６年１２月に、宿毛

市通学路安全対策連絡協議会、以下、協議会と

させていただきますが、それを設置をいたしま

して、交通安全に対する取り組みを進めてまい

りました。 

 昨年５月に、県道宿毛津島線の二ノ宮保育園

西側付近で発生をしました事故後につきまして

も、発生後すぐに、児童在籍校での指導が行わ

れますとともに、宿毛市青少年育成センターが、

その歩道脇に看板表示を行うなど、注意喚起を

しまして、応急対策がとられたことでございま

した。 

 その後、８月２７日には、道路管理者である

高知県幡多土木事務所による関係者の現地協議

が行われまして、９月２９日には、横断歩道の

前後に道路標示がなされて、１０月中旬には、

道路標識が設置されるなど、早急な対応が図ら

れました。 

 また、宿毛警察署による検討事項といたしま

しても、この道路は、時速が６０キロで許可さ

れている道路でございまして、現在よりも、１

０キロほど規制することも検討されているとい

うことでございますので、より一層の安全対策

が講じられるものと期待をしております。 

 このような迅速な対応ができましたことも、

協議会の設置など、日ごろから関係機関が連携

を密にした対策を講じてきた結果であると考え

ております。この場をおかりしまして、高知県

幡多土木事務所宿毛事務所さん、あるいは宿毛

警察署を初めとする関係機関の皆様に、お礼を

申し上げたいと思います。ありがとうございま

す。 

 今年度の新たな危険箇所につきましては、宿

毛市土木課を初め、国交省や県、警察、学校関

係者などの協力を得ながら、児童生徒への日々

の指導といったソフト面や、道路標識設置、あ

るいは道路改良といった、ハード面での対策を

進めているところでございます。 

 また、平成２７年度におきましては、高知県

安全教育推進事業の交通安全に関することで、

宿毛中学校が指定を受けまして、１０月にはス

タントマンを使った交通安全教室を開催するな

ど、交通安全に関しまして、研究を進めてまい

りました。 

 今後につきましても、協議会の構成員である

国であるとか、県などの関係機関との連携調整

を密にする中で、宿毛市の子供たちが、通学途

中に危険にさらされることのないように努めて

まいりたいと考えておりますので、どうぞ御理

解ください。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） どうもありがとうご

ざいました。具体的な事例も上げていただきま

して、大変わかりやすく御説明をいただきまし

た。 

 本当に的確に、そしてまた迅速に対応してく

ださっていること、大変、心強く思っておりま
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す。 

 しかしながら、そのような中でも、まだ地域

の方々の中や、また保護者の方の中には、危険

箇所を指摘なさる方はいらっしゃっるんですけ

れども、そのような場合は、どちらにそういっ

た相談、お話をもっていけば、一番的確に、適

切に対応が進んでいくんでしょうか、その点を

もう一度お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 宿毛市通学路安全対策連絡協議会では、毎年、

各学校からの通学路の危険箇所、それから対策

希望箇所などについて、報告を受けることとな

っておりますので、通学途中の危険箇所につき

ましては、学校にお知らせをいただければ、速

やかに子供たちや保護者に周知もできますし、

学校からの意見といたしまして、先ほどの協議

会の議題としても、取り上げやすいのではない

かと考えておりますので、どうぞ学校のほうに

お知らせをいただければ、一番速やかな対応が

できると思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） まず、不安な箇所が

あれば、学校へということで、学校と教育委員

会が、非常に連携を密にいたしまして、子供た

ちの安全を見守っていること、理解できました。

ありがとうございます。 

 道路というのは、本当に申すまでもありませ

んが、非常に、日々変化をいたすものでござい

ます。見通しが悪いと思われていた道路が、そ

の建造物なり看板が解体撤去されることにより、

見通しがよくなることもありますし、また、そ

ういった建造物によりまして、逆に見通しが悪

くなる道路もございます。 

 また、樹木や雑草の成長によりまして、安全

性が損なわれることも、大変多くございます。

今後とも、各機関が連携を密にいたしまして、

子供たちの安全な登下校に御努力、御尽力をい

ただきたいと思っております。 

 そしてまた、私もこの場をおかりいたしまし

て、児童生徒の登下校時に、辻辻に立ちまして、

児童生徒の交通安全、そしてまた誘導してくだ

さる、見守ってくださっている保護者の方々、

地域の方々、また、不審者による児童生徒の事

故や事件から守るために、パトロールをしてく

ださっているボランティアの方々、本当にそう

いった皆さんのお力添えで、子供たちが安全に

暮らしていける、そういった宿毛市が築かれて

いること、この場をおかりいたしまして、改め

て御礼を申し上げます。 

 これで、通学路に関する私の質問は終了させ

ていただきます。 

 続きましては、観光振興について、御質問を

させていただきます。 

 現在、ＨＡＰＰＹはたっぴーキャンペーンも

開催されておりますし、今月の２０日には、宿

毛市の観光びらきも予定をされております。き

のうから、本当に本格的な春の到来を思わせる

ような天候も続いておりますし、本格的な観光

シーズンの幕あけでございます。 

 また、今回の予算の中にも、宿毛市の観光パ

ンフレットの英文化の予算が計上化をされてお

りまして、いよいよ国際的に、宿毛市も観光地

に名乗りをあげていくのかなと思いながら、拝

見をいたしました。 

 ただ、率直に申しまして、今、なぜ英語だけ

と、素直に思いましたのも、事実でございます。 

 ２０２０年の東京オリンピックをめどに、国

としては、外国人観光客を２，０００万人以上

ということで目標にしておりましたが、既に２

０１５年、昨年にもう１，９７０万人を超えま

して、恐らく２，０００万人達成は、ことしは

もういけるのではないかと、うれしい誤算です
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けれども、本当に外国人観光客多くなっており

ます。 

 そしてまた、その外国人観光客が日本で消費

する金額、今はもう２兆円を超えております。

日本の経済に、本当に大きな影響を及ぼす外国

人観光客の消費でございます。 

 そしてまた、この消費の約３割から４割は、

中国からの観光客が占めております。 

 そしてまた、その後、台湾、韓国、アジア圏

の観光客の方々で、この２兆円を超える消費の

約８割程度を占めております。こういったこと

からも、アジア圏の観光客の方々、非常に重要

な位置を占めております。 

 もっとも、爆買いという、流行語にもなりま

した、あの消費行動で知られております中国人

観光客、この爆買いも、そろそろ落ちついてく

るんではないかなと見られる向きもあります。

中国経済自体に陰りが見えている、そういった

こともございますし、中国の銀聯カード、御存

じの方いらっしゃるかもしれませんが、中国版

のキャッシュカードと御理解いただければ、一

番わかりやすいんですが、この銀聯カードの限

度額、これが昨年までは１日１万元、日本円に

して約１９万円だったものが、本年１月１日か

らは、年間で１０万元、約１９０万円に引き下

げがなされました。 

 こういったことも、やはり中国人観光客の爆

買いが抑えられるんではないかという見通しの

一つともなっておりますが、ただ、それにいた

しましても、やはりこういったアジアからの観

光客というのは、大変魅力的で、ぜひとも誘致

をしたい国ではないかと、私は考えております。 

 そしてまた、空港の問題もございます。皆様

御存じのように、高知龍馬空港には、海外から

の直行便はございません。ただ、四国の中では、

二つの空港が、海外からの直行便、就航してお

ります。香川県の高松空港は、中国、韓国、台

湾、これが週に３便ないし４便就航しておりま

す。 

 愛媛県の松山空港は、韓国との間に週３便、

就航しております。 

 特にまた、今月の２１日からは、高松と台湾

を結ぶ便が、週６便に増便されます。 

 こういったことからも、ぜひとも呼び込んで

もらいたいなと希望しているところでございま

す。 

 こういった、大変重要な位置を占めるアジア

圏からの観光客の方々、こういった方々に対し

まして、本市としては、どのように考えておら

れるのか、どのように取り組みを行っていかれ

るのか、市長、御説明をお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川村議員の御質問にお

答えをさせていただきたいと思います。 

 まずもって、滑舌のよさに、本当に感銘をい

たしました。昨日来からの私の答弁が、どれほ

ど滑舌が悪かったのか、またかんでますけどね、

ちょっと反省をしながら聞かさせていただきま

した。 

 外国人観光客の誘致、またその受入態勢につ

いて、お答えをいたします。 

 国の発表によりますと、昨年の訪日外国人客

数は、前年度比４７．１％増の１，９７３万７，

０００人でございます。先ほどお話ありました。 

 統計開始以来、最大の伸び率となり、日本を

訪れる外国人が急速に増加をしている状況でご

ざいます。 

 そのうち、東アジア圏から訪日される方が７

２％を占めており、アジア圏からの観光客の誘

致、受け入れについては、今後さらに重要にな

ってくるものと、そのように思われております。 

 アジア圏の外国人観光客に対する取り組みと

しましては、平成２６年に大島桜公園及び出井

甌穴に、韓国語及び中国語表記を含む観光案内
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板を設置いたしたところでございます。 

 また、本年度の事業といたしまして、一般社

団法人幡多広域観光協議会において、中国語と

韓国語でガイドマップを作成するなど、関係機

関と連携し、取り組みを推進しているところで

ございます。 

 今後につきましても、旅行会社や観光客の動

向を注視し、県の補助事業を活用しながら、平

成２８年度に作成を予定している宿毛市観光ガ

イドブックの英語版に引き続き、そして中国語

や韓国語での作成も検討していきたい、そのよ

うに考えておりますし、外国人観光客の誘致、

受け入れにつきましても、関係機関とも連携し

て、取り組みを進めてまいりたいと、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 本当に、アジアの

方々にとりましては、日本というのは、地理的

にも近い、アクセスがよい、ということは安価。

安い価格で気軽に旅行ができる、大変魅力的な

国であると、皆さん、大変いい印象を持ってく

ださっておりますので、どんどん誘致を進めて

いかなければと思っております。 

 昨年のデータなんですけれども、高知県下で

外国人観光客の宿泊者数、こちらが出ておりま

す。５万９，８２０人、約６万人近い方が、外

国からいらして、高知県下で宿泊をなさってお

ります。 

 これは、都道府県ランキングにいたしますと、

４２位ということになります。４７都道府県で

４２位か。やっぱり、高知県には余り外国人観

光客来んのじゃないかと、がっかりなさる方も

いらっしゃるかもしれませんが、実はこれ、前

年からの伸び率で言いますと、高知県は第６位

になります。１位が佐賀県、２位が三重県、３

位が静岡、そして茨城、新潟ときて、高知県が

第６位の全国的な伸び率となっております。 

 この中で、なぜ佐賀県が１位なのかと、疑問

にもたれる方もいらっしゃるかもしれませんが、

実は、佐賀県鹿島市を中心といたしまして、タ

イの映画がロケをされました。そのタイの映画

が、タイ本国で２０１４年に公開をされまして、

そこで、やっぱりあの映画のロケ地に行ってみ

たいということで、佐賀県にタイからの観光客

が多数、訪れることになりまして、それが佐賀

県の伸び率１位を達成した理由となっておりま

す。 

 また、三重県に関しましては、なぜ２位かと

いいますと、伊勢神宮がありましたりですとか、

伊勢志摩サミットが開催されるということで、

注目されている県ということもございますが、

現在、外国人の方々の中には、忍者ブームとい

うのがありまして、三重県には伊賀流の忍者博

物館がございます。ここに足を運ぶ外国人の方

が多いということで、それが三重県２位に取り

上げられた要因ではないかと分析をされており

ます。 

 こういった、先ほど申し上げましたベスト６

を見てもわかるように、今、外国人観光客の注

目しているのは、どんどん地方へ、地方へと延

びていっております。 

 まず、初めて日本に来た方は、やはり東京、

そして大阪、京都、そういった定番の観光地を

めぐりますけれども、やはり日本の四季の自然

の美しさ、そしてまた、治安がよい、食べ物が

おいしい、安心安全である、こういった魅力を、

初回の旅行で感じた観光客の方が、二度、三度

と訪れようと。そして、二度、三度訪れるうち

に、どんどんコアな観光地、地方へ行って、本

当の日本人の暮らしを見てみたい、文化に触れ

たいと思うようになってきております。 

 本当に、この高知県のような地方にとって、

やっと外国人観光客を招き入れる好機がやって
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きたなと思っております。 

 ぜひとも、そういった意味でも、どんどんと

アピールをし、活用をしていただきたいと思い

ます。 

 そして、先ほどから外国人観光客のことを、

ずっと申し上げておりますが、実は、私自身が

海外に行って、みずからが外国人観光客となっ

たことは、ただ一度、しかも訪れた国もイギリ

ス１国のみという、大変乏しい経験しかござい

ません。こんな私が、一体、他国へ旅行に行っ

て、外国人は何を望むのか、どういうフォロー

があったらありがたいのか、そういったことを

語るには、資格がないのかなと。 

 先輩議員の中には、本当に外国に精通してい

らっしゃる方もたくさんおりますので、ぜひと

も、今後の外国人観光客誘致に関しましては、

経験豊かな先輩議員たちの御意見も、また御参

考にさせていただければと思います。 

 そしてまた、少し蛇足の質問にはなりますが、

市長自身が海外に行かれた際の、何か印象です

とか、思い出がありましたら、お聞かせいただ

けないでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先ほど、るる、いろいろと御説明をいただき

ました。 

 外国人、本当に今は外国人観光客、本当に日

本に訪れているということで、近隣の市町村も、

宇和島を初め、八幡浜の首長さんたちも、これ

に取り組むんだよというお話も聞かさせていた

だいているところではございますし、宿毛市も

取り組んでいかなければならない、そのように

考えているところではございます。 

 外国旅行での思い出というお話がありました

が、余り、私も実は、先輩議員たちと違いまし

て、外国のほうへは余り行っていないところで

ございますが。 

 １５年ほど前、旅行ではありませんが、当時、

水産業をしていたという関係で、マグロの養殖

現場、当時、蓄養という言葉を使っていました

が、二十四、五キロのマグロをとって、そこを

そのマグロはまだ増肉係数といいますか、要す

るに太ってないので、日本人向けに、しっかり

とえさをやって、太らせてから日本に輸出しよ

うという事業があります。 

 それを、スペインのほうに視察に行ったこと

がございます。そのときに感じたのは、田舎に

行ったんですけれども、非常に治安が悪かった

です。 

 田舎はいいんですけれども、自分たちが泊ま

っているホテルとかで、外に若い人たちがたむ

ろしてたりとか、夜、ちょっと買い物にと思っ

て出ると、スクーターに乗って、若者が後ろか

らついてきて、何かというと、ひったくりです

よね。 

 それから、電車に乗るときは、集団で乗らな

いと、１人、２人で乗ると、周りを囲まれて、

ポケットに手を入れられてということで、私自

身も、実は嫁と子供の写真が入った、システム

手帳のようなものをとられて、帰ってきて大変

嫁に怒られたという経験ももっておりますが。 

 そういったこともありまして、余談になりま

したが、やはり安全、治安のよさというのが、

非常に必要なんではないかなというふうに思っ

ています。 

 そういった意味も含めて、今の日本というの

は、本当に外国人にとっては来やすい、そうい

った国なんじゃないかなというふうに思ってい

ます。 

 それから、先ほどお話にあった食べ物、本当

に宿毛市は食べ物には、もう絶対負けないとい

う自信を持っていますので、しっかりと売り出

していって、外国人観光客も、しっかりと来て

もらう、そういったまちにしていきたいという
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ふうに思っています。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 市長の経験からも、

本当に日本の治安のよさ、安心安全な国だなと、

再認識をいたしました。 

 また、マグロのお話も出ましたけれども、実

は、韓国、そして香港、台湾などの釣り人には、

非常に日本というのは魅力的な釣り場だそうで

す。 

 こういったことからも、どんどんと沖の島や

鵜来島をアピールしていってはどうかと思って

おります。 

 そして、私、一番観光振興の際、思いますの

は、自分の拙い海外旅行の経験から言いますと、

ロンドンに参りました折に、バッキンガム宮殿、

そしてウェストミンスター寺院、大英博物館な

ど、有名な観光地をめぐりました。 

 外国人が東京に来て、皇居、そして浅草浅草

寺、江戸東京博物館に行くようなものでしょう

か。そういった代表的な観光地にも行きました

けれども、やはり帰ってきてから一番心に残っ

ている思い出というのは、駅構内で困っている

ときに、掃除のおばさんに、親切に助けてくれ

たなとか、朝散歩に行って、現地の人に身ぶり、

手ぶりで話をしたなとか、本当にそういった、

もう何げない、そこの国の人たちとの触れ合い

が、実は一番に心に残っております。 

 観光振興には、もちろん豊かな自然、そして

観光施設、必要でございます。おいしい食べ物

も必要でございます。しかしながら、一番重要

な、そして大切な観光資源は人であると、私は

思っております。どうか、外国人観光客の方は

もちろんですけれども、国内の観光客の方々い

らっしゃった折には、観光関連業界に勤めてい

らっしゃる方はもちろんですけれども、市民の

方々お一人お一人が、笑顔でお声がけをしてい

ただきたいと思います。 

 皆さんの「こんにちは」が、宿毛市の観光振

興につながると思っております。 

 これをお願いをいたしまして、観光振興に関

する私の質問を終了させていただきます。 

 そして、最後の質問になります。市長のこれ

までの経験、そして豊かな人脈を、今後の宿毛

市のために、どのように活用していくのか、そ

の点をお伺いしたいと思います。 

 市長は、３期１２年にわたりまして、議員と

しても活動していらっしゃいましたし、またそ

の間、自由民主党高知県連の青年局長として、

約３年間活動も続けてまいりまして、本当に県

内外の方々ときずなを結び、広く人脈を築いて

いらっしゃいます。 

 昨年１２月の選挙の折にも、本当に多くの

方々が応援に駆けつけてくださっているようで

した。残念ながらといいますか、申しわけない

ことですけれども、どなたがいらっしゃり、ど

のような応援演説をされたのか、当時の私は知

り得る立場におりませんでしたので、詳細はわ

かりませんけれども、大変多くの、有名な方々

が、遠路はるばる宿毛まで、市長のため、応援

に駆けつけてくださったというのは耳にしてお

ります。 

 そういった、本当にお金では買えない宝物を、

たくさん持っている中平市長でございます。そ

の経験、人脈を、今後どのように生かしていか

れるのか、その方向性、展望をお聞かせくださ

い。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 私の経験、人脈を本市に活用していく方向性、

そしてその展望についての御質問をいただきま

した。 

 お話もしていただきまして、ありがとうござ
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います。 

 １２年間の市議会議員を通して、いろいろな

方々と知り合うきっかけとなりましたし、また、

いろいろな御指導をいただける、そういった

方々とつながりもできたところでございます。 

 先ほど来ありましたお話以外にも、全国の若

手市議会議員の会、こちらには、ＯＢともうな

りましたが、私や、それから岡﨑議長も在籍を

して、現在、全国に４００名ほどの会員をもっ

て、いろいろな、自分たちが研さんし合って、

地元に帰って、しっかりと地元住民のために頑

張ろうといった、そういった会でありまして、

こちらのほうは、党派を超えて活動をしており

ます。 

 そういった関係もありまして、自民党だけに

とどまらず、民主党、そして維新、そして公明、

いろいろな政党の方々とおつき合いをさせてい

ただいている、そういう状況でございます。 

 私は、１２年間、市議会議員として市政に携

わってまいりました。その間、常に、どうした

らふるさと宿毛を元気にできるかということを

考えてまいりました。 

 若者の都市部への流出や、少子高齢化の進展

などにより、年々、人口が減少し、産業も停滞

する中で、市民の多くが、これからの生活に不

安を感じ、夢を持つことが難しいと考えている

現状があります。 

 そんな閉塞感を打破し、若者が夢を持ち、高

齢者が生きがいを持てる、そんなまちづくりを

推進をしていかなければなりません。 

 そのため、市長として、みずから先頭に立っ

て、宿毛市の魅力を積極的に発信するとともに、

これまで培ってきた経験や人脈を生かしまして、

地方創生を目指す国や県とも連携をしながら、

宿毛創生を合い言葉にして、若者が夢を持ち、

高齢者が生きがいを持てる、そんなまちづくり

に不退転の決意で臨んでいくつもりでございま

す。 

 そんな決意でございます。 

 幸い、本市には、豊かな自然や、素朴で人情

豊かな住民性など、将来に向かって発展してい

くための素材に恵まれている状況でございます。 

 宿毛市の特性を最大限に生かしまして、そう

した政策を推進すれば、必ずやこの地域の発展

が図られるものと、そのように確信をいたして

おります。そういった思いで取り組んでまいり

たいと思っておりますので、議員の皆様には、

ぜひ御協力のほど、よろしくお願いをしたいと

思います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） 多くの市民の方々が、

若きリーダーに大変大きな期待を寄せておりま

す。今回のこの議会、多分、ＳＷＡＮテレビの

視聴率も、今まで以上にいいものではないかと

思っております。 

 本当に市長、今後とも、我々議員ともども、

宿毛市のために頑張っていこうという決意を承

ることができまして、大変実りの多い私の質問、

市長ありがとうございました。 

 これで今回の私の一般質問を終了いたします。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時まで

休憩いたします。 

午前１１時３９分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時０２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １番、川田でございま

す。 

 １２年間の市会議員の経験、積み上げた能力

を生かしたい思いを持って、志を、挑戦をされ

たと思われます。無事御当選されましたこと、
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本当におめでとうございます。 

 大きな権力と、執行権を手に入れました。権

力は腐敗しやすく、過ちを犯しやすいものであ

ります。私心を離れて、市民のために、公平公

正な判断で、責任を果たしていく立場は、公金

をいただく公務員として、何ら変わるものでは

ありません。 

 大きな権力にすり寄ってくるものも少なから

ずあるのが世の常で、政治の世界では、道徳か

ら離れて、私腹を肥やす例も少なくありません。

政治家の質と社会の悪さは無関係ではありませ

ん。行政と議会のなれ合い政治も、無責任その

ものであります。 

 政治腐敗を起こさないために、表に出せない

金は使わないことであります。政治と金に関す

る判断力と責任感の欠如、わきの甘さを知らさ

れた、本当に経済政策のかじ取りを担える政治

家だったのかと、懸念も生じる話も、国政には

多くあります。 

 利益誘導、利害関係では動きません。その姿

勢を、自分にうそをつかない力を持って、誠実

な姿勢を貫くことが、誰もが幸せな社会へと通

じます。この問いを、３６５日、政治する者は

考え、続ける日々であります。 

 多くの権限、執行権を、望んでいたものを手

にした市長でありますが、御自分の政治責任の

ためにも、政治信条を公表することを重要と考

えます。 

 お示しください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の一般質問に

お答えをさせていただきたいと思います。 

 まず、自分にうそをつかない、しっかりと、

そういった思いで、これから執行してまいりま

すので、今までもそういうふうに生きてきたつ

もりですが、しっかりと頑張ります。 

 ありがとうございます。 

 まず、初めに、私の政治理念についての御質

問をいただきました。 

 昨日の松浦議員に対する答弁と重複する部分

もございますが、私は、市民の幸せを念頭に、

市民の立場、視点に立ち、この豊かな自然や歴

史、産業などを大切に守り、育てるとともに、

本市の特性を生かし、若者が夢を持ち、高齢者

が生きがいを持てる、そんなまちづくりを基本

に、１０年後、２０年後も住み続けたいと思え

る宿毛市づくりを、市民の皆様の先頭に立って

推進してまいります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 政治をつかさどる権力

とは、金、地位、名誉を得るが目的ではありま

せん。自分を犠牲にして、国をよくしようとす

る人に、後からついてくるものであります。 

 個性もありましょうが、勇ましい言葉ではな

く、地味で実感のある言葉を語る政治家も、多

く名を残しています。 

 政治家は、いつも質問にぶつかりますが、こ

のことが政治家を育てる議員として、市長との

緊張関係も保持しつつ、住民のために、しっか

り議論をし、その後は、大きな共同作業で、宿

毛をともによい方向へと進めていくことが重要

です。 

 住民の負託に応えることで、また支持者でな

かった方の声にもしっかり耳を傾けることなど、

公平公正な政治を望みます。 

 議員としても、判断する行動の際の基準をど

こに置くのか、議案を可決か、否決かに際して、

住民側に立って判断するか、自分の利益を念頭

に置いて判断するかによって、結果が異なりま

す。 

 選挙区の利益に反するとして、国民の利益を

無視してはならず、国民の利益に反するとして、

選挙区の利益を無視してはならず、これは有名
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な言葉でありますが、熟慮するに値します。 

 議会における言動は、公人としてのものであ

るから、自分の利害を離れて、たとえ利益に反

するとしても、公人として、全体的な立場に立

った判断で言動することが必要であります。 

 議会で携わることがいかに重要か、問われて

いるゆえんであります。 

 政治家も、市民も誠実でなければ、よりよい

宿毛を目指すことはできません。新市長に御期

待申し上げ、全体の奉仕者である政治家として

の信念を確認させてください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたしたいと

思います。 

 市政運営は、市長一人で行えるものではない

というふうに考えております。市役所において

は、職員が、また市政全般にわたっては、議員

の皆様、先ほどお話がありました、ともに宿毛

をよい方向に進めなければなりません。 

 議員の皆様を初めとする、市民の皆様一人一

人の御理解と御協力をいただく中で、円滑な市

政運営ができるものと、そのように考えており

ます。 

 市民の立場に立ち、市民の利益を考えること

は大切なことでありますが、ときには個々の利

益を制限してでも、実施しなければならない、

そういった政策もあるのではないか、そのよう

にも考えているところでございます。 

 宿毛市全体を、よりよくしていくために、何

を、どのように進めていくのか、じっくり考え、

じっくり判断し、確実に実施していく、そうい

ったことが大切だというふうに思っております。 

 当然、議員の皆様と一緒になって進めていき

たい、そのように思っておりますので、ぜひ御

理解のほどを、よろしくお願いをいたしたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 市長も１２年の議員時

代を経て、私にとっては大先輩となられます。

２０００年に地方分権一括法が施行となり、そ

れまでは４割、５割の国の機関が委任事務とな

っておりましたが、全て廃止となりました。 

 自治体が行う事務の全てに、議会の権限が及

ぶとなっております。それからもう１５年たち

ました。議会の責任は、それまでとは比べもの

にならないほど大きくなりました。 

 市民からは、議会は変わったか、何をしてい

るか、姿が見えん。立つか座るかだけか、チェ

ック機能はどうなっているか。私たちには、常

に住民からの厳しい目が注がれています。住民

の批判を感じているわけであります。 

 私は、あえてその批判に向かっていく挑戦を

決意して、厳しい中に自分を置き、市民の負託

に応える決意は、市長や他の同僚議員と何ら変

わるものではありません。 

 議員時代、中平市長個人として取り組まれた

ものがあれば、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 今も昔も、議員の皆様

方一人一人、本当に大変な重責を背負って活動

されている、そのように理解をしているところ

でございますが、私が議員時代に取り組んだこ

とについて、御質問をいただきました。 

 私は、生まれ育ったこのふるさとを、よりよ

いまちにしたい、そういった思いから、市議会

議員として１２年間にわたって政治活動を行う

とともに、さまざまな社会貢献活動にも携わっ

てまいりました。 

 そういった面で、個人的にというような形で、

お答えをさせていただきたい、そのように思い

ます。 

 まちづくりは、行政だけや市民だけでできる

ものではなく、市民、行政、議会、企業、団体

などが一体となって、全体の利益を追求し、地
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域を創造していくものと考えております。 

 そのような基本認識のもとで、さまざまな

方々の御理解と御協力をいただきながら、子供

から高齢者までが、夢と生きがいを持てる、そ

んな豊かで、活力に満ちた地域を創造するため

に、これまでも活動してまいりました。 

 個々の活動をお示しすると、けさの川村議員

の質問の中にもございましたが、地域の安全の

見守り活動であるとか、それから清掃のボラン

ティア、海や川や、そういったことにも携わっ

てきた経緯がございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 平成１７年、国の指導

で第二の夕張とならないために、行政改革が始

まりました。 

 地方分権が進み、執行部の権限が強まると、

議会の役割も一層問われ、チェック機能として

の存在を示すためにも、みずからを律すること、

ますます議員の姿勢が問われるのは当然であり

ます。 

 しかし一方、議員は変わっていないと、住民

からの信頼は低下しています。憲法や地方自治

法で、議会をおくとなっているから、保障され

ているから大丈夫ではありません。 

 議会がよくならなければ、行政もよくならな

いのであります。地方自治は、政党政治であり

ませんので、会派を超えて、委員会等を中心に

して、市民の役に立つ、政策立案もして、１４

名全体の力でなし遂げたこと。専門委員会等で

なし遂げたことなど、集団協議としてできたこ

となどあれば、お示しください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 議会全体で力を入れて取り組んだことについ

ての質問というふうに理解をさせていただきま

した。 

 私は、１２年間の議員在任中、市議会議長を

経験させていただきました。その議長時代に、

首長と議会という二元代表制のもとで、議会の

政策立案と、そして執行機関の監視という役割

を踏まえ、議会としての権能をどのように生か

していくかという、議会の方向性を見出すこと

に努めてまいったところでございます。 

 さらに議会基本条例調査特別委員会の委員長

といたしまして、議会全体の活性化を目指し、

将来にわたって、議会及び構成員である宿毛市

議会議員のあるべき姿を示すために、宿毛市議

会基本条例の制定に携わってまいりました。 

 私は、この宿毛市議会基本条例にも明記され

ておりますように、議会は、宿毛市民の負託に

応えるため、先ほど議員のほうからもお話あり

ましたが、積極的な情報公開と、市民参加の推

進、市長及び執行機関の職員との緊張関係の保

持、議員間の自由な討議の展開、議会活動を支

える体制の整備などについても、力を入れて、

活動してきたつもりでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １年生議員として、参

考にさせていただきます。 

 賛否をあらわすだけなのか、議論はあるのか、

議員提案はしっかりしているか、市民の根強い

声はあります。 

 市民にとっての理想の議会とは、議会事務局

が議会の政策立案能力の補助になり得るスタッ

フがいることであります。議員の政策に対する

勉強意欲に、議会事務局の存在価値として、議

員に力をつけていく、サポートできている事務

局であったかどうか、振り返っていただきたい

と思います。 

 議会は議員が主役であります。行政の中で、

議会は関門、チェックのみの発想ではなかった
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でしょうか。執行部提案に、議場で議員が十分

議論したでしょうか。賛否をあらわすだけの議

会ではだめで、民意に裏打ちされた徹底議論で

あります。反対討論はあるが、賛成討論は出な

いでは、住民は納得できません。 

 その後の結果は尊重して、大きな力となって、

市民のために前に進めていく意識の変化も重要

であります。私たち議員、論点、争点を探すこ

とを得意とする合議制の議会。議会は住民の窓

口です。その責任をともに認識をし、首長はリ

ーダーシップを発揮できる独任制であります。

市民にかわって仕事をする職員は、政策能力の

高い職員へと、変化が今こそ求められる、この

ことが地方創生の第一歩と考えます。 

 市長のリーダーシップを求めます。 

 市長の片腕となってもらえる方も見つけられ、

御自分にとって、大事なことを相談でき、信頼

できる方と大事業をなしていくわけであります

が、ともに使命を持つ副市長の立場は、従来の

行政から離れて、政治の世界へ入っていきます。 

 記憶に新しい平成９年の課税入力システムの

誤りが、平成２６年１２月に発覚したが、混乱

するとの理由で、１年後の２７年１２月議会で

報告を受けました。 

 当時の責任者であった税務課長を選任されま

した。その他のことは、余りよくわかりません。

副市長として、どこに信頼を寄せられたのか、

決心されたものはなんだったのか、お聞かせく

ださい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 副市長のどこに信頼を寄せ、選任を決心され

たものは何かとの御質問ですが、本年１月に開

催されました市議会の臨時議会のほうで、提案

理由の中でも御説明させていただきましたが、

岩本昌彦氏は、人格、見識ともに大変すぐれて

おり、行政経験からも、副市長として最適任者

であると判断をいたしましたので、選任をいた

したところでございます。 

 先ほどのお話の中で、職員のスキルアップも

図っていかなければならないというふうに思っ

ていますので、しっかりと職員の教育もしてい

かなければいけませんので、それはしてまいり

ます。 

 そして、議会事務局も、先ほどお話がありま

したように、議会基本条例を制定するときの立

て役者として、当時の議会事務局長として、し

っかりとした仕事をしてくれましたので、そう

いった面でも、信頼関係が構築されたのだと、

そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ともに市政を担ってい

く立場となられた副市長にとりましても、政治

的覚悟も要ります。もちろん、議員として、私

たち同様、身を切る覚悟であります。知恵も勇

気も決断力も欠かせません。そして、信用が命

であります。私利私欲に心奪われることなく、

全体のプラスになることができているか、いつ

も振り返るくせをつけることを自分に問うこと

など、政治するものにとって欠かせない、多く

のことがあると、私は考えております。 

 市長は、このままでは、宿毛がなくなると言

われました。危機意識は当事者意識として重要

でありますが、具体的に、宿毛をどのようした

いのか、ビジョンをお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 宿毛の将来ビジョンについて、具体的に目指

すものは何かの質問をいただきました。 

 昨日からの答弁と重複する部分があるとは存

じますが、本市におきましては、少子高齢化の
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進展と、人口減少に対応するため、昨年１０月

に宿毛市人口ビジョン及び宿毛市まち・ひと・

しごと創生総合戦略を策定いたしております。 

 まず、地産外商により、安定した雇用の創出。

２点目といたしまして、新しい人の流れをつく

る。３点目として、若い世代の結婚、妊娠、出

産、子育ての希望をかなえる。女性の活躍の場

を拡大する。そして、４点目として、コンパク

トな中心部と、小さな拠点との連携により、

人々の暮らしを守るという、四つの基本目標を

定め、人口減少克服と、地方創生の実現に向け

て、取り組むこととしております。 

 また、これまでの実績や、新たな課題などを

踏まえ、平成２８年度からスタートする、新た

な５カ年の総合計画である宿毛市振興計画基本

計画を策定いたしました。 

 これらの計画に位置づけている事業は、宿毛

市が将来にわたって発展していくために必要な

施策であり、積極的に推進してまいりたいと考

えておりますので、御協力のほど、よろしくお

願いをいたしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 右肩上がりの景気のよ

い時代なら、土建事業、福祉事業と、税金の分

配ができたわけでありますが、右肩下がりは不

利益の分配であります。 

 議員等も、この不利益を受け入れているかと

いう疑問、私の８年前の議員への挑戦の原点は

ここにありました。 

 平成１１年度、国からの指導で行政改革プラ

ンが作成され、それに基づいて、行政が財政再

建団体とならないようにと、計画は立てられま

した。 

 第２の夕張となる寸前でありました。宿毛の

財政結果、住民サービスを削る使用料金の値上

げ、繰上償還などを行って、住民負担、借金の

返済へと、大きくかじを切り、自由に使える予

算は多くありません。議会のチェック機能も、

あわせて問われるものでありました。 

 ２０００年までは、国、県の通達をこなして

いればよい感覚でありましたが、行政改革は、

まず職員の意識改革が求められます。 

 地域づくりは人づくりからです。プロの公務

員として、勉強していかないと、初級公務員に

も中堅幹部にもなれないのであります。意識を

変えろといっても変わるものではありません。

皆さん、どうされるんでしょう。 

 宿毛には何もないという市民の声、公務員は

市民の役に立ってこそ役人です。皆さんがやっ

ていることは、これでいいのでしょうか。市民

の複数の声であります。 

 景気の低迷、高齢化社会を抽象的にのみ、具

体的な、明確な課題を設定し、実現に向けた自

由度を確保してきたかということであります。 

 限られた人材、財源、権限の中で、最大の努

力と結果を求める市民の負託に応える市役所組

織として、また地方創生本部として、どこに焦

点を合わせるかであります。 

 机上で待っているだけでなく、地域へ出て、

人に触れてください。地域を知り、人を知るこ

とで、その地域はどんな地域にしたいのか、課

題も見えてまいります。 

 宿毛には何もない、市民の声、人という地域

資源、地域には、役に立ちたいと考える人は多

くいます。そのためには、コーディネーターが

必要であります。人にはできる、できないとい

う違いは、金銭の働きによる能力ともいえます

が、コーディネーターとして、よりよく力を発

揮するには、課題解決する意思や、知恵を生み、

人間を開拓する想像力と、人間関係をつくる、

つながる力と、必ずしも思いどおりにならない

局面にも、じっと踏みとどまり、物事が成就す

るために、粘り強く努力することができる人で

す。 
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 努力とは、市民が幸せを願うことです。明る

い展望を示すことができなくては、改革とはい

えません。新市長に期待するところであります。 

 市役所組織、創生本部としての取り組みのス

タイルについての御見解をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 先ほど、職員のスキルアップをしなければな

らない、そういったお話もさせていただきまし

たが、昨年１２月２６日に宿毛市長に就任して

から、２カ月ぐらいがたったわけですが、多く

の職員は、毎日毎日、本当に市民の福祉の向上

のために、奮闘している、そういった姿も見さ

せていただいております。 

 スキルアップを図って、必ずやこの職員であ

れば、地方創生に向けて、宿毛創生に向けて、

戦っていけるんじゃないかな、そのように感じ

ているところであるということを、まずもって

お示しをしておきたいと思います。 

 行政方針でも説明をさせていただきましたが、

これから地方創生を目指し、宿毛市まち・ひ

と・しごと創生総合戦略を基本とし、雇用の創

出や、移住・定住対策及び子育て支援などを重

点課題として、積極的に取り組んでまいります

が、議員御指摘のように、業務に携わる職員の

姿勢は重要になってきます。 

 人口減少の克服や、地方創生などの取り組み

を、着実に進めるためには、職員一人一人が、

熱意とスピード感を持って、事業に参画するこ

とが大切だと考えております。 

 また、地域の特性に合った、地域に根差した

取り組みも必要となるため、職員だけではなく、

外部から地域おこし協力隊や、集落支援員など

の制度も活用する中で、住民のニーズに合った

取り組みが重要となります。 

 職員は、市民から信頼されるためにも、日々

能力の向上に努め、全体の奉仕者として、強い

使命感をもって業務に取り組む必要があると考

えますので、幹部会を通じての指導だけではな

くて、職員としっかりとコミュニケーションを

図りながら、常に知恵を出し合い、宿毛創生に

向けて、ともに戦ってまいりたい、取り組んで

まいりたいと思っておりますので、御理解のほ

どをよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 大小を問わず、改善す

る点は、事情変更の原則により、改善すること

であります。 

 ２０１４年４月から、地方公務員法は改正さ

れました。２０１６年から執行であります。 

 今回の改正は、内容の点でも重要な改正であ

ります。その中心は、従来の勤務評定制度にか

えて、新たに人事評価制度を創設した点にあり

ます。 

 対象者である職員はもとよりのこと、自治体

業務のあり方をも左右する可能性があるという

点において、住民にとっても重要な意味を持つ

ものであります。 

 市長は、厳しい財政の現状はわかっているが、

手おくれになる前に、資金を借りてでもなし遂

げるとありました。具体的に考えていることが

ありますでしょうか、お示しください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 なし遂げたい、具体的事業についての御質問

をいただきました。 

 現在の宿毛市における最重要課題は、人口減

少対策であると、そのように考えております。

現状のままでは、四、五年後には、人口２万人

を切るといわれておりまして、まさにこれから

の四、五年が、宿毛市にとっての正念場となっ

てきます。 
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 その対策のためになし遂げなければならない

事業は、雇用の創出を初め、子育て支援、移

住・定住対策、そして産業振興など、数多くあ

ります。 

 先ほども申し上げましたように、宿毛市が将

来にわたって発展を続けるためには、振興計画

や、地方創生総合戦略に位置づけた、それぞれ

の事業を実施し、推進していくことが重要にな

ってくると考えております。 

 一方、大変厳しい財政状況の中、年度ごとに

実施する事業は、優先順位や緊急性、費用対効

果などを見きわめながら、実施していく必要が

あると考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） これ以上、次世代に借

金を残すことは避けることであります。お金を

かけずにできる政策もあるのではと、知恵はど

うかと考えます。 

 住民と行政の協働は、役所がまず汗を出さな

いと進みません。市長以下、職員がゼロ予算で

も率先して動くようにしている自治体もありま

す。駅や道の草刈りなど、提案したら６０ぐら

い出てきたという自治体もあります。 

 例として、俺は何もできないけど、酒だけは

飲めるので、夜ひとり暮らしの老人のところに、

手弁当で行って、晩酌の相手をしたいという提

案を受け、「お酒は楽しく２人酒」という名前

で、実現させた事業もあります。職員には、す

ばらしい地域をつくるため、働こうという志が

大事で、それでこそ住民との信頼関係が築ける

と、首長の思いに職員が応えた例であります。 

 長野県では、職員が住民にどんな姿勢で臨む

かが大事と訴え、自分の仕事だけでなく、職務

全体を考えて、行政サービスを見通し、意識改

革に取り組んでいるところもあります。 

 市長のリーダーシップを求めます。 

 そこで、参考に値する島根県の海士町であり

ます。これは前回もお示しさせていただきまし

たけれども、２０１３年には、地方創生総理大

臣賞を受賞しました。年２，０００人の視察者

があります。本土から二、三時間かかる島であ

りますが、１９５０年には７，０００人いまし

た島民が、２，３００人となり、高齢化率４

０％で、公共事業で生かされてきた島でありま

す。 

 公共事業によって支えられたまち、それによ

って生活が改善されたものも、まちの財政力以

上に、地方債残高が膨らみ、超財政悪化となり

ました。 

 ２０００年に取り組みを進め、２０１３年に

総理大臣賞受賞を獲得したモデルケースであり

ます。 

 参考になることも多いと思います。 

 ２００２年、町長となったトップは、自分た

ちの島は自分たちで守り、未来はみずから築く

と、町民や職員の後押しで、自立への道の選択

でした。 

 ２００２年は、１０１億円の借金、毎年１０

億円以上の返済は無理としました。三位一体改

革は、みずから身を切らなくてはとの考えで、

町長は給料５０％カットを実行しました。 

 職員からの申し出が相次ぎ、議員、教育長も

続きましたが、結果、２億円の人件費を財源と

して、さまざまなプロジェクトを立ち上げまし

た。 

 海士町は、中央官僚を招いて、知恵をかりた

ものではなく、町長のリーダーシップのもと、

住民の徹底した議論と、生活の中で培ってきた

知恵を体験化し、実験を試みたものであります。 

 企業の経済グローバル化の中で、疲弊する中

山間地域の意見は対象とならないことも見えて

いるわけであります。 

 海士町のような試みの知恵で、いかに現代化
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し、付加価値をつけた商品の販売ルートを開発

以外にはないと考える人も少なくありません。 

 町長のリーダーシップの徹底した議論と知恵

を体験化し、実験を試みた、付加価値のつけた

ブランド化された商品は、鮮度を落とさず、東

京市場で高値で取引されることになりました。 

 今まで、市場から離れ、時間がかかり過ぎる、

鮮度を落とし、商品価値を落としていましたが、

安値に嘆いていた島民の生活は一変され、職員

の意識改革、地域を知ることで、広い視野を持

つこととなり、アイデア、知恵を集中した成果

と考えます。 

 執行部も職員も、議員も住民の心と力を一つ

にしていくことで、やるしかありません。 

 体験化し、実験化し、商品化していくために

は、資金も欠かせない。 

 そこで、前沖本市長は、その目的であったか

どうかはわかりませんけれども、３０％の給与

をカットいたしました。中平市長も、手おくれ

になる前に、お金を借りてではなく、目標を定

め、限定的に身を切る決断など、お考えはどう

でしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 お金を借りてでも、借金をしてでもというの

は、行政が何か物事をやろうとしたときに、必

ずお金がないから、予算がないからということ

を断り文句にしているというところで、そうい

ったような話は通じないよということで、話を

させていただいたつもりでございますが、何か

違った方向に、お金を本当に借りないといけな

いような話になっていますので、その点につい

ては、少し訂正というか、そういう思いだとい

うことを御理解願いたいというふうに思います。 

 島根県の海士町のお話もありました。また、

ぜひ私のほうも勉強もしないといけないなとい

うふうに思ったところです。 

 島根県といいますと、地方創生にトップとし

て頑張っておられる石破大臣の地元ということ

もあります。しっかりと、またどういう状況な

のかも勉強させていただきたい、そのように思

って、聞かさせていただきました。 

 地域地域で課題はいろいろあります。消費者

との距離であったりとか、いろんな課題があり

ますので、そういったのも、まねができるとこ

ろはしっかりとまねをして、取り組んでいきた

い、そのように思っております。 

 市長として、自分の給与の話だったというふ

うに思いますので、私自身は、給与カットにつ

いては、現在のところ考えておりません。市長

としての給与に見合うように、誠心誠意、職責

を全うしていく所存でございますので、御理解

願いたいというふうに思います。 

 なお、任期中に私の報酬について、報酬等審

議会に諮問をし、審議、答申をいただく、そう

いったつもりはございますので、御理解のほど

よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 宿毛の地方創生につい

ての取り組みは、今までに伺ってきましたが、

限られた時間で補助金目当てが表に出て、国の

ほうばかり向いていたとしか思えません。 

 計画は机上のものが多いですが、もっと発展

させるには、地域と生産者と住民力、行政力、

議会力を合わせて、予算の使い方も含めて、真

剣な話を重ねていくことが重要であります。 

 もう失敗は許されません。覚悟も要るという

ことであります。 

 ここで、行政のほうも、縦割り制度の弊害を

言われてきました。国は、政策分野ごと、予算

ごと、縦割り行政が好都合であります。しかし、

地方自治体は、地域住民のための総合行政体で

あります。国が縦割り行政であっても、地域で
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総合化していくことです。人口減少対策におい

ても、地域の課題、特徴を見きわめて、政策横

断的な、統合的な基本目標、基本方向を明確に

する必要があります。 

 若者支援は、子育て支援、教育、高齢者を支

える力につながっていきます。横断的な立案す

る部、事業実施後の評価する部の横割りに変え

ることであります。 

 成果を出すために、構造改革を求めます。中

央創生本部としての取り組みを伺います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁をさせていただき

ます。 

 先ほど、少し御指摘があった部分がありまし

たので、訂正をさせていただきたいと思います。 

 石破大臣は、選挙区としては鳥取ということ

で、地元ということで、鳥取、島根という意味

で使わせていただきました。勘違いしたらいけ

ないので、訂正をさせていただきたいと思いま

す。 

 御質問にお答えいたしますが、昨年９月議会

での答弁の繰り返しになろうかと思います。 

 市役所の業務は、多岐にわたっておりまして、

その対象区分は、産業、福祉、税、土木など、

非常に幅広くなっております。 

 この業務分野ごとでの効率性を上げるため、

関連する業務をひとまとめにする形で、課とし

て、組織をしておりますが、それが縦割り行政

と呼ばれる原因になっているというふうに理解

をしております。 

 本市におきましても、課を組織し、セクショ

ンごとで業務を分担しておりますが、課を超え

て、対応が必要な業務につきましては、横断的

に連携して、対応をしており、情報共有の徹底

にも努めているところでございます。 

 今後も、移住・定住対策、子ども・子育て対

策など、課を横断する業務につきましては、課

を超えて業務連携、情報共有について徹底する

中で、市民の皆様の負託に応えられるよう、心

がけていきたいと考えております。 

 なお、昨日からの一般質問で答弁をしており

ますように、子ども・子育て対策などは、横断

ではなくて、縦割りと言われるかもしれません

が、一つの課の中に入れていきたいな、そのよ

うに思っております。そのほうが、住民サービ

スが向上するものだと考えておりますので、御

理解をよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 一つの例でありますが、

高知市は、こども未来部を新設いたしました。

保健福祉関係や、教育委員会と、縦割りでばら

ばら感がありましたので、子供関連の業務を束

ねたわけであります。 

 業務点検の中で、産前産後の支援が薄いと、

課題が見えたとして、成果を上げるため、経済

的な問題だけではありません。親の介護をして

いるなど、夫婦のみで、近くに頼れる親せきは

いない。各家庭が置かれている状況はさまざま

であります。子供を産む夫婦が、妊娠、出産を

ためらわないように、妊娠初期から親を支え、

地域単位で子育てを応援する仕組みづくりを求

めていくのにも、横のつながりが重要と考えま

す。 

 宿毛市総合福祉センターで、１月２７日には、

ゲートキーパー研修会がありました。そこでも、

県としての自殺者は全国平均より高く、厳しい

状況でした。この宿毛であります。 

 それを危惧した研修会であります。 

 市町村別として、宿毛、大月、黒潮町、男性

の自殺率が最も高い、示されていました。 

 女性は、男性ほど高くありませんが、幡多郡

では唯一、高い数字が、宿毛、出ております。 

 自殺を考えるほど追い詰められている人に、

気づき、支え合うことの勉強会であります。講
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演者の内容は、不登校など、教育に関係してい

た方ですけれども、質問時間もありましたが、

福祉の職員しか見えてなかって、教育委員との

つながりの質問もありましたが、答えられなか

ったと聞いております。 

 縦割り行政の弊害と言えるのではないかと思

われます。市長の御見解をお伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 縦割り行政の、それが弊害なのかどうなのか

というのは、私のほうからコメントすることは

できませんが、何はともあれ、縦割り行政とい

う言葉は、悪い方向で使われている言葉であり

ますので、そういった案件に関しては、改善す

るよう努めてまいりたいと思っております。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 移住・定住対策を考え

るにつけても、中山間地域では、林業衰退の理

由を考えることであります。 

 消滅自治体、地域活性化策も聞いていない現

状であります。バイオマス稼働など、背中を押

してくれる事業の中で、例えば、１本の木を切

っても、柱をとり、材を机やタンスにと、市内

で加工で、付加価値をつけていくなど、商品化

すれば、それなりに財政も豊かになっていくか

もわかりません。 

 山の活用で仕事をつくることを考える人がい

れば、行政として、どのような御提案をできる

のか、お聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 現在、市内で伐採された原木は、製材として

活用できる原木、Ａ材、Ｂ材と呼ばれているよ

うでございますが、これについては、原木市場

へ出荷され、一般に低質材と呼ばれます。それ

以外の原木、これＣ材と呼ばれているようでご

ざいます。これにつきましては、チップや木質

バイオマス原料として活用されております。 

 質問議員が言われますように、市内で原木の

生産、製材などへの加工、木材製品の製造とい

った一連の流れができていれば、木材の地域内

循環として有効であるとは考えますが、現状で

は、先ほど少しお話にもありました、家具など、

そういった製品を製造する事業者は、市内には

おりませんので、そういったことはできていな

い現状でございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） それは一つの例でして、

農産物につけても、私、今、オクラをつくって

おりますけれども、農家の取り分は３割でござ

います。あとは全て運送業者とか、市場で搾取

されていくわけでありますけれども、付加価値

をつけて地元で販売していけば、付加価値がつ

いていくということでございます。 

 日本は温帯地域で、雨量も多く、樹木がよく

育つ環境にありますから、衰退産業とされる、

本来、おかしな話であります、林業であります。 

 林業手法に、根本的に誤りがあると気づいた

方がおられます。足元の宝物をどう発展さすか、

それがかぎであります。 

 徳島県上勝町の葉っぱビジネスなど、先進事

例の成功は偶然ではなく、死に物狂いで、地域

を何とかしたいと努力した人がいたからであり

ます。 

 地域づくりは、ここでしかできないことを考

えていくことであります。全国で指導している、

いの町の土佐の森の中嶋理事長は、自伐林業に

ついて、長く続ければ、林家や仕事の効率が向

上する。低コストで個人も参入しやすく、中山

間地域の可能性を生かした農山村の振興につな

がるとの弁であります。 
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 このことは、前沖本市長が、山戸議員の答弁

の中で、地産地消、雇用もエネルギーもお金も、

地域で回していく環境であり、地方再生の事業

内容であると、自伐林業をたたえていました。 

 ２８年度予算にも、自伐林業育成資金が計上

されています。土佐の森の門下生である四万十

市の宮崎さんは、プロにしかできないといわれ

ている林業であっても、技術を学ぶ仕組みがあ

れば、素人からでも、自伐林業に取り組むこと

ができると話しておられます。 

 宮崎さんは、この地域でできることは全てや

った。どうしてもうまくいかなかったが、自伐

林業に出会ってから、全ての歯車がかみ合い出

したと話しておられます。 

 今、四万十川の河口から１５キロの上流の７

ヘクタールの山林を、山頂に向かって延びる２．

３メートルの約１キロメートル弱の道は、メン

バー２人で開設したとのことであります。 

 初年度は、２００メートルで、ことしで３年

目の道づけということであります。 

 グループで作業するから、チェンソーと軽ト

ラとワイヤーなどあれば、小規模経営から始め

られるということであります。経費をかけず、

手元にお金を残す自伐林業なら、うまくやって

いけると、全国各地で言い続けた中嶋さんであ

ります。 

 林業を始めるきっかけを与え、技術を与えた

土佐の森であります。本格的に自伐型林業の成

果が認知されたのは、誰でも始められることを

証明したのは、東日本大震災の三陸沿岸部の展

開でした。 

 津波で船を流された被災者らの自伐による仕

事づくりの仕組みを構築し、山で収入を得られ

るモデルをつくりました。住民が参加できる仕

組みがあれば、林業者は何倍にもふえると、中

嶋さんはおっしゃっておられます。 

 全国からの相談を受けて、自伐推進協会を立

ち上げ、中嶋さんを代表に、林業家、学者、ジ

ャーナリストがいる。会員には、一般市民、ま

きボイラーコンサルティングや、住宅メーカー

など、多種多様な方々が顔をそろえています。 

 国会にも自伐型林業普及推進連盟が立ち上が

るなど、風穴があきつつあります。 

 日本列島の７割を占める森林を活用し、中山

間地域でも、安心して暮らせる土台をつくる可

能性を持っているのが、自伐型林業であります。 

 次世代の中間地域の暮らしがどんな方向に進

むのか、そのかぎを握っているのが、若者の活

躍であります。 

 自伐型林業による若者の働きを紹介すると、

四万十市を初め、東北、関東、関西、四国など、

全国８地域で自伐型林業を始めました。 

 若手らが集まるネットワーク、先祖の山守り

隊があります。メンバーは、農家やダイバー、

さまざまであります。この企画に可能性を見い

出したトヨタ財団が、活動資金の一部を支援し、

自伐協は講師の派遣でかかわり、１年間講習を

続けると、山に入ったことなかった若者たちが、

山に張りつき、道をつくり、地域の山林整備に

励んで、各地で１０から１５万円ほどの収入が

出ています。 

 その後、新たなメンバーがぼこぼこ生まれて、

自伐林業が地域で暮らすための受け皿の役割を

果たしているといえます。 

 稲穂が揺れる田んぼの背景には、広大な山林

が広がっています。日本の原風景であります。 

 高性能林業機械などを導入する施業は、作業

道３メートル以上になり、土砂流出や崩壊の危

険が高く、皆伐地は確実に土砂流失を招く、昨

今の豪雨頻発の日本には、憂慮する事態であり

ます。 

 森林整備は、環境保全だという予定調和も、

とっくに崩れているといえます。高性能林業機

械を導入した事業体では、山林所有者や地域住
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民では、林業はできないと、極端に林業実施者

の参入の幅を狭めてきました。 

 そして、かつてはなかった獣害問題などの進

行化であります。 

 これだけ問題があるということは、過去の延

長線上に未来はないと気づくことが、林業にと

って大切であります。 

 戦後の拡大造林が使えるようになりました、

現在の改革のチャンスであります。今まで実施

してきた林業を総括し、１００年以上、切れ目

ない、持続的林業、木材産業を発展させられる

基礎を築かなくてはなりません。 

 主な山が皆伐されてからでは、遅いといいま

す。根本療法を実施する時期であります。 

 詳しい説明は省くが、高齢となると、単価も

上がってきます。 

 ちょっと長くなりますけれども、済みません。 

 択伐施業は、長期スパンで見た場合、短伐期

皆伐施業に比べ、生産量は数倍になり、収入は

１０倍以上になります。収入が多いということ

は、就業者もふえるということであります。限

られた山林から、収入を得続ける自伐林業は、

土砂災害を防止し、環境保全を担保してきた林

業であります。 

 トップクラスの自伐林業は、天然の針葉樹林

に近い森をつくることができると、目標林を定

めています。 

 作業道は山に傷を入れることなく考えられ、

予防的な砂防道となり、役割を果たしてきたこ

とであります。 

 数年前に、紀伊半島豪雨にも、山は守られ、

道は壊れませんでした。 

 以上のように、参入が容易であるため、中山

間地域や里山、周辺に住む人たちみんなに、門

が開かれることになります。 

 専業から兼業、農家、漁師、観光、自営業、

中山間にかかわる企業、福祉団体、定年退職者、

ボランティア活動にまで、多くの参入者を受け

入れることができるのです。 

 本来、自伐林業は、農業等の中山間地域の仕

事との兼業が本来の姿と考えました。自伐を施

業としての収入が得られれば、これまで形にな

らなかった山林業的な、小さな仕事が復活しま

す。中山間地域、農業は救えるとなります。 

 既に、自伐と農業では、生計を立て始めた農

家林業家、自伐観光課の方、さまざま、続々と

現出しています。 

 獣害対策としましても、効果は大きく、獣は

生息できる面積に比例して、増減します。 

 現在は、集落以外の林地全てが、生息領域化

しているといえます。かつては、里山エリアは

人間領域であり、奥山が生息領域であったので、

獣は少なかったですが、自伐林家が里山エリア

に毎日のように入り始めると、獣は山へ引いて

いきます。獣害対策の対症療法ではなく、根本

療法ともなります。 

 中山間地域農業の衰退、農業再生手法とされ

ている大規模化は、ほとんどの地域対応できま

せん。農業再生は、農業ではなく、自伐林業で

あります。８０％の森林を活用して、収入を上

げながら、農業を副業として、生業としての収

入が得られ、現行の農業のままで、生業として

再生できます。 

 若者も対応できる収入にまで昇華させること

ができます。中山間地域農業再生のかぎは、自

伐型林業にあります。 

 福祉事業が自伐型林業に接し、極めて福祉的

であると発言し始めています。障害を持つ人の

仕事として、対応し始めています。企業の障害

者雇用が法律で決められ、大手企業も始めてい

ます。詳しい例は省きますが、福祉施設が軽め

の林業に参入し始め、成功事例がどんどん出れ

ば、大きな市場ポテンシャルとなってまいりま

す。 
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 ここからは、地域から林業技術がなくなって

いるため、継続した研修が必要であります。継

続した研修を市長に求めていきたいと思います。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 継続した研修を実施してまいります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 原発再稼働について、

市長は、立地自治体が同意したものと考えると

出ておりました。 

 隣接県でありながら、福島のような事故が起

きたらどうなるか、議員時代、再稼働推進の立

場でありましたが、２７年度の５年間、国費と

して２５兆５，０００億を使っております。 

 命の安全保障が皆無の原発再稼働、次々と進

めています。 

 国民の命とふるさとを守ることが優先されな

い国の方針に、異を唱えるおつもりはありませ

んでしょうか。お伺いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、原子力発電に対しましては、私自身、

いろいろな思いがございますが、これまでも一

貫して言い続けてきておりますことは、端的に

申しましたら、一日も早い、原発に依存しない

社会の実現を目指していくべきだと、そういう

ふうに考えております。 

 原発再稼働につきましては、あらゆる条件を

考慮し、それぞれの立地自治体が同意したもの

だと考えておりますので、今般の原発再稼働に

つきましても、原子力依存度を下げる一方で、

重要なベース電源として位置づける国の原子力

政策の中で、原子力規制委員会等において、安

全対策の審査を行い、新規制基準への適合審査

の結果、妥当であるというふうに判断されたも

のであり、現時点で、国の方針に異を唱える考

えはございませんので、この点の再稼働につい

ては、こういう認識を持っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 日本の原発で一番欠け

ているのは、利益にかかわる当事者だけで何で

も決めていくことであります。 

 そして、プロが決めているからと、何のオー

ソリティーもない部分で、どんどん物事が決め

られる、そのことを国民一人一人が破っていく

ことが重要と考えます。 

 真の文明は、山を荒らさず、川を荒らさず、

村を破らず、人を殺さざるべし。熟慮する言葉

であります。 

 国民に負担を押しつけて、幕引きとなります

原子力発電でございますが、電気代が安いとい

うのは、福島の原発事故までのことであります。

事故後、損害賠償の、東電、政府支援は、総額

９兆円が税金投入しております。原子力の恩恵

を求めるなら、結果、出てくるごみ廃棄物を受

け入れる覚悟はどうでしょうか、お聞かせくだ

さい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 現在、放射性廃棄物の最終処分場を建設する

考えは、持っておりませんので、受け入れると

いう考え方は持っておりません。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） それでは、小学校問題

のほうへ移らせていただきます。 

 市長は、現地建設反対でした。しかし、前市

長は、現地建設を訴えて当選されました。議会

の反対にあい、迷走を続けました。結果、多く

の高台調査費、さらに耐震費用と、多くの血税
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を投入した結果となりました。 

 市の財政負担、市の財政を宿毛小学校問題だ

けに費やすことはできません。多額の税投入し

たことについて、どう思われますか、お聞かせ

ください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 宿毛小学校の建設につきましては、私として

も、市長に就任する以前から、議員として、長

くかかわってまいりました。 

 先ほど、議員のほうからも、少しお話があり

ました。 

 その間には、東日本大震災が起きまして、津

波被害を目の当たりにする中で、津波から子供

たちを守るため、学校や保育園は高台に移転す

ることが望ましいと考えました。 

 私自身、一議員として、宿毛小学校の高台移

転を執行部に望んでまいりました。その基本的

な考え方については、市長に就任した今も、変

わるものではございません。 

 ただいま、川田議員から御質問いただきまし

た、宿毛小学校に係る耐震化の経費や、高台の

調査に要した経費につきましては、その目的の

中で生じた経費であります。結果として、宿毛

小学校の高台移転は、造成計画に御理解が得ら

れず、実現することはできませんでしたが、私

としても、これらの経費については、行政とし

て、子供たちの生命を守る目的で要した費用で

ありまして、決して無駄ではなく、必要な経費

であったという認識を持っております。 

 また、一部改修を含めて、耐震化工事を行っ

たからこそ、宿毛小学校の改築方法を柔軟に検

討することが可能となったとも考えております。 

 私としましては、これらの工事で要した、血

税を無駄にしないためにも、今後、教育委員会

と連携を図る中で、宿毛小学校の改築計画の具

体について、適切に決定してまいりたい、その

ように考えているところでございます。 

 ぜひ、御理解のほどを、よろしくお願いをい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 防災に移らせていただ

きます。 

 津波については、逃げないと死ぬぞと、教育

周知をしてください。 

 海と山は違う、その声もありますけれども、

津波が来ないという山の人は、広島の土砂災害

がありました。どこの場所で災害に遭う状況に

なったとしても、とにかく逃げることのほかに

ないことであります。 

 海辺では高台へ、山は垂直避難であります。 

 もし、議会で今すぐ、座るとすぐ地震が起き

たとすると、緊急避難は、市民への指示は直ち

にできるかと、訓練は大丈夫でしょうか。 

 自分の命は自分で守る、訓練は大丈夫でしょ

うか。防災活動の訓練において、きずなづくり

が重要と考えます。ハードを整えるだけでなく、

防災など、地域に５０人、１００人と波及して

いく対策は、地域づくりにも有効な手段であり

ます。 

 行政が地域の防災士を育てる取り組みを伺い

たいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 地域の防災力向上のために、防災士を活用し

てはどうか、またそれについてはどうかといっ

た御質問だったと思います。 

 まず、防災士とは、自助、共助、それから協

働を原則といたしまして、社会のさまざまな場

で防災力を高める活動が期待され、そのための

十分な意識と、一定の知識、技能を習得したこ

とを、特定非営利活動法人日本防災士機構、こ

ういったものがあります。ここが承認をした方
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のことであります。 

 議員御指摘のとおり、防災士の知識や技能は、

地域の防災力向上には、必要不可欠と考えます

ので、ぜひとも防災訓練などの防災活動に参加

していただく中で、地域と連携を図っていただ

くよう、本市がパイプ役となって、資格を持っ

た方々に働きかけを行ってまいりたいと思いま

すし、またそういった活動を通じて、さらに防

災士がふえるように、力を傾注していきたい、

そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 犠牲者を出したくない、

さまざまな防災対策をしています。 

 防災行政無線も、ほぼ全域に届きました。被

災するとはどういうことでしょうか。東日本大

震災から多くを学びました。 

 体育館が生活の場でした。時は卒業式を控え

ていました。卒業証書を手渡しでと考えていま

したが、誰かが会場をつくろうとなり、１０日

おくれで体育館内にスペースをつくり、卒業式

を挙行されました。 

 １５名が被災した卒業式でありました。残さ

れた者は、前を向いていくしかありません。宿

毛は、ほとんどが災害に遭ったことのない年代

で、防災意識は高く持たなければ、命は守れな

い。地域の防災力向上が問われます。 

 地域の防災リーダーが必要で、訓練には継続

が要ります。訓練がコミュニケーションの場で

あり、訓練をすると伝えることで、防災に関心

を持つ住民がふえてまいります。 

 女性リーダーの育成、家族防災会議など、ソ

フトは無限であります。 

 遠隔地の公共交通について、お願いいたしま

す。 

 免許を戻そうか、年を考えるとそう思うが、

買い物の不便は命の問題となっております。手

放すことができない免許、ひとり暮らしの高齢

者の声は、あちこちから届きます。鉄道や市内

のバスにおいても、多くの補助金で動いていま

す。安心してその地域で暮らすために、なくて

はならない、遠隔地地域における生活交通の確

保であります。 

 そして、交通保障に向けて、交通需要に基づ

く現状分析、また山間地域という、交通需要の

大小に基づく地域区分を基礎とした現状分析を

行った状況があります。 

 山間地域における活動維持の困難性と、輸送

の制度化の問題、交通問題が、地方交付税問題

など、行政改革と強くかかわりがありますが、

利用者の声を調査分析したものを公表すること

をお願い申し上げます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 公共交通の空白地域における、実態調査の公

表についての御質問だったというふうに受けと

めました。 

 交通空白地域の解消のために、昨年９月から

１２月の３カ月間に、委託業者と企画課職員で、

橋上地域の全地区及び小筑紫地域の一部の地域

に出向きまして、地区長や地域住民との意見交

換会を開催いたしました。 

 また、意見交換会に参加できなかった高齢者

に対しましては、戸別訪問を行い、直接、意見

や希望を聴取するなど、公共交通空白地域の実

態把握を行ったところでございます。 

 今回の調査で明らかとなった課題を整理する

とともに、地域の皆様からいただいた意見など

を踏まえまして、平成２８年１０月から行う予

定にしております、実証運行に向けた運行計画

を立てることとしておりまして、実態調査はそ

のための資料でありますので、公表は予定をし

ておりません。 

 今後、この資料をもとに作成する具体的な運
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行計画や、利用料金などが整理できましたら、

関係地域の皆様はもとより、市民の皆様にもお

知らせをしてまいりたいと思いますので、当然、

そのときには議員の皆様にもお知らせさせてい

ただきたい、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 自治体及び利用者が、

財政負担をどれくらいにするかを含め、住民の

参加と合意が要ります。生きることが苦痛とし

かならないように、長寿を喜べる社会となるた

め、自治体の公的責任とは何か、お伺いいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 公共交通空白地域に対する行政責任について、

お答えしろというふうに認識をさせていただき

ました。 

 人口減少に伴う過疎化や、モータリゼーショ

ンの進行によりまして、特に中山間地域におい

ては、路線バスの利用者が急激に減少しまして、

国などの支援がなくなったことに伴って、バス

の路線が廃止となってきた経過があります。 

 一方、近年、過疎化と並行して、高齢化の進

行も顕著になりまして、みずから移動手段を持

たない、そういった高齢者などは、通院や買い

物など、日常生活を営む上で、大きな影響を受

ける事態となっております。 

 また、そういった声がたくさんあるというお

話は、よく聞いております。 

 高齢者が住みなれた地域で、安心して生活す

るためには、移動手段の確保は必要不可欠であ

ると考えております。 

 行政として、可能な限り、対策を講じること

が必要であると認識しております。 

 しかしながら、新たな交通手段を確保するに

は、多くの経費が必要となってくるところでご

ざいまして、国、県の支援を最大限に活用する

ため、利用される地域の皆様にも、交通機関に

生活を合わせていただくことなども必要となっ

てまいりますので、地域での意見交換などを通

じ、十分説明する中で、理解を深めてもらい、

持続可能な生活交通の確保を図ってまいりたい、

そのように考えておりますので、地元に入って、

地元の皆さんとともに、この問題に向かい合っ

てまいりたい、そのように思っております。 

 御理解のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 虐待問題につきまして

は、野々下議員と重なりますので、省かせてい

ただきます。 

 首長の行政報告と、諸般の報告と、各担当課

による取り組み報告に分けて行うなど、担当課

長らにも緊張感を持たせると同時に、質の高い

報告を目指すということで、取り組みの課題や、

状況を細部まで報告することで、議員との情報

共有の綿密化も図るという取り組みについて、

大月町議会では、柴岡町長時代から取り入れら

れております。 

 課長の出番をふやし、人を育てることへつな

げる、ひとづくりが地方創生につながると考え

ます。市長のお考えをお示しください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁をさせていただき

ます。 

 担当の課長に、緊張感を持っていただく、そ

ういったことは大切だと思っております。 

 本日も、実は私が答えないときには、後ろを

向くから、ぜひ私が答えるということで、手を

課長に挙げていただきたい、そういうお話もし

たところでございます。 

 当然、緊張感を持って、みんなで、皆さんの

御意見を聞きながら答弁もしていく、そういっ
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た体制で臨んでいきたいと思っているところで

ございますが、議員御指摘のように、そういっ

たことに関しても、これからいろいろ考えなが

ら、取り組んでまいりたい、そのように思って

おります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 市長は、新聞の報道で、

夢を持つのが難しい、閉塞感を感じると言って

おられました。具体的に、政治の役割を伺いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 夢を持つのが難しいといったお話でございま

した。 

 これまでも申し上げましたとおりに、市民の

皆様や議員の皆様の御理解と御協力をいただく

中で、私自身が先頭に立ちまして、リーダーシ

ップを発揮し、宿毛市の魅力を積極的に発信す

るとともに、なし遂げるべきさまざまな事業を、

着実に実行していくことで、閉塞感を打破して、

夢の持てる、そんな宿毛市にしていきたい、そ

のように考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 基本計画について、お

伺いいたします。 

 平成２３年から平成３２年までとする基本計

画は、今、前期基本計画が終わって、２８年か

ら後期基本計画へと入っていく、宿毛の基本構

想であります。 

 予算編成の議論で、基本計画に財政フレーム

記載があることが重要で、それをもとに、計画

的行財政運営を行っていることになります。 

 基本計画の財政支出は、総合計画に基づいて

いるもので、財政見通しは市単独ではなく、国

の地方財政計画に対応しているものとなります。 

 地方財政計画は、自治体財政にとどまらず、

地域経済や、住民生活に直結する側面が強く、

市民生活を守るため、国の財政見通しに対応し

ていかなければなりません。 

 ２０１６年度は、経済財政再生計画初年度と

し、国、地方ともに、プライマリーバランスの

改善の動きとなっております。 

 地方単独事業の縮小、人件費等歳出歳入ギャ

ップを縮小して、地方財政の歳出抑制を前面に

掲げた内容となっております。 

 過去の景気対策や、合併推進のための膨らん

だ交付税特例会計の借金のつけが、交付税減税

の要因ともなっております。 

 地方交付税の基準財政需要額見直しにおける

トップランナー方式による成果主義導入の検討、

交付税による財政誘導で、強力に推し進めよう

としています。 

 基本計画における財政計画の必要性を述べて

いるわけでありますが、財政計画は、地方自治

体が、総合的な行政運営を行うための財源的な

裏づけを保障するもので、長期計画は財政計画

のもとに策定していると、市民の皆様も御理解

していただければと思います。 

 期間内に税制の改正や、計画策定時の予想を

超える状況の変化に対しても、柔軟かつ弾力的

に、事業の執行を行い得たか、経年的に検証し、

現状を把握できているかなど、達成率、また進

捗状況をお示しください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） ただいまの川田議員の

一般質問につきましては、答弁の整理をするた

めに、しばらくお時間をいただきたいと思いま

すので、議長の取り計らいをお願いいたしたい

と思います。 

○議長（岡﨑利久君） 暫時休憩いたします。 

午後 ２時１９分 休憩 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時２８分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 川田議員の質問に、答

弁をさせていただきます。 

 宿毛市振興計画に関して、平成２３年度から

平成２７年度までの５カ年の、基本計画におけ

る取り組みの成果というふうに、理解をいたし

ました。 

 主な成果について申し上げますと、まず、学

校教育につきましては、２１世紀を心豊かな生

き抜くことのできる、子供の育成を基本として、

キャリア教育の取り組みが行われました。 

 児童生徒の学習意欲が高まりまして、学力の

上昇傾向が見られております。 

 また、宿毛市のキャリア教育の取り組みにつ

きましては、メディアでも大きく取り上げられ、

文部科学省所管の国立教育政策研究所が発行し

ております、冊子の中で紹介されるなど、全国

的に注目されております。 

 さらに、県外の自治体から本市の取り組みを

視察に訪れるほど、そういった評価を受けてい

るところでございます。 

 次に、産業振興の分野では、農業におきまし

ては、直七の加工品の製造販売が、年々、需要

を拡大しており、さらなる生産量の増強が必要

となってきております。 

 林業につきましては、平成２６年度に木質ペ

レット製造施設と、木質燃料専焼としましては、

四国初となる木質バイオマス発電所が、高知西

南中核工業団地に整備され、新たな雇用の創出

と、大きな木材需要が生まれております。 

 水産業につきましては、市内にある事業所が、

高知県産業振興推進総合支援事業費を活用いた

しまして、カツオやブリ、そしてタイの加工品

の製造事業に取り組み、水産加工業の出荷額の

増加や、新たな雇用の創出もできております。 

 防災対策につきましては、３．１１の東日本

大震災以降、防災センターを併設する消防庁舎

の整備や、避難路等の整備、自主防災組織の組

織化など、南海トラフ巨大地震対策といたしま

して、さまざまな防災対策事業を実施しており

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） 成果を伺いました。積

み残してきた課題もあると思われます。課題の

ほうを教えていただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 今後の課題について、

御質問をいただきました。 

 先ほども申し上げましたように、これまで、

さまざまな事業に取り組んで、一定の成果を出

しておりますが、本市の最重要課題であります

人口減少の流れをとめるには、至っておりませ

ん。 

 このため、平成２８年度から５カ年の、新た

な振興計画を策定し、それぞれの分野において、

積極的に施策を推進することとしております。 

 また、地方創生として、少子化対策や地域経

済の活性化などの具体的事業を盛り込んだ、宿

毛市まち・ひと・しごと創生総合戦略を、昨年

１０月に策定しておりますので、この総合戦略

を基本に、これまで進めてきた事業も総括しな

がら、宿毛市の振興を図ってまいりたいと考え

ております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ２０１６年から、後期

基本計画の前半となる実施計画は、予算編成の

指針となる計画であります。 

 基本計画において、実効ある財政計画を位置
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づけてきたか、市民の皆様とともに、注視をし

ていきたいと考えます。 

 ありがとうございました。終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午後 ２時３３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 ２時４６分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 今回、私は、三つの課

題について、お尋ねしたいと思っているんです

が、この質問通告表の１番、臨時職員の処遇改

善、それから２番、林業振興、３番、公営住宅

等再編計画という、こういう順番で、通告表に

は記載されておりますけれども、質問の都合上、

１番の臨時職員の処遇改善を一番後ろに回して、

この林業振興からやらせていただきたいと思い

ますので、どうかよろしくお願いいたします。 

 先日の市長の行政方針の中でも、また昨年１

０月作成の宿毛市まち・ひと・しごと創生総合

戦略の中でも、森林資源活用人材育成事業とし

て取り上げられています林業について、質問い

たします。 

 まず、自伐型林業に関してですが、昨年６月

から開始されたすくも森林塾に、私も参加させ

ていただきました。 

 それこそ目からうろこと申しますか、世の中

に広く、深く浸透している感のある、林業は金

にならないという観念を、根底から覆す、画期

的な林業経営の形態と、その実例としての自伐

林家の方々に、直接触れる機会をお与えいただ

いたことに、深く感謝申し上げます。 

 高性能の林業機械や大規模な手段、手法を駆

使した形の、いうならば欧米先進国型を志向す

る形の、事業型の林業に対して、可能な限り、

小規模な、簡略化された機材を使用しながら、

長周期の間伐作業を繰り返して、山を細く、長

く活用しながら、結果的に、より多くの収益を

上げようとする自伐型林業のあり方には、森林

組合や大規模山林業者のそれとは、また全く違

った形の可能性を感じ取っている点、私も市長

と同様の思いを、強くするところでもあります。 

 そこで、質問に入りますが、市長の行政方針

にありました自伐型林業経営への展開に対する

支援、また仕組みづくりについて、市として、

どのような展開を考えておられるのか、お尋ね

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山戸議員の一般質問に

お答えをさせていただきます。 

 自伐型林業につきましては、本市の豊富な森

林資源を活用し、農閑期に林業を従事するなど、

農業との副業型林業経営や、平日は、農業以外

の事業に従事し、休日に林業を行う、休日型林

業経営など、持続的で、そして安定的な収入を

確保できる林業形態として、大きな可能性を持

つものであるというふうに考えております。 

 先ほど、議員のほうからも、それに参加した

ということでお話をいただきました。私自身も、

宿毛市のそういったのには参加してないんです

が、お隣の三原のほうで、そういったのに参加

して経緯もございまして、内容については、本

当にこれから先、生かせる事業だなというふう

に感じているところでございます。 

 そのため、平成２７年度におきましては、自

伐林業の推進を目的に、自伐型林業の先進地で

ある佐川町の自伐林家の視察や、伐採に必要な

チェンソー講習、間伐研修、軽架線集材研修、

作業道の研修など、計６回のすくも森林塾を開

催をいたしております。 

 研修生の中には、既に、実際にみずからの山

を施業する自伐型林業に取り組みを始めている
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方もおられまして、一定の成果が出始めている

というふうに感じているところでございます。 

 平成２８年度におきましても、引き続き、す

くも森林塾を開催することとして、当初予算に

計上させていただいておりまして、来年度につ

きましては、間伐研修の日数の増加、受講人数

の絞り込みなどによりまして、初年度と比較し

て、より実技的な、実技面を重視した研修にし

てまいりたいと、そのように考えているところ

でございます。 

 また、平成２８年度におきまして、本年度か

ら始まりました高知県立林業学校、こちらの短

期課程の小規模林業コースも、本市からの要望

により、幡多地域で１クール実施していただけ

る予定となっておりますので、自伐型林業の課

題の一つでもある技術面につきましても、スキ

ルアップが図られる環境ともなっております。 

 なお、平成２８年度におきましては、自伐型

林業の核となる高密な作業道整備を推進するた

め、作業道整備に対する県の補助事業への市補

助金の上乗せの実施や、重機や林内作業車など

を所有しない個人が、森林整備を行う場合に、

機械のレンタル費用に対し、２分の１を助成す

る県の補助事業などを活用することで、新たな

林業の担い手となる自伐型林業の育成を推進し

てまいりたいと、そのように考えているところ

でございます。 

 また、今後におきましても、境界の問題など

は、そういった課題が多いところではございま

すが、自伐型林業を志す方と、それから山を持

っておられる、山の手入れを任せたい、森林所

有者とのマッチング、そういったことを手がけ

ていきたいと思っておりますし、市有林の有効

活用も、推進をしてまいりたい、そのように思

っているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 自伐型林業は、潜在的

な可能性の高さに比べて、まだまだ一般的には

知られていない。認知度の低さというか、先ほ

ども申し上げました、林業は金にならないとい

う意識に加えて、どう取りかかっていけばいい

のか、見当もつかない。いうならば、夜明け前、

黎明期特有の、はっきりしない部分があります。 

 先ほどは、そんな中での市としての今後をに

らんだ支援、仕組みづくりについて、お尋ねし

ました。 

 先ほどの御答弁で少し触れられましたが、例

えば県など、宿毛市レベルとは別途の支援制度

があるとすれば、どのようなものなのか。また、

その支援制度の適用を受けるためには、どうい

うことをすればいいのか。どうすることが必要

なのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 県の取り組みといたしましては、自伐型林業

の推進により、林業の担い手の裾野を広げてい

くことを目的といたしまして、昨年１月に高知

県小規模林業推進協議会を設立し、情報交換や、

研修会などを通じて、個人が取り組む小規模な

林業経営や、林業活動への支援を行っていると

ころでございます。 

 この協議会は、県下を６地区に分けており、

幡多地域においても、幡多地区小規模林業推進

協議会として、小規模林業の普及活動や、スキ

ルアップ研修などに取り組んでいるところでご

ざいます。 

 この協議会の会員を対象とした事業といたし

ましては、専門技術者による現地指導が受けら

れるアドバイザー派遣事業と、傷害保険加入に

対する掛金の支援、安全指導員の巡回による労

働安全指導などがあり、技術面、安全面での支

援が受けられることとなっております。 

 また、先ほどの市の施策の中でもお答えをい
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たしましたが、林業機械のレンタル費用に対す

る補助制度につきましても、この会員が対象と

なっており、こうした支援策を受けるためには、

当協議会への加入が必要となっております。 

 なお、先ほど答弁させていただきました高知

県立林業学校の短期課程、小規模林業向けコー

スにつきましては、安全中刈り機処理。 

 済みません、訂正をさせてください。 

 １番として、安全なかかり木処理の実践、２

番といたしまして、チェーンソー講習、３番、

伐倒搬出技術研修、４番、災害に強い作業道づ

くり、５番、林業機械メンテナンス、各種機具

の取扱研修を、全５回の、５番まで言いました

が、全５回の課程で行うものとなっており、年

間３コースのうち、１コースが幡多地域におい

て実施される予定となっており、自伐型林業の

大きな推進力になるものと期待をしているとこ

ろでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいまの御答弁に対

しての再質問というか、補足的な質問になりま

すが、今挙げられた高知県小規模林業推進協議

会や、高知県立林業学校の短期課程への加入、

あるいは参加の申し込みは、どのように行えば

いいのでしょうか。 

 例えば、市の担当課でも、窓口となって受付

を行っているのかどうか、その点お尋ねいたし

ます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 高知県小規模林業推進協議会の加入につきま

しては、高知県森づくり推進課ホームページ内

の、同協議会のホームページに加入申込書がご

ざいますので、加入申込書をダウンロードして

いただき、御記入の上、事務局である高知県森

づくり推進課、もしくは幡多林業事務所に御提

出していただければ、入会をすることができま

す。 

 高知県立林業学校の短期課程につきましても、

運営主体であります高知県林業労働力確保支援

センターのホームページに、申込書がございま

すので、申込書をダウンロードしていただきま

して、御記入の上、同センターへ御提出いただ

ければ、申し込みをすることができるようにな

っております。 

 なお、高知県小規模林業推進協議会、高知県

立林業学校への入会参加申込、どちらも市の産

業振興課のほうでも御説明させていただき、市

でも受け付け等の対応ができるものは対応させ

ていただきたいと思っておりますので、御興味

のある方などがおられましたら、担当課へお問

い合わせいただきたいと思っております。 

 どうかよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 自伐型林業による木材

生産量は、まだまだそのような活動が緒につい

ていない上に、規模という面から考えるならば、

県の掲げる木材供給量という点で、大きく貢献

することには、当分、つながらない、そういう

ことが予想されます。 

 やはり、主力は森林組合を初めとする木材開

発業者の活動に負うところが大きいということ

になります。 

 行政方針には、木材の安定的な供給のため、

県を初め、関係機関と連携を図る中で、支援を

とあるのですが、具体的に、どのような支援を

お考えなのか、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 森林組合を初めとした林業事業体に対する木

材の安定供給のための具体的な支援策について

の御質問でございますが、市内の人工林には、

伐採期に達したものが多く、今後も、間伐は一
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定規模、進んでいくものと考えられるため、伐

採跡地の造林や、その後の鳥獣被害を防止する

防護柵の設置、下草刈りの費用に対して、補助

を行う森林資源再生支援事業を、継続して実施

してまいります。 

 本事業を活用することにより、伐採跡地への

造林防護柵の設置につきましては、国、県、市

の補助金により、森林所有者の実質負担がゼロ

となります。 

 下刈り費用につきましては、市単独の補助に

より、植栽後５年間は、ヘクタール当たり１万

５，０００円の補助が受けられることとなりま

す。 

 また、所有規模が零細であります本市の森林

においては、施業の集約化による効率的な、そ

ういった路網整備や、木材搬出も、林業のあり

方として必要な形態となっているところでござ

います。 

 そのため、国の森林整備地域活動支援交付金

を活用いたしまして、引き続き、集約化に対す

る支援も行ってまいりたい、そのように考えて

いるところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） まち・ひと・しごと創

生総合戦略では、Ｕ・Ｉターンによる林業の新

規就業を支援し、林業の担い手の育成に努めま

すと記載されています。 

 この点に関しては、例えば、森林組合などの

森林関連業者への就業や、先ほど取り上げまし

た自伐型の林業に従事する方など、幾つかの方

法が想定されると思うのですが、その点、どの

ような形で、林業とＵ・Ｉターンの方々を結び

つける計画なのか、その点についてお尋ねいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 議員が言われますよう

に、まち・ひと・しごと創生総合戦略では、林

業事業体への就労を想定しまして、Ｕ・Ｉター

ン向けの短期就労体験事業を、地方創生先行型

事業として、平成２７年度に実施してまいりま

した。 

 この事業につきましては、Ｕ・Ｉターンによ

る林業への新規就労希望者に対し、市内林業事

業体への数カ月間のお試し雇用や、実際に本市

に居住していただくことで、雇用地域とのミス

マッチを減少させ、移住促進を行うこととして

おり、平成２７年度におきましては、大阪、東

京で開催されました高知暮らしフェアの参加に

よるＰＲや、県の移住コンシェルジュの方から

の紹介などにより、数名から、短期就労体験に

対する、こういったお問い合わせがございまし

た。 

 就労体験の希望者の中には、実際に本市まで

足を運んでいただき、林業事業体との面接や、

住居の見学を行った方もおられましたが、残念

ながら、短期就労体験事業に結びついたものは

ございませんでした。 

 しかしながら、林業の担い手の確保は、今後

も重要な課題であり、また、人口減少の克服と、

地域活性化のためにも、移住促進の取り組みは、

今まで以上に推進をしていく必要があると考え

ております。 

 本事業につきましては、地方創生推進交付金

を充当する予定としておりますので、同交付金

にかかわる計画が、国から承認され次第、補正

予算という形で計上させていただき、実施して

まいりたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 実際のところ、現在はまだおられませんが、

これから非常に期待ができる、そういった事業

だというふうに認識をしております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 
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○８番（山戸 寛君） 林業を起点とする地域

振興への取り組みが、実効あるものとして推進

されることを期待して、次の質問に移ります。 

 次は、公営住宅等再編計画についてというこ

となんですが、平成２５年１０月に、宿毛市公

営住宅等再編計画が策定されました。この計画

は、当面１０年間の公営住宅の建てかえを中心

とした再編計画ということで、平成３１年度に

見直しを行いながらも、当初計画の期限切れと

なる３６年以降も、新計画に移行させる形での

継続が想定されたものとなっています。 

 発表された事業計画によれば、平成２５年度

から２６年度に改良住宅の基本設計を行った後、

２７年度改良住宅の建てかえ実施設計、２８年

度から２９年度にかけて、同じく改良住宅の建

てかえ３０戸という、改良住宅の建てかえ計画

と並行する形で、平成２６年度から３０年度に

かけて、公営住宅の建てかえ１０戸、地域振興

住宅改修２０戸という内容の事業が、計画され

ていますが、それらの、当面、推進されている

べき事業の進捗状況について、お尋ねいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 事業の進捗状況についてでありますが、宿毛

市公営住宅等再編計画につきましては、住宅の

耐震化、居住水準の向上、構造、設備の老朽化

への対応等が深刻な課題となっている中で、建

てかえを初め、全面的改良や、個別改良などを

行っていく必要があります。 

 そして、これには多額の事業費のかかる建て

かえや、全面的改善を短期間で実施することは

困難であるため、改善手法を計画的に実施する

ことを目的に、平成２５年１１月に策定を行っ

たところでございます。 

 本計画における事業スケジュールの進捗状況

でございますが、西町地域振興住宅の改修工事

につきましては、平成２６年度から平成２７年

度にかけ、１戸を２戸に分割し、少人数向け世

帯に対する改修の工事を実施しております。 

 公営住宅の建てかえにつきましては、平成２

６年度から着手予定でございましたが、未着手

でございます。 

 また、改良住宅のにつきましては、平成２５

年度から平成２６年度にかけ、改良住宅手代岡

団地の建てかえ基本設計を策定いたしました。 

 実施計画につきましては、現在、発注に向け

準備中でございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 今議会に提出された一

般会計補正予算には、繰越明許費の中に、改良

住宅手代岡団地実施設計業務として１，９１２

万円が計上され、本来、２７年度中に終了する

はずであった計画が、２８年度に繰り越される

ことになっています。 

 改良住宅の建てかえに関しては、平成２５年

度と２６年度、先述の再編計画に従って、当面

の対象地域である手代岡地域の住民が一丸とな

って、形成しているまちづくり協議会と、指名

を受けたコンサル会社並びに担当課の三者の間

で、８回だったか９回だったか、とにかく真剣

な討議と、意見交換の会合が開催され、基本設

計が提出される段階まで、いわば計画どおりに

事業が進捗をしてきました。 

 しかし、２７年度、実施設計の段階になって、

事業がストップし、１年間の遅延を招くことと

なった。対象地域の住民の方々は、あれほど熱

心に取り組んできていたにもかかわらず、それ

こそピタッととまってしまった。そのことに大

きな戸惑いを感じ続けていることは、確かであ

ります。 

 ２７年度予定していた実施設計業務が、計画

どおり進まなかった理由と、もしも基本設計と
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実施設計との間に、何らかの作業上の問題点が

あるとすれば、２８年度にはどのようにその問

題点を解消していくつもりなのか、その点につ

いてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 改良住宅手代岡団地実施設計業務の予算繰越

についてのお答えをさせていただきたいと思っ

ておりますが。 

 改良住宅の建てかえにつきましては、平成２

５年度に、宿毛市改良住宅建てかえ事業全体協

議会を開催いたしまして、手代岡団地を先行し

て行うことを決定し、平成２５年度から２６年

度にかけ、まちづくり協議会などとワークショ

ップを重ね、宿毛市営改良住宅基本設計を作成

いたしているところでございます。 

 計画では、この基本設計をもとに、平成２７

年度予算で実施設計を行う予定でありましたが、

実施設計に入る前に、個々の聞き取りをする中

で、間取りや家賃などの点で、引き続き協議を

していかなければならないところがあるために、

今後、地域の方々と話し合いを進め、皆さんが

納得できるものに近づけていきたい、そういう

ふうに考えておりますので、御理解のほどを願

いたいというふうに思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 改良住宅の建てかえに

は、そこに既に済んでいる人々の生活と、コミ

ュニティーをどう確保していくかという問題が

つきまといます。 

 高齢の単身者もいれば、今、子育て真っ最中

の人たちもいる。その意味では、一定面積、一

律の住居を並べれば済むということにはならな

い。 

 この点について、国土交通省の指針に留意し

ながら、きめ細かい議論を重ねることを通じて、

基本設計を練り上げてくださったコンサル会社

の方々には、深く感謝する次第でもあります。 

 ２８年度には、今度は、事業の実施者である

市の担当課が主体となって、最終的な詰めの作

業を行って、予定の実施設計にかかってくださ

るとのことですが、大きく前進するようになる

ことを期待して、私も地域のまちづくり協議会

に、末席ながら参加させていただきたいと思っ

ています。 

 ところで、この市営住宅再編計画を推進して

いくためには、今後、平成３６年度からの新規

計画をも含めて、相当な経費がかかることにな

ります。 

 公営住宅に対する国庫支出金は、事業費の２

分の１、改良住宅に関しては、同じく３分の２

という負担割合が、計画上では想定されている

のですが、このままでは、公営住宅の２分の１、

改良住宅の３分の１という大きな負担が、自治

体にかかってくることになる。 

 市として、この計画推進のための財源を、ど

のように確保なさる計画なのか、その点につい

てお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 計画推進のための財源

について、お答えをいたします。 

 現在、再編計画を進めていく中で、国の交付

金事業を活用し、実施しております。 

 補助率につきましては、山戸議員御質問のと

おりでございまして、公営住宅に関しましては、

総事業費の２分の１、改良住宅につきましては、

３分の２の補助となっております。 

 それぞれ２分の１、３分の１が宿毛市の負担

となります。現時点では、そのほかに、有利な

補助金が、そういった制度がないために、より

有効な市営住宅のストックの活用や、民間アパ

ートの活用など、財政に負担をかけない方法を

検討するとともに、県や国に働きかけをしてい
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きたい、そのように考えているところでござい

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 香川県琴平町の豊明地

区の改良住宅の建てかえを、以前、視察したこ

とがありますが、その際の事業費負担は、国が

３分の２、県が５分の１ということで、町の負

担は１５分の２で済むということでした。 

 当時の町長さんは、その町経済への波及効果

を考えれば、事業をやらないという手はない、

そんなふうな話だったと記憶しているのですが、

同じ地方自治体といっても、違えば違うもんだ

なと、つくづく思ったことでした。 

 今、政府はしきりに、やる気のある自治体は

応援するが、アイデアのない自治体、意欲の感

じられない自治体については、まるで、あらゆ

る事業の国庫予算の配分上の責任は、自治体に

あるかのような、そういった発言が目につきま

す。 

 下から強力な働きかけがないところには、金

は出さない。金が欲しけりゃ、突き上げてこい

と。今回の実施設計予算の繰り越しということ

で、宿毛市の公営住宅再編計画は、及び腰の計

画でしかないと、そんなふうに、県や国には映

っているのではないだろうか、そんな心配もし

たくなるのが実情であります。 

 どうか、それが杞憂であってほしいものだと、

私自身は願うのですが、その点、市長はどのよ

うにお考えなのか、あえてお尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 再質問にお答えをいた

したいと思います。 

 宿毛市の公営住宅等再編計画につきましては、

住宅の耐震性の確保、居住水準の向上や、老朽

化への対応が必要であり、改良住宅の建てかえ

を初め、改修、改善などを行うことにより、よ

りよい住環境を整備していくための積極的な取

り組みだと理解をしていただけますように、先

ほどありましたように、国や県に働きかけをし

ていく中で、有利な財源を確保できるように、

努力していかなければならないというふうに思

っております。 

 お言葉にもありましたように、やる気のある

自治体には、しっかりと補助もしていくんだよ、

そういったのが、今の国のスタンスのようでご

ざいますので、そういった意味でも、市長とし

て、しっかりとやる気を見せて、頑張ってまい

りたい、そのように思っておりますので、応援

のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 改良住宅の建てかえを

行った自治体の実例は、高知県ではまだ少数で

す。 

 土佐町で建てかえたとは聞きましたけれども、

でも、全国では多くの例が、国土交通省による

文書によって、報告されています。 

 宿毛市としても、市営住宅再編計画の積極的

な推進のために、地域住民並びに、さまざまな

情報を提供してくれる関係団体や、コンサルの

方々と協力しながら、中平市長を中心に、関係

各課全力で取り組んでくださることを御期待し、

次の質問に移ります。 

 臨時職員の処遇改善について、お尋ねいたし

ます。 

 私は、去る２７年９月開催の議会に際して、

特に保育園の、保育士さんの例をひきながら、

臨時職員として、採用されている方々の処遇見

直しについての、一般質問を行いました。 

 その際に、前市長の沖本さんから、真剣に検

討してまいりたいとか、今後、調査研究してま

いりたいという答弁に加えて、より質の高い人

材を集め、保育サービスを充実していくために

も、雇用条件を見直していくことは、課題であ
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るという認識は、議員御指摘のとおり、同様で

ございます、という、極めて心強い御答弁をい

ただいたものと、安心の度を深めたところなの

ですが、現在、雇用されている１９名ですか、

２０名近い臨時の保育士並びに補助員の方々の

契約は、この３月３１日までで切れて、また新

たな契約による方々が、就業することになりま

す。 

 この来年度に向けて、新たに募集される方々

の処遇に関して、どのような見直しが行われ、

改善が図られたものなのか、まずその点につい

て、質問いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 ４月１日に雇用していないために、引き続き、

再度の雇用となっても、臨時職員の方々に、６

月の特別賃金を支給できていない現状がありま

したので、その部分について、保育現場と協議

を行い、改善をいたしているところでございま

す。 

 具体的な内容につきましては、現在、雇用さ

れている方々は、本来、次年度の雇用を想定し

ておりませんので、これまでは、３月３１日ま

での雇用としておりましたが、その結果として、

再度、同じ方を雇用する場合、そういった場合

もありますので、３月３０日までの雇用とする

選択肢をふやした、そういう形になっておりま

す。 

 これにより、結果として、再度、同じ方を雇

用する場合でも、４月１日からの雇用となれば、

６月の特別賃金を支給できるような、そういっ

た雇用条件となっておりますので、御理解をし

ていただきたい、そのように思っております。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 契約の日付を１日ずら

したことによって、これまで支給されてこなか

った６月の特別賃金が支給できるようになった。

まあ不思議なことですね。どんなトリックがあ

ったんだろう。 

 けど、それはそれで、厳しい条件で働いてお

られる臨時職員の方々にとっては、うれしいこ

とになりはしないかと思うのですが、実際には、

どれだけの金額が支給されることになるのか。

６月議会でもお尋ねしたことの繰り返しになる

のですが、１年３６４日、１日足りないこの契

約で働いた場合の、特別賃金の算定基準と、そ

れに照らした支給額が、今回の改善によってど

う変わるのか、その点お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 特別賃金につきましては、支給基準日、これ

が６月１日、１２月１日でありますが、この支

給基準日以前の在職期間によって、設定をして

おります。 

 ６カ月以上では１２日分、４カ月以上６カ月

では８日分、２カ月以上４カ月未満では４日分

を支給していますが、改善前では、３月３１日

まで雇用をし、４月１日は雇用をしておりませ

んでしたので、例えば４月２日に雇用開始した

としましても、６月の特別賃金は、支給をして

おりませんでした。そういった状況でありまし

た。 

 今回の改善により、結果として、再度、同じ

方を雇用する場合は、４月１日雇用となりまし

て、６月１日の基準日に２カ月の在職期間があ

りますので、４日分の特別賃金を支給する、そ

ういった方向になると思います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） ただいまの御答弁によ

ります、４日分と申しますと、保育士で７，４

００円掛ける４日分で２万９，６００円、補助

員で、６，８００円掛ける４日分で２万７，２

００円、そういうことですね。 
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 それはそれとして、つい最近、２月１３日の

高知新聞によりますと、「参院選前に急浮上」

という見出しのつけ方からすると、これは一種、

まゆつばの、単なる人気取りかと思われる面、

なきにしもあらずとはいえ、正社員と非正規労

働者の賃金をめぐり、安倍政権が打ち出した同

一労働、同一賃金が、具体化へ動き始めたとい

う内容の報道がなされています。 

 さらに、２月２４日には、「首相 同一賃金

法制化を明言 年内に指針。年功にも配慮」、

という見出しで、正社員と非正規社員の格差是

正を目指す同一労働同一賃金について、ちゅう

ちょなく法改正の準備を進めると強調した、と

の追加報道が掲載されていました。 

 その点を考慮すれば、正規職員の処遇のほう

を引き下げる策略ではないのかと、危惧する声

があるとはいえ、この非正規職員の処遇改善の

動きは、かなり本気かなと思わせる状況となっ

てきた感があります。 

 この問題は、去る９月議会で、私が取り上げ

た、当市における問題点、正規の職員として採

用されれば、それ以前に臨時職員として勤務し

ていた実績が、処遇に反映される形で、評価の

対象とされるのに、臨時職員を続ける限り、そ

れが何年、あるいは何回、何十回の契約の更新

になろうとも、一切評価されることなく、初め

て勤務する人と同じ日額の給与にしかならない、

ということや、勤務内容が全く正規の職員と同

一であるにもかかわらず、昇給はもちろんなし、

賞与に至っては、一種の搾取としか思えない規

定が適用されるなど、それこそ、雲泥の差のあ

る正規職員との格差の問題と共通するものとし

て、政権内部でも論議が深まっていることを、

うかがわせるものであるといえましょう。 

 沖本市長の９月議会での答弁では、臨時的任

用職員の経験年数による調整を、給与に反映す

る場合、保育士にとどまらず、全ての職種への

適用について、考慮する必要がある。 

 そのことと、法的にできないといったことで

はありませんが、現在の厳しい財政状況を考慮

した場合、直ちに導入することは困難でありま

すので、今後、慎重に考えてまいりたいとのこ

とでした。 

 この答弁は、極言すれば、財政上の問題を臨

時職員にしわ寄せするのは、当たり前とは言わ

ないまでも、まずは仕方がないとするものであ

り、官製のワーキングプアともいえるような状

態におかれている臨時職員の方々を、財政上の

問題に名をかりて放置する、何とも非情という

か、無情というか、日ごろの沖本さんとも思え

ない、冷たい答弁でしかなかったと、私は思う

のですが、中平市長も、やはり同じ姿勢を踏襲

なさるおつもりなのか、その点お尋ねいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁させていただきま

す。 

 るる、沖本市長はこうだというお話もありま

すが、私自身は、財政的な事情だけで臨時職員

の給与のことを考えていくつもりはございませ

ん。 

 前回と同様の答弁にはなりますが、臨時的任

用職員の経験の年数を、給与に反映するといっ

た調整は、現状では実施に至っておりませんが、

山戸議員の御指摘のとおり、同一労働同一賃金

の法制化に向けての動きもありますので、導入

につきましては、今後、国の動向を注視しなが

ら、慎重に検討してまいりたい、そのように考

えていますので、御理解のほど、よろしくお願

いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 沖本市長の御答弁では、

先ほど、引用しましたように、法的にできない

といったことではございません、とのことでし
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た。何も経験年数の反映に限ったことではなし

に、日給月給の不安定な状況を改善するとか、

保育現場は、今後も臨時職員抜きには考えられ

ない状況を考慮すれば、あれやこれや、やる気

があるなら、殊さら法制化を待つまでもないこ

とだろうとは思うのですが、近隣市町村との均

衡ということも配慮して、ということなのでし

ょうかね。 

 やはり、宿毛市だけが突出するわけにもいか

ないでしょう。その点、お尋ねいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 質問にお答えをいたし

たいと思います。 

 議員御指摘のように、近隣市町村の動向や、

そうした均衡というものは、大きな指標として

いるものであります。 

 ただ、臨時職員の賃金につきましては、雇用

条件を保障していく方法として、これまで、市

役所職員の給与改定に伴い、一定の見直しを行

ってまいりました。 

 これにより、今回の職員の給与改定に伴った

という形ではありますが、臨時賃金の日額が、

一般事務では６，８００円から６，９００円に。

そして、保育士では、７，４００円から７，６

００円となる予定であります。 

 現状では、経験年数の加算や、近隣市町村を

上回る給与体系とはなっておりませんが、本市

の状況や、社会状況の変化というものも認識す

る中で、臨時職員の方々の処遇の改善に向けて、

先ほども申しましたが、検討をしてまいりたい、

そのように思っているところでございます。 

 どうか、御理解のほどをよろしくお願いいた

します。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 今議会には、議案第３

７号として、宿毛市一般職員の給与に関する条

例等の一部を改正する条例が提出されています。 

 過日、当議場において、市長は、議案の提案

理由の説明の中で、平均０．４％程度を引き上

げた給料表の適用、及び期末手当を０．１％程

度ふやす等の、改正を行う旨の説明を行われた

ばかりです。 

 先ほど述べられました臨時職の日給が、一般

事務、つまり補助員では６，８００円から６，

９００円、保育士では、７，４００円から７，

６００円となるという答弁内容は、この２７年

人事院勧告に準じた操作を反映したものと考え

てよろしいでしょうか。よろしいですね。 

 今回、提出された議案第３７号別表第１の給

料月額と、宿毛市公式ホームページの現行の給

料月額とを比べると、一般職の増額分、いわゆ

る正規職員一般職の増額分は、一番低い１級１

号クラスで１．８％、一番上の６号８５級クラ

スで０．２７％程度ということになります。 

 それに対して、今回の臨時職員の給与の増額

は、一般事務、つまり補助員で１．４７％、保

育士では、２．７０％ということで、保育士に

ついては、幾分高いパーセンテージとなってい

る、その点は、市長として御配慮くださったも

のなのかなと、そう思わないでもないのですが、

問題は、ただいま市長が大きな指標であるとし

て、御答弁くださった近隣市町村との均衡です。 

 やはり、近隣市町村の動向や均衡が、大きな

指標となる。それは、当然といえば当然のこと

だろうと思います。 

 ほかの自治体と比較して、当市のみ、給与体

系を大きく上回るわけにはいかない。しかしな

がら、それと同時に、大きく下回るようなこと

も、またこれはこれで均衡を欠くこととなる。

それは当然のことでしょう。 

 そうするならば、近隣市町村の、特に四万十

市、土佐清水市との関係で比べた場合、賞与に

ついて、四万十市が勤務日数に応じ、最高１カ

月間、土佐清水市が６カ月勤務の場合、１カ月
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間という御答弁を、９月議会の際にいただいて

いるわけなのですが、当市の場合、見直しを行

ったとしても、最高で４日分と、１２日分、合

計１６日分というこの数値。 

 両市の規定に比較して、著しく低い。要する

に、先ほど御答弁いただいた近隣市町村との均

衡を欠いた低額にしかならないわけです。 

 これは、先ほどの御答弁とは合致しない、矛

盾した状態になっていると思わないではいられ

ません。この点、市長はどのようにお考えなの

か、積極的に是正して、御答弁どおりに近隣市

町村との均衡は図るべきだと思うのですが、御

見解をお聞かせください。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 答弁をいたします。 

 くり返しにはなりますが、近隣市町村の動向

や、均衡というものは、大きな指標としている

ものであります。当然、これを指標として、考

えていきたい、そのように思っております。 

 議案御指摘のとおり、四万十市や土佐清水市

と比べた場合、特別賃金が低い状況になってお

ります。県内には、特別賃金を、日額に加算し

て支給している自治体もあるなど、市町村間で、

少しずつ相違点もありますので、今後、処遇改

善が図られるよう、検討をしてまいりたい、そ

のように考えておりますので、どうか御理解の

ほど、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ８番山戸 寛君。 

○８番（山戸 寛君） 県内の自治体、高いと

ころ、低いところ、それはいろいろあるかもし

れません。しかし、少なくとも、近隣といえる

幡多郡で、市と名のつく自治体は、四万十市と

土佐清水市だけですよ。大月町や三原村は、宿

毛に比べると、まだ低い。だから、宿毛はこれ

でいいのだと、そういうことになるんでしょう

かね。 

 ここが宿毛町だとか、宿毛村だというのなら、

それは均衡という面で、参考にしなくてはなら

ないことかもしれませんが、いやしくも市と名

がつく以上は、近隣の市である四万十市と土佐

清水市との均衡を図っていくのが、当然なので

はありませんか。 

 答弁は求めません。今後の処遇改善に期待し

て、私の一般質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） お諮りいたします。 

 本日の会議はこの程度にとどめ、延会したい

と思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本日はこれにて延会することに決し

ました。 

 本日は、これにて延会いたします。 

午後 ３時３７分 延会 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時００分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「一般質問」を行います。 

 順次発言を許します。 

 １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） おはようございます。

１２番、一般質問を行わせていただきます。 

 今議会、中平市長の初めての定例会というこ

とで、月曜日、火曜日と２日間、市長の答弁を

聞かせていただきました。非常に落ちついて、

丁寧に答えているということで、やはり名は人

をつくるといいますか、市長になられてから、

議員でいたときの１２年間とは、また違った、

落ちつきのある答弁であるというふうに思いま

す。また、きょうもしっかりと、すばらしい答

弁をお願いしたいと思います。 

 それでは、まず、１問目、通告に従って質問

をさせていただきます。 

 まず、宿毛マラソンへの取り組みについてと

いうことで、通告をさせていただきました。 

 これは、ことしも４月１６日に開催をされる

というふうに聞いておりますが、大会のコース

となっている県道宿毛津島線、これが現在、二

ノ宮と松田町の間で、土砂崩れの復旧工事のた

めに、片側通行であったところが、完全通行ど

めの形で工事をされております。これは２月の

初旬に、大量の雨が降ったときに、通行どめに

する必要があるということで、とめたというふ

うに聞いておりますが、これが４月１６日の大

会までに間に合うのか。もし間に合わなければ、

コースの変更等があるのかについて、まずお聞

きをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） おはようございます。

寺田議員の一般質問にお答えをいたします。 

 宿毛マラソンのコースの一部であります県道

宿毛津島線の松田町平井間が、現在、全面通行

どめとなっていることについての、宿毛マラソ

ンへの影響についてでございますが、高知県幡

多土木事務所宿毛事務所にお聞きをしたところ、

大会までには、片側交互通行が可能であるとの

連絡をいただいておりますので、前回の大会同

様の運営ができるものと、そのように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 昨年同様のやり方で、

大会を行うというふうにお聞きをいたしました。 

 それでは、今後のマラソンに対する考え方と

いうことで、同じコースを２周するというコー

スで、昨年からペアで走ってもいいし、１人で

走ってもいい、ハーフでもいいというような形

になっておりますが、市長は、この宿毛マラソ

ンに対して、来年度以降も継続をしていくとい

う形で考えておられるのか、市長のお考えを、

まずお聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 宿毛マラソンにつきましては、以前、開催し

ておりました花へんろマラソンが中止となりま

して、それにかわる大会として、多くの市民の

皆さんの御意見をいただく中で、実施を決定し

た大会であります。御存じのとおりでございま

す。 

 現在、第２回大会の開催に向けまして、取り

組みを進めているところでございますが、幸い、

最終的に、前回大会を上回るエントリーがあり

ます。より盛大に開催できるものと、そのよう

に考えているところでございます。 

 今後におきましても、ランナーの皆さんや、

市民の皆さんの御意見を参考にしながら、より

よきマラソン大会として、実施できるように模
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索をしながら取り組んでいきたい、そのように

考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 来年度以降も、継続

をするというふうな答弁をいただきました。 

 昨年の大会が終わってから、いろいろな方に

お話を聞くと、やはり同じコースを２周走ると

いうのは、余りおもしろくないんじゃないか、

ランナーとして、というような話もよく聞きま

したし、今、コースになっております松田川の

土手を走る、小筑紫方面に向けての土手を走る

コースというのは、狭くて、そこを往復すると

いうことで、交錯して非常に危ないんじゃない

かというような話も聞いております。 

 ということで、コースの見直しについて、市

長のお考えを聞きたいわけですが。 

 例えば、以前、使っていた花へんろのフルマ

ラソンのコースを使うやり方であるとか、例え

ば、小筑紫方面の３２１を走るコース、咸陽島

というか、大島を一周するようなコース、いろ

いろなコースが設定できると思うんですが、な

かなか以前の大会のときから、国道をまたいで

コースを設定するというのは、県警の許可が得

られないというような話も、よく聞くわけです

が、大きな大会になると、また考え方が違うか

もしれませんが、先月ありました龍馬マラソン

も、高知の電車通りを使ってコースを設定して

いますし、東京マラソンという大きな大会は、

浅草の浅草寺の前を走るようなコースも設定さ

れています。 

 大動脈というような道路を使ってのコースも

設定されているわけですが、市長として、コー

ス、また募集する規模について、どのようにお

考えなのか、お聞きしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 現在は、宿毛マラソン実行委員会におきまし

て、第１回大会の実績を踏まえ、大枠では第１

回大会を踏襲し、第２回大会を実施するように

進めているところであります。 

 しかしながら、第２回大会終了後に、現在の

コースとして使用しております宿毛大橋から松

田川大橋にかけての、今、狭くて、往復してい

るというところでございますが、こちらの松田

川右岸の河川堤防が、耐震化及びかさ上げ工事

のために使用できなくなる、そういう状況が予

測されております。 

 そのため、第３回大会につきましては、コー

スを見直さなければならない状況となっており、

これを契機といたしまして、第２回大会終了後

に、ランナーの皆さんや市民の皆さんの御意見

を参考にしながら、実行委員会の中で議論を踏

まえて、より魅力のある大会にするように、そ

ういうふうな形にして、第３回大会の実施方法

や運営方法について、協議をしてまいりたい、

そのように考えているところでございますので、

いろいろなお話を聞かれておられる寺田議員に

も、ぜひお力をかしていただきたい、そのよう

に考えているところでございます。 

 規模につきましては、なかなか都市型マラソ

ンのような大きなマラソンは難しいのではない

かと思っておりますが、宿毛の魅力を生かした、

本当に先日から言っているような形で、特性を

生かして、独自性を持って、宿毛じゃないとで

きないような、そんなマラソンにしていきたい、

そのように考えておりますので、ぜひ御協力の

ほどを、よろしくお願いをいたしたいと思いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） マラソンにつきまし

ては、実際、花へんろマラソンのときには、私

の家の下も走っていました。 

 そのときに、ランナーの人から聞いたのは、
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地域の人と触れ合いながら走るという、市民マ

ラソン的なマラソンというのが、来る楽しみだ

よねっていう話をよく聞きました。ぜひ、市民

と触れ合いながら、多くの市外からのお客さん

が来れるような大会にしていただきたいと思い

ますし、やはり県警を動かすのも、実行委員会、

ひいては市長の熱意が必要なんだというふうに

思いますので、ぜひいい大会にできるような努

力をしていただきたいというふうに思います。 

 続いて、２項目めの、小中学校の再編と、教

育のＩＣＴへの取り組みについてということで、

質問をさせていただきます。 

 まず、一昨日も、答弁の中にもあったとは思

うんですが、現在の小中学校の児童生徒数、保

育園、幼稚園の園児数、またこれからの出生率

等を考えての、子供の学校の規模の推移につい

て、どのように認識しているかについて、市長

にお聞きをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 小中学校、保育園未就学児の子供たちの人数

についての御質問でありますが、このことにつ

いては、教育委員会が平成２７年５月１日現在

の子供たちの人数を、住民基本台帳により算出

をいたしまして、小学校であれば、平成３３年

度まで、中学校であれば平成３９年度までの、

各学校の学年ごとの児童生徒推移を出しており

ますので、その数字については、教育委員会よ

り、資料としていただき、自分としても認識し

ているところでございます。 

 平成２７年５月１日現在で、小学校の児童は

計９９４人、中学校の生徒は、計４８４人とな

っておりますが、この資料によりますと、平成

３３年度には、小学校の児童は計８８９人、こ

れは約１０％減となっております。 

 そして、平成３９年度には、中学校の生徒は、

計３９２人、こちらのほうは約１９％減となる

予測となっております。 

 ただし、この推移については、あくまでも住

民基本台帳をもとに算出したものでありますの

で、校区外への進学であったり、私立、県立中

学校への進学は考慮されておりませんので、そ

の点については、御理解をしていただきたいと

いうふうに思っております。 

 また、今後の出生数については、国立社会保

障・人口問題研究所が予測した、人口推計に基

づく、数十年後までの数字については認識して

おりますが、地区別であったりとか、各年ごと

の数字が出されているわけではございませんの

で、これからの出生数を認識しているとまでは

いえないものであるというふうに認識をしてお

ります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 人数的には、しっか

りと把握をできているというふうにお聞きをい

たしました。 

 そういうことであれば、やはり宿毛市内の小

中学校の再編計画、現在、教育委員会が出して

おります、流れに任せて統廃合をしていくとい

うような形の再編計画ではなく、将来をしっか

りと見据えた学校の配置、例えば３３年以降で、

小学校は８００人台を割っていくということも

考えられる。そのときに、宿毛市内に一体どれ

くらいの小学校を配置していくのか、中学校を

どうするのかということは、しっかりと教育委

員会と話をしながら、将来を見据えた学校の配

置計画を立てるべきであるというふうに思いま

すが、この点についての市長のお考えをお聞き

をいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先日、野々下議員の質問の中でも述べさせて

いただきましたが、議員おっしゃるとおり、今
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後、教育委員会としっかりと議論を積み重ねる

中で考えていきたい、そのように思っておりま

す。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 力強い、しっかりと

議論をしてということをお聞きしましたので、

ぜひしっかりとした計画を立てていただきたい

というふうに思います。 

 ところで、この学校再編に至るまでの間、宿

毛市内には、現在でも小規模な学校が多数あり

ます。中には、本当に私の子供の行っている学

校は、１０人を切った中学校になっていますし、

沖の島でいえば、今現在、２人ですかね、小学

生がいるのは。２人か３人かぐらいですよね。

という、少人数の小学校もございます。 

 だんだんと子供の数も減ってきていることを

考えれば、ほかの学校も、現在よりは減ってい

くんじゃないかというふうな危機感を持ってい

ると思うのですが、現在、私が最初にこの質問

を考えたのは、テレビのコマーシャルで、ある

通信会社のコマーシャルでしたが、ＩＣＴへの

取り組みということで、ＩＣＴと教育という形

で、コマーシャルがありました。 

 皆さんも目にしたことがあると思うんですが、

離島で少人数の学校が、もう一つの学校とイン

ターネットを利用して、同時に授業を受けると

いうような設定のコマーシャルなんですが、こ

のＩＣＴ、インフォメーション・アンド・コミ

ュニケーション・テクノロジーという、情報通

信技術の略というふうに言われているんですが、

コンピューター技術の活用に着目する場合を、

ＩＣＴとして、ＩＴという、インフォメーショ

ン・テクノロジーと区別をするという形を、今、

とっているようなことが多いようですが、これ

を文部科学省のほうも、公立学校において、パ

ソコンやデジタルテレビを導入して、子供たち

の情報活用能力の育成を図るために、ＩＣＴ環

境の整備事業を展開しているというふうに言わ

れております。 

 この小規模の学校が、なかなか高知県の場合、

多くあるということも聞いていますが、なかな

か先生の確保にも苦慮しているという話も聞き

ます。 

 大きな学校と同時に授業をすることができれ

ば、子供たちの学力、また教育の質が向上する

ことができるんじゃないかというふうに思いま

す。 

 ある新聞記者と話すことがあって、話を聞い

てますと、今は大学であっても、公開講座のよ

うな形で、インターネットで授業を配信してい

ると、そういうことを、遠隔地であっても、自

由に主張することもできるということで、学力

を向上さす手だてというのは、幾らでも今はあ

りますよというような話も聞きました。 

 宿毛市としても、やはり今の過渡期において、

小規模校の子供たちにも、質の高い教育を受け

させることが必要であるというふうに思います

が、この点についての、市長のお考えをお聞き

したいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 このＩＣＴへの取り組みということでござい

ます。 

 せんだって、防災の教育の一環として、衆議

院議員の小泉進次郎議員が、東北のある学校に

行って、そして松本洋平衆議院議員が、高知市

内のある学校に行って、これをＩＣＴですか、

こういった形でつないで、防災の勉強をしたと

いうことで、お話も、議員みずからお聞きをい

たしているところであります。 

 いろんな取り組みに使えるものだなというふ

うに、私自身も思っているところでございまし

て、宿毛市といたしましても、小規模校のお話
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がありましたが、小規模校だけには限らず、教

育のＩＣＴ化について、必要であるというふう

に考えておりますので、今後、ＩＣＴ化の内容

について、教育委員会とも十分に協議、議論を

して、取り組んでいきたい、そのように思って

います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 宿毛市としても、何

年前になりますか、電子黒板を各学校に設置を

いたしました。 

 そして、インターネットのブロードバンドと

いうことで、全ての学校に光回線が入る状況を

設置をしていますので、ぜひこういうことに取

り組んでいただきたいというふうに思います。 

 よろしくお願いをいたします。 

 続いて、校区の問題と市営住宅ということで、

通告をさせていただきました。 

 まず、校区の問題についてですが、これは、

以前にも教育委員会にお聞きをしたことがある

んですが、校区は、宿毛市の場合は、しっかり

と決められています。ただ、校区外に通学する

子供たちも、かなりおります。これは、私の子

供の行っている学校だけではなくて、ほかの校

区の子供たちも、校区外の学校に行っているの

は知っておりますが、その校区外に通学する子

供たちは、当然のごとく、遠距離通学になって

いるわけですよね。 

 特に、中学生の場合においては、自転車での

通学というのが多くなっているというふうに思

うんですが、この状況について、教育委員会は

どのように把握をしているのかについて、まず

お聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） おはようございます。 

 寺田議員の御質問にお答えをいたします。 

 議員御承知のように、宿毛市の場合には、１

１項目の要件で、校区外の申請を受け付けてお

ります。 

 そんな中で、自転車での遠距離通学について

でございますが、部活動だけではなく、さまざ

まな理由によって、先ほど申し上げた１１項目

の指定校変更の申請を受け付ける中で、遠距離

通学にある児童生徒については、放課後の帰宅

の時間が遅くなることについても、保護者の

方々にも十分に理解していただいた上で、遠距

離通学になっていると承知しております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 家族も生徒も、当然、

承知の上で、校区外に通学をしているというこ

とは、それは当然のことであると思うんですが、

特に、地域によっては、校区と校区のはざまと

いいますか、で、しっかりと安全対策がとられ

てないところが、例えば外灯であったり、歩道

であったりというところが、しっかりと整備さ

れてないところもあるのではないか。 

 また、そういうことによって、女子生徒だけ

に限ったわけではないのですが、いろいろな事

件、事故に巻き込まれる可能性というのも、多

分にあるんじゃないかというふうに思いますが、

この安全に対する責任といいますか、というの

は、どこにあるのかということについて、教育

委員会のお考えを聞きたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 通学路の安全につい

ての御質問にお答えをいたします。 

 通学路にかかわらず、道路そのものに危険箇

所がある場合は、道路管理者に責任があると考

えております。 

 また、不審者などが出没する防犯上の危険箇

所、そういうところがある場合につきましては、

警察や関係機関、青少年育成センターも含めま

して、協議をしながら、道路管理者や教育委員
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会が安全対策に努めていくことになると考えて

おります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） しっかりと子供たち、

事件、事故に遭うと、一生、心に傷が残ったり

すると思いますので、この辺については、しっ

かりと対策をして、対応していただきたいとい

うふうに思います。 

 次に、校区外に通学する子供たちというのは、

１１項目と、今、言われましたが、その多くが、

やはりクラブ活動というのが理由になっている

んじゃないかというふうに思っているんですが、

例えば、野球とかサッカーという団体競技、こ

れについては、現在、宿毛中学校であるとか、

片島中学校においても、非常に部員数が少なく

て、厳しい状態になっているというふうにも聞

いておるんですが、この団体競技等についても、

クラブ活動についての現状を、教育委員会とし

てどのように把握しているのか、お聞かせを願

いたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 中学校の場合ですけれども、部活動はどのよ

うな運営をされているかという御質問でござい

ます。 

 中学校の場合に、野球やサッカー部に限った

ことではありませんけれども、生徒数の、先ほ

どの資料にもございましたけれども、減少によ

りまして、どの部活動でも人数確保に苦慮して

いると聞いております。 

 特に、団体競技におきましては、入部生が少

なく、チーム編成が困難になるなど、弊害も出

てきておりますが、学校によって、部活動の存

続については、工夫をしておりますし、チーム

によっては、団体競技は、競技規定によりまし

て、合同チームをつくって、活動することも行

われております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 合同チームという話

が、今、ありました。 

 団体競技であれば、合同チームで出るという

ことが可能なんですが、例えば、個人種目があ

る競技については、現在、団体競技は、団体種

目があっても合同チームというのが認められて

ないというのが現状です。 

 これは、中体連のほうの考え方だというふう

にも思うんですが、そのことによって、個人と

団体と両方の種目がある場合に、団体競技に出

られない。ただ、その団体競技に出場すること

によって、いろいろな個人種目にはないよさと

いうか、もあるんじゃないか。 

 うちの子供はソフトテニスをやっているんで

すが、ソフトテニスは、まさに個人種目があり

ますので、団体種目については、大会によって

はペアでも出れる大会もありますし、３ペアな

いと出れない大会もあります。 

 そういうことで、ほかの学校と合同チームで

出させていただければ、団体競技のよさ、お互

いに助け合いながら、そのチームとして戦うと

いう、そういう、本来、中学校の体育クラブの

考えているよさというか、団体競技のよさとい

うのも、学ぶことができるんじゃないかという

ふうには思うんですが、これがなかなか難しい。 

 このことについて、教育長も体育指導をずっ

とされてきたというふうに、教員時代、思って

いるんですが、どのようにお考えなのか、お聞

かせを、まずお願いしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 県総体などですけれども、県総体などで適用

されている全国中学校体育大会複数校合同チー

ム規定というのがございます。 
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 それによりますと、今、議員が御指摘いただ

いたような規定がありますので、団体競技には

参加できるけれども、個人競技には参加できな

いというようなケースもございます。 

 このことについては、現場の先生方も、中体

連を通して、上部団体にお願いをするとか、何

とか小規模校が参加できるような方法はないか

とかいうようなことを、現在でも模索しており

ますし、この規定ができてからも、それぞれ、

議員おっしゃるように、特に高知県では小規模

校がございますので、その学校の先生方が、い

ろいろな苦慮をしながら、上部団体、あるいは

県教委、あるいは中体連のほうに申請をしてい

るところでございます。 

 ソフトテニスに限らず、例えば、女子の競技

のある団体チームには、女子は、男子にまじっ

て参加することができない規定もございます。 

 例えば、ソフトボールでは、女子の部があり

ますので、ソフトボールしかない中学校の子供

は、ソフトボールをやりたい場合でも、その子

供は県総体のソフトの大会には、チームの一員

としては参加できないというようなことにもな

っておりますので、いろいろな弊害が、それぞ

れの競技でございます。 

 また、現場の先生方と協議をしながら、機会

があれば、できるだけたくさんの子供たちが競

技に参加できるように訴えてまいりたいと、そ

のように考えておりますので、どうぞ御理解く

ださい。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） いろいろな問題点が

あるというふうには思います。また、保護者と

しても、ぜひ子供たちがいろいろな場面で、そ

の活動ができる、協力は惜しまないと思います

ので、保護者にできることがあれば、学校現場

のほうからも声をかけていただければというふ

うに思います。 

 ところで、なかなか単一の学校ではできない

という競技も、いろいろとあると思うんですが、

クラブチーム的な形で、市内の学校の小規模校、

また個人というか、団体を組むほどの部員数が

いない学校同士が、合同で練習をする、環境整

備をするなりして、校区に捉われない形での活

動ができるんじゃないかというふうにも考える

わけですが、名前はどういう形にしたらええか

わかりませんが、クラブチーム的な形で活動を

する。そうすると、指導者が一人いれば、その

専門的な指導者がいない学校の子供たちも、専

門的な指導が受けられるということができるん

じゃないかというふうに思いますが、この部分

についての、教育長のお考えをお聞きをしたい

と思います。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 部活動のことで、クラブチームでの活動はど

うかという内容だと把握しておりますが、現に

高知県内にも、野球チームであるとか、バレー

ボールチームであるとかという、競技によって

は、クラブチームで大会に参加しているところ

はございます。 

 ただ、クラブチームとなりますと、私的な団

体となりますので、教育委員会での整備並びに

運営については、困難であるというふうに考え

ております。 

 仮に整備できたといたしましても、実施場所

であるとか、生徒の移動手段など、解決しなけ

ればならない課題がたくさんあるものと思われ

ます。 

 また、クラブチームでは、中体連が主催する、

いわゆる県教委が主催する県総体などの大会に

も、出場できなくなりますので、クラブチーム

というのは、現実的ではないのかなというふう

にも考えております。 
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 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） いろいろなクラブチ

ームについても、問題があるというふうにお聞

きをいたしました。 

 主役は子供たちなんですよね。子供たちが、

やはり中学で伸び伸びと、スポーツクラブにし

ても、文科系のクラブにしても、伸び伸びとク

ラブ活動ができる環境整備に向けて、教育委員

会としても、頑張っていただきたいというふう

に思います。 

 次の質問に移りますが、このクラブというか、

運動クラブに行くということを中心に、市営住

宅の子供たちが、校区外に多く行っている現状

が、今ありますので、あえてこの部分でお聞き

をさせていただくようにしたんですが。 

 橋上の市営住宅についてですが、橋上の市営

住宅は、もう十数年になるんですが、２００２

年ぐらいの、高知国体のときに、多分、つくり

始めたというふうに記憶をしているんですが、

当時、橋上の地区長会が中心となって、少子化

による、児童生徒数の減少が心配される。今の

ままでいくと、子供たちが橋上地域からいなく

なるよということを心配して、運動をしてきま

した。その中には、私も入っていたわけですが。 

 それが現在、なかなか思いどおりにいかず、

校区外に行っている子供もたくさんいますし、

なかなか地域の中で、もう話が違うんじゃない

かというお話も出たりもしています。 

 そこで、私は、これがやはり入居条件の中に、

当時は、子育て世代をということを、地区長会

としてというか、地域としては強く要望して、

最初の入居抽せんのときには、募集の５倍の申

し込みが、最終的にあって、抽せんをしたとい

うふうに記憶していますが、この入居条件とし

て、子育て世代ということを明文化することが

できないのかな。 

 一度聞いたことがあるんですが、当時、都市

建の担当の方は、一般公営住宅として設置して

いるので、なかなか明文化することはできませ

んというふうにも聞きました。 

 ただ、西町の旧雇用促進住宅が、今、地域振

興住宅として募集していますし、地域の活性化

ということ、また若者定住ということを考えれ

ば、ある程度の子育て世代といううたい込みの

明文化はできるんじゃないかというふうに考え

ますが、この点について、市長のお考えをお聞

きしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 橋上地区では、地区外への若者の流出、そし

て少子高齢化が進む中で、橋上中学校の跡地へ

の、公営住宅の誘致が行われ、市においても、

橋上中学校跡地の有効利用を模索する中で、保

育園、小学校と隣接する立地条件を生かした公

営住宅を建設することといたしました。 

 寺田議員御承知のとおりだと思います。 

 入居につきましては、建設に至った経緯を踏

まえ、当初より子育て世代を優先する選考を行

ってまいりましたが、選考基準について、明文

化したものはありませんでしたので、私といた

しましては、今後、早い時期に明文化した選考

基準を整理していきたい、そのように考えてい

るところでございますので、御理解願いたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ぜひ、そういう形で、

一人でも子供たちが、多くの子供が地元の保育

園、学校に通えるような環境整備ということを

お願いしたいと思いますが、もう１点、この橋

上の市営住宅、昨年の春に、ある１軒の家庭が

転居したわけですが、その理由が、所得が上が

り過ぎて、家賃が高くなり過ぎてということで、

転出をされました。 
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 小学校６年生の子供の家庭だったんですが、

非常に子供にとっても、卒業まであと１年を残

してということで、地域としても残念だったし、

家族の方も、できれば小学校卒業まではという

強い希望もあったんですが、なかなか、私が考

えるに、とても市営住宅とは考えにくい家賃だ

ったというふうに記憶をしています。 

 そこでお聞きをいたしますが、公営住宅の家

賃というのは、最高限度額というのはあるのか、

というのを、まずお聞きしたいと思います。 

 これについて、答弁をお願いしたいと思いま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 議員の今のお話、私も承知をいたしていると

ころでございます。 

 公営住宅の家賃は、公営住宅法施行令第３条

に基づきまして、築年数であるとか、広さ、設

備、そして近隣にある同程度の土地の価格など

から算出されております。 

 住宅ごとの条件は違い、算出される額は違っ

てきますが、家賃の最高限度額というものは設

定されてないという状況であります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 最高限度額が設定さ

れてないというのは、普通に考えて、本当に東

京の都心のアパート並みの家賃のような、記憶

をしているんですよね。 

 やはり、先ほど市長も言いました、若者定住

ということを主眼に置けば、ある程度、上限と

いうのを設けてもいいんじゃないか。 

 例えば、先ほど言いました、西町の地域振興

住宅であれば、３万幾らぐらいが上限ですよね。

というか、定額ですよね、あこはね。 

 定額だったと思うんですが、そのような形で、

例えば一番の高額の金額を、子育て世代であれ

ば幾らぐらいまでということで設定することも、

市がやろうとすれば可能じゃないかなというふ

うに思いますが、このことについて、答弁をで

きればお願いしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えさせていただき

ます。 

 限度額を設定できるかどうか、これから研究

してまいりたいとは思いますが、現在ではでき

てないという状況でございますし、また、法の

もとで算出すると、どうしてもそういう高額に

なってしまうということで、市内においては、

橋上の住宅だけ、そういうふうな形になってし

まうというふうなことは、報告は受けておりま

すが、非常に、議員おっしゃるとおり、私から

見ても、高額過ぎるというふうに感じています。 

 そこらあたりも、これから、研究できるもの

であれば研究していきたい、そのように思って

おりますので、御理解願いたいと思います。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ぜひ研究をしていた

だきたいと思います。 

 次に、集落活動センターとあったかふれあい

センターということで、通告をさせていただき

ました。 

 現在、宿毛市において、公共交通の新しいや

り方を模索する形で、橋上地域と小筑紫地域に

おいて、公共交通の実証運行をやろうとして、

地域に話に入っていることも承知をしておりま

す。 

 その中で、私、すごく気になったのは、高齢

化率なんですよね。今、宿毛市の全体での高齢

化率、６５歳以上の高齢者の割合が、３月１日

時点で３４．０９％、人口２万１，５６４人に

対して、７，３５１人が６５歳以上という状態

だと。 
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 これが、介護保険の事業の推計でいくと、平

成３７年には３９．７％になるんじゃないか。

１０人おれば、４人は６５歳になるというよう

な推計も出ています。 

 宿毛市内でそれで、橋上地域という地域限定

でいくと、現在でも４５．１７％ということで、

既に４０％を大きく上回って、６５歳の人がい

ると。これ、ますますふえていく。先ほど、心

配の中でいったのは、子育て世代がだんだんい

なくなっていくということがあって、そういう

状態になっている。 

 橋上の中でも、一番中心地である橋上地域で

も、今、そういう状態なので、端々の出井であ

るとか楠山、還住薮というところに行くと、ほ

ぼ全員が６５歳じゃないかというような地域も

あります。 

 そういうことを考えると、やはり一度という

か、２年前から計画をしながら、市のほうでも

地域おこし協力隊を臨時雇用しながら準備をし

てきて、現在、中断したような形になっている

というふうに、私としては把握しているんです

が、集落活動センターへの取り組み、これは宿

毛市として、原因はどこにあったのかというふ

うに把握しているのかについて、お聞きをした

いと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 高齢化率のお話がありました。高齢者がふえ

て、若者がいなくなって、そして高齢化率がど

んどん上がっていく。このことに対しては、大

変、危機感を持っているところでございます。 

 若者がいなくなれば、当然、高齢化率は上が

っていきます。若者を逆によそから引っ張って

きて、定住していただければ、当然、高齢化率

は下がってまいります。 

 そういった取り組みを、これから進めてまい

りたい、そういった思いで、おとついから、こ

の場に立たさせていただいております。 

 ぜひ、御協力のほど、よろしくお願いをいた

したいと思います。 

 集落活動センター事業につきましては、議員

御承知のように、行政主導で実施する事業では

なく、地域住民が中心となって行う事業であり

ます。 

 地域住民が主体なり、地域外の人材も受け入

れながら、旧小学校や集会所などを拠点に、生

活、福祉、産業、防災など、さまざまな活動に

取り組むことで、中山間地域で進行化する地域

の担い手不足の解消と、そしてコミュニティー

の連携強化に向けて取り組むという事業であり

ますが、宿毛市において、この事業に真っ先に

取り組みたいという要望が出されたのが橋上地

域でありました。 

 橋上の地域は、沖の島地域に次いで、高齢化

率が、先ほどお話ありましたが、高いことから、

市としても、宿毛市で初めて開所する集落活動

センターは、橋上地域がふさわしい、そのよう

に考えまして、他地域のモデル事業となるよう、

平成２５年度より、地域の皆様と協議を重ねる

中で、研修会などへ一緒に参加するなどの取り

組みを行ってきたところでございます。 

 平成２６年度からは、人的支援として、地域

おこし協力隊の配置や、県の地域支援員の協力

を得て、講演会を実施したり、先進地の視察な

ども行い、区長会などでの協議を重ねてきたと

ころでございます。 

 本事業は、地域が主体的に行い、地域の活性

化につながるものであれば、どのような取り組

みでも実施可能ですが、地域の合意と将来的な

自立。この自立性の二つの要件を満たすことが、

必要不可欠であります。 

 橋上地域での取り組みが円滑に進まない原因

といたしましては、エリアが広く、地域の合意
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が得られにくかったということが大きな要因で

あると考えております。 

 橋上町の全域で実施したいという地域の声か

ら、取り組みを進めてきましたが、どうしても

松田川の上流と下流では、地域の実情や危機感

の度合いが異なるために、予想以上に地域の合

意形成は困難なものとなりました。 

 昨年８月に行った地域代表者を集めた会にお

きまして、継続的な運営を行うための収益事業

や、具体的な協議を進めるための、協議会の立

ち上げに関する事項について、協議をいたしま

したが、時期尚早との声が多数を占め、現在に

至っているところでございます。 

 一方、時間はかかっても、前向きに取り組ん

でいきたいという声もありますので、市といた

しましても、引き続き、地域の皆様や、そして

県とも連携を図る中で、できるサポートはしっ

かりと行ってまいりたい、そのように考えてお

ります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 将来的に向けて、し

っかりとサポートをしていきたいというふうな、

市長の強い決意をお聞きをしましたので、その

部分については、ぜひこれからサポートしてい

ただきたいというふうに思うわけですが、私な

りに考えるに、宿毛市の考える集落活動センタ

ー、特に地域おこし協力隊の方と地域との意思

疎通が、うまくいってなかったのかなというふ

うなことを、すごく感じるわけですが、地域が

最も望んでいたのは、公共交通をどうするかと

いうのが、これが第一だったというふうに思う

んですよ。 

 あと、地域コミュニティーというか、地域の

人たちが、その地域で暮らしていくために、ど

ういうことが必要なのか、地域交通だけじゃな

くて、例えば買い物のことであったり、食事の

ことであったりという、そういう暮らしていく

ためのコミュニティーを、どう構築していくの

かということが、２番目に頭にあったんだろう

というふうに思うんです。 

 その部分でいえば、宿毛市と県とが進めてい

こうと、最終的にお話をいただいたゲストハウ

スの設置であるとかというものについては、地

域の人たちが、なかなかのっていけなかったん

じゃないかというふうに感じるわけですが、そ

ういうことから考えると、やはり、今、地域の

人たちが生活する上で、体の、健康の心配とい

うことを考えると、あったかふれあいセンター、

沖の島と宿毛の社会福祉センターでやっている

んですかね、今。あったかふれあいセンターを

中心とした考え方、それを、例えば集落活動セ

ンターが運営するというようなことをすれば、

ある程度、集落活動センターが収益事業を行う

ということもできますし、人件費というのが、

ふれあいセンター運営の事業の中で出てくるん

じゃないかというふうに、私は考えるわけです

が、そうすることによって、集落活動センター

が継続可能な運営ができるんじゃないかという

ふうに思うわけですが、この点について、市長

のお考えをお聞きをしたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 あったかふれあいセンターを集落活動センタ

ーで運営できないかとの御質問でございますが、

高知県あったかふれあいセンター事業費補助金

を活用した事業で、補助要綱の中では、委託先

の要件といたしまして、社会福祉法人や、特定

非営利活動法人などの法人格を有する団体とさ

れていますので、集落活動センターを運営する

母体が法人格を有していれば、可能だというふ

うに考えております。 

 現在は、社会福祉法人である宿毛市社会福祉

協議会へ委託し、弘瀬地区及び高砂地区の２カ
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所に拠点を設置し、事業を実施しております。 

 拠点に配置するスタッフなどについては、コ

ーディネーターを１名、スタッフを２名、配置

することが基本形とされています。 

 コーディネーターは、市や包括支援センター、

介護事業所などの関係機関のネットワークの構

築や、地域での支え合いの仕組みづくりをして

いただくことを想定していますので、介護福祉

士や社会福祉士、保健師といった有資格者、そ

ういった方が望ましいというふうに考えている

ところでございます。 

 拠点での事業内容は、年齢や障害の有無を問

わず、集いの場を提供することや、相談といっ

た、必須で、実施しなければならない一定の要

件はございますが、地域の実情に応じ、さまざ

まなことのできる事業となっているところでご

ざいます。 

 現在の事業概要を説明いたしますと、拠点を

２カ所設置し、年齢や障害の有無を問わず、集

いの場を提供することを基本事業とし、日常生

活の相談や、見守り、訪問などを行っています。 

 本事業では、送迎も行えることから、自宅か

ら拠点までの送迎も行っていますので、一人で

来られない方でも、利用が可能となっていると

ころでございます。 

 現状の課題といたしましては、高砂の拠点で

は、市内全域を対象範囲にしていることもあり、

送迎できる人数や、施設に収容できる人数に限

度があります。 

 そういった状況もあり、広範囲をカバーする

ことも困難となってきますので、出張形式や、

そういった形式での開催も行っているところで

ございまして、現在、大海地区、内外ノ浦地区

で実施をしております。 

 今後も、地区数をふやしていく計画となって

いるところでございます。 

 高知県としても、収益活動を行う集落活動セ

ンターと、あったかふれあいセンターが連携を

し、地域を支えていくことを推進していますの

で、委託先や人員配置など、一定の要件も含め、

さまざまな要素を検討していく必要があるとい

うふうに考えているところでございます。 

 現時点では、橋上町周辺に拠点を置くことは

想定していない、そういう状況でございます。 

 先ほど述べた出張形式での開催や、平田、山

奈町の地域も含めた形でのニーズを把握しなが

ら、必要性などを検討し、拠点にこだわらず、

さまざまな形での実施を、宿毛市社会福祉協議

会とも協議をしてまいりたい、そのように考え

ているところでございますので、ぜひ御理解を

していただきたい、そのように思っております。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 現在としては、あっ

たかふれあいセンターの設置について、市とし

ては考えていないというふうな答弁だったと思

うんですが、私は、あったかふれあいセンター

とか集落活動センターということにこだわって

言っているわけではないんですよね。 

 できればこういう形が、今の自分のある情報

の中では、いいんじゃないかというふうなこと

で、提案をさせていただいているんですが、地

域の、特にお年寄りの方たちが、安心して老後

を自分の生まれ育った地域で過ごすことができ

るということを目標に、できるだけ病院にもか

からず、最後を迎えることができればいいな。

これが、やはり国が進める、今の医療体制では

ないかというふうにも考えておりますので、ぜ

ひ宿毛市としての、よりよい方向性、方法を、

地域とともに、一緒に考えていただきたい。 

 この中には、やはり、地域の公共交通のこと

も入ってくると思うんですよ。 

 これ、今、実はあした、私の地域で話がある

ので、行って話を聞いてみないとわからないん

ですが、なかなか今までの流れを聞くと、遠い
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ところであれば、１回の運賃が結構高額になる

というふうな話も聞いています。そうなると、

なかなか、週に１回とはいえ、病院に行ったり、

買い物に行くのが、毎週はきつくなるんじゃな

いか。特に年金生活、国民年金で、独居であれ

ば、１カ月にすると５万程度しかない年金生活

者が、病院に行き、バス代を払い、買い物をし

っていうことで、生活するには非常に厳しい状

況にあるんだろうというふうに思っていますの

で、ぜひ、市として、地域で、みんなで支え合

いながら、地域の高齢者が生活をできるという

ことのために、いい方法を考えていただきたい

というふうに思います。 

 この点について、市長、何かあれば答弁お願

いしたい思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先ほど述べましたが、高知県としても集落活

動センターと、そしてあったかふれあいセンタ

ーが連携をし、地域を支えていくことを推進し

ていますので、現時点では、橋上地域に置くと

いうことは想定していませんが、しっかりと地

域の皆さんと一緒に考えて、進めていきたい、

そのように思っているところでございます。 

 また、もう１点の、公共交通機関の問題であ

りますが、議員御指摘のように、高齢化が進行

する中山間地域における大きな課題だというふ

うに思ってますので、いろいろとこれから取り

組みをしていきたいというふうに考えています

ので、その点についても、ぜひいろいろな意見

を聞かさせていただく中で、御協力をいただき

たい、そのように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） ぜひよろしくお願い

をいたします。 

 最後の質問になりますが、宿毛市斎場の今後

についてということで、質問をさせていただき

たいと思います。 

 この宿毛市斎場、設置してからかなりな年数

になると思うんですが、昨年度から、非常用電

源とか、予備燃料タンクの設置とかという工事

を行っております。 

 これは予算に出てきてますので、わかるわけ

ですが、いろいろな附帯設備については、手を

加えていますが、本体の炉の、耐用年数が、一

つの炉は１０年にはならんと思いますが、更新

をして、中型炉というか、大型炉を据えたとい

うことで記憶してますが、もう一つは、最初の

開設当初からの炉がそのまま稼働しているとい

う状態にあると思います。 

 これ、耐用年数というものがあると思うので

すが、これをもう過ぎているのではないかとい

うふうに思うんですが、そのことについての認

識をお聞かせ願いたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 宿毛市斎場は、平成４年度から稼働しており

ます。火葬炉を含めた施設全体としては、２３

年が経過している、そういう状況であります。 

 なお、先ほどお話からも、議員のお話にもあ

りましたが、火葬炉２基のうち１基。２号炉は、

平成１９年度に大型炉へ改修をいたしておりま

して、８年目が経過した状況でございます。 

 火葬炉の保守メーカーに確認をしたところ、

火葬炉本体の耐用年数は、平均で２５年程度と

なっているものの、これを超えたからといって、

直ちに使用不能となることは少ない。そういう

ことは、なかなか起こらないよというようなお

話でございました。 

 宿毛市斎場におきましても、毎年度、点検作

業を実施し、定期的、計画的に修繕工事を施し

ており、可能な限り、安定して、長期間運転で

きるように努めていきたい、そのように考えて
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いるところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 設置以来２３年、炉

の耐用年数が２５年、これは限定的なものじゃ

ないというふうな話ですが、当然、将来的に考

えると、炉の更新というのも考えていかなけれ

ばいけない、そういう時期にきているというふ

うに私は思うんですが、その上に、平成４年度

という、幡多地域の中でも、どっちかというと

早い時期に斎場、火葬場というものが設置され

たと。今の形の斎場というのが設置されたとい

うふうに記憶しているんですが。 

 早くつくったからということではないんだと

思うんですが、例えば霊安室がなかったり、待

合所が、二つに区切った形にはなっていますが、

ふすま１枚で区切られていたり、ロビーが一つ

だったりということで、あこに二つの家族が行

った場合に、取り合いではないですが、なかな

か落ちついて、収骨までの時間を過ごすことが

できないような現状が、皆さん、多分、何度か

は行ったことはあると思いますので、気がつい

ていると思うんですが、当然、斎場の改修時期

というのは、すぐ来ているんじゃないか。すぐ

そこに来ているんじゃないかというふうに思う

んですが、この斎場の改修について、市長のお

考えを聞きたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 開設当初から比べると、火葬件数も大幅に増

加していますし、棺も大型化している、そうい

ったこともあり、火葬炉設備の補修頻度が高ま

ってきているのが現状であります。 

 また、以前より霊安室の設置要望や、待合室

に和室が２室あるものの、共有部分が多くて、

分離してほしいという、そういった市民からの

意見も承知しているところでございます。 

 厳しい財政状況の中、厳しい財政状況の中と

いう言葉は使いたくないんですが、そういった

中で、大規模な改修には至っていないというの

が現状だというふうに認識をしております。 

 先ほども答弁しましたとおり、築２３年が経

過した施設でもありますので、今後も利用者の

方々にとって、よりよい施設運営ができるよう

に、計画的な改修及び施設の更新につきまして

も、検討をしていかなければならない、そうい

った時期であるというふうに認識をしていると

ころでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） 市長としても、遠く

ない将来に改修はしていかなければならないと

いう認識にいるというふうに、お聞きをいたし

ました。 

 ということで、現在、宿毛市は大月町、三原

村と、一部事務組合で、し尿処理と消防とを運

営をしております。 

 この斎場も大月と三原の方の利用も、かなり

あるというふうに思うのですが、両町長、村長

にお話をして、広域で運営をしていく、斎場の

整備をしていくということであれば、先ほど、

予算というか、いう話もちょっと、したくはな

いけど、そういう状態やということも、市長の

口から出ましたので、ぜひ話し合いの中で、よ

りよい方法が見つかるんじゃないかというふう

にも思うんですが、この斎場の広域化というの

について、市長のお考えをお聞きをしたいと思

います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 質問議員の言われますとおり、斎場運営の一

つのあり方として、近隣の大月町、三原村との

広域運営も、早い段階で視野に入れておきたい

とは思いますが、さまざまな運営形態を比較検

証し、市民や利用者にとって、よりよい斎場運



 

－ 141 － 

営の方法を、慎重に選択をしていきたい、その

ように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １２番寺田公一君。 

○１２番（寺田公一君） いろいろと市長のお

考えを聞かせていただきました。 

 市長就任以来２カ月余りになるわけですが、

私は、常に見ているわけではないんですが、市

長として、一生懸命頑張っているなというのが、

市民にも見えているんじゃないかというふうに

思います。 

 昨年の選挙戦のときに、私は、応援団の一人

として、ずっと市長を見させていただきました。

宿毛市を変えたい、僕に任せてくださいという、

声を張り上げた、あのときに賛同した７，００

０人余りの市民が、後押してくれた。その押し

てくれた市民、またそうじゃなかった市民も、

市長の行動をしっかりと見ているということを

心に置いて、これからの市政運営頑張っていた

だきたいと思います。 

 私の一般質問を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） この際、１０分間休憩

いたします。 

午前１１時１７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１１時２８分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） それじゃあ、一般質

問の前に、一言お祝い申し上げます。 

 この前の市長選、当選まことにおめでとうご

ざいました。これから先の宿毛市の発展のため

に、全力で頑張ってください。よろしくお願い

します。 

 それでは、一般質問を行います。 

 早稲田大学１４代総長奥島孝康杯争奪２０１

６年早春健全育成ジュニア駅伝大会について。 

 去る２月１１日、小野 梓記念公園で挙行さ

れたジュニア駅伝で、早春の宿毛中心街、１本

たすきをつないで走ることにより、心身の鍛錬

及びチームワークの大切さを学び、あわせて市

街地の活性化を図る目的で、１４代総長より、

冠並びにトロフィーを提供していただき、先生

のおかげで、３９チームの過去最高の申し込み

があり、盛大な大会になりました。 

 しかし、奥島先生の垂れ幕や横断幕は見当た

らず、聞いてみますと、予算不足でできなかっ

たとのことですが、奥島先生にすれば、小野 

梓記念公園並びに高知銀行の跡地等を、先生の

好意で早稲田大学が買い取り、先生より、宿毛

市に寄贈していただきました。 

 昨年も、この大会で、夫婦で参加してくれる

とのことでしたが、アーケードの撤去作業によ

り、梓公園でのジュニア駅伝の開催ができなく

なり、宿毛市総合運動公園での開催になりまし

た。 

 そのときも、２０１５年早春健全育成ジュニ

ア駅伝大会のみの横断幕しかなく、私も、せっ

かく先生より、トロフィーと、早稲田大学１４

代総長奥島孝康杯との名前をいただいたので、

垂れ幕ぐらいの予算計上ができないものか、お

伺いします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 議員御指摘のように、２月１１日に行われま

した早稲田大学第１４代総長奥島孝康杯争奪２

０１６年早春健全育成ジュニア駅伝大会におき

ましては、先ほど、議員が御指摘いただきまし

たように、３９チームがエントリーをしていた

だきまして、とてもにぎやかな大会となりまし

た。 

 奥島先生の冠をいただいた大会、今年度から

冠をいただいて開催をするようになったわけで
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ございますが、開催要項や募集内容など、各種

印刷物については、全て正式名称である早稲田

大学第１４代総長 奥島孝康杯争奪という文字

を使用させていただいております。 

 ただ、真丁もアーケードがなくなりまして、

これまで横断幕を設置いたしておりましたけれ

ども、アーケードの柱もなくなっております。

したがいまして、小野 梓公園近くに、有効な

場所に横断幕が設置できなくなっており、設置

することについては、検討いたしましたところ、

公園から離れた場所の電柱を利用して、これま

での横断幕を設置いたしました。 

 しかしながら、せっかく奥島先生の冠をつけ

ていただいた大会でありますので、そのことを

もっとＰＲすべきでありますので、今後、横断

幕がいいのか、それにかわるのぼり旗等を、小

野 梓公園に設置するほうがいいのか、より効

果的に設置する方法を検討して、対応してまい

りたいと思いますので、よろしく御理解をお願

いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） ３月２７日の夜の秋

沢ホテルでの会ですが、奥島先生に、ちょうど

ジュニア大会の写真を持っていって見せている

とき、ある酔っぱらいと言ったら失礼ですけれ

ども、酔っぱらいが私のところに来まして、奥

島先生の垂れ幕、そして横断幕の一つもないが、

失礼じゃないかいと。名前をもろうちょるがや

ろうと、私も言われまして、はい、言うて。 

 そのときに、奥島先生がどれぐらい努力して

くれちょるがでという言葉も一言言われまして、

本当に悪い気持ちでいっぱいになりました。 

 それで、宿毛市のほうも、去年も一応、垂れ

幕のほうに奥島杯がついてないから、名前をも

ろてたわけです。それでと言ったら、一応、去

年は真丁でやらないからつけないと。しかし、

そのとき、奥島先生は、去年の場合には、宿毛

市のほうに来てくれるという約束やったんです

よ。夫婦で。 

 それで、そこまでしてくれるのに、宿毛市の、

余りにも対応がずさんではないか。私はそのよ

うに思ったから、秋沢での会合の中で、ほんま

赤面の至りやったわけです。 

 じゃけん、来年はぜひとも、恥じないような

大会でするつもりでおりますので、できたらま

た来年、いらっしゃってくださいというような

話をしたわけです。 

 それについて、来年はそういうような垂れ幕

とか横断幕、のぼり旗なんか、仮にですけれど

も、立てれる予算はあるんですか。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 奥島先生からいただいたトロフィーは２本ご

ざいまして、男子の部、女子の部と、非常に立

派なものでございました。 

 議員御指摘のように、来年の大会については、

ぜひ、横断幕ができるように検討してまいりた

いと思います。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 ことしの大会、もう終わってしまったわけで、

これ以上言っても仕方がありませんけれども、

二度あることは三度あるというようなことでは、

やっぱりいけませんので、ぜひとも来年の大会

には、横断幕なり垂れ幕なりをつくって、にぎ

やかにやるように、ぜひともよろしくお願いい

たします。 

 この問題はこれでよろしいですが、できれば、

市長もそれを覚えておいてください。いいです

か。 

 それでは、２番目の質問について。 

 市長の選挙公約である公衆浴場について。 
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 宿毛市長選挙期間中に、公衆浴場を設置した

いと言っていたが、また、市民の中からも、つ

くってほしいと聞くが、市長の考えをお聞きし

たい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 濵田議員の質問にお答

えをいたします。 

 公衆浴場の整備についてでございますが、こ

の件につきましては、正式に選挙公約として掲

げたものではございませんが、市内に温泉があ

れば、市民の皆さんも喜んでもらえるのではな

いかということでございまして、市が公衆浴場

を整備して運営するということではなくて、温

泉を掘削して、市内の宿泊施設などに販売する

ような、そんな事業をやってみたいというお話

をさせていただいたところでございます。 

 市民の皆さんにも、市内に温泉があればいい

よねというお話は、あることは私も以前から知

っておりますし、よく耳にするお言葉でありま

す。 

 一方で、市が公衆浴場を整備し、経営するこ

とは、財政的な面などを考慮すると、なかなか

困難であるというふうに思いますので、市内で

温泉が掘削できないか、調査を行う中で、掘削

できるようであれば、市内の民間施設で御利用

いただくようなこと、そういった事業ができな

いか、検討をしていきたい、そのように考えて

いるところでございます。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 市民の中には、幡多３市の中で、宿毛市だけ

がない。また、愛南町も町営が３カ所あり、何

で宿毛市だけがないのですか。市長の公約だか

ら、濵田さん、市長に言ってくださいとのこと

でした。 

 宿毛市民においても、古いアパートに住んで

いる人たちは、いまだもらい湯に行くか、一本

松の温泉に、週に１回か２回行く程度だそうで

す。 

 何としても、市長、その屋台だけでもつくっ

ていただき、民間委託でもするというような方

法もできないか、何か考えていただきたい。 

 そのことについて。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 先ほども申しましたように、市が公衆浴場を

整備し、そして経営をしていく、こういうこと

は、財政的にもなかなか難しいのではないかな、

そのように考えているところでございます。 

 しかしながら、議員のお話にもありましたよ

うに、市民の皆さんからは、市内に浴場が欲し

い、そういった声があることは、先ほども言い

ました、承知しておりますので、温泉を、先ほ

ど言いましたように、掘削をして、それを配湯

するような、そういうふうなことができないか、

そういったことも含めまして、今後、検討して

いきたい、そのように思っておりますので、ど

うか御理解、よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 やはり昔の古いアパートの人なんか、いまだ

に風呂がなくて、３軒あった風呂屋が、全部や

めているわけですよね。それで、どうしても、

何とかしてくれないかと。 

 そういって、もらい湯に行くのも、週に１回

ぐらいは行けても、２回は行けないと。夏は、

濵田さん、拭いてるだけですよというおばあさ

んがおります。 

 そこも、大家さんには風呂があるから、大家

さんのほうは、かまらったらいいに来なさいや

という言葉をかけているそうですけれども、そ

う毎日は行けるものではないと。 

 そして、育成園に行って、アパートでおる子

なんかも、安いアパートだから、風呂がないと。
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それで、ある知っている人なんかに、週に１回、

２回、車でつんでいってもらっていると。 

 そういうような人らには、私も、一本松の風

呂に行ったり、中村へ行ったりで、時々してい

るもので、時々会うんです。 

 やけん、きょうは来てるかいうたら、きょう

は来たけんど、またあした、あさっては来れん

と。来れるときにつんできてもらうと。 

 一本松の場合は、障害者の人たちの場合は、

３００円だそうです。だから、市が経営しても、

これはなかなか行けるもんではないと。私もそ

の判断はしておりますけれども、やはり、それ

でも風呂が欲しいと。それは、私もそうであろ

うと。 

 冬なんかやったら、割合、１週間に１回ぐら

いでも構わんけど、夏はやはり、１週間に１回

ではもちません、という話も伺っております。 

 それで、何としてでも、検討していただきた

いという話を、再三にわたって聞いております。 

 市長がどういうような話をしたかは知りませ

んけれども、市長がつくってくれると言ったと

いうような話になってますので、そこも検討し

てください。 

 それは、これで打ち切ります。 

 ３番目として、宿毛小学校の現在地の建設に

ついてでございます。 

 ３月議会での、宿毛小学校用地購入費が計上

されていることに、町のお年寄りの方々は、大

変喜んでおります。今の状態で移行すれば、何

年ごろに建設に着手できるか、お聞きします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 現時点で、何年後に建

設ができるかということは、少しまだわからな

い状況でありますので、その点について、お答

えすることができない状況でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 市街地のお年寄りの方々は、一日千秋の思い

で待っていると。せめて、用地確保ぐらいの予

算計上は、いつごろできるか、そういうことも

聞いてくれというようなあれでございます。 

 ことし中にやってくれとか、というような話

じゃありませんが、来年度の予算編成になれば、

多少の予算は計上できるんじゃないかとか、そ

ういうようなぐらいの、答えは出るんじゃない

か、そのように思いますが、市長、もう一度お

願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 先ほどもお答えしたように、今後、その点に

ついては、しっかりと関係者の方々とお話をす

る中で検討していって、早い段階で市民の皆様

方にお示ししたいと思っておりますので、御理

解願いたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再々質問になります

が、私も、市長が余り予算がないとか、そうい

うことは使いたくないというのはわかっており

ますけれども、町の人たちは、予算がないだけ

では通らんいうとこもあるんです。 

 何としてでも、市長から聞き出してくれと。

できる限り、言ってはみますけれども、という

話はしております。 

 ことし、来年の話にならんことは、私もわか

ってはおりますけれども、できる限り、高齢の

方々が多いので、喜ばしてあげるということも

必要ではないかと、そのように思っております

ので、ぜひとも予算計上は、早くしていただけ

れば思っております。 

 それでは、次の質問に移らせていただきます。 

 ４番目として、宿毛小学校から沖須賀までの

避難道路の拡張について。 

 街区に置いて、宿毛小学校から沖須賀に至る

までの通路は、災害時に学校や高台への避難者
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のための道路として、市街地の重要な幹線道路

です。 

 しかし、現在、一部の区間においては、築９

０年以上の家もあり、また、道路幅が４．４メ

ートルから５メートルと、車がすれ違いできる

ところが少なく、大きな地震に出会うと、崩壊

するおそれのある家も、何軒か隣接しているよ

うな状況であります。 

 今の状態では、狭い道路は完全に遮断され、

通行不能になることは明らかです。 

 以上の点からかんがみ、市長は、道路拡張に

ついて、どのように認識しているか、お尋ねい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 宿毛小学校から沖須賀地区に抜ける道路であ

る、桜町沖須賀線は、都市計画街路といたしま

して、社会資本総合整備計画に位置づけており

ます。 

 街路としての機能に加えまして、南海トラフ

巨大地震等の大規模な災害時に、まちなかから、

市街地北部の高台へ、津波から避難する経路の

一つとして、大切な路線であると、そのように

認識をしております。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 震災や津波で、一人でも犠牲者が出ないよう

に、行政として頑張ってほしい。できれば、い

つごろから着手できるか、これも問うてくれと

いうことでございます。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 昨年度には、宿毛小学校と宿毛中学校の間を

抜けて、津波避難場所の忠霊塔に至る市道、土

居の後線の拡幅を完了しております。 

 引き続き、桜町沖須賀線に着手すれば、事業

効果を上げるものとは考えておりますが、しか

し、当路線以外にも、早急に進めなければなら

ない、防災関連事業が多くある現状の中で、早

期の事業着手は困難な状況であります。 

 今後は、事業の優先順位や市の財政状況を考

える中で、検討をしてまいりたいと、そのよう

に考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問いたします。 

 優先順位からすれば、どのぐらいのところに

ランクしているか、それも一つお聞きしたい。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 現時点では、いろいろな事業の中で、その辺

の順番がどこの場所にあるというお話は、この

場ではできかねますので、御理解願いたい、そ

のように思っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問いたします。 

 市長はできない。ある住民の人たちが聞いて

きて、私も板挟みで弱っているんですけれども。 

 でき得るだけ早く、取り上げていただきたい

と、そのように思っております。 

 それじゃあ、５番目の質問をいたします。 

 防災情報伝達システムからの音声伝達につい

て。 

 現在、整備している防災情報伝達システムの

放送だが、旧市街地の住民から、よく聞こえる

ようになったとの声の一方で、音がうるさく、

テレビの声も聞こえないという声も聞きますが、

市街地での放送は、ＮＴＴ宿毛局の鉄塔に設置

しているスピーカーからの放送だと思うが、ス

ピーカーの音量を下げて、聞きづらい地区に子

機を増設して、対応はできないものか、お聞き

します。 
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○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 現在、整備している防災情報伝達システムか

らの音声放送についての御質問でございます。 

 防災情報伝達システムについては、今年４月

からの本格運用に向けまして、現在、テスト放

送を行っているところでございまして、１月に、

正午のチャイムと、午後５時の夕焼け小焼けの

曲の二つの放送を開始し、さらに２月下旬から

は、消防署による午後０時３０分の乾燥注意報

と、午後６時の消防広報の音声放送を追加し、

合計４回のテスト放送を行っておりましたが、

議員御指摘のような、問題の声も寄せられたた

めに、現在の対応策として、正午の時報の音源

を変更し、さらに午後５時の夕焼け小焼けの曲

を、放送時間を半分に短縮するとともに、消防

広報についても、臨時的な乾燥注意報など以外

の放送は行わない措置をとっております。 

 スピーカーの音量を下げてはどうかという御

質問でございますが、本システムの目的として、

風水害などの災害時に、高齢者の方々に対して

も、また雨戸を閉めた状態でも、できるだけ音

声等を聞き取りやすくするため、このたびの整

備で、音声到達距離の長い、高性能なスピーカ

ーに取りかえております。 

 音量を下げることによって、緊急時の音声等

が聞こえないこととなりますと、本来の目的を

達成できないこととなりますので、音量を下げ

ての対応は困難と考えております。 

 また、子局の数をふやしてはどうかというこ

とでありますが、旧市街地は、ＮＴＴ宿毛局の

鉄塔の高さに設置したスピーカーからの放送に

より、大部分がカバーされておりますので、従

来のように、子局の増設でカバーするためには、

多くの子局が必要となります。 

 仮に子局を増設いたしましても、子局の周辺

の音量は大きくなるため、うるさいという状況

は、完全に払拭することはできないというふう

に考えております。 

 このようなことから、スピーカーの音量や、

配置を変更するのではなく、放送内容や放送時

間についての基準を定め、できるだけ市民の皆

様の迷惑とならないようにするのはもちろんの

こと、日ごろの生活に役立てていただけるよう

な、そういった運用を目指してまいりたいと考

えておりますので、御理解をしていただきます

よう、よろしくお願いをいたします。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 再質問をいたします。 

 確かに、前からしたら、音量が全然違うんで

すよね。そして、僕なんかも、テレビを見てい

ると、ニュースなんか聞いていると、全然聞こ

えないと。音量のほうが太いんですよ。だから、

もう少し下げてくれないかという要請もありま

す。 

 そして、夏なんかやったら、窓をあけている

と。そしたら、これは全然聞こえんと、いうよ

うな人らもおりまして、なかなかあれですけど。 

 これは一応、いざというときのための放送だ

から、我慢してくださいやというような話で通

してますけれども、でき得れば、もう少し下げ

てくれというのが本音でございますけれども、

それはできないというような、突っぱねたよう

な答えは、僕自体も出しております。 

 それから、この音声伝達のみではなく、携帯

電話やスマートフォンを利用して、周知さすこ

とはできないか、それもひとつお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えいたします。 

 先ほどの件につきましては、濵田議員のほう

も、迷惑しているという市民の皆様方に、御理

解をいただけるように、いろいろ御努力をして
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くださっているということで、この場をおかり

いたしまして、お礼を申し上げます。 

 従来の音声伝達のみではなくて、携帯電話、

スマートフォンなどを活用した仕組みも必要で

はないかという御質問でございました。 

 現在、整備しております防災情報伝達システ

ムの大きなメリットといたしまして、議員の御

指摘のような、従来の音声伝達に加え、携帯電

話やスマートフォンへ、防災情報はもとより、

火災情報や市からのお知らせ、そういった情報

も、文字で伝達ができるようになります。 

 このため、原則、文字による伝達を基本とし

ながら、必要に応じて、文字と音声の両方によ

る伝達も行うなど、それぞれをうまく活用しな

がら、新たな情報伝達システムを構築していき

ますので、どうかよろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） いざというための伝

達だから、それは携帯電話とか、スマートフォ

ン。私はスマートフォンなんかは、全然、よう

使わなくてあれですけれども、携帯電話で、言

葉で入るとか、そういうようなあれやったら、

それでいいんじゃないかと、私なら思っており

ます。 

 それから、もう一つお願いがあります。 

 一応、携帯電話で、昔の、ガラホというんで

すかね、よく知りませんけれども。それは、入

らないのですか。僕のがずっと入ってなかった

んですから。携帯電話をかえたら入るようにな

りましたが、それは全員に入るわけじゃないん

ですか。ちょっとお聞きしたいんです。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 詳しい内容について、

担当課のほうから御説明させたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） 危機管理課長、

濵田議員の一般質問にお答えします。 

 携帯電話でございますけれども、携帯電話の

場合は、メールアドレスをまず登録していただ

いて、その場合に、そのメールアドレス先の携

帯電話に届くようになります。 

 これは４月からの運営でございますので、現

在のところは、まだ運営していません。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １４番濵田陸紀君。 

○１４番（濵田陸紀君） 親切な答弁、どうも

ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） この際、午後１時２０

分まで休憩いたします。 

午前１１時５７分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午後 １時２２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 中平市長、どうぞよろ

しくお願いいたします。 

 月曜日からなかなかすばらしい御答弁で。 

 非常に、中平さんとは、実は市長選の前に一

度お会いいたしまして、２時間ぐらいでしたか、

二人でお話させてもらいました。非常に誠実な

人柄でして、真摯な人柄なんですけれども、ち

ょっとかたいことないかいと言うたら、みんな

にそう言われますというような御返答でしたが、

なんの、かたいことない。すばらしい、ソフト

な受け答えで、感服いたしました。 

 ようだいはこれでおきまして。 

 最近、各種新聞で、いろいろと、毎日、掲載

されております、母子家庭の収入とか、子育て

世代の貧困問題、これがほとんど毎日、今、載

っておりまして、大変な問題化しております。 

 暗い話なんですけれども、我々、行政に携わ

る者にとりましては、ここを避けては通れませ

んので、今回は取り上げさせていただきました。 
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 自分が考えて、私はこの質問を考えておりま

す。要らんことを言いました。 

 ３月５日にも、県内母子家庭収入２１０万円

ということで、これは御当地の出身県議でござ

いました加藤 漠さんが、これを取り上げてお

ります。これは、少し大き目な枠で、こういう

ふうに取り上げております。 

 それから、子供の貧困ということで、特に沖

縄がなかなかひどい状態であるということと、

高知県も、沖縄に次ぐ高い貧困率ということで、

このまま推移していきますと、国内総生産ＧＤ

Ｐにも、物すごい、少なからず影響が出るであ

ろうといわれるような、大問題になっておりま

す。 

 そのことを取り上げます。 

 まず、１点目は、介護予防、日常生活支援事

業ですかね、この総合事業について、質問いた

します。 

 これも、人は命あるものとして、これは万人

が必ず避けて通れない、個人の問題であります

から、決して他人事ではありません。 

 そもそもこの介護保険制度は、平成１２年に

法制化されまして、介護保険法の第１条、目的

というところが、ちょっと読んでみますね。 

 加齢に伴って生ずる心身の変化に起因する疾

病等により、要介護状態となり、入浴、排せつ、

食事等の介護、機能訓練並びに看護及び療養上

の管理、その他の医療を要するもの等について、

これらのものが尊厳を保持し、その有する能力

に応じ、自立した日常生活を営むことができる

よう、必要な保健医療サービス及び福祉サービ

スにかかわる給付を行うため、国民の共同連帯

の理念に基づき、介護保険制度を設け、その行

う保険給付等に関して、必要な事業を定め、も

って国民の健康医療向上及び福祉の増進を図る

ことを目的とすると。 

 自助なのか公助なのか、いかようにも解釈可

能な条文でありますけれども、私は、この条文

中の「尊厳」という言葉に執着をいたします。 

 引用が長くなりましたが、この介護保険が本

年より、自治体へその役割の一部がおりてまい

りました。 

 この新総合事業移管について、なぜ国は移管

したのであるか、市長の御見識をお示しいただ

きたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） 山岡議員の一般質問に

お答えさせていただきます。 

 冒頭に、２時間ほどお話をさせていただいた

ということで、覚えております。その節は、大

変お世話になりました。 

 新総合事業が、なぜ国から移管されたのかと

の御質問内容だと思います。 

 平成２６年に、地域における医療及び介護の

総合的な確保を推進するための関係法律の整備

等に関する法律の制度化により、介護保険法が

改正されたことに伴い、今回、御質問にありま

す介護予防日常生活支援総合事業、今後、以下

総合事業と呼ばさせていただきますが、こちら

の実施が、地域支援事業に位置づけられました。 

 本事業の制定に至った背景につきましては、

今後、介護リスクが高まる、７５歳以上の高齢

者人口は、２０２５年に、平成３７年ですが、

こちらに向けて増加し続け、それを支える６４

歳までの生産年齢人口は、減少していくことと

なっています。 

 加えて、介護に従事する専門職員の増加も、

要介護者の増加に対応できるほどは期待できて

いないとされており、高齢者を支える担い手の

確保と、そして高齢者自身も、要介護状態とな

らない、介護予防の充実が課題となっている現

状でございます。 

 こうした状況から、専門職により、全国一律

の基準で、要支援者に対して行われていた予防
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給付のうち、介護予防訪問介護と、介護予防通

所介護が、この二つが地域の実情に応じて実施

できる総合事業、訪問型サービス、通所型サー

ビスへ移行されるとともに、年齢や心身の状況

等によらず、地域の住民が一緒に参加できる集

いの場の創出により自発的に、多くの高齢者が

介護予防に取り組める、そんな地域づくりに重

点を置く必要性があるなど、これまでの国主導

の介護サービスから、地域の実情に応じて、市

町村が事業を展開することができるよう、総合

事業が制度化されたものと考えているところで

ございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 全くそのとおりでござ

います。 

 もともと近年は、市民の健康管理の意識が高

まっておりまして、これまでも、総合事業のよ

うな健康への取り組みは、行ってきたわけです。 

 しかし、本格的にこの総合事業が自治体にお

りてきた本当の理由は、２０１４年に国会採択

された、採決された要支援１・２の方を、介護

保険から適用外と、こういうようにしたことに

あります。 

 これによって、在宅介護と通所サービスが、

地域支援事業に移行したと、これは先ほど、市

長が言われたとおりであります。 

 しかし、危惧されることもございまして、最

近では、財務省が、要支援１・２の人の生活援

助サービスを、原則自己負担にするように求め

ていると、こういうように聞き及んでおります。 

 もともと介護保険制度では、給付に一定の上

限がございまして、このため、利用者はこれま

でも結構なサービス料を払っていました。 

 ちなみに、この利用料には、減免措置ももと

もとありません。しかし、宿毛市の第６期介護

保険事業計画には、費用負担の公平化というこ

とで、低所得者の保険料軽減を拡充するとなり

ましたが、一定以上の所得のある人には、利用

の負担を上げるとなります。一見よさそうな改

正ではありますが、低所得者の施設利用の際の

食費、居住費を補足給付の要件に、資産等も入

れるということになります。例えば、預貯金の

多寡を、通帳のコピーなどを提示します。これ

も果たして、施策としてどうなんだろうかなと、

疑問にも思いますが、ここでは深掘りはしませ

ん。 

 今、厚労省の審議会では、平成１７年に法案

提出を議論している、この中身が、まだまだ法

案提出には至っておりませんけれども、なかな

か厳しい内容でございまして、主な論点は六つ

ございます。 

 高額介護サービス費の負担上限の引き上げ、

軽度者に対する生活援助を、原則自己負担にす

る。 

 軽度者の福祉用具、車椅子なんかですよね、

これとか、住宅改修を、原則自己負担にします

よとか、要介護１から２の通所介護地域支援事

業に移管しますよとか、６５歳から７４歳の利

用料負担を、原則２割にすると。これ、原則、

今、１割だと思うんですけれども。 

 それから、もう１点が、７５歳以上の利用料

負担を、原則、これも２割に引き上げたいとい

うことが、厚労省の審議会で議論されているよ

うでございます。 

 介護認定を受けた人で、最も多いのが、この

要介護１・２の方でありまして、約２２９万人

おられます。訪問介護の利用者が、このうちの

６１％強の人が占める実態を思いますと、後で

触れますが、決して豊かな年金生活を送ってい

ない高齢者の負担は、大変なことになると危惧

するわけです。 

 厚労省の試算では、資格を持った介護職によ

るサービスは、１０年後の、３７年度から３８



 

－ 150 － 

年度ころには、半減することも、既に明らかに

なっております。 

 これは、どういうことかと申しますと、今も

触れましたように、審議会におきまして、厚労

省の、要介護１・２の方についても、介護保険

から外す方向の議論がされている、そのことが

一つ根っこにあるがゆえに、３７年度から３８

年度ころには、介護職によるサービスが半減す

るのではないかと、こう思われるわけです。 

 それともう一つは、介護職員の労働条件の低

さも関係しています。 

 そこへまた、かぶせるようにして、介護報酬

が削減されました。先日、３０歳を少し過ぎた

介護職員をしていた若い人の話を、ある方から

お聞きしました。 

 １０年近く、県外で介護施設に勤めていたそ

うです。 

 １０年働いても、手取りの給料が１１万円に

しかならないので、これでは結婚もできません。

衣食住さえままならず、将来の不安ばっかりで、

悩んだあげくに、とうとう介護職をやめて故郷

へ帰ってきたと、こういうことでございました。 

 ちなみに、要支援１から２の方は、全国で１

７０万人にのぼります。要介護者を含めると、

６１５万人と、こういう膨大な数字になるわけ

です。 

 介護保険制度は、後期高齢者医療制度と同じ

仕組みになっておりまして、介護を必要とし、

その方たちが、介護サービスを受ければ受ける

ほど、市長の言われたように、経費がかさみま

して、したがって、納める保険料も上がると、

こういう仕組みになっているわけです。 

 つい先日も、ニュースでこの介護保険料が、

また上がったと、改定されたということが出て

いました。介護保険料は住民税非課税世帯と、

そうでない世帯や、その中間世帯と、現在は６

段階に分けられていて、それぞれ保険料が算定

される仕組みでございますが、これが、今後は

よりきめ細かく、９段階にするという議論があ

ります。 

 これは、自分は、一歩前進かなとは思うんで

すけれども、しかし、９段階にするということ

には条件がございまして、消費税が１０％にす

ることで、その財源を確保すると、こういうこ

とになっております。 

 ちなみに、９段階へと細かく分類するために

必要な軽減策に投じられる予算は、１，３００

億円だといわれております。消費税１０％で得

られるとされる税収は１３兆円、そのわずか

１％にすぎないということになります。 

 国民からは、介護料はあって介護なし、詐欺

ではないかという、厳しい声もあがっています。

いずれにしましても、このままでは、介護保険

制度そのものが成り立たなくなるという懸念か

ら、国民の健康増進を図る、本事業の必要性が

出てきたと、こういうことであると思います。 

 一見、有意義な施策なのですけれども、ちょ

つとひどいと思いますのは、厚労省が新総合事

業のガイドラインに、要支援者は、掃除機をほ

うきやモップにかえれば、掃除ができるはずだ

などと明示し、事業の効率化を図るとしていま

す。 

 要は、私が危惧するのは、要介護認定を受け

させなかったりとか、サービスを、機械的に打

ち切るのではないかという点です。 

 この２月号のすくも広報に、この総合事業に

ついての説明が、簡略な図式で御案内されてお

りました。まだまだ、これからこの事業は試行

錯誤を繰り返しながら、練り上げていくものと

考えますが、多くの介護認定者の方は、これま

でも介護保険については、余りよく知らないと、

こういう方がおられました。 

 介護保険を利用したくないという方もおられ

ると聞いております。 
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 各種健診への呼びかけにつきましても、例え

ば胸部レントゲン検診、胃がん検診、大腸検診

など、いずれの数とも、受診者は計画値を下回

っておりますし、市が実施している事業である

自主グループ支援、はつらつ筋力アップ教室、

あったかふれあいセンター事業等々、高齢者の

皆さんの認知度は低く、わずかに認知度が高い

のは、老人クラブと健康相談でございます。こ

れでは、とてもこの総合事業がうまく機能する

か、不安であります。 

 今後、市民への周知、説明や、理解度を増す

ための施策は、市長には何かお考えがございま

すでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 議員のほうから、打ち切るのではないかとい

うお話もありました。先ほどの質問にもお答え

しましたとおり、新しい総合事業への変更は、

今後の超高齢化社会に対応した、そういった介

護保険制度を運営するための取り組みとして、

国において、制度化されたものであります。 

 本市では、総合事業につきましては、平成２

８年３月１日より実施しておりますが、既存の

サービス内容と大きく変更はありません。今後

は、本市の実情に応じた需要と供給の、バラン

スのよい介護保険事業としていくとの考えのも

と、総合事業を検討をしていくこととなります。 

 事業を開始するに当たりましては、市民の

方々に、総合事業の目的、内容、サービスメニ

ュー、手続方法などに、十分な周知を図ること

が重要であるため、２月にお話にもありました

が、広報と、ＳＷＡＮテレビにて普及啓発をい

たしたところでございます。 

 また、現在、サービス利用をされている方に

関しましては、要支援認定更新の方へは、保健

介護課の職員、または地域包括支援センター職

員が、戸別訪問によりまして、文書による説明

をさせていただいており、要支援認定更新の方

であって、現在、サービスを利用されていない

方につきましては、お知らせ文書の送付を行っ

ております。 

 そのほか、地区長連合会や、沖の島健康を守

る会、そういった団体等にも、職員が、順次説

明にも行かさせていただいているところでござ

います。今後も、介護予防の取り組みと、取り

組みをしています自主グループ等、さまざまな

グループに説明するなど、そういうことにより

まして、周知を図ってまいりたい、そのように

考えているところでございます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） わかりました。よろし

くお願いいたします。 

 次に移ります。 

 総合事業では、基本チェックリストで判定を

行おうとしております。少し心配されるのは、

市民が窓口に来られた際に、要介護申請におい

て、認定申請なのか、基本チェックリストでの

対応なのかと、こういう簡単な質問なんですけ

れども、さび分けはどうしますか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 まず、御質問のありました基本チェックリス

トにつきましては、従来の２次予防事業対象者

の把握に利用していたものと同様の、２５項目

の質問及び基準のものとなっており、運動機能

の低下、口腔機能の低下、低栄養、そのほか認

知機能低下、うつ、閉じこもりなど、要介護状

態等となるおそれの高い状態であると認められ

る方を判断するものとなっております。 

 基本チェックリストを使用する場合といたし

ましては、平成２９年度までの第６期介護保険

事業計画期間中は、新規申請時は、従来どおり
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の要介護認定等の申請を行い、現在、介護予防

訪問介護、介護予防通所介護を受けられている

方が、前回に認定を受けた場合と大きく変わり

ない場合において、介護認定の更新時に使用す

ることを想定をしております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） わかりました。 

 続きまして、総合事業の運営について、お聞

きいたします。 

 国は、この総合事業に上限をつけておりまし

て、超過分には国庫補助はしないとしているが、

サービス単価は現行の保険給付単価以下に抑え

ることとなっております。 

 また、総合事業利用者の自己負担は、追加負

担や一部負担させることができるともなってい

ますが、これは厳しい介護保険財政を反映して

のことですけれども、要は、総合事業の主な改

正点の一つに、予防介護、さっき言われました

訪問介護と通所介護なんですけれども、この事

業に移行し、多様化を図ると、こうなっている

わけですが、ここでいう多様化という意味も、

実はよくわからんがですけれども、介護保険福

祉施設、いわゆる特別養護老人ホームですけれ

ども、ここへ新規入所者を、原則、要介護３以

上にするような話も、上のほうでありまして、

これも経費の問題との絡みなのでしょうけれど

も、宿毛市は介護者への温かい手当を、当然、

お考えであろうと思いますけれども、おのずと

限界もありましょう。このせめぎ合いの中で、

市はその対策について、どのようにお考えです

か。 

 これからの事業で、まだ模索の段階とも思い

ますけれども、腹案、展望などございましたら、

一端なりとお聞かせいただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 総合事業における事業費の上限額につきまし

ては、開始年度の前年度の予防給付費と、予防

事業費の実績をもとに、算定されることとなっ

ています。 

 また、総合事業の開始については、平成２７

年度から平成２９年度中までに開始しなければ

ならないとされていますが、昨年４月に、介護

報酬の減額改定が行われたことによりまして、

試算したところ、平成２６年度の実績をもとに、

上限額を算定できる、今年度中の総合事業開始

が最も有利であると、判断をいたしました。 

 そこで、平成２８年３月１日から開始をして

いるところでございます。 

 また、宿毛市における平成２９年度までの第

６期介護保険事業計画による総合事業の事業費

は、上限枠内で十分に賄える見込みとなってお

ります。 

 現状はそういうふうになっておりますので、

わかっていただきたい、そのように思っており

ます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 市長から、十分に賄え

る、まだゆとりがあるということでございまし

たので、安心をいたしました。 

 これはちょっと、僕の認識不足で、質問と御

答弁がかみ合わない点もあろうかとは思います

けれども、総合事業の実施上の運営の責任の所

在という、物騒な質問内容になりましたけれど

も。 

 この総合事業は、あらかた、サービスが２通

りのパターンに、大体、大枠分かれております。

サービスＡとサービスＢということになります。 

 専門的サービス、介護事業のとおりに委託す

るというサービスＡでは、介護資格のない雇用

労働者や、ボランティア、これは研修も実行す
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る必要があるとなっています。 

 でも、よいことになっておりますが、現在は、

まことにおかしな方が世の中にはおりまして、

弱い老人をベランダから投げ落としたり、虐待

したりと、ニュースでは引きも切らず流れてい

る社会状況を見ますと、万が一、雇用労働者や

ボランティアの方が不手際で、故意じゃなくて

不手際で、事故発生の場合の責任体制について

も、検討課題であろうと、自分は思うんですけ

れども、いかがですか。 

 また、多様なサービスＢでは、ボランティア

等、住民主体による事業運営になるのでありま

すが、これについても、事故あるときの責任の

所在は、どうお考えでしょうか。 

 これらの事業で、まだ歩き始めたばかりの総

合事業に、責任の所在はどうするかなどという、

声高に言うつもりはありません。 

 けれども、押さえておく必要もあろうかと思

いますので、あえてお聞きをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをいたします。 

 国が示しています総合事業のサービスの類型

には、お話ありましたが、現行の訪問通所介護

相当サービスと、多様なサービスの中に、サー

ビスＡ、サービスＢが示されております。 

 そのうち、サービスＡにつきましては、人員

等を緩和した基準で、主には、雇用労働者によ

るサービスが、サービスＢにつきましては、最

低限の基準として、住民主体による支援で、ボ

ランティア主体のサービスがあります。 

 サービスＡ、サービスＢの事業を運営する事

業者は、事故発生時の対応も含まれた、厚生労

働省令で定める基準に従って、適正に事業を実

施することができる事業者を、市町村長が指定

することとなっております。 

 その基準には、事故発生時の対応といたしま

して、利用者に対するサービスの提供により、

賠償すべき事故が発生した場合は、事業者の責

任において、損害賠償を行わなければならない

こととなっていますので、指定を受けた事業者

の方は、事故のないように、事業を実施してい

ただきたい、そのように考えているところでご

ざいます。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） わかりました。 

 この総合事業では、なかなかたくさんの名前

がついた事業、サービスが、いろいろとありま

して、ちょっと読んだだけでは、なかなかわか

りにくいようなシステムになっています。 

 今まではわからなかったんですけれども、だ

んだんわかってきました。 

 これまでの議論で、だんだん要点が見えてき

ましたが、中で一つ、聞いてみたい事業が、よ

うというか、絶対のことなんですけれども、聞

いてみたいことがございます。 

 それは、例えば、一般介護予防事業なるもの

があります。ほかの事業にも、これから述べる

印象が全部にあるんですけれども、例えばこの

一般介護予防事業の中には、五つぐらいありま

して、介護予防の把握事業とか、介護予防普及

啓発事業とか、地域介護予防活動事業とか、そ

の他いろいろあるんですけれども、全部が、な

かなか、私の判断では、結構、広範な事業にな

るんだなというふうな印象を持つんですけれど

も。 

 既に、芳奈地区あたりでは、生協の商品が届

けられるときに、御高齢の方が何人かお集まり

になって、予防活動をしているということが、

既にやられているということも聞きます。 

 自由ヶ丘でも似たような集まりがやられてい

るようなんですよね。 

 自由ヶ丘、私の地元になりますが、恥ずかし

ながら全く知りませんでした。 
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 先日、集まっている中心メンバーの方と話す

機会がございまして、どうですかと聞いてみま

した、集まる人は、やはり限られているようで

して、集まってきた人が、デイサービスに行く

ようになったとか、体のぐあいが悪くなったと。

悪化して来なくなったという人が結構おりまし

て、人が少ないというお話も聞きました。 

 山岡さんも参加してみませんかと言われまし

たが、集まって何をするのですかと聞きました

ら、１００歳体操をするということでしたので、

ちょっと怖気づきましたけれども。まだ１００

歳体操には、ちょっと早い年なんですけれども。 

 私が殊さら、この一般介護予防事業を抜粋し

たかといいますと、これだけ広範な介護サービ

ス、やり上げるにつきまして、現行の職員体制

では無理が生じないかという、余分な杞憂かも

しれませんけれども、ここをちょっと聞きたか

ったわけです。 

 今後、その最低限の人員の確保は必要になる

んじゃないかとか、この介護事業の名称のオン

パレードを見ておりましたら、ついついそのこ

とが気になりましたので、市長の所見をお伺い

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きます。 

 まず、１００歳体操なんですが、ぜひ一度、

参加してみてください。 

 実は、ある地域でやっているところで、僕、

参加させていただいたんですが、ついていけな

かったです。かなりきつい運動も、椅子に座っ

た状態でやったりもするんですが、きつい運動

も、かなり入ってますので、メニューの中に。

ぜひ、体験してみたらというふうに思いました。 

 一般介護の予防事業は、高齢者を年齢や心身

の状況などによって、分け隔てることなく、住

民主体の通いの場を充実させ、人と人とをつな

ぐ、つながりを通じまして、参加者の通いの場

が継続的に拡大していくような、地域づくりを

推進することを目的に、実施することとなって

おります。 

 本市では、平成２６年度に、地域づくりによ

る介護予防推進支援モデル事業を実施いたしま

して、住民主体によります介護予防グループが、

市内２０カ所以上と、広がっております。 

 参加されておられる方は、筋力、体力がつい

た、先ほど言ったように、なかなかハードな体

操でございますので、健診結果がよくなったな

どの、体力の向上についての話はもとより、週

に一、二回集まるので、近所同士の声かけや、

病気のとき、そういったときなど、助け合いが

できるようになった、そういうふうなお話も聞

かさせていただいているところでございます。 

 これらの自主グループについては、行政が常

にかかわり続けるというものではなく、主に立

ち上げ初期における体操の指導、その際に使用

するおもりの貸与等、自主的な運営が可能とな

るよう、側面から支えるものであります。 

 そのため、実施グループの増加に対して、極

端に職員の増加が必要となる仕組みではござい

ませんが、第６期介護保険事業を計画中に、３

６カ所を目指していることや、住民の主体性を

尊重する中で、一定期間ごとに助言等の支援を

行い、継続した取り組みとして、地域に定着し

ていただけるような、そういう人員配置に努め

てまいりたい、そのように考えているところで

ございますので、ぜひ、こういったグループが

ふえていきますように、お力添えを願いたいと

いうふうに思っております。 

 よろしくお願いをいたします。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） そうですか、市長は１

００歳体操行きましたか。これは一本まいった

ね。 
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 最後、ちょっと心配事から、期待事とか述べ

ます。後で、何か御答弁あれば、よろしくお願

いいたします。 

 ここに、宿毛市が作成した、第６期の宿毛市

高齢者保健福祉計画及び、宿毛市介護保険事業

計画、平成２７年度から２９年度ということに

なっていますが、要介護等認定者の将来推計と

いう表の記載があります。 

 これを見ますと、２７年度では、要支援１と

２の方の合計人数は、２９６名となっています。

これ、直近ではないんですけれども、これをあ

くまでも、僕は見ていくもので。 

 要介護１から５も含めて、全てのそのときの

人数は、１，２６４名ですから、要支援１・２

の人の割合は、全体の２３．４％を占めます。 

 前にも触れましたが、現在、厚労省の審議会

で議論されていますのは、要介護１から２の方

も、財政難でしょうね。介護給付から外すとい

うような議論がされていますけれども、もしこ

れが、今後、法案提出されて通りますと、仮に

宿毛市では、２７年度時点での要介護１から２

の方の合計が４１７名に及びますので、実に、

全体で５６．４％の方が、給付の適用外という

ことになってしまいまして、この値は、高齢化

社会の進展とともに、だんだんと、確実にこれ

はふえ続けてまいります。 

 ３７年度でも、要支援１・２の方の割合は、

全体の２２．８％、要介護１から２の方を入れ

ますと、やはり全体では５５％を超えるという

ふうなことになります。 

 これは、大変な人数といわねばなりません、

宿毛市にとっては。 

 さらに、同冊子の中の、平成２６年度４月１

日現在の宿毛市介護保険第１号被保険者の所得

状況というものがございます。 

 ちなみに、介護保険制度で、第１号被保険者

と申しますのは、御承知のように６５歳以上の

方を指します。 

 第２号被保険者は、４０歳から６５歳のこと

を指します。 

 市町村というのは、この介護保険制度では、

保険者ということになります。 

 要介護１から２が、もし介護保険非該当とな

りますと、これははっきり言って、地方創生ど

ころの騒ぎじゃなくなってしまいます。なぜか。

年間所得が８０万未満の高齢者の方は、このデ

ータでは、その時点で３，１１３名もおられま

す。これは、宿毛市の全高齢者の方の、実に４

３．８％ということになります。８０万円以下

ですよ。 

 所得１２０万円未満の方は、１，４４６人と、

２００万未満の方、ここまでが、いわゆる、若

い人のワーキングプアといわれるところなんで

すけれども、その方も、１，２０２名となって

おります。 

 所得１２０万未満の高齢者を入れて、これを

計算しましたら、何と全体で６４％にも、老人

の貧困が、数値が出てくるわけです。 

 ちなみに、参考までに申しますと、高齢者で

高額所得者、つまり年間３５０万円所得のある

方は、全高齢者の全体でわずか６％にしかすぎ

ません。 

 なぜ私がこんな話を一々持ち出すか、それは、

貧困の高齢者が、介護制度から外されるという

ことが、とりもなおさず、その方の家族の負担

が大変になると思うからです。 

 ただでさえ仕事もない、給料も安い、子供に

教育資金が湯水のようにかかる、これが日本の

教育予算の貧しさのたまものです。 

 家庭の働き手が、親の介護で離職せざるを得

なくなって、子供の学費にも支障を来すと、親

はわずかな年金者で、子供が毎月、施設代を工

面する、これは現実ですから。 

 こんなことで、悪循環に陥ることは明らかに
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なってくるわけです。 

 私は、このことが一番心配するわけです。こ

うした状況の中、多くの要支援１から２の方へ

の給付を非該当にし、自治体でそのケアを丸投

げされて、高齢者が重症化しないだろうかとい

うことも、また心配です。 

 このことによって、保険制度はますます維持

が、反対に困難になるのではないか、こういう

ことも想定されるわけです。 

 政府は、介護離職ゼロを目指すとしておりま

すが、さあそう簡単にはいかないと考えます。

このことが、私の一番気がかりな点でございま

す。 

 聞けば、専門家や医師でも、介護の等級の度

合いを判定することは、大変難しいということ

だそうです。今後も、要介護３以上の人でない

と、もし特養に入所できなくなるという話もあ

りますけれども、この見きわめによっては、そ

の高齢者の家族にとっては、死活問題になりか

ねません。 

 しかし、得心がいかないとはいえ、既にもう

自治体におりてきまして、市民の健康管理、健

康の増進、啓発事業、または地域のコミュニケ

ーションに資するという意味では、国の施策を

批判するばかりではなくて、この総合事業それ

自身は、それなりの役割を持つという見方もで

きます。 

 市民への周知と啓蒙活動を通じて、高齢者が

尊厳を持って社会参加できるよう、よりよいも

のにしていただくことをお願いいたしまして、

この総合事業に対する質問は終わりますけれど

も、市長、何か御所見がございますでしょうか。 

○議長（岡﨑利久君） 市長。 

○市長（中平富宏君） お答えをさせていただ

きたいと思います。 

 るるおっしゃること、わかるところもたくさ

んありました。 

 高齢者の貧困の問題、特に公的年金の問題も

あろうかというふうに感じております。ただ、

どうしても高齢者の方々に、元気に、介護の必

要ない状況で、できるだけ生活していただきた

い、そういった思いをしっかりわかってもらう

ような、そんな広報もしながら、高齢者の皆さ

んと一緒になって、僕の言葉でいうと、生きが

いを持って、この宿毛で生活していただけるよ

うな、そんな環境づくりをしっかりと、議員の

皆さんとも一緒になってつくっていきたい、そ

のように思っておりますので、どうか協力のほ

ど、お願いいたしまして、答弁にかえさせてい

ただきます。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） それは協力します。 

 続きまして、子供の貧困と教育施策について

の話は移りますけれども、これは教育長のほう

なんですけれども。 

 この問題は、３月５日の高知新聞にも、３面

を使って掲載されていました。先ほど、取り上

げました加藤 漠県議が、取り上げていました。 

 ３月５日の高知新聞でも、２面を割いて掲載

もあったと。 

 この子供の貧困問題は、国会においても、た

びたび取り上げられておりまして、大変大きな

社会問題化をしてきました。これはもう、避け

て通れないような、大変な問題です、これは。

全国では、子供の貧困率も６人に１人と、こう

いうことに、試算になっているようですけれど

も、どうも宿毛市の場合は、地方、田舎という

ことで、大体、私、調べたら、５人に１人とい

うような計算になるんです。 

 要保護、準要保護についてお聞きする前に、

高知県の労働時間給について、少し触れます。 

 皆さん御承知のように、高知県の時間給とい

うのは、６９７円でしたかね。非常に、全国で

も低レベルの時給でありまして、もし単身で、



 

－ 157 － 

４０歳から６４歳までの方で、仮に１日８時間

労働しまして、１カ月２５日、日曜日だけ休ん

で働いたとしましても、年収はおよそ１６７万

２，８００円にしかなりません。 

 ちなみに、この方の健康保険料の金額は、年

間およそ１５万１，９００円です。そこへ、市

民税、県民税が年間およそ７万２００円になる、

こういう計算になります。 

 これは、税務課の方につくっていただきまし

たけれども、それをもとに、今、話しているわ

けですけれども。 

 国保税と、市民県民税の合計で２２万２，１

００円にもなります。これらを納税した残りが、

およそ１４５万７００円ということになりまし

て、１２カ月で割ると、この方の月の手取り額

というのは、わずか１２万８９１円にしかなり

ません。 

 国保税は、そもそも高過ぎるという市民、国

民の声は、山びこのように聞こえていますけれ

ども、今回は、この国保料についての詳細につ

いては触れませんが、介護保険料や、この先も

らえるかどうかさえわからないような国民年金

になりました。年間およそ、この国民年金が、

この方で１９万から２０万、その上にさらに支

払いをせねばなりません。 

 大体、年収の３０％超が、税と名のつくもの

を支払うわけです。 

 その他、調べましたら、２００万円の年収の

方でも、３００万円の方でも、大体、３０％超

の税金と名のつくものを引かれるわけです。 

 この間、ある仲買の、５２歳ぐらいの仲のえ

え仲買の人に、僕は品物をとってもらっている

んですけれども、その人と話しておりましたら、

山岡君、一生懸命働いて、仲買して、３５０万

ぐらいじゃと、自分の年収がね。ところが、税

と名のつくものが１００万払いよるけえ。１２

カ月で割ったら、１６万６，０００円の給料し

かない。その方は、すごい怒りよったですけど、

わしに怒られても、そこら何ともなりませんけ

れども。 

 そういう、重税感が物すごい、今、出てきた

んじゃないでしょうかね。大体３０％というこ

とになります。 

 要は、僕が思うに、国というものは、これこ

れしかじかの年収からは、はなから３０％とる

と、こういうことじゃないかと思いますが、な

ぜわざわざ、この高知県の時間給の低さを引き

合いに出すかと申しますと、以下のことを聞き

たいからであります。 

 宿毛市でも、生活保護受給の家庭の子供たち

に、要保護と、各種の手当を行っております。

非常に、これはこれでありがたいんですけれど

も、しかし、政令市その他の市町村、例えば高

知市は準要保護という所得査定基準を設けてお

りまして、生活保護家庭には至らないけれども、

これに同等の貧困であるとみなし、保護の幅を

広げております。 

 高知市の準要保護は、所得基準を要保護、つ

まり生活保護家庭のことですけれども、の１．

３倍まで所得幅を広げて、要介護に準じた支援

を行っているようですけれども、当市におきま

しては、要保護も準要保護も同じ所得評定であ

るが、その根拠は何ですか。教育長にお聞きい

たします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 御質問にお答えをい

たします。 

 今、山岡議員の御質問の内容につきましては、

以前にも、同等の御質問にお答えをさせていた

だいた経緯がございますけれども、宿毛市の就

学援助の認定基準につきましては、所得基準が

生活保護の１．０倍となっておりますが、所得

基準以外の認定基準としまして、児童扶養手当

が全額支給されている世帯や、国民年金掛金の
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減免がなされている世帯が、就学援助世帯とし

て該当することとなっております。 

 そこで、結果といたしまして、ほかの市町村

と比べましても、遜色のない要件であると考え

ております。 

 また、就学援助に関する認定基準は、毎年、

見直しを図っておりまして、その時々に見合う

認定基準となっているというふうに考えており

ます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 教育長の御答弁内容は、

大変よくわかります。わかりますけれども、再

質問いたします。 

 先ほど言いましたように、子供の貧困問題が

蔓延いたしまして、結局、教育の機会均等です

かね、そのあり方そのものが崩壊して、本来、

社会の中に輝けるはずの子供が、学ぶ機会を奪

われることは、これは決してやっちゃあなりま

せん。 

 しかし、現実問題、教育の機会均等は、まあ

こういうたらあれですけれども、名ばかりのよ

うになりまして、特に宿毛市のような田舎での、

親の所得で我が子を都会の大学に行かせること

は、まあ至難になったのが現実です。 

 一人ならまだしも、２人、３人と、子供を大

学にはとても出せません。私も２人出しました

けれども、青息吐息でした。みんなそうやと思

います。出口君、笑ってますけど。 

 そのくせ、少子化対策云々かんぬんを言いま

すけれども、どうかしていると、私は思います。

まして、両親が、出口君たちのような公務員な

らいざ知らず、民間人には、とても、これはも

う、公務員の皆さんでも大変なんですけれども、

今、宿毛の働いている、民間で一生懸命働いて

いる人には、なかなか４年制大学を、２人、３

人と出すのは、本当に至難になったんじゃない

でしょうか。 

 お金がある人しか学べないみたいなことにな

りつつありますね。 

 えらい総理大臣が、自己責任だいう言葉もあ

りましたけれども、ここにちょっと紹介したい

レポートがあります。 

 ある市内中学校の先生が、私に手渡してくれ

たレポートのような形式で書かれた文書であり

ますが、長くなりますので、肝心なとこだけ、

ちょっと拾い読みをさせていただきます。 

 この先生は、「はじめに」いうことで、ここ

数年、私の勤める学校におきましても、ひとり

親家庭の生徒の増加とともに、進路選択の傾向

に変化が感じられるようになってきたと。そん

な子供たちの家庭環境の変化をリアルに捉える

ことで、学校現場でできる、適切なケアとか、

指導とは何か、地域社会の問題としてどう考え

るか等、議論になればと考えました、というよ

うなことで始まっております。 

 その中で事例がありまして、この先生は、事

例を七つほど載せております。 

 本校でも、ひとり親家庭の増加とともに、就

学支援家庭が増加している。他校での例も含め

て、私が近年かかわってきた生徒の中で、一般

的パターンを挙げたと。 

 その１、大学、専修学校進学を夢見て、十分

な学力を身につけてきたと。ところが、経済的

事情により、高校卒業後の就職に有利な実業科

に進路転向した。 

 その２、家庭の経済が厳しい中でも、高度な

学歴や資格が得られる学校、防衛大学や自治医

大、あるいは高等工科学校などを目指して、地

道にその子は力をつけていると。 

 その３、地元高校を卒業後、奨学金制度とア

ルバイトを頼りに、大学に進学したものの、ア

ルバイトの負担と返済金負担が大き過ぎて、大

学中退を決断したと。 
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 その４、母子家庭、この方はね。幼い兄弟の

世話のため、家事手伝いをしながら定時制高校

に進学しました。 

 その５、父子家庭、父の出稼ぎのため、祖

父・祖母宅に預けられている、この子には時折、

精神的ケアが必要。 

 その６、兄弟は専修学校に進学したが、本人

は経済的理由で進学を断念し、高校卒業後、就

職した。 

 その７、母子家庭。一見、明るく、学力も十

分であったが、母の忙しさのため、一人で過ご

すことが多く、次第に引きこもりがちになり、

進路未定のまま中学校を卒業した。 

 こういう事例が示されております。 

 もう少しだけ、この先生が直接、教えた子供

の書いた作文がございまして、これを二つだけ

紹介をさせていただきます。 

 昔と比べると、だんだん野球をする人が減っ

ている。先ほどこれ、寺田議員が、教育長に対

して質問したときに、部活が９人そろわないと

いうようなことがございましたけれども、それ

は確かに、子供が少子化で減っていることも要

因ではありますけれども、この子はこういうふ

うに書いているんです。 

 昔と比べると、だんだん野球をする人が減っ

ている。なぜだろうか。野球の道具はお金がか

かる、そのため、貧しい人は、野球が好きでも

できない。 

 もう一つは、おばあちゃんからすると、いき

なり２人の子供ができて、親がわりをしないと

いけないので、体を悪くしてしまうんじゃない

かと、罪悪感でいっぱいですと。おばあちゃん

のしんどいという言葉を耳にするたびに、胸が

痛くなります。おばあちゃんを支えていくこと

が、私の役目だと思っていますと。こういうふ

うなレポートなんですけれども。 

 このレポートの中からは、直接、教育長もそ

うなんですけれども、直接、子供さんと接して、

教育者である以前に、先生の人間としてのやる

せなさというか、そういうものがちょっとにじ

み出るようなレポートになっております。 

 結果、教師職なんで、何もしてやれないと、

いうような悲しみも怒りも読み取れるわけなん

です。頑張って卒業しても、正規社員への道は

狭くて、結局、派遣社員のような間接労働者に

なったり、契約社員にしかなれん、これもまた

厳しい現実です。 

 そして、各種奨学金の借金、若い身空で、何

百万も背負って卒業して、支払いが滞納すると、

高い金利と取り立てにも苦しめられ、何万人と

いう若者が、ブラックリストに登録され、将来、

自宅を持つ際にも、銀行から融資も受けられな

い、こういうむごたらしい現実がございます。 

 子供の貧困いうのは、親御さんの貧困です。

そして、それは連鎖します。一旦、貧困に落ち

たら、なかなか抜け出させないと、こうも言わ

れています。 

 同じ子を持って育ててきたこの私には、この

現実は、ちょっと胸が痛みます。 

 この、ある意味、人為的につくられた構造的

なものを、何とかしないと、本当は直らないか

もしれません。 

 先ほど述べましたように、就学支援は、各市

町村で支給額も要保護認定と準要保護認定とが

異なるということは、それぞれの市町村の財政

事情もあるでしょう。しかし、本来は、私は好

ましいことではないと思います。 

 宿毛市も、人口減少が大きな問題でありまし

て、少しでも市外からの人材の流入は、のどか

ら手が出るくらい望まれています。仮に要保護

の１．３割の評定で支援を受けていた高知市の

方が、宿毛市に移住してきたらどう感じるでし

ょう。 

 私は、国が予算をがっちり組むべきだと思い
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ますけれども、なかなか国はやろうとしません。 

 先進国の中であっても、日本の教育予算は最

低レベルであると非難されて、随分久しいけれ

ども、一向に改善が進まないのが現状です。 

 当市においては、限られた予算組の中で、要

保護世帯には、ほかにも手厚い手当をしており

ますとは申しましても、年収２００万円以下の

労働者は、ワーキングプア、つまり働く貧困層

と言われて、これもまた久しいわけです。 

 この言葉は、社会通念のようになりました。

この所得では、憲法に保障された生活ができな

いというのが、私の言う通念です。 

 私はやはり、要保護と準要保護とは、所得認

定基準を見直したほうが、社会通念上も、より

正しく、筋道が通ると、こういうふうに考えま

す。 

 その方向へかじを切る議論を始められたらい

かがでしょうか。 

 もう１点、近隣市町村では、特別支援、教育

就学奨励費、こういうものがありまして、この

支給については、ないのが宿毛市と大月町だけ

で、四万十市、土佐清水、黒潮、三原は、この

奨励費を支給している実情を見ますと、市長が

月曜日からずっと、いい言葉だなと思って聞い

ておりましたけれども、金がない、金がないの

一点張りでは、いつまでも苦しい子供は救われ

ません。金がないで困っちょるのは、宿毛市の

職員や我々じゃないんです。子供たちが困っち

ょうがですけん。 

 今後は、準要保護への拡大と、特別支援教育

奨励費につきましても、ぜひとも議論の俎上に

のせていただきたいと。 

 今は財政上厳しくて、難しいけれども、先ほ

どから申し上げてきました、子供たちの現状を、

何とか少しでもくみ取っていただけるよう、委

員会や市長にも頑張っていただきたい、これを

期待します。 

 行政がやらずして、一体誰がやりますか。誰

が手を差しのべますか。再度申します。ぜひ、

苦しい台所事情の中であるのは、重々わかって

おりますが、頑張って進めていただけますよう、

重ねてお願いをし、強く要望いたしますけれど

も、教育長、何かございますでしょうか。 

 よろしくお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） 山岡議員の御質問に

お答えいたします。 

 私も、長い間、教員生活を送ってまいりまし

たので、議員のおっしゃるようなことは、非常

によくわかりますし、現に、私のかかわった子

供の中にも、そういう家庭がおりましたので、

心からその子たちへの思いは、議員と同じよう

なものを持っている現状がございます。 

 しかも、最近では、宿毛市の４０％ぐらいに

あたる家庭が、ひとり親家庭というような状況

になりつつありますので、その点も踏まえまし

て、先ほど、御質問のあった特別支援教育就学

奨励費の実施についての御質問にお答えをさせ

ていただきます。 

 特別支援教育就学奨励費は、特別支援学級で

学ぶ児童生徒の保護者が負担する教育関係費に

ついて、家庭の経済状況に応じて、市町村が補

助をする制度でございます。 

 宿毛市におきましては、特別支援教育就学奨

励費という名目では、支出はしておりませんけ

れども、ほかの児童生徒と同様に、通常の就学

援助費の中で、保護者が負担をしてきた費用に

つきまして、支出をしております。ほかの市町

村と同等の取り扱いができているものではない

かというふうに、その点考えております。 

 また、特別支援学級に通う児童生徒の世帯の

認定基準につきましても、所得認定の基準額に

１．２倍をしたもので判定させていただいてお

りますので、結果として、他の市町村と同様の
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取り扱いになっているのではないかと考えてお

ります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 特別支援学級に対して

の支援についても、よくわかりました。 

 わかりましたけれども、やっぱり世の中が２

００万円未満はワーキングプア、働く貧困層と

いわれているこの現状を考えますと、しっかり

と幅を持って、準要保護という枠組みをつくっ

たほうが、筋が通るのじゃないかと思いますけ

れどもね。私は。 

 最後に一つ、よくわかりました。関連して再

質問をいたします。 

 平成２７年度就学援助申請について（通知

書）、これは、保護者に年度初めに申請書類を

配布する書類のことですけれども、これが世帯

票とか、所得課税証明書、児童生徒云々かんぬ

ん、結構ややこしい書類となっておりまして、

敬遠なさる保護者もおいでになるとお聞きして

おります。 

 また、申請にはデリケートな部分もあります

から、敬遠されることもあるやに聞きます。現

在、このはんそな書類はどうなっておりますで

しょうか。よろしくお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 教育長。 

○教育長（立田壽行君） お答えをいたします。 

 平成２７年度中に、条例等の見直しを行いま

して、平成２８年度の申請分から、来年度の申

請分から、申請書の一部簡素化や、宿毛市で発

行できる所得証明書を添付することを不要とす

るなど、就学援助を必要とする家庭にとって、

申請しやすい状況にさせていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ４番山岡 力君。 

○４番（山岡 力君） 申請書類の簡素化、も

う完成したということで、非常にありがたいと

思っております。ありがとうございます。 

 最後になりますけれども、本日は、この子供

の貧困がもとで、就学援助施策について聞きま

した。これだけ市民生活が疲弊いたしましたら、

宿毛市が仮に、人間に例えるならば、立ってい

るのもようかいというような、いわば要介護状

態に近い状態でございまして、その治療費にも

ますますお金がかかります。 

 新市長には、地道な作業かと思いますが、本

当の改善は、近道は、こうした市民の福祉に資

することで、至らない穴を、一つ一つ丁寧にふ

さいでいっていただくことだと考えております。 

 宿毛市が両の足でしゃんと、まずはしっかり

立てるように、足場を固めていただきたい。 

 元来、副市長とも話しましたけれども、梓会

のときに。じゃなかったかね。副市長も言って

おりました。行政の仕事は、元来、地道なもの

だと。一つ一つ、こつこつとやり上げていくと、

こういうふうなことをやり上げていきまして、

もし中平市長が、我々より、市民よりも、百歩

先の見識がおありでも、わざと半歩先ぐらいを

歩くような、親しみのある市長となっていただ

きたいと。 

 そして、市政のかじ取りを、岩本副市長との

連携で、ぜひ頑張っていただきたい、このこと

を申し上げまして、私の質問を終わります。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、一般質問を

終結いたします。 

 日程第２、議案第５２号及び議案第５３号の

２議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 追加御提案申し上げま

した議案につきまして、提案理由の説明をいた

します。 

 議案第５２号は、「宿毛市一般職員の給与に
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関する条例等の一部を改正する条例の一部を改

正する条例について」でございます。 

 内容につきましては、今議会に提案していま

す議案第３７号の条例改正案について、地方公

務員法の改正により根拠条文が変更となります

ので、必要な改正を行うものです。 

 議案第５３号は、「市道路線の変更につい

て」でございます。 

 内容につきましては、「市道中尾山線」につ

いて、路線延長を明確にする必要があるため、

市道路線の変更について、道路法第１０条第３

項の規定により、議会の議決を求めるものです。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 本日は、これにて散会いたします。 

午後 ２時３３分 散会 
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平成２８年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第５号 

 

１ 議事日程 

    第１１日（平成２８年３月１０日 木曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第５３号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第５３号まで 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 
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  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
沢 田 美 保 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  長 山 敏 昭 君 
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   会計課長補佐  松 本 政 代 君 

   保健介護課長  和 田 克 哉 君 

   環 境 課 長  児 島 厚 臣 君 

   人権推進課長  滝 本   節 君 

   産業振興課長  黒 田   厚 君 

   商工観光課長  山 戸 達 朗 君 

   土 木 課 長  川 島 義 之 君 

   都市建設課長  中 町 真 二 君 

   福祉事務所長  佐 藤 恵 介 君 

   水道課長補佐  平 井 建 一 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

桑 原   一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
杉 本 裕二郎 君 

   千 寿 園 長  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
河 原 志加子 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０２分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 日程第１「議案第１号から議案第５３号ま

で」の５３議案を一括議題といたします。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑の通告がありますので、順次発言を許し

ます。 

 ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） おはようございます。 

 ２番、川村三千代、質疑を行います。 

 今回、私は３項目について質問をいたします。

担当課の説明を求めます。 

 まず、初めに、議案第３号別冊、平成２７年

度宿毛市一般会計補正予算（第６号）、こちら

の５０ページをお開きください。 

 第７款商工費、第１項商工費、５目観光費、

１９節負担金補助及び交付金、こちらのすくも

まるごと商社プロジェクト事業費補助金（地方

創生分）、この７，０５１万５，０００円、こ

ちらについて、説明を求めます。 

 大変ユニークなネーミングでして、新規事業

に対する情熱と、チャレンジ精神が感じられま

した。また、親しみのこもった遊び心も含まれ

ていることから、大変、期待のできる事業であ

ると感じておりますが、この事業の詳細、内容

と、そして目的をお示しください。 

 そして、あと二つの項目につきましては、こ

ちら議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一

般会計予算、こちらの４７ページと１１１ペー

ジ、二つ御質問を申し上げます。 

 まず、４７ページですが、第２款総務費、第

１項総務管理費、６目財務管理費、１５節工事

請負費、こちらの鵜来島旧連絡所建物解体工事

費９９万４，０００円、こちらについて、説明

を求めます。 

 こちらの旧連絡所につきましては、昨年１１

月に、議会報告会で鵜来島にまいりました折に、

かわらの落下ですとか、地域の皆様から建物の

危険性を伺っておりました。 

 この事業、順調に進みますと、大体、いつご

ろ解体に着手できるのか、また、その跡地につ

いては、どのような利用を考えていらっしゃる

のか、こちらの説明をお願いいたします。 

 続いて、１１１ページにまいります。 

 こちらの第８款消防費、第１項消防費、３目

非常備消防費、１５節工事請負費、こちらの田

ノ浦部詰所建設工事費、こちらの２，０００万

円についてでございます。 

 おとといの高知新聞にも掲載されておりまし

たが、恐らく旧みなみ保育園の跡地に建設され

るものではないかと思われますが、改めてこの

建設費、またその内容ですとか、規模について、

説明をお願いをいたします。 

 以上３項目につきまして、担当課の御説明を

求めます。お願いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） 商工観光課長。 

○商工観光課長（山戸達朗君） おはようござ

います。商工観光課長、２番、川村議員の質疑

にお答えをいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、５０ページ、第７款商

工費、第１項商工費、５目観光費、１９節負担

金補助及び交付金、すくもまるごと商社プロジ

ェクト事業費補助金（地方創生分）、７，０５

１万５，０００円の内容について、御説明をさ

せていただきます。 

 本事業は、地方創生加速化交付金を活用し、

本市の地域資源を全て売り出す仕組みをつくる

販路拡大事業であります。地方創生加速化交付

金は、１億総活躍社会の実現に向けた緊急対策

として、希望を生み出す経済を実現するため、

また、子育て支援や安心につながる社会保障も
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含め、新三本の矢の取り組みに貢献するため、

創設されたもので、地域の仕事創生に重点を置

きつつ、１億総活躍社会の実現に向けた緊急対

策にも資する効果の発現が高い、官民協働地域

間連携、そして政策関連携、自立性などの要素

を盛り込んだ、先駆性を有する事業が対象とさ

れます。 

 本市におきましては、かんきつ類やブロッコ

リー、高品質の養殖魚など、特色ある１次産品

の生産を初め、いそ釣りやスキューバーダイビ

ングのメッカとなるなど、地域資源に恵まれて

はいますが、これら地域資源を活用する事業者

の多くは小規模であり、資金や人材、商品開発

などで経営資源の制約を受け、顧客ニーズの変

化や、潜在的なニーズの掘り起こしに対応する

ことが難しい状況にあります。 

 つまり、ほかに負けないものがあり、または

生産しているのに、それらを戦略的に販売する

ところまで手が回らないというのが現状であり

ます。 

 そこで、小規模事業者を有機的に連携させる

組織、すなわち地域商社を組織し、事業を展開

することで、地域資源を活用した地場産品や、

地元観光事業の市場の拡大を目指してまいりま

す。 

 具体的には、一般社団法人宿毛市観光協会が、

地域商社としての役割を担い、事業を効率的か

つ効果的に推し進めるため、専門的知識を有す

る個人や、企業のバックアップを受け、今後の

指標となるアクションプランを策定し、戦略に

基づいたプロモーション活動の実施や、事業を

発展、継続させるためのノウハウの蓄積も合わ

せまして行います。 

 地域商社の構築に向けた有機的な連携を行う

手段、海産物や果樹等の特産品や、観光コンテ

ンツを販売する手段として、オンラインショッ

プ、ＥＣサイトを構築してまいります。 

 また、本年度の中核となります活動拠点とし

て、宿毛駅構内の空きテナントを活用し、新た

に人を雇用した上で、事務所を拡張し、宿毛駅

の活性化も図ってまいります。 

 さらに、国内のみならず、国外にも視野に入

れ、外国人のモニターツアーの実施等を行い、

潜在的なニーズの掘り起こしも行ってまいりま

す。 

 これらの事業を一体的に行うのが、本事業、

すくもまるごと商社プロジェクトであります。 

 先ほど、質問議員から、名称についてのお話

もありましたけれど、この名称は、本事業がイ

ンターネット上のアンテナショップの開設でも

あることから、東京にあります高知県のアンテ

ナショップまるごと高知、これと連携して取り

組むと意味も込めて、すくもまるごと商社とい

う名称に決定をいたしました。 

 なお、宿毛市観光協会には、来年度、取り組

みを強化しますふるさと納税の業務も、別途、

委託する予定となっておりますので、本事業と

の相乗効果によって、さらなる地域経済の活性

化が期待できるものであります。 

 新しい取り組みでありまして、大きな期待が

あると思われます。担当課としても、事業目標

の達成に向けて、観光協会としっかり連携しな

がら、取り組んでまいります。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君） 総務課長、川村議

員の質疑にお答えします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、ページ４７、第２款総務費、第１項

総務管理費、６目財産管理費、１５節工事費請

負費、鵜来島旧連絡所建物解体工事費、９９万

４，０００円についての御質問でございます。 

 解体着手の時期と、跡地の利用についてとい

う御質問でございます。 



 

－ 167 － 

 鵜来島旧連絡所につきましては、老朽化に伴

いまして、地区長さんを通じて御相談をいただ

いておりまして、直ちに取り壊しということが

できなかった関係で、屋根のかわらだとかが飛

ばないよう、現時点におきましては、ネットを

かぶせるなどの応急対応をさせていただいてい

るところでございます。 

 撤去の時期につきましては、本当初予算の執

行が可能となり次第、都市建設課のほうへ業務

委託を行いたいと考えておりますが、現在の見

通しとしましては、発注が５月になる見込みで、

６月中には取り壊しが完了するという予定でお

ります。 

 跡地の利用につきましては、現在の建物は、

すくも湾漁協の土地を借りて、建設をしており

ましたので、撤去後は漁協へ返還をするという

ことになります。 

 現時点におきましては、市としては、跡地の

利用については、そういうこともありまして、

検討をしてはおりません。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課主監。 

○総務課主監（藤田隆男君） おはようござい

ます。総務課主監、２番、川村議員の質疑にお

答えをいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、１１１ページをごらんください。 

 第８款消防費、第１項消防費、２目非常備消

防費、１５節工事請負費、田ノ浦部詰所建設工

事費、２，０００万について御説明等させてい

ただきます。 

 田ノ浦部の詰所建設工事費２，０００万円で

すが、これは、旧みなみ保育園に移転というこ

とに決定しております。ここは高台ということ

で、津波等も心配ありませんので、ここから田

ノ浦の消防団が出れば、一人でも多く、市民の

生命や財産、それと身体等、一人でも多く守れ

るというふうに考えております。 

 また、消防車の、車庫の規模についてでござ

いますが、消防車１台分の車庫、３６平米ぐら

いの、新築の車庫棟を考えております。 

 それと、旧みなみ保育園ですが、雨漏りとか

トイレ、子供用のトイレですので、そこを改修

ということで、新築費と合わせて２，０００万

を計上しております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 

○２番（川村三千代君） １点、再質問をいた

します。 

 鵜来島の旧連絡所、こちらのほうが、すくも

湾漁協の土地であるという御説明をいただきま

したが、これまでどういったような契約でお借

りをしていたのか、また、漁協のほうから、そ

の後の跡地利用については、何か市として伺っ

ていらっしゃいますでしょうか。 

 この点を再質問いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君） 総務課長、川村議

員の再質疑にお答えします。 

 契約の内容と、それと漁協の今後の利活用に

ついてということでの御質問であると認識しま

す。 

 契約の内容につきましては、すくも湾漁協さ

んのほうから、これまで無償で貸与していただ

いております。 

 今後の土地の利活用につきましては、昨日、

漁協の浦尻組合長さんとお話をする機会があり

まして、今後、地元のために有効活用ができれ

ば、市とも協力し、協議をしていきたいという

ことを言っていただいております。 

 今後、漁協とも協議をする中で、地元での有

効活用ができればと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ２番川村三千代君。 
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○２番（川村三千代君） それぞれの担当課の

方々から御説明をいただきまして、また再質問

にも答えていただきまして、ありがとうござい

ました。 

 すくもまるごと商社プロジェクトに対しまし

ては、大変、戦略的な事業であるということが、

担当課長からの説明で理解ができました。 

 また、私が一般質問でいたしました外国人観

光客の誘致にも、モニタープランを設定するな

ど、それに向けての、また一歩も踏み出してい

ただけるということで、大変うれしく思いまし

た。 

 また、鵜来島の旧連絡所につきましても、本

格的な台風シーズンを前に、このままでいきま

すと、撤去ができるということで、安堵をいた

しました。 

 また、ぜひ漁協のほうとも連携を図りながら、

土地の有効活用に努めていただきたいと思いま

す。 

 また、旧みなみ保育園跡にできます詰所に関

しましても、これを軸といたしまして、小筑紫

方面を初め、多くの皆様の安心安全に役立てて

いただきたいなと思います。 

 これで私の質疑は終了いたします。ありがと

うございました。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 皆さん、おはようござ

います。３番、質疑を行います。 

 私がお聞きしますのは、議案第１７号別冊、

平成２８年度一般会計予算についてでございま

す。 

 まずは、４７ページ、第２款総務費、第１項

総務管理費、７目企画広報費、８節報償費、地

域おこし協力隊報償費６４６万円についてでご

ざいます。 

 採用予定の３名の業務内容と、それらの事業

で求める成果について、お聞かせください。 

 続きまして、８０ページ、第３款民生費、第

５項人権政策費、２目隣保館費、１５節工事請

負費、貝礎隣保館屋上防水改修工事費４５３万

２，０００円と、第３款民生費、第５項人権政

策費、３目児童館費、１５節工事請負費、貝礎

児童館屋上防水改修工事費３６７万１，０００

円の、合わせて８２０万３，０００円の工事内

容について、お聞かせください。 

 続きまして、１０８ページ、第７款土木費、

第５項住宅費、１目住宅管理費、１９節負担金

補助及び交付金、空き家再生等推進事業補助金

９６０万円についてでございます。 

 この事業の内容と、予算が前年度より倍に増

額されている理由をお聞かせください。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、３番議

員の質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、４７ページでございます。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、７目企画

広報費、８節報償費の地域おこし協力隊報償費

６４６万円について、その業務内容と、求める

成果についての御質問をいただきました。 

 本事業につきましては、全体事業費８４５万

５，０００円で、３名の地域おこし協力隊を配

置し、事業を実施しようとするものでございま

すが、そのうちの１名につきましては、ホーム

ページやＳＮＳ等を活用して、市外向けのＰＲ

活動を行いますとともに、市内向けの広報紙で

ありますとか、行政チャンネル、そういったも

のの充実を図るために、メディア担当として、

専門技術を持ったものを配置しようとするもの

でございます。企画課内に配置する予定でござ

います。 

 このことによりまして、宿毛市のホームペー

ジやフェイスブックへのアクセス件数を増加さ
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せ、本市の魅力をより効果的に発信することが

できるものと考えております。 

 また、より多くの市民の皆様に、広報あるい

は行政チャンネルを親しんでいただけるように

なるものと考えております。 

 それから、残りの２名の地域おこし協力隊で

ございますけれども、この２名につきましては、

集落活動センターの設立と、活動を支援するた

めに、沖の島、鵜来島にそれぞれ１名を配置す

るものでございます。 

 業務内容といたしましては、集落活動センタ

ーの事務局といたしまして、島民との連絡調整

や、県・市への補助金申請等の事務、それから

島内における地域活動にも参加をいただきまし

て、両地域の集落活動センター事業の推進を図

ろうとするものでございます。 

 地域外の目線を入れることによって、これま

でにない新しい発想と、それから地域住民との

連携によって、それぞれの地域の特性を生かし

た集落活動センターが推進できるものというふ

うに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 人権推進課長。 

○人権推進課長（滝本 節君） おはようござ

います。人権推進課長、３番、原田議員の質疑

にお答えします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、８０ページの歳出の第３款民生費、

第５項人権政策費、２目隣保館費、１５節工事

請負費の貝礎隣保館屋上防水改修工事費４５３

万２，０００円と、同じく８０ページ、３目児

童館費、１５節の工事請負費、貝礎児童館屋上

防水改修工事費３６７万１，０００円の、合わ

せて８２０万３，０００円の事業内容につきま

して、御説明させていただきます。 

 まず、初めに、今回、事業を予定しておりま

す貝礎隣保館、児童館の施設の内容につきまし

て、説明させていただきたいと思います。 

 当該施設につきましては、昭和５５年度に隣

保館と児童館の併設館としまして建設され、隣

保館においては、地区及び周辺地域の住民を対

象に、福祉の向上や、人権啓発のための住民交

流の拠点施設として、事業を実施しております。 

 また、児童館につきましては、児童の健康を

増進し、情操豊かにするための取り組みとしま

して、子ども会活動等の事業を実施しておりま

す。 

 今回の貝礎隣保館・児童館の屋上防水改修工

事につきましては、建設から３５年を経過し、

防水シート等の劣化によりまして、雨漏りが発

生しまして、隣保館及び児童館業務に支障を来

していることから、今回の事業を予定している

ものであります。 

 事業内容としましては、屋上防水シートの張

りかえ工事と、雨漏りによります影響が出てお

る部屋の天井石こうボードの張りかえ工事等と

なっております。 

 今回の事業実施により、施設の改修後の保全

及び利用者の利便性の向上を図ることができる

ものと思われます。 

 事業費の内訳につきましては、先ほど申し上

げました、併設館でありますので、隣保館と児

童館に係る総事業費を、面積ごとに案分しまし

て、隣保館部分が４５３万２，０００円、児童

館部分が３６７万１，０００円の、計８２０万

３，０００円を予定しております。 

 歳入につきましては、２５ページの第１３款

国庫支出金、第２項国庫補助金、２目民生費国

庫補助金、４節の人権政策費補助金に係る地方

改善施設整備費補助金２２６万６，０００円、

これ補助率２分の１ですけれども、と、同じく

２８ページの第１４款県支出金、第２項県補助

金、２目民生費県補助金、３節の人権政策費補

助金に係る隣保館施設整備事業費補助金として
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１１３万３，０００円を予定しております。 

 これが４分の１の割合となっております。 

 なお、児童館部分の補助事業制度につきまし

ては、児童厚生施設における次世代育成支援対

策施設整備交付金制度という制度はありますけ

れども、今回の児童館部分の事業費から割り出

すと、その補助事業制度の対象基準であります

１，６６６点以上という点数制度があるわけで

すけれども、その点数に足らないもので、交付

金の対象に、今回はなっておりません。 

 そのために、児童館部分の事業費につきまし

ては、一般財源を予定しております。 

 以上であります。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（中町真二君） おはようござ

います。都市建設課長、３番、原田議員の質疑

にお答えします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、１０８ページ。第７款土木費、第５

項住宅費、１目住宅管理費、１９節負担金補助

及び交付金、空き家再生等推進事業補助金９６

０万円の事業内容と、予算の増額理由について、

御説明いたします。 

 この事業は、平成２６年度にスタートしたも

ので、国の社会資本整備総合交付金を活用し、

市内にある、長期にわたり使用されていない個

人の居住用住宅、または空き建築物で、周囲に

対して危険性があると認めた危険老朽空き家の

撤去費を補助するためのものです。 

 金額につきましては、危険老朽空き家の除去

費用と、固定資産台帳上の延床面積に、１平方

メートル当たり１万５，０００円を乗じて得た

額を比較し、いずれか少ないほうの金額の８

０％を、１６０万円を上限としまして、補助す

るものです。 

 補助金の内訳としましては、国費、県費、市

費で、２対１対１の割合となっております。 

 続きまして、予算の増額理由について、御説

明いたします。 

 問い合わせがあった際には、現地調査を行い、

危険性があると判断した空き家のみ、補助金対

象としているのですが、平成２７年度は、国費

等予算の都合上、対象全ての空き家を撤去でき

ませんでした。また、市民の関心も高く、問い

合わせ件数もふえてきていることから、予算を

増額させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） ３番原田秀明君。 

○３番（原田秀明君） 詳しい御説明ありがと

うございました。 

 以上で、質疑を終了させていただきます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） おはようございます。

１１番、松浦でございます。 

 これより、本議会に提案されます議案につい

ての質疑を行いたいと思います。 

 まず、１点目は、議案第３号別冊、平成２７

年度宿毛市一般会計補正予算（第６号）につい

てであります。 

 まず、１点目は、６ページ、第２表繰越明許

費補正についてでございます。 

 第８款土木費、第４項都市計画費、宿毛市総

合運動公園施設整備事業について、２，２１１

万円が補正をされております。 

 これについては、昨年の１２月議会で可決を

しました３，５０１万円の予算であると思いま

すが、繰越明許となった理由について、お伺い

いたします。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（中町真二君） 都市建設課長、

１１番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、６ページ。第２表繰越

明許費補正、第８款土木費、第４項都市計画費、
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宿毛市総合運動公園施設整備事業２，２１１万

円が繰り越しとなった理由についてです。 

 宿毛市総合運動公園内の南側において、現在、

施工中である施設整備工事は、公園利用におけ

る利便性を向上させるため、防球フェンスの配

置や、グラウンド内への通路の追加など、計画

を見直ししたことで、不測の日数を要し、年度

内での完成が困難となり、繰り越しをするもの

です。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） これについては、再

質疑させてもらいますが。 

 繰越明許となった場合に、２８年度の工事で

すけれども、完成時期はいつごろを想定してお

るのか、その点、答弁をお願いします。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（中町真二君） 都市建設課長、

１１番、松浦議員の再質疑にお答えいたします。 

 この繰り越しの工事につきましては、工事の

完成は５月末を予定しております。 

 現年の、今回１，０００万円を計上しており

ますが、そちらのほうは２８年１０月末を予定

しているところでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） それでは、次に、２

７年度の補正予算の３６ページ、第３款民生費、

第１項社会福祉費、６目介護保険費、１３節委

託料、離島訪問介護サービス事業委託料が８９

万５，０００円減額となっております。率にす

ると、約５７％の減額でありますけれども、そ

の減額となった理由について、お示しをいただ

きたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 保健介護課長。 

○保健介護課長（和田克哉君） 保健介護課長、

１１番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、３６ページ、第３款民

生費、第１項社会福祉費、６目介護保険費、１

３節委託料、離島訪問介護サービス事業委託料

８９万５，０００円の減額理由についての御質

問でございます。 

 本事業につきましては、平成２７年度当初予

算に、国の離島等ホームヘルパーの養成など、

人材確保の対策を実施するための、離島等サー

ビス確保対策事業を活用し、国２分の１、県４

分の１の補助金を財源として、市内の指定訪問

介護事業者が、ホームヘルパーを雇用し、沖の

島での訪問介護サービスを実施することを目的

に、予算額１５６万円で予算計上していたもの

でございます。 

 減額となった理由につきましては、本事業の

財源としていました離島等サービス確保対策事

業を活用した事業実績が、全国でも実施例がな

く、国と事業調整が必要となったことなどによ

りまして、予算計上は委託期間を４月から３月

の１２カ月で積算をしておりましたが、契約締

結が補助金の交付決定以降となったため、４月

から７月の４カ月分が不要となりました。 

 また、委託内容を精査する中で、当初予定で

は、沖の島では介護サービスを受けらている方

が少なく、ホームヘルパーを雇用しても需要が

少ないことが予想されたため、介護保険外のサ

ービス提供として、高齢者の見守りや、情報収

集を含めて委託しようとしていましたが、これ

らの業務は、あったかふれあいセンターの委託

している業務と重複する部分があることなどか

ら、委託内容を沖の島での新任介護ヘルパー研

修等の実施と、島民への介護保険制度の周知な

どを実施することを、本市から委託事業とした

ものでございます。 

 以上のような状況から、当初予定いたしまし

た金額より減額となりますので、今回、８９万
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５，０００円の減額予算を計上しているもので

ございます。 

 ちなみに、沖の島のホームヘルパーにつきま

しては、愛生福祉会が社会福祉法人の地域貢献、

市内の介護事業者の責務との考えのもとにおき

まして、島内で、現在、常勤雇用をしていただ

いて、ホームヘルプサービスを行っていただい

ております。 

 ２月現在では、３名の方が訪問介護サービス

を利用されていますので、御報告させていただ

きます。 

 また、歳出の減額に伴いまして、歳入として、

国庫補助金と県補助金が合算されて、県支出金

として交付されることから、同じく議案第３号

別冊の２７年度宿毛市一般会計補正予算（第６

号）の１７ページ、第１４款県支出金、第２項

県補助金、２目民生費県補助金、１節の社会福

祉費補助金の離島等サービス確保対策事業費補

助金を、６７万２，０００円減額しております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 次に、ページ３７ページ、補正の第６号です。

第３款民生費、第１項社会福祉費、８目臨時福

祉給付金費の１億２，１３０万９，０００円に

ついてでありますけれども、これについては、

繰越明許の補正がなされておりません。そうす

ると、この３月議会で補正をして、この事業が

本当に３月中に実施できるのかどうか、大変危

惧をいたしますので、御説明を求めます。 

○議長（岡﨑利久君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（佐藤恵介君） 福祉事務所長、

１１番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度一般会計補正

予算（第６号）、３７ページ、第３款民生費、

第１項社会福祉費、８目臨時福祉給付金費、１

億２，１３０万９，０００円について、６ペー

ジの繰越明許費補正に計上されていないが、全

額を年度内に実施するのかという御質問でござ

います。 

 結論を先に申し上げますと、今回、補正させ

ていただいております金額は、全額繰り越しを

する予定です。 

 年金生活者等支援臨時福祉給付金の市町村向

けの説明会が２月上旬にありました。その後、

事務所内で、今後の事務スケジュールを調整す

る中で、システム改修について、年度内の着手

が可能なのかどうなのかということを、業者の

ほうに問い合わせをしましたが、回答がおくれ

まして、今回の繰越明許費への計上ができませ

んでした。 

 今後、専決処分により対応してまいりたいと

考えておりますので、御理解をお願いいたしま

す。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 事務的な部分でもあ

ったかと思いますが、今後においては、十分気

をつけて、予算計上をお願いをいたします。 

 次は、第１７号別冊の平成２８年度宿毛市一

般会計予算についてであります。 

 ページ４７ページ、これは先ほど、川村議員

も質疑をされました部分でありますけれども、

私なりに質疑をさせていただきます。 

 ４７ページ、第２款総務費、第１項総務管理

費、６目財産管理費、１５節工事請負費の鵜来

島旧連絡所建物解体工事費として、９９万４，

０００円が計上されております。 

 この問題につきましては、昨年の９月議会に

おいて、一般質問をしてきた経緯があります。

その際における市長の答弁の中で、国において

は、平成２６年４月に、公共施設等の総合的か

つ計画的な管理の推進についての通知がなされ、
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各自治体へ公共施設等総合管理計画の策定が養

成されております。宿毛市としても、来年度に

は管理計画を策定する予定であります。 

 そして、この計画に基づく公共施設の取り崩

しには、起債が充当できるとの答弁がありまし

た。 

 しかし、鵜来島の旧連絡所については、計画

が策定されておりませんので、今年度中は非常

に厳しいとのことであります。 

 しかし、今回の当初予算を見ると、９９万４，

０００円が計上され、しかも財源については、

一般財源であります。これまでの私への答弁と

全く違う内容であります。 

 そこで、この予算に関することでありますの

で、その説明を求めるとともに、取り崩しをし

た廃材等は、産業廃棄物として処理をしなけれ

ばいけないのではないかと考えます。そう考え

ると、このようなわずか９９万４，０００円の

予算で工事ができるのか、大変疑問に感じます

ので、工事の内容について、お伺いをいたしま

す。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君） 総務課長、松浦議

員の質疑にお答えします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算。第２款総務費、第１項総務管理費、

６目財産管理費、１５節工事請負費、鵜来島旧

連絡所建物解体工事費についての御質問でござ

います。 

 昨年の９月議会におきまして、松浦議員から、

空き家対策についての御質問をいただいた際に、

鵜来島旧連絡所の解体についても、御質問をい

ただきました。 

 鵜来島旧連絡所の解体については、島民の危

険性を回避するためにも、１２月議会で計上し

てはどうかとの御意見に対し、公共施設等総合

管理計画策定の話と、あわせて説明させていた

だきましたので、現時点においても、起債を充

当すると捉えられるような説明になってしまい、

議員の御質問に対する答弁が不十分であったこ

とについて、おわび申し上げます。 

 鵜来島旧連絡所建物解体工事費につきまして

は、地区からの要望もいただいており、議員御

指摘のとおり、危険性も高いことから、平成２

８年度当初予算での計上をさせていただいてお

ります。 

 公共施設等総合管理計画を策定すれば、取り

壊しについて、当分の間は起債が充当できます

が、危険度と緊急性を考え、当初予算で計上さ

せていただきましたので、御理解をいただけれ

ばと思います。 

 解体後の廃材等につきましては、かわらなど

利用できる物は地元で活用していただき、最終

的に処分できないものを持ち帰るようにしたい

と考えておりますので、御理解のほどよろしく

お願いします。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（佐藤恵介君） 福祉事務所長。 

 済みません、先ほどの答弁の中で、今後、専

決処分でと申し上げましたけれども、本議会で

追加提案をできるように努めたいと思います。 

 訂正させてください。済みませんでした。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、総務課長から答

弁をいただきました。これは質問ではないわけ

ですけれども、この新規事業調査表を見ると、

先ほど、川村議員が、利活用のことで質疑した

と思いますけれども、この成果目標を見ると、

危険な建物がなくなり、広場を有効に活用でき

るというふうになっておりますが、これを見る

と、あたかも市の土地であったかのような記載

になっております。 

 課長が先ほど答弁したように、漁協の土地で
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ありますので、この成果目標の説明が、誤解を

招くかなという思いがいたしますので、指摘を

しておきたいと思います。 

 この議会で、一般質問を、私も、障害者差別

解消法についても、質問をさせてもらいました

が、この問題についても、平成２５年６月１９

日に成立しておるにもかかわらず、３年を経過

する今時点でも、十分な対応ができていない。 

 そしてまた、この計画であります公共施設等

総合管理計画についても、平成２６年４月２２

日に、総務大臣から通知がなされております。

にもかからず、現時点で未策定であり、ようや

く新規事業調査表を見ると、２８年度の予算で

策定をしようとしております。 

 特に、この公共施設等総合管理計画について、

早期に策定をしていれば、国から有利な財政措

置が得られたのであります。 

 ちなみに、計画策定に要する経費については、

平成２６年度からの３年間にわたり、特別交付

税措置、措置率２分の１、そして計画に基づく

公共施設等の除去については、地方債の特例措

置を創設、２６年度以降、当分の間、地方債の

充当率７５％というふうな財政措置が得られる

ようになっておるわけでございます。 

 そういう面で、今後、大変厳しい宿毛市の財

政状況という部分が、一般質問を通じて、いろ

いろお話を聞いておりますので、今後の行政対

応について、十分、気をつけて取り組んでいた

だきたいということを申し上げておきます。 

 次は、４７ページ、第２款総務費、第１項総

務管理費、７目企画広報費、１３節委託料の移

住体験ツアー委託料として、３０万円が計上さ

れております。 

 新規事業調査表では、ＮＰＯ法人、これジョ

イント宿夢にツアーを委託するとなっておりま

すが、このＮＰＯ法人についての説明並びに移

住体験ツアーの内容について、説明をしていた

だきたいと思います。 

 一般質問の中でも、少し市長の答弁の中で触

れられたと思いますけれども、詳しい説明を求

めます。 

○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、１１番

議員の質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、４７ページ。第２款総務費、第１項

総務管理費、７目企画広報費の１３節委託料、

移住体験ツアー委託料３０万円についての御質

問でございますけれども、委託を予定しており

ますＮＰＯ法人ジョイント宿夢の概要及び移住

体験ツアーの内容ということで、御質問いただ

きました。 

 先ほど議員も御指摘のように、本事業につき

ましては、移住、定住に関する一般質問に対し

て、市長より御答弁申し上げたところでござい

ますけれども、移住体験を、ＮＰＯ法人が実施

するゲストハウスを活用して行おうと。官民協

働で行おうとする事業でございます。 

 事業の受け皿となりますＮＰＯ法人ジョイン

ト宿夢につきましては、本年３月３１日に退任

を予定いたしております、地域おこし協力隊が

代表となって、設立をいたした法人でございま

すけれども、宿毛市宇須々木に、来る４月２０

日にオープン予定のゲストハウスを拠点といた

しまして、交流や移住、定住の推進を主な事業

とするものでございます。 

 こういった事業でございますので、事業内容

そのものが、宿毛市の活性化にも資するものと。

非常に公益性の高い事業である、法人であると

いうふうに認識をいたしております。 

 それと、移住体験ツアーの内容でございます

けれども、基本的な内容といたしましては、１

泊２日で、農業でありますとか、漁業体験、あ

るいは市内生活ゾーンの見学、さらには、既に
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移住をされております移住先輩の方々との交流

会、そういったことを実施する予定にいたして

おります。 

 当然、参加者にも、一定の御負担はいただく

予定でございますけれども、その他ツアーの開

催に伴います講師の謝金でございますとか、あ

るいはリーフレットの作成、人件費等の費用に

つきまして、１回当たり１０万円で、年間３回

を予定いたしておりまして、３０万円を計上さ

せていただいておるところでございます。 

 それと、この事業につきましては、先ほど、

ジョイント宿夢そのものが移住、そういったこ

とも事業のメニューとして考えていただいてお

りますので、我々が想定している３回の移住体

験ツアー以外に、体験ツアーに参加した方が、

１泊２日以上、１週間いたいということに対し

ても、フレキシブルに対応ができる。 

 さらに、３回以外に、移住体験をしたいとい

う方についても、このジョイント宿夢が受け皿

として、独自にやっていただけます。 

 ただ、その３回以外については、参加者が全

額費用は負担をしていただくということになり

ます。 

 市といたしましても、業務全て委託するもの

ではございません。同じように、宿毛とタイア

ップして、移住体験ツアーに参加された方が移

住できるように、市の職員もかかわっていって、

積極的に移住の促進を図ってまいりたいという

ふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今の説明を見ると、

市長が掲げる定住移住の策の一つという部分で、

大変重要な事業であろうかと思いますので、積

極的な取り組みを求めておきたいと思います。 

 次は、４７ページ、第２款総務費、第１項総

務管理費、７目企画広報費、１５節工事請負費

の空き家活用移住促進住宅改修工事費として、

９００万円が計上されております。 

 この事業については、移住者の希望があって

から改修工事を行うのか、それとも、事前に工

事を行おうとしているのか、その工事内容につ

いてお示しをいただきたいと思いますし、この

予算をもって、何戸改修工事をしようとしてい

るのか、お示しをいただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、１１番

議員の再質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、４７ページ。第２款総務費、第１項

総務管理費、７目企画広報費の１５節工事請負

費で、空き家活用移住促進住宅改修工事費９０

０万円について、御質問いただきました。 

 この工事の時期及び内容、それから件数とい

うことの御質問であったかと思います。 

 本事業につきましては、国の社会資本整備総

合交付金及び高知県空き家活用促進事業を活用

して行う事業でございますけれども、事業内容

につきましては、市が空き家の所有者から空き

家を借り上げます。これは１０年間という条件

がございますが、１０年間借り上げ、借り上げ

ました住宅を、市がリフォームを行い、それか

ら移住希望者に貸与するということで、当然、

移住希望者から家賃はいただくものとなってお

りますけれども、今回、平成２８年度について

は、１軒を予定をいたしております。 

 ただ、この事業の、対象事業費のアッパーが

９００万円になっております。したがって、そ

の空き家の状況によって、それが例えば４００

万円程度で済めば、２戸が可能になるというこ

とにはなっております。 

 今回のこの補助事業につきましては、国から

２分の１の補助、それから県から４分の１、市

が４分の１ということで、２２５万円でござい
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ますけれども、今、我々想定いたしますのは、

家賃を２万円程度ということで、これを１０年

間貸し出しをできますと、市の２２５万円は回

収ができるという仕組みでございます。 

 できるだけ、平成２８年度に入りまして、こ

の予算を認めていただきましたら、２８年度に

速やかに空き家物件を調査、探しまして、国、

県の交付金の交付決定を受けて、暫時、改修を

行ってまいりたい。 

 まず改修を行って、それから移住を希望され

る方に呼びかけてまいりたいというふうに考え

ております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 次もまた企画課長ですけれども、ページ５０

ページ、第２款総務費、第１項総務管理費、９

目開発推進費、１３節委託料の、宿毛市地域公

共交通実証運行業務委託料９２１万８，０００

円を含め、合計で１，８９０万６，０００円が、

中山間地域公共交通事業として計上されており

ます。 

 新規事業調査表を見ると、宿毛市地域公共交

通再編計画の策定をしてから、実証運行を行う

となっております。これを見ると、この実証運

行については、この計画の策定後から実施のよ

うでありますけれども、いつごろ、この計画に

ついては作成しようとしているのか。そして、

実証運行の実施時期については、一般質問の中

で、本年の１０月から実施をするようでありま

すけれども、宿毛市として、どの場所を予定を

しているのか、説明をいただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 企画課長。 

○企画課長（出口君男君） 企画課長、１１番

議員の再質疑にお答え申し上げます。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、５０ページでございます。第２款総

務費、第１項総務管理費、９目開発推進費の１

３節を含めます、宿毛市地域公共交通に関する

御質問をいただきました。 

 実証運行を行う場所及び再編計画策定の時期

ということでございます。 

 本事業につきましては、一般質問の中でもご

ざいましたけれども、中山間地域における移動

手段を確保するため、実証運行を通じて、地域

の実情に応じた運行体制と、持続可能な公共交

通体系の調査検証をするものでございますけれ

ども、それとあわせて、今回、宿毛市全域の公

共交通体系の計画を策定しようとするものでご

ざいます。 

 議員御承知のように、平成２７年度に、昨年

の秋でございますけれども、橋上地域の全域、

それから小筑紫地域の一部を対象に、移動手段

に関する調査を行っております。その結果をも

とに、実は、今月からまた、その結果を地域へ

フィールドバックいたしておるところでござい

ますけれども、２８年度において、具体的な運

行体制であるとか、あるいは料金の設定、そう

いったことについて、それぞれの地域の方々と

協議を行い、その上で、整理をした上で、平成

２８年１０月より、それぞれの地域において、

実証運行を行おうとするものでございます。 

 また、宿毛市地域公共交通再編計画でござい

ますけれども、これは、本年度、実証運行を行

いますけれども、それを受けて、平成２９年１

０月から、本格運行につなげてまいりたいとい

うふうに考えておりますけれども、本格運行を

行うに当たって、この計画がないと、国庫補助

の対象にならないということでございますので、

国庫補助を受けるためには、少なくとも本格運

行する６カ月前には、この計画を策定しておか

なければならないということから、平成２９年

３月までには策定をしてまいりたいというふう
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に考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 続いて、ページ５４ページ、第２款総務費、

第１項総務管理費、１５目防災対策費、１１節

の需用費の中にあります備蓄品購入費４２１万

２，０００円と、同じく備蓄品購入費（運営マ

ニュアル策定避難所分）が１２０万あるわけで

すけれども、この内容というか、違いについて

質問します。 

 あわせて、どのような備蓄品を、それぞれに

購入しようとするのか、御説明をいただきます。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） おはようござ

います。危機管理課長、松浦議員の質疑にお答

えします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算の５４ページ、第２款総務費、第１項

総務管理費、１５目防災対策費、１１節需用費

の備蓄品購入費４２１万２，０００円、及び同

節の備蓄品購入費、運営マニュアル策定避難所

分１２０万円の計上予算の違いについて、あわ

せて御説明させていただきます。 

 まず、前段の４２１万２，０００円の備蓄品

購入費でございますけれども、本予算は、従来、

取り組んでおります全避難所へ、災害用備蓄品、

これを購入するためのものでございまして、こ

のたび、レジャーマット、床などに敷くマット

でございますけれども、そのマットを５００枚、

そして、毛布１，０００枚を購入する予定にし

ております。 

 また、後段の１２０万円の運営マニュアル策

定避難所分の備蓄品購入費につきましては、１

３節委託料の避難所運営マニュアル策定委託料

３６９万５，０００円との関連がございますの

で、まず、本運営マニュアルについて、少し御

説明させていただきます。 

 本市では、平成２５年度に総論版の避難所運

営マニュアルを策定しましたけれども、今回、

予算計上しております運営マニュアルは、より

実効性を高めるために、県からの要請で、それ

ぞれ避難所ごとに個別マニュアルを策定するよ

うに求められておりまして、各市町村で策定す

ることになっております。 

 本市におきましても、今後、地震津波災害に

特化した津波浸水区域外の３２の避難所につい

て、運営マニュアルを策定する必要がございま

して、平成２８年度は、平田小学校分を策定す

る予定にしております。 

 この場合、運営マニュアルを策定した避難所

には、マニュアルの策定費とともに、資機材等

の購入費用に対しても、３分の２の県補助が受

けられることになっていますので、マニュアル

策定委託料と合わせまして、平田小学校で整備

が必要となる自家発電機等の資機材について、

備蓄品購入費として１２０万円の予算計上をさ

せていただいております。 

 なお、歳入面での予算措置としまして、本予

算書の２７ページ、第１４款県支出金、第２項

県補助金、１目総務費県補助金、１節総務管理

費補助金の高知県避難所運営対策加速化事業費

補助金３２６万３，０００円のうち、８０万円

が運営マニュアル策定避難所分の備蓄品購入費

へ、残りの２４６万３，０００円が、避難所運

営マニュアル策定委託料への充当予算となりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） ありがとうございま

す。 

 １点、お伺いいたします。 

 運営マニュアルの策定については、今の説明
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では、市内にある３２カ所のうちの１カ所、平

田小学校の運営マニュアルを策定するというこ

とであります。 

 この予算、１カ所策定するのに３６９万５，

０００円が必要ということになっておりますが、

幾ら高知県から３分の２の補助があるとはいえ、

残り３１カ所の避難場所の運営マニュアルを策

定するには、宿毛市の財政的な負担は大きいも

のがあると考えます。 

 しかし、私としても、必要な事業であると考

えておりますが、残りの避難場所についての運

営マニュアルの策定計画はどのように考えてお

るのか。そして、いつごろまでに、全ての避難

所について、運営マニュアルを策定しようとし

ているのか、その点、お示しをいただきたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） 危機管理課長。 

○危機管理課長（楠目健一君） 危機管理課長、

松浦議員の再質疑にお答えします。 

 残る３１カ所の避難所に対する今後の取り組

みでございますけれども、全ての避難所のマニ

ュアル策定を外部へ委託することになりますと、

松浦議員御指摘のように、膨大な予算が必要と

なってまいります。このため、今回のマニュア

ル策定で、一定のノウハウができるというふう

に考えておりますので、職員による策定を基本

としつつ、必要に応じて外部へ委託するなど、

効率的効果的な形で取り組んでまいりたいとい

うふうに考えております。 

 なお、県からは、平成３２年度までに策定す

るよう求められておりますので、この間は、県

の補助金もございます。今後、計画的に策定し

てまいりたいというふうに考えております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 計画策定については、

３２年度まで、県の補助があるということであ

りますけれども、３２年といわず、早急な策定

に努めていただきたいというふうに思います。 

 次は、ページ１０７ページ、第７款土木費、

第４項都市計画費、３目公園費、１５節工事請

負費、防災施設整備工事費１，００１万円につ

いてでありますが、どのような防災施設をつく

ろうとしておるのか、お示しをいただきたいと

思います。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（中町真二君） 都市建設課長、

１１番、松浦議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、１０７ページ、第７款土木費、第４

項都市計画費、３目公園費、１５節工事請負費、

防災施設整備工事費、１，００１万円の工事内

容について御説明いたします。 

 先ほど、繰越事業のほうで御説明させていた

だきました、宿毛市総合運動公園施設整備事業

の継続工事になります。 

 主な工事内容としましては、進入路を約３０

メートル、防革シートを、防球ネット足元のの

り面に約６００平方メートル施工する工事にな

ります。 

 目的としましては、災害活動の拠点施設とな

る防災広場を目的に、整備を進めているところ

でございますが、平常時には、たくさんの方に

利用してもらえるよう、イベント広場や球技場

としての利用、そして地域住民の憩いの場とし

ての活用ができる施設を目指しております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） 今、課長のほうから、

主たる目的は防災施設であるけれども、それ以

外には、市民も含めて、イベントを含めて、活

用していくということでありますけれども、こ

の予算書の説明書きを見ると、何か新しいもの

をつくるような。 
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 というのは、昨年の１２月には、総合運動公

園運動施設整備工事費という位置づけで３，５

０１万円を計上され、今回は、防災施設整備工

事費というふうになっておりまして、素人から

見ると、大変、理解に苦しむ内容でありますが、

ここらあたりの説明書きの違うことについて、

若干教えていただきたいと思います。 

○議長（岡﨑利久君） 都市建設課長。 

○都市建設課長（中町真二君） 都市建設課長、

１１番、松浦議員の再質疑にお答えいたします。 

 ２７年度と２８年度で、工事名は変わってお

りますが、防災機能を持った公園施設整備とい

う目的に変更はありません。 

 財政システムの打ち込み方法の変更によるも

ので、今回、変わっております。よろしくお願

いいたします。 

○議長（岡﨑利久君） １１番松浦英夫君。 

○１１番（松浦英夫君） この事案についても、

完成の予定時期をお伺いする予定でしたけれど

も、先ほどの答弁の中でありましたので、省か

せていただきます。 

 以上で、質疑を終わらせていただきます。丁

寧な御説明、ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） １番、川田栄子でござ

います。よろしくお願いいたします。 

 一括質疑をさせていただきます。 

 議案第３７号、宿毛市一般職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例についてでござ

います。 

 職員給与改正は、人事院勧告に伴う国家公務

員の給与表改正に準拠するものか、または県に

準ずるものか、聞かせてください。 

 そして、それは若年層に手厚く、また５０歳

を超えると打ちどめとなっておることも、その

あたりも聞かせてください。 

 職員表は、全体の職員の給与表が載っており

ますので、皆、同じ割合になっているかどうか、

伺います。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）でございます。 

 ２６ページになります。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般

管理費、３節でございます。職員退職者手当１

億１，４７４万円の退職者の人数をお聞かせく

ださい。 

 ページ３５へ移ります。 

 第３款民生費、第１項社会福祉総務費、１目

２８節でございます。国民健康保険事業特別会

計繰出金、地方単独事業波及分繰出金３，００

０万円についてでございます。 

 単独事業といわれるものを列挙してください

ませ。 

 それから、議案第３号別冊、平成２７年度宿

毛市一般会計補正予算（第６号）でございます。

ページ３７ページをお願いいたします。 

 第３款第６項８目１９節でございます。年金

生活者等支援臨時福祉給付金１億１，６１９万、

国の施策に基づく３万円給付金、事務処理を引

いた宿毛市の対象人数をお聞かせください。 

 ページ４０ページでございます。 

 第３款民生費、第３項２目２０節で、生活扶

助、医療扶助、宿毛市全体の生活保護者の人数

をお聞かせください。 

 ページ６３でございます。 

 第１１款災害復旧費、第１項１目１５節でご

ざいます。農業施設災害工事費１，２００万円。

減額の理由と、どこのどのような工事であった

か、お聞かせください。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算について、ページ４３ページでござい

ます。 

 第２款総務費、第１項１目７節でございます。

臨時雇用について、全体の雇用人数をお聞かせ
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ください。 

 ページ７１ページです。 

 第３款民生費、第１項８目１９節でございま

す。年金生活者等支援臨時福祉給付金について

でございます。国の施策３万円給付によるもの

と思われます。対象人数をお聞かせください。 

 ページ１０４ページ、第７款土木費、第２項

３目１５節でございます。市道改良工事費１，

２００万について、継続事業の中ではあります

が、道路新設改良費となっておりますので、場

所を教えてください。 

 ページ１２５、第９款教育費、第５項保健体

育費、１目２０節でございます。要保護、準保

護児童生徒援助１，８９０万について、お伺い

いたします。 

 前年度より若干、予算が増額されております

けれども、対象人数はどれくらいと見積もって

おられるのか、教えてください。 

○議長（岡﨑利久君） 総務課長。 

○総務課長（河原敏郎君） 総務課長、川田議

員の質疑にお答えします。 

 議案第３７号、宿毛市一般職員の給与に関す

る条例等の一部を改正する条例について、人事

院勧告に伴う改定でありますが、国準拠なのか、

県準拠なのかという御質問と、全職員が同じ割

合で昇給をしているのかという御質問かと思い

ます。 

 本議案は、平成２７年人事院勧告に伴う国家

公務員の給料表等の改定に準じて実施をするも

ので、宿毛市でも同様の改定を行ったものであ

ります。 

 それから、全職員が同じ割合で昇給をするの

かということですが、本議案の内容につきまし

ては、若年層においては、金額にしますと２，

５００円を最大とした引き上げを、段階的に行

って、若年層に厚くした改定となっております。 

 高齢層におきましては、１，１００円の引き

上げを基本とした改定となっておりまして、５

５歳昇給停止については、現行のとおりでござ

います。 

 議案第３号別冊、平成２７年宿毛市一般会計

補正予算（第６号）についてでございます。ペ

ージ２６ページ。 

 第２款総務費、第１項総務管理費、１目一般

管理費、３節職員手当等職員退職手当１億１，

４７４万２，０００円の、人数についての御質

問でございます。 

 職員退職手当につきましては、２７年度の当

初予算に、定年退職予定者１１名分を計上させ

ていただいておりますが、勧奨退職希望のあり

ました５名について、追加で補正予算で提案さ

せていただいております。内容につきましては、

５名であります。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算の、これにつきましては、全体の臨時

賃金で、臨時職員さんの人数の御質問であろう

かと思いますので。 

 当初予算では、各関係課において、臨時賃金

については、予算化をしておりますが、トータ

ルで８０名分の臨時賃金を見込んだ予算を計上

させていただいております。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） 市民課長。 

○市民課長（立田ゆか君） 市民課長、１番、

川田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、３５ページの第３款民

生費、第１項社会福祉費、１目社会福祉総務費、

２８節繰出金の地方単独事業波及増分繰出金と

して３，０００万円を計上いたしております。 

 単独事業は、どのようなものかとの御質問で

すが、繰出金の内容につきましても、一緒に御

説明をさせていただきたいと思います。 

 本予算につきましては、地方単独事業として、
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少子化、障害者福祉対策の一環として、乳幼児

医療助成制度、重度心身障害者医療制度などの

福祉医療制度が実施されております。国は、同

事業を実施している市町村に対し、国庫支出金

等の減額措置を講じております。 

 本市は、平成２０年１０月に小学校終了まで

を、２２年１０月には中学校終了までの、医療

費の無料化を実施しております。 

 平成２０年度から２６年度までの減額影響額

は、８，６８７万６，７０３円となっておりま

す。 

 国保特別会計は、基金残もわずかとなり、大

変、緊迫した運営状況となっていることにより

まして、平成２０年度にさかのぼり、減額影響

額を、一般会計より国保特別会計へ繰り出す予

算措置を講じることで、国保特別会計の歳入不

足を補うための予算計上となっております。 

 平成２８年度宿毛市一般会計予算におきまし

ても、補正予算同様、３，０００万円の繰出予

算計上をしております。 

 福祉医療制度には、県が単独で行っています

補助事業として、乳幼児医療費助成制度、ひと

り親家庭医療費助成制度、重度心身障害児・者

医療費助成制度があります。 

 乳幼児医療費助成につきましては、県のほう

は、就学前までを対象としており、宿毛市が実

施している中学校終了までの医療費助成につき

ましては、市独自の事業として行っております。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（佐藤恵介君） 福祉事務所長、

川田議員の質疑にお答えいたします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、３７ページ、第３款民

生費、第１項社会福祉費、８目臨時福祉給付金

費。ここの年金生活者等支援臨時福祉給付金の

支給人数との御質問でございます。 

 １人につき３万円で、３，８７３人を見込ん

でおります。 

 続きまして、同じく４０ページ、第３款民生

費、第３項生活保護費、２目扶助費、２０節扶

助費、生活扶助及び医療扶助、宿毛市全体の人

数についての御質問でございます。 

 ２７年度当初予算編成の段階において、被保

護者数２７０名、世帯数３２６世帯程度で、本

年度は推移するだろうと予測をしておりました。

２８年１月末で、被保護者数が２６９人、世帯

数が３３１世帯となっております。 

 続きまして、議案第１７号別冊、平成２８年

度宿毛市一般会計予算、７１ページ、第３款民

生費、第１項社会福祉費、８目臨時福祉給付金

費、１９節負担金補助及び交付金、年金生活者

等支援臨時福祉給付金、障害遺族基礎年金受給

者向け、これについても、支給人数はとの御質

問でした。１人３万円で４５７人を見込んでお

ります。 

 以上です。 

○議長（岡﨑利久君） 福祉事務所長。 

○福祉事務所長（佐藤恵介君） 福祉事務所長、

訂正をさせていただきます。 

 先ほど、宿毛市の生活保護、当初の生活保護

者数予定として、２７０名、３２６世帯と申し

ましたけれども、３２６人、２７０世帯の誤り

です。 

 さらに、１月末、保護者数２６９名、世帯数

３３１世帯と申しましたが、３３１人、２６９

世帯の誤りでございます。 

 申しわけありませんでした。 

○議長（岡﨑利久君） 土木課長。 

○土木課長（川島義之君） 土木課長、１番、

川田議員の質疑にお答えします。 

 議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市一般会

計補正予算（第６号）、６３ページ、第１１款

災害復旧費、第１項農林水産施設災害復旧費、
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１目現年度農業施設災害復旧費、１５節工事請

負費、農業施設災害工事費１，２００万円の減

額理由と、どこのどのような工事かとの質問で

すが、現年度農業施設災害復旧費は、平成２７

年度、本年度に発生すると予想される災害復旧

工事を、当初予算において、見込みで１，２６

９万円を計上しておりまして、平成２７年度、

本年度は、補助事業に該当する災害が発生しな

かったため、補助対象分の工事費１，２００万

円を減額するものです。 

 したがいまして、該当する工事については、

ございません。 

 続きまして、議案第１７号別冊、平成２８年

度宿毛市一般会計予算１０４ページ、第７款土

木費、第２項道路橋梁費、３目道路新設改良費、

１５節工事請負費、市道改良工事費１億２，０

００万円の、場所はどこかとの質疑であります

が、この改良工事につきましては、二ノ宮、野

地及び西町の３カ所を予定しております。 

 以上であります。 

○議長（岡﨑利久君） 教育次長兼学校教育課

長。 

○教育次長兼学校教育課長（沢田清隆君） 教

育次長兼学校教育課長、１番、川田議員の質疑

にお答えいたします。 

 議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛市一般

会計予算、１２５ページの第９款教育費、第５

項保健体育費、１目学校保健費、２０節扶助費、

１，８９０万４，０００円、要保護、準要保護

の対象者人数についてということですので、人

数についてお答えいたします。 

 対象者につきましては、中学校が１３０人、

小学校が２２５人となっております。また、予

算が若干ふえているということでございますが、

これは全体の児童生徒数は減少はしております

けれども、準要保護率は毎年上昇しております

ので、予算につきましては、昨年より若干増額

で計上させていただいているものでございます。 

 以上でございます。 

○議長（岡﨑利久君） １番川田栄子君。 

○１番（川田栄子君） ありがとうございまし

た。 

 終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、通告による質

疑は終了いたしました。 

 ほかに質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） ほかに質疑がありませ

んので、これにて質疑を終結いたします。 

 ただいま議題となっております議案のうち、

「議案第１号及び議案第２号」については、会

議規則第３７条第３項の規定により、委員会付

託を省略いたしたいと思います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号及び議案第２号」につ

いては、委員会付託を省略することに決しまし

た。 

 ただいま議題となっております「議案第３号

から議案第５３号まで」の５１議案は、お手元

に配付してあります議案付託表のとおり、それ

ぞれ所管の委員会に付託いたします。 

 お諮りいたします。 

 議案等審査のため、３月１１日並びに３月１

４日から３月１８日までは休会いたしたいと思

います。 

 これに御異議ございませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、３月１１日並びに３月１４日から３

月１８日までは、休会することに決しました。 

 以上で、本日の日程は全部終了いたしました。 

 ３月１１日から３月２１日までの１１日間は
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休会し、３月２２日午前１０時より再開いたし

ます。 

 本日はこれにて散会いたします。 

午前１１時４２分 散会 
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議 案 付 託 表 

                             平成２８年第１回定例会  

付託委員会 議 案 番 号       件               名 

予 算 決 算 

常任委員会 

（２７件） 

議案第 ３号 

議案第 ４号 

 

議案第 ５号 

議案第 ６号 

議案第 ７号 

 

議案第 ８号 

議案第 ９号 

議案第１０号 

 

議案第１１号 

 

議案第１２号 

議案第１３号 

 

議案第１４号 

議案第１５号 

議案第１６号 

議案第１７号 

議案第１８号 

議案第１９号 

議案第２０号 

議案第２１号 

議案第２２号 

議案第２３号 

議案第２４号 

議案第２５号 

議案第２６号 

議案第２７号 

議案第２８号 

議案第２９号 

平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正予算につい

て 

平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補正予算につ

いて 

平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正予算につい

て 

平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正予算につい

て 

平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正予算につい

て 

平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計補正予算について 

平成２７年度宿毛市水道事業会計補正予算について 

平成２８年度宿毛市一般会計予算について 

平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算について 

平成２８年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算について 

平成２８年度宿毛市水道事業会計予算について 

総 務 文 教 

常任委員会 

（１７件） 

議案第３０号 

議案第３１号 

 

宿毛市地域公共交通会議条例の制定について 

行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関する条例の制

定について 
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議案第３２号 

 

議案第３３号 

 

議案第３４号 

 

議案第３５号 

 

議案第３６号 

 

議案第３７号 

 

議案第３９号 

議案第４０号 

議案第４１号 

議案第４２号 

議案第４３号 

議案第４４号 

 

議案第４９号 

 

議案第５０号 

 

 

議案第５２号 

 

宿毛市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関す

る条例の一部を改正する条例について 

宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正する条例につ

いて 

宿毛市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例の一部を改

正する条例について 

宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する

条例について 

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁償に関す

る条例の一部を改正する条例について 

宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例に

ついて 

宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市税条例の一部を改正する条例について 

宿毛市ふるさと寄附金条例の一部を改正する条例について 

宿毛市奨学金貸与条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立教育集会所の設置及び管理に関する条例の一部を改正

する条例について 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び高知県市町村総合事務組合規約の変更について 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び高知県市町村総合事務組合規約の変更に伴う財産処分につ

いて 

宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正する条例の

一部を改正する条例について 

産 業 厚 生 

常任委員会 

（ ７件） 

議案第３８号 

 

議案第４５号 

議案第４６号 

 

議案第４７号 

 

 

 

議案第４８号 

 

議案第５１号 

議案第５３号 

宿毛市立沖の島へき地診療所に勤務する医師の給与並びに旅費

支給に関する条例の一部を改正する条例について 

宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例について 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例について 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及

び運営並びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介護予防

のための効果的な支援の方法に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関する基準を定

める条例の一部を改正する条例について 

幡多西部介護認定審査会共同設置規約の変更について 

市道路線の変更について 
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平成２８年 

第１回宿毛市議会定例会会議録第６号 

 

１ 議事日程 

    第２３日（平成２８年３月２２日 火曜日） 

午前１０時 開議 

   第１ 議案第１号から議案第５３号まで 

      （議案第１号及び議案第２号、討論、表決） 

      （議案第３号から議案第５３号まで、委員長報告、質疑、討論、表決） 

   第２ 委員会調査について 

   第３ 議案第５４号及び議案第５５号 

      議案第５４号 教育長の任命につき同意を求めることについて 

      議案第５５号 平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

２ 本日の会議に付した事件 

   日程第１ 議案第１号から議案第５３号まで 

   日程第２ 委員会調査について 

   日程第３ 議案第５４号及び議案第５５号 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

３ 出席議員（１４名） 

   １番 川 田 栄 子 君     ２番 川 村 三千代 君 

   ３番 原 田 秀 明 君     ４番 山 岡   力 君 

   ５番 山 本   英 君     ６番 髙 倉 真 弓 君 

   ７番 山 上 庄 一 君     ８番 山 戸   寛 君 

   ９番 岡 﨑 利 久 君    １０番 野々下 昌 文 君 

  １１番 松 浦 英 夫 君    １２番 寺 田 公 一 君 

  １３番 宮 本 有 二 君    １４番 濵 田 陸 紀 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

４ 欠席議員 

   な  し 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

５ 事務局職員出席者 

   事 務 局 長        朝比奈 淳 司 君 

   次長兼庶務係長 

   兼 調 査 係 長 
沢 田 美 保 君 

   議 事 係 長        柏 木 景 太 君 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 



 

－ 188 － 

６ 出席要求による出席者 

   市 長  中 平 富 宏 君 

   副 市 長 兼 

   税務課長事務取扱 
岩 本 昌 彦 君 

   企 画 課 長  出 口 君 男 君 

   総 務 課 長        河 原 敏 郎 君 

   危機管理課長  楠 目 健 一 君 

   市 民 課 長  立 田 ゆ か 君 

   税務課長補佐  長 山 敏 昭 君 

   会計課長補佐  松 本 政 代 君 

   保健介護課長  和 田 克 哉 君 

   環 境 課 長  児 島 厚 臣 君 

   人権推進課長  滝 本   節 君 

   産業振興課長  黒 田   厚 君 

   商工観光課長  山 戸 達 朗 君 

   土 木 課 長  川 島 義 之 君 

   都市建設課長  中 町 真 二 君 

   福祉事務所長  佐 藤 恵 介 君 

   水 道 課 長  金 増 信 幸 君 

   教 育 長        立 田 壽 行 君 

   教 育 次 長 兼 

   学校教育課長 
沢 田 清 隆 君 

   生涯学習課長 

   兼 宿 毛 文 教       

   センター所長 

桑 原   一 君 

   学 校 給 食 

   センター所長 
杉 本 裕二郎 君 

   千 寿 園 長  山 岡 敏 樹 君 

   農 業 委 員 会 

   事 務 局 長 
岩 田 明 仁 君 

   選挙管理委員 

   会 事 務 局 長 
河 原 志加子 君 
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－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時０２分 開議 

○議長（岡﨑利久君） これより本日の会議を

開きます。 

 この際、議長より御報告いたします。 

 地方自治法第１８０条第２項の規定による市

長の専決処分の報告につきましては、お手元に

配付しているとおりであります。 

 日程第１「議案第１号から議案第５３号ま

で」の５３議案を一括議題といたします。 

 これより「議案第１号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第１号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第１号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第２号」について、討論に入

ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 お諮りいたします。 

 「議案第２号」は、これに同意することに御

異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、「議案第２号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより「議案第３号から議案第５３号ま

で」の５１議案について、委員長の報告を求め

ます。 

 予算決算常任委員長。 

○予算決算常任委員長（髙倉真弓君） おはよ

うございます。予算決算常任委員長。予算決算

常任委員会委員長報告をいたします。 

 本委員会に付託されました議案第３号から議

案第２９号までの２７議案について、審査の概

要と結果を御報告いたします。 

 議案の審査に当たっては、効率的な審議を行

うため、本委員会を二つの分科会に分け、３月

１１日、１４日、１５日、１６日の４日間にわ

たり、審議を行いました。 

 その後、３月１８日に意見調整のための全体

委員会を開催し、各分科会の主査の審議結果の

報告と質疑を経て、意見調整を行った結果、本

委員会に付託された議案２７件につきましては、

原案を適当と認め、可決すべきものと決しまし

た。 

 以下、分科会における審査概要について、御

報告いたします。 

 まず、第１分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 まず、議案第３号別冊、平成２７年度宿毛市

一般会計補正予算（第６号）、第２表繰越明許

費補正、第２款総務費、第１項総務管理費、南

海地震対策整備事業２，０１０万円についてで

あります。 

 委員からは、事業の内容についての質問があ

り、執行部からは、田ノ浦地区と宇須々木地区

の避難道の整備を行うもので、工事費の内容は、

田ノ浦地区が約８０５万円、宇須々木地区が１，

２０５万円となっているとの回答がありました。 

 委員からは、市内の避難道の整備状況はどう

なっているのか。また、避難道の夜間照明につ

いても、整備しているのかとの質問があり、執

行部からは、避難整備は約９割完了したものと
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考えており、夜間照明については、約６割は整

備している。なお、東日本大震災後に整備した

避難道については、全て夜間照明を設置してい

るとの回答がありました。 

 次に、議案第１７号別冊、平成２８年度宿毛

市一般会計予算、第２款総務費、第１項総務管

理費、２目人事管理費、１３節委託料、ストレ

スチェック事業委託料４２万３，０００円につ

いてであります。 

 委員からは、この事業は、全職員が対象にな

るのか。また、どのような方法でチェックし、

実施後はどのような対応をするのか、との質問

がありました。 

 執行部からは、臨時職員を含めた全職員が対

象である。インターネット上のシステムでチェ

ックを行うことにより、ストレスの度合いが判

明し、その結果が、本人に通知される。 

 それを受けて、本人が病院を受診したり、人

事係や保健師に相談があれば、医療機関等を紹

介することになっている。 

 この事業の目的は、あくまでも本人が現在の

状況を把握することであるため、結果は、基本

的には本人しか確認できないこととなっている、

との回答がありました。 

 続きまして、第２款総務費、第１項総務管理

費、６目財産管理費、１３節委託料、公共施設

等総合管理計画策定業務委託料、６４８万円に

ついてであります。 

 委員からは、この計画については、平成２６

年度から３年以内に策定するように、総務省か

らの要請があったようだが、策定が最終年度に

なったのはなぜか。また、策定に係る経費に対

して、国からの補助はあるのか、との質問があ

り、執行部からは、今年度、固定資産台帳の整

備を行ったことで、市の全体の財産を把握する

ことができたため、その結果を受けて、来年度

に計画を策定することとなった。 

 また、経費に対しては、国からの助成金はな

いが、５０％の特別交付税の措置があるとの回

答がありました。 

 次に、第２款総務費、第１項総務管理費、７

目企画広報費、１５節工事費、空き家活用移住

促進住宅改修工事費９００万円についてであり

ます。 

 委員からは、対象の空き家はどのような方法

で探すのか、との質問があり、執行部からは、

移住相談者が市内を回るなどの方法で調査し、

情報を収集する。 

 改修費用を抑えることができる物件があれば、

予算内で対応可能な件数がふえることとなるた

め、予算が認められれば、速やかに探したいと

考えている、との回答がありました。 

 また、委員からは、移住者が入居する場合の

家賃と、公営住宅の家賃との差額に対しての質

問があり、執行部からは、この事業費は移住促

進を図ることを主たる目的としており、今回は、

公営住宅という認識はしていない。そのため、

移住者に受け入れられてもらえるよう、月額２

万円の家賃を想定している、との回答がありま

した。 

 次に、第２款総務費、第１項総務管理費、１

５目防災対策費、１５節工事請負費、防災備蓄

倉庫整備工事費１億５３９万３，０００円につ

いてであります。 

 委員からは、工事費の内容は、施設造成工事

費が１，２３９万３，０００円、倉庫本体の工

事費が９，３００万円とのことだが、どこに、

どのようなものをつくるのか、との質問があり、

執行部からは、宿毛市総合運動公園陸上競技場

の北側にある駐車場の奥を造成し、約６５０平

米の広さの倉庫を整備する予定である。 

 平常時は、宿毛市が５８０平米、高知県が７

０平米を、備蓄倉庫として使用するが、発災後

は、３日間程度で備蓄品がなくなると想定され、
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その後は、国からの緊急支援物資が搬入される

こととなり、その段階から、幡多地域の物資の

集積所として、県が使用することとなる、との

回答がありました。 

 次に、第２款総務費、第１項総務管理費、１

８目ふるさと寄附金費１億７，０５６万８，０

００円についてであります。 

 委員からは、返礼割合を３割から５割にした

ことについて質問があり、執行部からは、総務

省から高額または寄附金額に対し、返礼の割合

が高い返礼品は慎むようにとの通達はあったが、

何の罰則もないため、全国的に返礼割合の競争

となっている。 

 そのため、これまでの３割返礼割合では、近

隣の市町村と比べると、どうしても見劣りがし

てしまうことから、返礼割合を５割にするとと

もに、これまでの事業者負担であった返礼品の

送料の一部を、市が負担することで、品物のグ

レードアップを図り、来年度の寄附金額を１億

円として取り組むつもりである、との回答があ

りました。 

 さらに、委員からは、宿毛市に関係ある寄附

者と、そうでない寄附者との割合がわかれば、

返礼品選定などの参考になるのではないかと思

われるが、把握はしているのか、との質問があ

り、執行部からは、統計はとっていないが、宿

毛市出身者でない方が、宿毛市の特産物などに

魅力を感じて寄附してくださることのほうが多

いのではないかと思われる、との回答がありま

した。 

 次に、第２分科会主査より、次のような審査

概要の報告がありました。 

 初めに、議案第３号別冊、平成２７年度宿毛

市一般会計補正予算（第６号）、第７款商工費、

第１項商工費、５目観光費、１９節負担金補助

及び交付金、すくもまるごと商社プロジェクト

事業費補助金地方創生分、７，０５１万５，０

００円についてであります。 

 本件は、地方創生加速化基金を活用して、一

般社団法人宿毛市観光協会に、宿毛市の地域商

社となる役割を担わせ、インターネット販売サ

イト、ＥＣサイトによる特産品の販売や、観光

プロモーションを行う事業でありますが、委員

からは、単年度の事業に終わってしまっては成

果が上がらない。持続性が重要ではないか、と

の意見がありました。 

 執行部からは、ＥＣサイトの運営と併用して、

ふるさと納税事業も観光協会に委託する。ふる

さと納税によって好評を得た商品を、ＥＣサイ

トで販売するなど、両事業を関連づけて、市場

の拡大を図り、同時に特産物の開発を進めてい

く。今回は、その足がかりとなる事業である、

との回答がありました。 

 さらに、委員からは、観光協会の予算は、こ

れまでの倍以上になるものの、組織自体の人数

が少ないため、雇用人数の増加を進めた体制強

化が必要である。 

 介護や保育等のさまざまな職場で、非正規職

員の雇用のあり方が問題になっているが、観光

協会も同様の問題を抱えており、今回の事業を

きっかけにして、雇用体系の改善も協議させる

べきとの意見があり、執行部からは、今回の加

速化交付金の中でも、人件費の割合をふやすな

どとして対応していく。 

 将来にわたる体制強化については、執行部内

での協議を行うことも、必要があるが、重要な

問題として捉えているとの回答がありました。 

 続いて、議案第１７号別冊、平成２８年度宿

毛市一般会計予算、第５款農林水産業費、第１

項農業費、３目農業振興費、１３節委託料、直

七産地化推進事業委託料４１９万５，０００円

について、報告します。 

 本件は、直七の苗木３，５００本の配布と、

育成指導を行う事業でありますが、委員からは、
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若い世代への苗木の配布を行い、将来にわたる

直七栽培の拡大や、後継者の育成も必要ではな

いかとの質問がありました。 

 これに対して、執行部からは、配布に当たっ

ては、現地調査を行い、適地を優先して配布を

してきた。また、直七の専業農家を育てるので

はなく、兼業農家に対して、別の仕事をしなが

ら、直七を育てることを奨励している。 

 昨年の配布対象者には、４０代の方もいた、

との回答がありました。 

 続いて、第５款農林水産業費、第２項林業費、

２目林業振興費、１９節負担金補助及び交付金、

宿毛市緊急間伐総合支援事業費補助金５２３万

円について、報告します。 

 本件は、切り捨て間伐及び搬出間伐、作業道

の敷設に対して、補助を行うものでありますが、

委員からは、作業道を敷設すると、雨天時に泥

水が発生し、川や海の生態系に影響を及ぼすこ

とがある。敷設の際には、泥だまりをつくるな

ど、一定の基準を設けているのか、との質問が

ありました。 

 これに対して、執行部からは、この補助は２．

５メートル幅の小規模な作業道を対象としてお

り、この規模の作業道であれば、大量の泥水の

発生は起こらないため、特に基準は設けていな

い。 

 比較的少ない手間と費用で設置できるため、

普及を進めている。ただし、泥水の懸念が全く

ないわけではないので、他地域の状況を調べる

など、研究を行う、との回答がありました。 

 さらに、委員からは、この補助金は自伐林家

にも適用されるのか、との質問があり、執行部

からは、適用される。自伐林家を支援する目的

の事業である、との回答がありました。 

 次に、第７款土木費、第８項河川費、１目河

川等環境整備事業費、県営海岸事業負担金７，

７３７万３，０００円について、報告します。 

 本件は、南海トラフ地震発生に伴う長期浸水

対策として、高知県が進めている河川海岸堤防

耐久化かさ上げ工事の負担金であり、国５０％、

高知県４０％、宿毛市１０％の負担割合となっ

ています。 

 この工事に対して、委員からは、海岸堤防の

工事について、地元住民から疑問の声が上がっ

ている。高知県の行った事業内容の説明には、

矛盾点もあり、Ｌ２クラスの災害を想定しなが

ら、Ｌ１クラスの災害に対応した堤防をつくる

ということであれば、納得できない。 

 負担金を出す以上、高知県に対しても、しっ

かりとした説明を行うよう要請すべき、との意

見がある一方、現実的な費用の面で、Ｌ２クラ

スの災害に耐えられる堤防をつくることは困難

であり、限られた予算の中で、住民のために、

必要最小限の備えだけはしようと、Ｌ１クラス

の対応にした堤防をつくることには反対できな

い。いつ起こるかもわからない災害に備えるた

め、国、県が宿毛市のために動いていることを

考えれば、反対する理由はない、との意見もあ

りました。 

 これらの意見に対し、執行部からは、今後、

高知県による地質調査等が行われると思うが、

その上で、しっかりとした、矛盾のない計画を

つくるよう求めていく、との回答がありました。 

 以上、本委員会に付託されました２７議案に

ついて、審査結果の報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 総務文教常任委員長。 

○総務文教常任委員長（松浦英夫君） 総務文

教常任委員長。 

 本委員会に付託されました、１７議案の審査

結果の御報告をいたします。 

 議案第３０号は、宿毛市地域公共交通会議条

例の制定についてであります。 

 本案は、現在、住民の生活に必要な輸送の確

保や、公共交通の利便性の増進を図るため、宿
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毛市地域公共交通会議を、要綱に基づき設置し

ておりますが、平成２８年度より、地域公共交

通網形成計画等を作成し、公共交通空白地域に

おける交通対策事業を実施するため、条例で規

定するものであります。 

 議案第３１号は、行政不服審査法の施行に伴

う関係条例の整備に関する条例の制定について

であります。 

 本案は、行政庁の処分その他公権力の行使に

当たる行為に関する不服申し立て制度について、

公平性や利便性の向上のため、行政不服審査法

及び行政不服審査法の施行に伴う関係法律の整

備等に関する法律が、平成２８年４月１日から

施行されることに伴い、宿毛市行政手続条例、

宿毛市情報公開条例、宿毛市個人情報保護条例、

宿毛市情報公開個人情報保護審査会条例、宿毛

市職員の退職手当に関する条例、宿毛市手数料

徴収条例の６条例について、必要な改正を行う

ものであります。 

 議案第３２号は、宿毛市議会の議員その他非

常勤の職員の公務災害補償等に関する条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 本案は、被用者年金制度の一元化等を図るた

めに、厚生年金保険法等の一部を改正する法律

が施行され、共済年金が厚生年金に一元化され

たことに伴い、公務上の災害等に対する補償の

規定について、必要な改正を行うものでありま

す。 

 議案第３３号は、宿毛市固定資産評価審査委

員会条例の一部を改正する条例についてであり

ます。 

 本案は、行政不服審査法及び行政不服審査法

の施行に伴う関係法律の整備等に関する法律が、

平成２８年４月１日から施行されることに伴い、

字句の訂正及び手数料の取り扱いについて、必

要な改正を行うものであります。 

 議案第３４号は、宿毛市人事行政の運営等の

状況の公表に関する条例の一部を改正する条例

についてであります。 

 本案は、地方公務員法の改正に伴い、人事行

政の運営等の状況に係る報告事項に、人事評価

の状況等、新たな項目の追加等の改正を行うも

のであります。 

 議案第３５号は、宿毛市職員の勤務時間、休

暇等に関する条例の一部を改正する条例につい

てであります。 

 本案は、地方公務員法及び学校教育法の改正

に伴い、必要な改正を行うものであります。 

 議案第３６号は、宿毛市特別職の職員で非常

勤のものの報酬及び費用弁償に関する条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 本案は、いじめ防止対策推進法の規定に基づ

き、宿毛市いじめ問題対策連絡協議会及びいじ

め問題対策専門委員会並びにいじめ問題調査委

員会を設置し、新たに非常勤の特別職として委

員をおくものであります。 

 また、議案第３０号の条例制定に伴い、宿毛

市地域公共交通会議に、非常勤の特別職として

委員をおくものです。 

 あわせて、これまでの報償費で支給していた

就労支援員や、嘱託医等を、災害補償等の対象

にするため、非常勤の特別職として規定するも

のであります。 

 議案第３７号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例についてであ

ります。 

 本案は、平成２７年度人事院勧告に準じて、

地方における官民格差を解消するため、平均で

０．４％程度引き上げる給料表の適用、及び勤

勉手当を０．１カ月分ふやす等の改正を行うも

のであります。 

 議案第３９号は、宿毛市特別会計設置条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、職員等の給与の支払い事務の効率化
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のために、給与等集中処理特別会計を設置して

おりますが、平成２７年度に導入した新たな人

事、給与システムと、財務会計システムとの連

携において、特別会計を設けなくても、事務処

理が可能となるので、給与等集中処理特別会計

を廃止するものであります。 

 議案第４０号は、宿毛市税条例の一部を改正

する条例についてであります。 

 本案は、特定非営利活動法人を初めとする収

益事業を行わない特定の法人について、法人市

民税の課税免除に関する規定を設けるものであ

ります。 

 議案第４１号は、宿毛市ふるさと寄附金条例

の一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、ふるさと寄附金を募る事業区分を、

本条例及び施行規則に規定していましたが、寄

附金の増加にあわせて、事業区分の見直しを行

うものであります。 

 議案第４２号は、宿毛市奨学金貸与条例の一

部を改正する条例についてであります。 

 本案は、奨学金の延滞利息について、宿毛市

税外収入の督促手数料、延滞金及び滞納処分に

関する条例との整合性を図るために、必要な改

正を行うものであります。 

 議案第４３号は、宿毛市立公民館設置条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 本案は、沖の島開発総合センターを、沖の島

公民館分館として使用しているため、本条例に

規定している住所の改正を行うものであります。 

 議案第４４号は、宿毛市立教育集会所の設置

及び管理に関する条例の一部を改正する条例に

ついてであります。 

 本案は、旧小筑紫保育園を、平成２８年４月

より小筑紫小学校放課後子ども教室等の地域住

民の社会教育活動の充実、及び発展を図るため

の施設として使用するため、条例の改正を行う

ものであります。 

 議案第４９号は、高知県市町村総合事務組合

を組織する地方公共団体の数の減少及び高知県

市町村総合事務組合規約の変更についてであり

ます。及び、議案第５０号は、高知県市町村総

合事務組合を組織する地方公共団体の数の減少

及び高知県市町村総合事務組合規約の変更に伴

う財産処分についての２議案は、高知県市町村

総合事務組合の構成団体である仁淀川中央清掃

事務組合が解散し、４月１日から脱退すること

に伴い、団体数及び規約の変更並びに財産処分

について、地方自治法第２９０条の規定に基づ

き、議会の議決を求めるものであります。 

 議案第５２号は、宿毛市一般職員の給与に関

する条例等の一部を改正する条例の一部を改正

する条例についてであります。 

 本案は、今議会に提案している議案第３０号

の条例改正案について、地方公務員法の改正に

より、根拠条文が変更となったために、必要な

改正を行うものであります。 

 以上、１７議案につきましては、担当課から

詳しい説明を受ける中で、慎重に審査をした結

果、いずれも原案を適当であると認め、全会一

致をもって可決すべきものと決しました。 

 以上で、本委員会に付託されました１７議案

についての報告といたします。 

○議長（岡﨑利久君） 産業厚生常任委員長。 

○産業厚生常任委員長（野々下昌文君） 産業

厚生常任委員長、本委員会に付託されました議

案７件についての審査結果を御報告いたします。 

 議案第３８号は、宿毛市立沖の島へき地診療

所に勤務する医師の給与並びに旅費支給に関す

る条例の一部を改正する条例についてでありま

す。 

 内容につきましては、議案第３６号、宿毛市

特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用弁

償に関する条例の一部を改正する条例において、

沖の島へき地診療所の嘱託医を、非常勤の特別
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職に規定することにより、生じる改正を行うも

のです。 

 議案第４５号は、宿毛市立保育所設置条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 内容につきましては、新小筑紫保育園の完成

に伴い、平成２８年４月より、宿毛市立みなみ

保育園を廃止するものです。 

 議案第４６号は、宿毛市指定地域密着型サー

ビスの事業の人員、設備及び運営に関する基準

を定める条例の一部を改正する条例について、

及び、議案第４７号、宿毛市指定地域密着型介

護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並

びに指定地域密着型介護予防サービスに係る介

護予防のための効果的な支援の方法に関する基

準を定める条例の一部を改正する条例について

の２議案は、介護保険において、指定居宅サー

ビス等の事業の人員、設備及び運営に関する規

準等が改正することに伴い、必要な改正を行う

ものです。 

 議案第４８号は、宿毛市地域包括支援センタ

ーの職員及び運営に関する基準を定める条例の

一部を改正する条例についてであります。 

 内容につきましては、地域における医療及び

介護の総合的な確保を推進するための関係法律

の整備等に関する法律及び宿毛市介護保険条例

で実施を猶予していた介護予防日常生活支援総

合事業、及び認知症施策を実施することに伴い、

条例の改正を行うものです。 

 議案第５１号は、幡多西部介護認定審査会共

同設置規約の変更についてであります。 

 内容につきましては、介護保険法施行令の改

正により、介護認定審査会の委員の任期を２年

から３年に改めるため、幡多西部介護認定審査

会共同設置規約の変更を行うものです。 

 議案第５３号は、市道路線の変更についてで

あります。 

 内容につきましては、市道中尾山線について、

路線延長を明確にする必要があるため、市道路

線の変更について、道路法第１０条３項の規定

により、議会の議決を求めるものです。 

 以上７議案につきましては、担当課から詳し

い説明を受ける中で、慎重に審査した結果、原

案を適当であると認め、全会一致をもって、可

決すべきものと決しました。 

 以上、本委員会に付託されました議案につい

ての御報告を終わります。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、委員長の報告

は終わりました。 

 ただいまの委員長報告に対する質疑に入りま

す。 

 質疑はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第５３号ま

で」の５１議案について、討論に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより「議案第３号から議案第５３号ま

で」の５１議案を一括採決いたします。 

 本案に対する委員長の報告は可決であります。 

 本案は、委員長の報告のとおり決することに

賛成の諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 

 よって「議案第３号から議案第５３号まで」

の５１議案は、原案のとおり可決されました。 

 日程第２、委員会調査についてを議題といた

します。 

 各常任委員長及び議会運営委員長から、目下

委員会において調査中の事件については、会議

規則第１１１条の規定により、お手元に配付い
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たしました申出書のとおり、閉会中の継続調査

の申し出があります。 

 お諮りいたします。 

 委員長から申し出のとおり、閉会中の継続調

査に付することに御異議はありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、委員長から申し出のとおり、閉会中

の継続調査に付することに決しました。 

 日程第３、「議案第５４号及び議案第５５

号」の２議案を一括議題といたします。 

 この際、提案理由の説明を求めます。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 追加御提案申し上げま

した議案につきまして、提案理由の説明をいた

します。 

 議案第５４号は、「教育長の任命につき同意

を求めることについて」でございます。 

 内容につきましては、現教育長の立田壽行氏

が、本年３月３１日をもって退任することとな

りましたので、新たに出口君男氏を本市の教育

長として任命いたしたいので、地方教育行政の

組織及び運営に関する法律第４条第１項の規定

により、議会の同意を求めるものです。 

 出口君男氏の経歴等につきましては、資料と

してお手元に提出しておりますので重複は避け

ますが、人格、見識ともにすぐれ、本市の教育

長として適任者であると確信いたしております

ので、御同意いただきますようお願いを申し上

げます。 

 退任されます立田教育長におかれましては、

これまで本市の教育行政の発展のため、一方な

らぬ御尽力をいただきましたことに対しまして、

心より厚くお礼を申し上げます。 

 議案第５５号は、「平成２７年度一般会計補

正予算について」でございます。 

 繰越明許費として、年金生活者等支援臨時福

祉給付金給付事業の１億２，１３０万９，００

０円を平成２８年度に繰り越しするものです。 

 以上が、御提案申し上げました議案の内容で

す。 

 よろしく御審議の上、適切な御決定を賜りま

すようお願い申し上げまして、提案理由の説明

といたします。 

○議長（岡﨑利久君） これにて、提案理由の

説明は終わりました。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前１０時４２分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時４２分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 これより質疑に入ります。 

 質疑ありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 格別質疑がありません

ので、これにて質疑を終結いたします。 

 この際、暫時休憩いたします。 

午前１０時４３分 休憩 

－－－－－・・－－－－－・・－－－－－ 

午前１０時５６分 再開 

○議長（岡﨑利久君） 休憩前に引き続き、会

議を開きます。 

 お諮りいたします。 

 議案第５４号及び議案第５５号の２議案は、

会議規則第３７条第３項の規定により、委員会

の付託を省略したいと思います。 

 これに御異議ありませんか。 

（「異議なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 御異議なしと認めます。 

 よって、本案は、委員会の付託を省略するこ

とに決しました。 

 これより、議案第５４号について、討論に入

ります。 
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 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第５４号」を採決いたしま

す。 

 本案は、これに同意することに賛成の諸君の

起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 起立多数であります。 

 よって「議案第５４号」は、これに同意する

ことに決しました。 

 これより、「議案第５５号」について、討論

に入ります。 

 討論はありませんか。 

（「なし」という声あり） 

○議長（岡﨑利久君） 討論がありませんので、

これにて討論を終結いたします。 

 これより、「議案第５５号」を採決いたしま

す。 

 本案は、原案のとおり可決することに賛成の

諸君の起立を求めます。 

（賛 成 者 起 立） 

○議長（岡﨑利久君） 全員起立であります。 

 よって「議案第５５号」は、原案のとおり可

決されました。 

 以上で、今期定例会の日程は全て議了いたし

ました。 

 閉会に当たり、市長から挨拶の申し出があり

ますので、発言を許します。 

 市長。 

○市長（中平富宏君） 閉会に当たりまして、

一言御挨拶を申し上げます。 

 去る２月２９日に開会いたしました今期定例

会は、本日までの２３日間、議員の皆様方にお

かれましては、連日、御熱心に御審議をいただ

きまして、御提案申し上げました５５議案全て

を、原案どおり御決定いただき、まことにあり

がとうございます。厚くお礼申し上げます。 

 今会期中に、一般質問や質疑等を通じまして

お寄せいただきました貴重な御意見や御提言に

つきましては、今後さらに検討いたしながら、

市政の執行に反映させていきたいと考えており

ます。 

 平成２８年度を迎えるに当たり、市政執行の

基本的な考え方につきましては、行政方針の中

で申し上げましたが、宿毛創生を目指し、必要

な事業には積極的に取り組んでまいりたいと考

えておりますので、市民並びに議員の皆様方に

おかれましては、今後とも、より一層の御指導

御協力をお願い申し上げたいと思います。 

 本当にありがとうございます。しっかり頑張

ってまいります。 

 以上をもちまして、閉会の御挨拶といたしま

す。 

 ありがとうございました。 

○議長（岡﨑利久君） 以上で、市長の挨拶は

終わりました。 

 これにて、平成２８年第１回宿毛市議会定例

会を閉会いたします。 

午前１１時０１分 閉会 
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地方自治法第１２３条第２項の規定によりここに署名する。 

 

 

              宿  毛 市 議 会 議 長                  岡 﨑 利 久 

 

 

              宿 毛 市 議 会 副 議 長                  山 戸   寛 

 

 

                          議 員   宮 本 有 二 

 

 

                          議 員   濵 田 陸 紀 
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                               平成２８年３月１８日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        予算決算常任委員長 髙 倉 真 弓 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第 ３号 平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第 ４号 
平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ５号 
平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第 ６号 
平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第 ７号 
平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計補

正予算について 
原案可決 適 当 

議案第 ８号 
平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第 ９号 
平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計補正予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第１０号 
平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１１号 
平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１２号 
平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計補正予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１３号 
平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会計補正

予算について 
原案可決 適 当 

議案第１４号 
平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 
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議案第１５号 
平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計補正予

算について 
原案可決 適 当 

議案第１６号 平成２７年度宿毛市水道事業会計補正予算について 原案可決 適 当 

議案第１７号 平成２８年度宿毛市一般会計予算について 原案可決 適 当 

議案第１８号 
平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第１９号 
平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２０号 
平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２１号 
平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会計予

算について 
原案可決 適 当 

議案第２２号 
平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２３号 
平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計予算につい

て 
原案可決 適 当 

議案第２４号 
平成２８年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２５号 
平成２８年度幡多西部介護認定審査会特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２６号 
平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計予算につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第２７号 
平成２８年度宿毛市土地区画整理事業特別会計予算

について 
原案可決 適 当 

議案第２８号 
平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予算に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第２９号 平成２８年度宿毛市水道事業会計予算について 原案可決 適 当 
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                               平成２８年３月１５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 松 浦 英 夫  

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第３０号 宿毛市地域公共交通会議条例の制定について 原案可決 適 当 

議案第３１号 
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に関す

る条例の制定について 
原案可決 適 当 

議案第３２号 
宿毛市議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補

償等に関する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３３号 
宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改正す

る条例について 
原案可決 適 当 

議案第３４号 
宿毛市人事行政の運営等の状況の公表に関する条例

の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３５号 
宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部

を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３６号 
宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び費用

弁償に関する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３７号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例について 
原案可決 適 当 

議案第３９号 
宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第４０号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について 原案可決 適 当 

議案第４１号 
宿毛市ふるさと寄附金条例の一部を改正する条例に

ついて 
原案可決 適 当 

議案第４２号 
宿毛市奨学金貸与条例の一部を改正する条例につい

て 
原案可決 適 当 

議案第４３号 
宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 
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議案第４４号 
宿毛市立教育集会所の設置及び管理に関する条例の

一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第４９号 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び高知県市町村総合事務組合規約の変

更について 

原案可決 適 当 

議案第５０号 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共団体

の数の減少及び高知県市町村総合事務組合規約の変

更に伴う財産処分について 

原案可決 適 当 

議案第５２号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を改正

する条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 
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                               平成２８年３月１６日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 野々下 昌 文 

 

委員会審査報告書 

 

  本委員会に付託の事件は、審査の結果下記のとおり決定したので、会議規則第１１０条の

規定により報告します。 

記 

 

事 件 の 番 号       件          名 審査結果 理 由 

議案第３８号 

宿毛市立沖の島へき地診療所に勤務する医師の給与

並びに旅費支給に関する条例の一部を改正する条例

について 

原案可決 適 当 

議案第４５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例につ

いて 
原案可決 適 当 

議案第４６号 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備

及び運営に関する基準を定める条例の一部を改正す

る条例について 

原案可決 適 当 

議案第４７号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人

員、設備及び運営並びに指定地域密着型介護予防サ

ービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法

に関する基準を定める条例の一部を改正する条例に

ついて 

原案可決 適 当 

議案第４８号 
宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に関す

る基準を定める条例の一部を改正する条例について 
原案可決 適 当 

議案第５１号 
幡多西部介護認定審査会共同設置規約の変更につい

て 
原案可決 適 当 

議案第５３号 市道路線の変更について 原案可決 適 当 
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                               平成２８年３月１５日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        総務文教常任委員長 松 浦 英 夫 

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

  

記 

１ 事 件 （１） 総合計画の策定状況について 

      （２） 行政機構の状況について 

      （３） 財政の運営状況について 

      （４） 公有財産の管理状況について 

      （５） 市税等の徴収体制について 

      （６） 地域防災計画について 

      （７） 教育問題について 

２ 理 由 議案審査の参考とするため 
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                               平成２８年３月１６日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                        産業厚生常任委員長 野々下 昌 文  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 農林水産業の振興対策状況について 

      （２） 商工業の活性化対策状況について 

      （３） 観光産業の振興対策状況について 

      （４） 市道の管理状況について 

      （５） 環境、保健衛生の整備状況について 

      （６） 下水道事業の運営管理状況について 

      （７） 保育施設の管理状況について 

      （８） 介護保険制度について 

２  理  由  議案審査の参考とするため 

 



 

－ 206 － 

                               平成２７年３月１８日  

 宿毛市議会議長 岡 﨑 利 久 殿 

 

                          議会運営委員長 宮 本 有 二  

 

閉会中の継続調査申出書 

 

  本委員会は、下記により閉会中もなお継続調査を要するものと決定したので、会議規則第

１１１条の規定により申し出ます。 

 

記 

１ 事 件 （１） 議会の運営に関する事項 

      （２） 議会の会議規則、委員会に関する条例等に関する事項 

      （３） 議長の諮問に関する事項 

      （４） 議会報に関する事項 

２ 理 由 議会運営を効率的かつ円滑に行うため 
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一  般  質  問  通  告  表 

                           平成２８年第１回定例会    

質問 

順位 
質 問 議 員      質 問 の 要 旨                      

１ 
 ３番 

 原田秀明君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 
（１）地震・津波被害に対する防災・減災対策について 
  ア 帰宅困難者に必要な中・長期の避難場所と避難施設につ

いて 
  イ 近隣市町村との協定などについて 
  ウ 一次避難道や避難場所の整備について 
  エ 住宅耐震化の推進について 
  オ 自主防災組織に対する支援について 
  カ 危機管理課の体制について 
  キ 宿毛市役所の移転や建て替えについて 
（２）宿毛湾の漁業振興について 
  ア 養殖漁業を中心とした産業の推進と販路の拡大について 
  イ 漁業の後継者の育成について 

２ 
１０番 

野々下昌文君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 
（１）まち・ひと・しごと創生総合戦略について 
  ア 予算措置について 
  イ 事業実施計画について 
（２）人口減少対策について 
  ア 定住促進室について 
  イ 子育て支援について 
（３）学校再編について 
  ア 再編計画について 
 
２ 子供の虐待対策について（市長） 
（１）妊娠期相談支援体制について 
（２）子育て世代包括支援センター整備について 
（３）虐待に対する本市の認識と対応について 
（４）「ネウボラ」の育成について 
 
３ 消防行政について（市長） 
（１）消防団への女性・若者等の加入促進について 
（２）スマートフォンを活用した災害応急活動システムについ

て 
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３ 
１１番 

 松浦英夫君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 
（１）市税運営についての考え方 
（２）執行権について 
 
２ 福祉行政について（市長） 
（１）現状認識について 
（２）保育行政について 
 
３ 障害者差別解消法について（市長） 
 
４ スポーツ振興について（市長） 
（１）基本的な考えについて 
（２）スポーツ振興室の役割について 
 
５ 離島振興計画について（市長） 
 
６ 水産業振興について（市長） 
（１）具体的取組みについて 
（２）藻津漁港の整備について 
（３）水産振興と海上自衛隊基地の誘致について 

４ 
 ６番 

 髙倉真弓君 

１ 人口問題について（市長） 
（１）出会いの機会創設について 
（２）子育て支援策について 
（３）定住につなげる奨学金制度について 
（４）定住・移住について 
（５）交流人口について 
 
２ 福祉行政について（市長） 
（１）障がい者福祉について 
（２）ボランティア育成、啓発について 

５ 
 ５番 

 山本 英君 

１ １２月議会の懸案事項から（市長） 
（１）申し継ぎを受けたはずの海底資源関連の取り組み姿勢 
（２）離島の急患輸送、沖の島の夜間設備について 
 
２ 行政方針（市長） 
（１）予算について 
  ア 財政調整基金と予算額について 
  イ 経常収支比率について 
  ウ 夕張市の現状から思うこと 
（２）旧耐震基準家屋の耐震化について（線引きの妥当性） 
（３）空き家対策について 
（４）自衛隊誘致に取り組む姿勢について 
 
３ 道徳について（教育長） 
（１）具体的道徳教育の内容・徳目について 
（２）数という字の意味について 
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６ 
 ２番 

川村三千代君 

１ 通学路並びに児童生徒の利活用が多い道路の安全点検、対
策について（教育長） 

 
２ 観光振興について（市長） 
（１）外国人観光客の誘致、またその受入れ体制について 
 
３ 市長の経験、人脈を本市に活用していく方向性、その展望に

ついて（市長） 

７ 
 １番 

 川田栄子君 

１ 市長の政治姿勢について（市長） 
（１）政治理念の公表について 
（２）市民の利益を考える政治理念の追求について 
（３）議員時代に力を入れたことについて 
（４）副市長選任の理由について 
（５）宿毛の将来ビジョンについて 
（６）市役所組織、地方創生本部としての取り組みのスタイルに

ついて 
（７）成し遂げたい具体的事業について 
（８）財政難、身を切る決断について 
（９）縦割り行政から横割り構造への移行について 
（10）地元産材の市内での加工・製品化について 
（11）原発再稼働について 
  ア 国の方針について 
  イ 核廃棄物の受け入れについて 
（12）小学校問題血税投入について 
（13）防災士の活用について 
 
２ 遠隔地の公共交通について（市長） 
（１）利用者の調査分析の公表について 
（２）公的責任について 
 
３ ３歳児虐待死亡事件について（市長） 
（１）宿毛では救えたか 
 
４ 行政報告の取り組みについて（市長） 
 
５ 閉塞感から抜け出すための政治の役割について（市長） 
 
６ 宿毛市振興計画（基本計画）について（市長） 
（１）５年間の成果について 
（２）今後の課題について 

８ 
 ８番 

 山戸 寛君 

１ 臨時職員の処遇改善について（市長） 
 
２ 林業振興について（市長） 
（１）自伐型林業経営への展開に対する支援、仕組みづくりにつ

いて 
（２）森林組合をはじめとする木材開発業者への支援について 
（３）ＵＩターンと林業の関連について 
 
３ 公営住宅等再編計画について（市長） 
（１）事業の進捗状況について 
（２）改良住宅手代岡団地実施設計業務予算の繰り越しについて 
（３）計画推進のための財源計画について 
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９ 
１２番 

 寺田公一君 

１ 宿毛マラソンへの取り組みについて（市長） 
（１）大会コースについて 
（２）今後の大会開催について 
 
２ 小中学校の再編と教育のＩＣＴへの取り組みについて 
                        （市長） 
（１）今後の小中学校の児童生徒数の推移について 
（２）再編計画への考え方について 
（３）教育のＩＣＴ化への考え方について 
 
３ 校区の問題と市営住宅について（市長、教育長） 
（１）校区外への通学に対する教育委員会の考えについて 
（２）橋上市営住宅に足する考え方について 
 
４ 集落活動センターとあったかふれあいセンターについて 
                         （市長） 
 
５ 宿毛市斎場の今後について（市長） 

１０ 
１４番 

 濵田陸紀君 

１ 早稲田大学第１４代総長奥島孝康杯争奪２０１６早春健全
育成ジュニア駅伝大会について（教育長） 

 
２ 市長の選挙公約である公衆浴場について（市長） 
 
３ 宿毛小学校の現在地での建設について（市長） 
 
４ 小学校から沖須賀までの避難道路の拡張について（市長） 
 
５ 防災情報伝達システムからの音声伝達について（市長） 

１１ 
 ４番 

 山岡 力君 

１ 介護予防・日常生活支援総合事業（総合事業）について 
                        （市長） 
（１）新総合事業の国からの移管について 
（２）市民への周知・説明や理解度を増すための施策について 
（３）要介護申請における認定申請と基本チェックリストのさ

び分けについて 
（４）新総合事業の運営について 
（５）新総合事業実施上の運営責任の所在について 
（６）一般介護予防事業実施における職員体制について 
 
２ 子供の貧困問題と教育環境の整備について（教育長） 
（１）要保護・準要保護の所得評定が、宿毛市は同額の認定基

準だがその根拠について 
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平成２８年第１回宿毛市議会定例会議決結果一覧表 

 

   議  案 

 

議案番号 件 名                議決月日 結  果 

第 １号 
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意

を求めることについて 
３月２２日 同  意 

第 ２号 
固定資産評価審査委員会委員の選任につき同意

を求めることについて 
３月２２日 同  意 

第 ３号 平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について ３月２２日 原案可決 

第 ４号 
平成２７年度宿毛市国民健康保険事業特別会計

補正予算について 
３月２２日 原案可決 

第 ５号 
平成２７年度宿毛市へき地診療事業特別会計補

正予算について 
３月２２日 原案可決 

第 ６号 
平成２７年度宿毛市定期船事業特別会計補正予

算について 
３月２２日 原案可決 

第 ７号 
平成２７年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会

計補正予算について 
３月２２日 原案可決 

第 ８号 
平成２７年度宿毛市学校給食事業特別会計補正

予算について 
３月２２日 原案可決 

第 ９号 
平成２７年度宿毛市下水道事業特別会計補正予

算について 
３月２２日 原案可決 

第１０号 
平成２７年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計

補正予算について 
３月２２日 原案可決 

第１１号 
平成２７年度幡多西部介護認定審査会特別会計

補正予算について 
３月２２日 原案可決 

第１２号 
平成２７年度宿毛市介護保険事業特別会計補正

予算について 
３月２２日 原案可決 

第１３号 
平成２７年度宿毛市土地区画整理事業特別会計

補正予算について 
３月２２日 原案可決 

第１４号 
平成２７年度宿毛市後期高齢者医療特別会計補

正予算について 
３月２２日 原案可決 

第１５号 
平成２７年度宿毛市給与等集中処理特別会計補

正予算について 
３月２２日 原案可決 

第１６号 
平成２７年度宿毛市水道事業会計補正予算につ

いて 
３月２２日 原案可決 
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第１７号 平成２８年度宿毛市一般会計予算について ３月２２日 原案可決 

第１８号 
平成２８年度宿毛市国民健康保険事業特別会計

予算について 
３月２２日 原案可決 

第１９号 
平成２８年度宿毛市へき地診療事業特別会計予

算について 
３月２２日 原案可決 

第２０号 
平成２８年度宿毛市定期船事業特別会計予算に

ついて 
３月２２日 原案可決 

第２１号 
平成２８年度宿毛市特別養護老人ホーム特別会

計予算について 
３月２２日 原案可決 

第２２号 
平成２８年度宿毛市学校給食事業特別会計予算

について 
３月２２日 原案可決 

第２３号 
平成２８年度宿毛市下水道事業特別会計予算に

ついて 
３月２２日 原案可決 

第２４号 
平成２８年度宿毛市国民宿舎運営事業特別会計

予算について 
３月２２日 原案可決 

第２５号 
平成２８年度幡多西部介護認定審査会特別会計

予算について 
３月２２日 原案可決 

第２６号 
平成２８年度宿毛市介護保険事業特別会計予算

について 
３月２２日 原案可決 

第２７号 
平成２８年度宿毛市土地区画整理事業特別会計

予算について 
３月２２日 原案可決 

第２８号 
平成２８年度宿毛市後期高齢者医療特別会計予

算について 
３月２２日 原案可決 

第２９号 平成２８年度宿毛市水道事業会計予算について ３月２２日 原案可決 

第３０号 宿毛市地域公共交通会議条例の制定について ３月２２日 原案可決 

第３１号 
行政不服審査法の施行に伴う関係条例の整備に

関する条例の制定について 
３月２２日 原案可決 

第３２号 

宿毛市議会の議員その他非常勤の職員の公務災

害補償等に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

３月２２日 原案可決 

第３３号 
宿毛市固定資産評価審査委員会条例の一部を改

正する条例について 
３月２２日 原案可決 

第３４号 
宿毛市人事行政の運営等の状況の公表に関する

条例の一部を改正する条例について 
３月２２日 原案可決 

第３５号 
宿毛市職員の勤務時間、休暇等に関する条例の

一部を改正する条例について 
３月２２日 原案可決 
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第３６号 

宿毛市特別職の職員で非常勤のものの報酬及び

費用弁償に関する条例の一部を改正する条例に

ついて 

３月２２日 原案可決 

第３７号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例について 
３月２２日 原案可決 

第３８号 

宿毛市立沖の島へき地診療所に勤務する医師の

給与並びに旅費支給に関する条例の一部を改正

する条例について 

３月２２日 原案可決 

第３９号 
宿毛市特別会計設置条例の一部を改正する条例

について 
３月２２日 原案可決 

第４０号 宿毛市税条例の一部を改正する条例について ３月２２日 原案可決 

第４１号 
宿毛市ふるさと寄附金条例の一部を改正する条

例について 
３月２２日 原案可決 

第４２号 
宿毛市奨学金貸与条例の一部を改正する条例に

ついて 
３月２２日 原案可決 

第４３号 
宿毛市立公民館設置条例の一部を改正する条例

について 
３月２２日 原案可決 

第４４号 
宿毛市立教育集会所の設置及び管理に関する条

例の一部を改正する条例について 
３月２２日 原案可決 

第４５号 
宿毛市立保育所設置条例の一部を改正する条例

について 
３月２２日 原案可決 

第４６号 

宿毛市指定地域密着型サービスの事業の人員、

設備及び運営に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

３月２２日 原案可決 

第４７号 

宿毛市指定地域密着型介護予防サービスの事業

の人員、設備及び運営並びに指定地域密着型介

護予防サービスに係る介護予防のための効果的

な支援の方法に関する基準を定める条例の一部

を改正する条例について 

３月２２日 原案可決 

第４８号 

宿毛市地域包括支援センターの職員及び運営に

関する基準を定める条例の一部を改正する条例

について 

３月２２日 原案可決 

第４９号 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の減少及び高知県市町村総合事務組合

規約の変更について 

３月２２日 原案可決 

第５０号 

高知県市町村総合事務組合を組織する地方公共

団体の数の減少及び高知県市町村総合事務組合

規約の変更に伴う財産処分について 

３月２２日 原案可決 

第５１号 
幡多西部介護認定審査会共同設置規約の変更に

ついて 
３月２２日 原案可決 
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第５２号 
宿毛市一般職員の給与に関する条例等の一部を

改正する条例の一部を改正する条例について 
３月２２日 原案可決 

第５３号 市道路線の変更について ３月２２日 原案可決 

第５４号 教育長の任命につき同意を求めることについて ３月２２日 同  意 

第５５号 平成２７年度宿毛市一般会計補正予算について ３月２２日 原案可決 

 

 


